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幕末 維新 

- 本庄 榮治郞 

世界に 冠絕 せる 國體を 有する 我國は 未だ 嘗て 外國 から その 領土 を 侵された ことがない リ 

然し その 危險 にさら されむ とした こと は絕 無で はなく、 その 最も 著しい 例と して は、 中 W 

における 元寇の 役、 近世 末期に おける 事例が あり、 ABCD 包圍 態勢に よる 現 時 未 伸 有の 

危局と 共に 三 大事 件と 見る ことが 出来よう。 幕末の 時代 は 內には 一 一 百 五十 年来の 封 ffi 制，；^. 

が 將に冗 解 せん； U し、 外 § 米 Ms^/ 力 (^ か^お 以で： &開. S_」？„J..^, 下關に 於， V は 砲 

火 相 見 ゆるに 至った のであって、 眞に 興亡の 岐路に 立って ゐた ときであった。 

而も 國內の 狀勢は 如何であった か、 二百 年 太平の 夢に 馴れて 武士 は武を 練らす、 ろ 生 
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活の 窮乏に 追 はれて 貨殖の 途に 志す 有樣 であって、 當 時の 上書に も 米 艦 来航の 時に 當り着 

用すべき 古 具足 すらな きものが あった とい ふ" か k る歉 態で あるから 一 歩 處置を 誤れば 如 

何なる 事態 を 惹き起 さん も 計り 知る 可から ざる 累卵 の 危機に 臨んで ゐ たもので ある。 嘉永 

以來 幕末の 狀勢 は眞に 非常時であった" 木戶孝 允が 一 「今日 天下の 勢 は 山嶺に 丸 を 置く が 如 

く 危機 僅に ー髮、 ー轉 せば 忽ち 千饭の 下に 直下 せん、 誰か 得て 之 を 支 へん 哉』 とい ひ、 安 

政 一 一年 ナー 月の 老中 阿部 伊勢 守より 下せる 評議 書の 一 節に も 『當 節の 場合 實に不 容易 時勢 

に 付、 何れに も 非常の 御 處置有 之 度』 云 A と あるが 如き、 何れも 常時が 『非常の 際』 であ 

つたこと を 認めて ゐる こと を 示して ゐる。 、 

&。 永 六 年 六月 米 國水師 提督 ベリ ー 軍艦 四 隻を率 ゐて浦 賀に來 る や、 我國 上下の 驚愕 は甚 

しきものが あり、 殊に、 江 戶の騷 ぎ は 非常な ものであった。 卽ち米 艦 渡来の 注進が 浦賀 奉行 

から 江戸に 達する と 江 戶城內 は 非常の 混雜を 極め、 早速 兵 を 繰り出して 海岸 を 守らし めた 

が、 城內 では 夜 を 徹して #議 が 開かれ、 九日に は 江 戶市內 に 布令が 出て、 米 艦が 萬 一江 戶 

灣に乘 り 入れた とき は 早 半鐘 を 鳴らす ことが 達せられ、 氣 早な 連中 は 家財 道具な ど を 持 運 


ぶ 有様であった。 「繽 泰平 年表」 に は 

『江戸の 大都 繁華の 巷 も 俄に 修羅の 衢に變 じ、 萬の 武器 調度 を 持 蓮び、 市中 古 m か 商の 家 

に は 陣羽織、 袴 付、 簑笠等 を かけなら ベ、 鍛冶 を 業と する 者 は 家 毎に 甲胄 刀 槍を鍛 ひ、 

武器 商 ふ 店に は 古き 武器 を累 ねて 其價 平時に 倍せ り。 海邊に 家宅 ある 士民 老幼 婦女の 立 

退かん とて 家財 雜具を 持 運ぶ 様、 さし もに ひろき 府下の 街衢 も 奔走 狼狱 して、 錐の 立つ 

べき 處も なし。 訛 言隨て 沸騰し、 人心 恂， として 定ら す』 

と ある。 而も この 際、 下谷邊 にて 武具 を 商 ふ 一市 人が 此騷 動で 澤 山の 武具 を 喪 柳いて 多分 

の 利益 を 得、 其 祝 餅を搗 いて 酒肴 をと & のへ 客 招き をして、 今度の アメリカ 船 は 我等の 爲 

に は寶船 だと 喜んだ。 この こと 名主に 知れて 咎められ、 數日 閉店 を 命ぜられ たとい ふ 話 も 

あった。 當 時の 落首に 『太平の 眠を覺 ます 正 喜 撰 (蒸 汽船) タッタ 四 ハイで 夜 も られ す』 

とい へ る 如き、 如何に 國 民が 不安， の 念に 驅られ たかを 想 a する ことが 出来る。 

この 時、 幕府 は 米 國の國 書 を 受取り 囘答を 他日に 留保し、 米 艦 も 一時 退去した が、 翌华 

一月 再び 来航して その 囘答を 求めた。 遂に 三月 三日 神 奈川條 約が 締結され たが、 米 艦 は 
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賀 より 更に 下田、 箱 館へ 廻航 した" 米 艦が 浦賀 から 下田へ 来航した ときの 下田の 狀況 は、 

古老の 談 によると 次の 如くであって、 その 狼识 さが わかる。 

『米 艦が 下田 港に 入る や、 市中の 騒ぎ 一方なら す、 今にも 戰爭が 始まる と 云 ふ 噂で、 h 

下 混雜、 沼 津. 小 田 原 *掛 川 諸 藩の 御 家来 衆、 千 人 以上 も警 固に 出張、 夫から 、江戶 表よ 

り は、 御 奉行 樣 以下の 役人 方が 大勢 參 つて 御寺々 に 宿所 を 定め、 異人 は 三々 五々 上陸し 

て 町內を 物した- - が、 初めは 何處の 家も戶 を閉ぢ て、 節穴から 異人 を 見て 居った。 夫 

から 明日 は アメリカ のべ ルリ 大將が 多くの 軍勢 を 引 連れて 上陸す るから、 女 や 子供 は 在 

方へ 遁し、 男子 は十歲 より 五十 歲 迄の 者 は 他所へ 出て はならぬ と い ふ 御 達が あつたつ』 

米 艦 は 下田から 箱 館へ 廻航 したが、 米 艦 渡来の 報 ある や 松 前 藩の 驚愕 一方なら す、 箱 館 

附近の 庶民に 對し米 艦 渡来に 關し 心得べき 觸 書を發 し、 婦女 小 兒は近 村へ 逃れし め、 牛 • 

滔. 吳服 物. 小間物 其 他 大切の 品を隱 H せしめ、 港に は 船舶の 出入 を 禁じ、 陸に は 馬の 出 

人 を 止め、 海に 面する 戶 障子 を 閉ぢて 目 貼 をな さしめ、 佛事 葬送 を も 制限し、 箱 館 山神佛 

の參詣 をも禁 する 等の 處置 をな した。 かくて 米 艦 入港の 當時、 市民 は 如何なる 珍事の 起る 


べき やと 慮し、 戶を閉 ぢて閉 息し、 市中 は 恰も 火の 消えた 如き 狀 態であった とい ふ。 

江戸時代 は 1 一 百 五十 年の 長き に 亙つ て 史上 稀れ に 見る 太平の 時代 を 現出した が、 その 間 

自ら 世態の 變遷が あり 政治の 伸張 弛廢 があった。 從 つて」^ 政 革新の 努力が 拂 はれた こと も 

少 くなかった が、 世に 江戸時代の 三大 改革と 稱 せらる \ もの は ts- 保 *寬 政 . 天 保の 改^が 

之れ である。 然し その 效果 は必 すし も永績 的で はなく 一時的に 過ぎなかった U 然るに 幕末 

に 於て 試みられた 諸般の 改革 は 以上の 三大 改革に 於け る 如き M 內的 事情の みで はなく、 外 

國關 係から も 改革の 必要が あり、 また 外國 の， 制度 をと り 入れた 點 もあって、 以上の 三大改 

革に も增 して 著大なる 改革であった とい はなければ ならぬ。 蓋し 中期 以來 起り つ-^ あった 

封建 政治と 相容れ ざる 現象 は、 右の 數 次の 大 改革に も 拘らす 次第に 進- &し、 對外關 係 は； 史 

に ； 層の 紛糾 を 告げて 遂に 開國 となり、 效に 於て か未會 有の 庶政 改革、 經濟 上の 新政 策が 

行 はれた のであった。  •  、 
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從來 幕府 は 内治 外交と もに 幕府の 獨斷で 事 を 決めて ゐ たので あるが、 ベリ ー 渡来 以後 は 

外-: 父 は 勿論、 それ 以外の ことで も 朝廷の 御 指圖を 仰ぎ、 又 諸侯に 對 しても 其 意 a を徵 する 

やうに なった。 之 は 幕府 權 力の 消長 を 知るべき 一 村 料た ると 同時に 公議 輿論の 思想が 赏現 

された ； 例と も CE- るべき もので あらう、) また 幕府 は萬延 元年に 安政 條約 交換 使節 を 米國に 

派 造し 其 後も歐 米に 屢 使節 を 派遣.！ i てゐ るが、 寛 永の 鎖國 以後 國 民の 海外 渡航 を嚴禁 して 

ゐた 幕府と して は責に 破天荒の 事件と いふべき であらう。 更に 政治 上に おける 最も 重大な 

る 改革と して は參覲 交代制 度の 改正 を擧げ なければ ならぬ。 幕末に 於て 幕府の 權勢 は從來 

の 如くなら す、 諸侯 も 亦 次第に 疲弊して 失費 多き この 制度の 下より 脫 がれん とし、 此 制度 

を勵 行す る こと は 當時旣 に相當 困難で あつたので あるが、 今や 對外關 係 錯雜し 来って、 國 

防と fsf 備の充 實とを 必要と し、 日本 國を 一 團 として 外に 對 する ことの 必要に 迫られて 來た 

ため、 國內に 於け る 諸侯に 對 する 政策の みから 割り出された 參覲 交代の 制度 は、 最早 や 時 

勢の 要に 應 する 所以の もので はなく、 文久 一 一年 閏 八月 途に從 来の 隔年 交代の 制 を 改めて 

三年 ： 覲 百日 在府の 新制 を樹 つるに 至った ので ある。 以上の 外 幕府 は 慶應ニ 年の 末から 三 


年に 亙って 官制の 改革 を斷 行し、 佛國 公使 レオン • P シ ュ 等の 獻 策に 基いて、 從來の 老中 

-の 合議制 を 改めて 陸軍 總裁 • 海軍 總裁 • 國內 事務 總裁 • 會計總 裁 • 外國 事務 總 裁の 五 局專 

任の 老中 を 置いた。 之 は 欧洲の 內閣 組織 を 採り 人れ たものと して 注意すべき 事柄で あらう 

又 幕府が 門閥 打破 • 人材 拔擢の 方針 を 採った こと も 從來の やり方 を 破った 英斷と い ふ ベ き 

であらう。 , 

ペリ， I の來航 によって 最も 直接に 影響 を 受けた もの は 軍備で あろ。 品 川 沖に おける ぉ蹇 

場の 建設 や、 大船 製造の 禁を 解いた こと を 始めと して、 西洋式 陸軍の 採用、 軍艦 商船の 製， 

造 若く は 購入、 海軍の 創設、 長 崎 • 橫須賀 • 橫濱 等に おける 製鐡所 造船所の 設©、 反射 爐- 

火藥 製造所 等の 建設が 行 はれた。 同樣 のこと は 鹿兒島 • 佐賀 • 水戶其 他の 藩に も 行 はれて. 

ゐ る。 此の 如く 軍備の 充實は 大砲 小 鉄 其 他 兵器の 製造 を 促した のみなら す、 一般 工業の 上. 

に 於ても 西洋式 工業が 輸入され た， こと は 注意すべき 點 である。 尤も 鹿兒 島； t に 於て は旣に 

文政 年間に 羊毛 舫 織が 行 はれ、 其 後醫藥 • 砲 子等の 製造 も 試みられ たので あるが、 齊彬の 

時代に 入って 西洋の 新 方法 を 採用し、 嘉永 安政の！ S に は、 ^子. 隊 磁器 • 農具 その他の 製 
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造 所が 出來、 瓦斯 燈* 電信機 • 寫眞術 等に 至る まで 研究せられ、 特に 慶應 元年 以来 洋式 紡 • 

績 等が 計畫 せられ、 同 三年から 操業 を 開始した こと は 注意すべき 出来事で ある。 佐賀 藩に 

於ても 嘉永五 年に 精煉 方と いふ 役所 を 設け、 煙 础雷粉 等の 武器に 必要な 原料の 試驗 から 延 

いて 他の 化學 工業 拉に それに 關聯 せる 藥劑及 器械 等 を 製造し、 安政 年間に は 小 蒸 汽船 及 蒸. 

汽車の 雛型 を 造り、 文久 元年に は 汽罐 製造所 を 建設した" 以上の 洋式 工業のう ちに は 軍備 

のために 行った もの も あるが、 化學 工業 • 電氣 • 紡績 其 他 一 般經 濟の發 達に 重大なる 影響 

を 及ぼすべき 方面に、 洋式 工業 を 採用した ものの あった こと は 注意すべき ところで あらう。 

"史 に ペリ ー の來航 によって 經濟 上の 方面に 於て、 最も 直接的な 影響 を 受けた もの は外國 

貿 である。 安政 以後 幕府 は 下田 • 箱 館 • 長 崎 • 神奈川 • 兵 庫 等 を 開港 場と したが、 神奈. 

川の 代りに 撗濱、 兵 庫の 代りに 神戶が 開港され た。 當時 最も 主要なる 貿易港 は橫濱 であ リ、 

貿 額 も 安政 六 年に は 輸出入と も 五十 萬圓臺 であった のが、 翌萬延 元年から 三千 萬圓 とな. 

り、 慶應 S に は 六 千 萬圓を 超え、 從來の 如き 一 方 的 貿易で はなく 輸入の 外に 輸出 も 行 はれ、， 

寧ろ 毎年 輸出超過の 狀 况を呈 したので あった" 而 して 開港す るた めに は 居留地 や 貢 易 上の- 


諸 設備 をし なければ ならぬ。 卽ち兵 庫 開港の ために 約 八 九十 萬兩 の經费 が必. 要であった" 

この 經費 を支辨 する ために 幕府 は慶應 三年に 大阪の 町人 をして 合资 結社の 方法に 基いて 一 

の 商社 を 設立せ しめた" この 商社 は歐 米の 會社 組織に 倣った ものである" 常時の 商工業 は. 

一 般に 個人 普 業で あり、 三 井 組の 如き 家族 的團體 ともい ふべき もの も 例外的に はあった が、 

合資 結社の 方法に よる 西洋の 畲社 組織に 比すべき もの は 未だ 曾て 存在し なかった。 然るに 

慶應 三年に 至って この 方法が 始めて. W 現した ので ある" 商社 は 西洋の コ ンパ 二 Igf ち會 社. 

に 倣って 設立され.^ とはい ふ もの-^、 その 組織な どが 不完全で あり、 今 n= の 所謂 會社、 殊 

に 株式 # 社と 同 一 視し 得ざる こと はいふ 迄 もない 所で あるが、 在來の 企業 組織に 滿 足せす、 

新しき 組織 を 移植して 我國の 事業 遂行に 資せん とした こと は、 經濟 上に おける ； 大新 政策： 

として 考 へねば ならぬ 點 である。  ， 

冪 末にお ける 開國 はまた 我國 財政 上に も 非常なる 影響 を與 へ、 從來 嘗て ざり し 新しき- 

方面に 於て 多額の 經費を 要した ので あるが、 之に 對 する 策と して は 從來の 貨幣 改 〔i や 御用 

金 等の 外に、 新しき 方法と して 關稅收 入と 外債と 幕府 紙幣の 發 行と を 擧 ぐる ことが 出來る Q 
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當時 各藩に 於て は 所謂 藩札と 稱 する 紙幣 を發 行して ゐ たので あるが、 幕府 は 未だ 嘗て 紙幣 

を發行 した ことはなかった ので ある。 然る に 慶應三 年に 幕府 も途 に 紙幣 を發 行す る こと A> 

なった J 之 は 一 に撗濱 貿易の 融通に 資する ために 行 はれた のであって、 同年 八月に 四 種の 

金 札が、 江 戶橫濱 を 流通 區域 として 發 行され、 十月に は 江 戶及關 八州 を 流通 區域 として 向 ふ 

三，^ 年間に 兌換すべき 五 種の 金 札が 發行 された" 十 一 月に は 前述の 大阪の 商社で 近畿 地方. 

を 流通 區域 として 六 種の 紙幣が 發行 さる-に 至った" これ また 幕末の 新政 策の 一 である" 

嘉永六 年 六月 ペリ ー が 提出した 米 國の國 書 は 七月 一 日に 老中より 諸 藩に 示され、 之に 對. 

する，」：〕 憚な き 意見 を徵 した。 諸侯の 答 書の 多く は担絕 論で、 開國 貿易 論者 は 五十 四 藩 中 十 

六 藩に 過ぎなかった-〕 尤も 担絕 論と いふ も開戰 論と は 限らす、 避 戰論も あり、 貿易 は担絕 ^ 

する が 平和の 取扱 をな すべ しとす る 者が 多く、 又 所謂 開國 論と 稱 せらる X もの \ 中に も 試 

みに 貿易 を 許す と い ふ ものが 割合に 多く、 或は 軍備の ために  一 t- 貿易 を 許す とい ふ考も あ- 


り、 積極的に 貿易の 利益 を 認めて 之 を 許すべし との 意 a は 極めて 少 かった。 積極的 開國論 

者を擧 ぐるならば、 例へば 福 岡 藩主 は外國 貿易 を 許さば 『日本 繁： SI 無 疑』 と說 き、 外 SI 通 

商 は 先例に 背かす として ゐる。 彥根 藩の 井伊 弼も 八月 十日の 上書で は 彼我 國 風の 相違 を 

說き、 邪敎を 防ぐ の 祖法を 變改す 可から すと し、 寧ろ 消極的の 意 a を 述べて ゐる やうで あ 

るが、 八月 二十 九日の 上書で は 『交易の 儀 は國禁 なれ ど、 時世に 古今の 差 あり、 有無 相 通 

する は 天地の 道 也。 祖宗の 神に 吿て、 已來は 此方より 商船 を 和 蘭 I 所 1 乂嚼吧 之 商館へ 遣し 

て 交易す ベ し』 とて 朱印船 を 復興して 盛に 海外 貿易 を 行 ふべ しとの 積極的 意：： S を述 ぶる に 

至った"  . 

安政 元年の 條約 は所簡 和親 條 約であった が、 四 年 十月 米國總 領事 ハ リ ス が 江戸に 參府し 

て 重大 事件 卽ち 通商 條 約の 締結の 議を 申出で た。 幕府 はこの 重大 事件の 處 置に 關 して 前 同 

様 諸矣其 他の 意見 を徵 したので あつたが、 之に 對 する 答 書 は、 前 囘と異 つて 開 國 貿易 論が 

多數を 占め、 鎖國 攘夷 を 主張した もの は 三十 四 藩 中 七 藩に 過ぎなかった。 卽ち 社舍狀 勢の 

變 化に 應 じて、 貿易に 對 する 諸侯の 意見に も 變化を 生じた ものと a なければ ならぬ。 今 そ 
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の  一 二の 例 を 示さん に、 さきに 一 「本邦 有限の 財物 を以、 萬 夷 無 盡之嗜 欲に 交易 致 候 時 は衰： 

弊 ir を 刻して 俟 ベく」 一 乂期 付に て 交易 を 許す の 說をも 斥け、 全國へ 必戰の 用意 を 命す ベ 

しとして 主戰 論を唱 へた 福 井 藩主 は、 此度は 一 「鎖國 不可 致 儀 は 具眼 之 者 瞭然と 奉存 候』 と- 

い  ひ、  また 『我より 航海 を 瓶め、 諸 州へ 交易に 出 候 事 企 望の 折に 候 故、 道理 を以、 來乞候 

者 は 担 絕無之 害に 候， I 一  と說き 一 「强 兵の 基 は 富 國に可 有 御座 候 得ば、 今後 商 政. を釐 め、 貿易 

の 道 を 開き 有無 相 通 はし、 皇國自 有 之 地 利に 據り、 宇內 第一 の 富 饒に致 度 事に 御座 候. - と 

述べ、 貿易 は 富國の 基で ある こと を說 いて ゐる。 其 他 鹿兒島 藩主 も外國 貿易 を 開始す る t 

同時、 に 諸 外國へ 商船 を 派遣すべき こと を 主張し、 老中 堀 田 正睦も 今や 一 「强兵 は富國 より 生 

じ、 富 圈の術 は 貿易 互市 を以 第一 とす』 と， s?^ き 『廣く 萬 國に航 し 貿易 を 通じ』 云々 と 述べ 

てゐ る- 其 他 役人 儒者 等の 開國 貿易 を 主張した 者 も 多く、 降って 神 田 孝 平の 「農 商辨」 賴. 

澤論吉 の 「S5 人 往来」 (何れも 文久 年間の 著) 等 も外國 貿易 を 主張して ゐる" 橫井小 楠 も萬延 

元年の 「富國 論」 に 於て 開國 交易の 必要 を 認め 貿易 を 是認し、 且 海外に は 商館 を 建て 國內 

に は 商社 を 設けて 盛に 海外に 出で て 貿易すべき こと を說 いて ゐる" 要するに 幕末に 於て は 


開國 貿易 論が 既に 進歩的の 意見で あるが、 それより-も 更に 進んで、 我國 より 外阈に 出で て 

貿易す る こと、 卽ち出 貿易の 主張が 少 からす 存 する こと は 注意すべき ことで あらう。 

安政 元年の 和親 條約 によって 我國 は外國 船舶に 對 して 船中 缺乏品 を 供給 するとい ふ 所謂 

缺乏品 貿易が 行 はれた ので あるが、 それが 一般的 通商 貿易に 發展す べき こと は 必至の 狀勢 

であった から、 幕府に 於て は 通商 條約 締結 以前から 貿易 方法 等に ついて 種 々考究 を 遂げ、 

幕府の 役人 を 上海 香港 等に 派遣して 貿易 狀況を 調査せ しむべ しとの 議が行 はれた が、 これ 

は實 現せす に 了った。 

通商 條約は 安政 五 年に 締結され たが、 その 結果 種々 なる 方面に 影響 を與 へ、 殊に 货 物が 

貿易に 供せられ るた めに、 國內の 需要 を 十分に 充す能 はす、 自然 物價は 騰貴す るに K. ^づ た" 

兹に 於て 箱 館 奉行 は 居 貿易に 甘ん ぜす 進んで 外國に 赴いて 物產を 取引し、 その 利 (分 を 以て 

船の 維持費に 充て、 兼て 外 画の 事情 を 探索す ると 共に 航海 上の 訓練 をな さんとの 計 嘗ーを 立 
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て、 先づ 上海 香港 粒に 黑龍江 方面から カムチャツカ 邊へ 赴き、 露領 各地の 狀況を 調査す る 

必要 を 認め、 安政 六 年 この こと を 幕府に 上申した ので あるが、 遂に 文久 元年 四月 二十 八日 

箱 館 を 出帆して 黑龍、 江 航行の 壯圖に 就いた。 船 は 箱 館 奉行所 官船龜 田 丸で、 木造 帆船 二 本 

穡四 十六 噸で、 當 時の 優秀 船であった。 初めての 航海で も あり、 隨分 難航であった らしい G 

ァレキ サン トロ フス ク  ニコライ H フス ク 

五月 六日 歷 山 港に つき 二十 五日 同 港 を 出て、 六月 一日に 目的地た る 尼 港に 着いた。 

同 港 は 人口  二 千、 黑龍江 第一 の 都會で 露國の 東方 經營 の根據 地であった。 七月 十六 日に 同 

港 を 出て、 八月 九日 箱 館へ 歸 着した，〕 船に は 絹布 • 米. 醬油 • 馬鈴薯 及雜貨 若干 を 積 込み 

之 を 尼 港で 試賈 したので あるが、 當時 露國の 東方 經營 の柩 要地 區を 視察し、 航海. 軍事. 

地理 • 物産 其 他に つき 調査 をな し、 貿易の 得失 を 考究して 歸來 した こと は 誠に 意義深き も 

の ある を覺 ゆる。 

次 は 上海 へ の 出 貿易で ある。 幕府 は 夙に 外國 貿易 狀、 况 調査の ため 香港 及 上海 へ 船舶 を 派 

遣す る 計 畫を立 て- -ゐ たので あるが、 文久 一 一年 英船ァ ー ミス ティ ー ス を買收 して 千歳 丸と 

改め、 幕府の 貿易 船と して 上海 遣した。 之 は 木造 帆船 三本 檣 三百 五十八 噸で、 船長 は 


ァ 1 'ミス ティ ー ス の 船長 へ ンリ ー. リ チヤ ー ドソ ンを その ま \ 千歳 丸の 船長と して 、叫ガ 1 1 

十九 日に 長 崎 を 出て 八日 目の 五月 六日 朝 上海. に 着き、 歸航は 七月 五日 上海 を 出帆、 M 十四 

日長 崎に 歸 着した もので、 長 崎 出帆 以來 七十 五日 間で、 開國 最初の 上海 K 易が 行 はれた の 

であった。 時 恰も 長髮 賊の亂 があった ときで、 英佛の 兵士が 市中の 城門 を 守り 出入 を 監視 

し、 門前に. 支那 人が 集っても 決して 門 を 開かす、 西洋人と 見れば 則ち 門 を 開いて 通行せ し 

めた とか、 其 他 種々 なる 感想が 當時 一行の 人々 の 見聞 記に 記されて ゐる。 一： g 杉 i^II! 作の 「上 

海淹留 日錄」 にも 『熟々 上海の 形勢 を觀 るに 支那 人は盡 く外國 人の 便 役たり、 英佛の 人 街 

市 を 歩行 すれば、 淸人皆 傍に 避け 道を讓 る。 實に 上海の 地 は 支那に 屬 すと 雖、 英佛の 地 

とい ふ も 可也』 とあって、 歐 米の 支那 植民地 化の 狀況が 旣に此 時に 現 はれて ゐる。 常時 千 

歳 丸に 積 込んだ 商品 は 和 蘭 領事館の 仲介で 寶 捌かれ、 また 商品の 買 入れが 行 はれた ので あ 

るが、 貿易と して は 利益が あった わけで もなかつ たやう である。 

さきに 露領尼 港へ 貿易 を 試みし 箱 館 奉行 は、 更に 翌文久 一 一年 五月 奉行所々 屬船健 順 丸 を 

以て 英領 香港 及蘭領 バタ ビアへ 出 貿易 を 試みん と計畫 した。 この 健 順 丸 は 米國船 アル テア 
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號を買 K した もので 木 #3 帆船 三本 檣 三百 七十 八噸 であった" 幕府 は英國 公使 や 和蘭總 領事 

に 對し萬 事 斡旋 を 乞 ふ 旨の 依 賴狀を 出して をり、 船 も 一 一年 十月 六日に 箱 館 を 出帆して 品 川 

へ 着いて ねる から、 初ば 勿論 之を實 行す る考 であった と 思 はれる が、 船が 品 川へ 着-^ て 力 

ら、 後 一 時 中止と なった。 然し 翌 三年 十 一 月に 船 は 品 川 表 を 出帆して 兵 庫に つき、 翌元治 

元年 一 一月 九日に 兵 庫 を 出帆して 二十 一 日に 上海に 着き、 同様 和 蘭 領事の 斡旋に よって S 易 

を 試み 市中 を 視察し、 滞在 一ヶ月 半、 四月 九日 上海 を發し 十五 日長 崎に 歸り、 七月 十 H 品 

川て 歸 着した。 之が 健 順 丸に よる 第二 囘 目の 上海 出 貿易で ある。 最初の 計畫の 如く 香港 や 

ベタ ビア 迄 ま 行 かなかった が、 上海まで は 出掛けた のであった。 この 貿易 は相當 利益 を收 

めた やうに 記されて ゐ る、" 

1 ほ卞 への 出 貿易 は 幕末に 於て 相當 盛んに 論議され た 事柄で あるが、 尼 港と 上海との、 卽 

ち 北と 南との 兩 方面に 之が 實現を 見た こと は 上述の 如くで ある。 最初に 行 はれた 出 貿易 は 

龜田 丸に よる 黑龍、 江 貿易で あるが、 それ は 日本で 造られた 船で 日本人が 船長と して、 日本 

人 水夫と 共に 未知の 航路 を乘り 切った ものである。 第二 囘 第三 囘は 共に 上海へ の 出 W (易で 


あるが、 それに 用 ゐられ た 千歳 丸 も 健 順 丸 も 共に 外 w 船 を買收 した ものである。 然し 千歳 

丸 は 外人 乘組 員に よって 上海へ つれて 行って 貫った ので あるが、 健 順 丸 は H 本人の 乎で 上 

海へ 航海した ものである。 以上 三 囘の出 貿易が 貿易 取引の 上に 如何なる 結果 を现 はした か 

は必 すし も 明確で はない が、 その 成績 如何に 拘ら す、 この こと は 重大なる 意義 を 有する。 

卽 ちそれ は 單に居 貿易より 出 貿易へ の發展 のみで はなく、 之に よって a 々海外の 見 を 

め、 上海に おける 各國の 領事な どと 會 a して I 界の 情勢 を 知り 得た こと は 一 大收穫 であつ 

• たとい はなければ ならぬ。 更に 長き 鎖國の 後に、 日本製 船舶に より 又は H 本船 員に よって 

大洋 航海 を 遂行した こと はわが 交通 史上 特筆すべき 事件た るの みならす、 海外へ の 進取 發 

展の意 氣を如 13 に 示した ものと いはなければ ならぬ。 而も 北方と 南方と へ の 發展が この 時 

.旣 に 示されて ゐ たので ある。 その 歷 史上の 意義 は 極めて 大 なる もの ありと 信す る。 

五 

售 

以上 各方 面に おける 幕末の 新政 策 を 述べた が、 江戶 時代の 中葉 以後、 貨裕經 濟の發 展* 
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町人 財力の 勃興に よって 政治 社 會經濟 上に 一 大變動 を與へ つ \ あった 處へ、 嘉永六 年に ベ 

リ ー が 来航して 巨大なる 一 石 を 投じた" それが 大 なる 波紋 を 描いて 政治 • 社會 • 經濟の 各 

方面に 大 なる 動 搖を 生ぜし めた。 幕府 は 之に 處 する ために、 從來 の傅統 政策に 反する 幾多 

の 新政 策 を 採用し 政治 • 軍事 • 財政 • 經濟の 各方 面に 1 り 非常時の 對 策が 講ぜられ、 封建 

制度 を廢 止せん とする 意見 さへ も 現 はれた ので ある。 幕府の 數囘に 亙る 種々 なる 改革、 殊 

に慶應 年間の 庶政 一 新 は 一 世の 耳目 を聳 動せ しめた もの、 如く、 木 戶孝允 は 『今や 關東政 

令 一新、 兵馬の 制 亦頗可 見者 あり』 と 評して ゐる。 而も 此 等の 改革 は、 從來の 國內的 改革 

と 異リ、 對 外的 事情に よって 刺戟され たばかりで なく、 歐米 文物の 長所 を 採り 入れた 進取 

發展 的の ものである。 それ は鎖國 日本が 初めて 世界の 舞臺 にき はれ、 如何にし てこの 難局 

を 打開し、 如何にして 富 國强兵 の 實 を擧げ ん かと 苦心した こと を 物語 る ものである。 

六 

十七 枕 紀の初 以來英 佛兩國 は 東洋に その 爪牙 を 伸ばした が、 恰も 百年 前の 阿片 戰爭 以来、 


歐米諸 s 支？ その 殖民 地 化した こと s 知の 奮で ある。 IIS 於て ま 二 藩 

が 英國と 結び、 幕府が 佛國と 親善 關 係に 在った こと は、 今更 說 くまで もな きこと である 力 

一歩 を 誤れば 支那の 轍 を 踏みの 危機に 在った ものと 考 へざる を 得ない。 

當時佛 I 府 ss 大 なる 關心を 有し、 英米と 8 して 對曰 II せんとし、 公使 

ロシュに 旨 を 授け、 幕府 を 助けて その 羽翼 を 張らん と 欲した もの、 如くで あ. る。 元 治 元き 

外 國奉 行 池 田筑 後 守の 一 行が 巴 里に ありし とき、 佛人モ ン ブラ ンは 筑後 守に 說 いて 21 

の 隆盛 を圖 らば、 諸侯 を 削 小して 之 を 統一すべし。 然れ ども 是 S 府獨 力の 能くす る 所に 

あら ざれば、 宜しく 佛國に 依頼して 其 兵力 を 借るべし』 とい ひ、 佛國 政府 も 力 『H 本 政 

府、 國內の 叛徒 を戡定 して 外國 との 和親 を永繽 せんと 欲せば、 佛菌は 其 力 を 貸す を 文" ます』 

との 意 を？ た。 これ 筑後 守が 同年 五月 巴 里に 於て、 その 外務大臣と 鍵せ る W ケ條 の條 

約の 第 一 一條に ii 着の 靈 ヶ月 以內 に、 佛 匿の 下 ノ關の 通過 を I ならしめ、 時宜 

に 因りて は 威力 を 用 ひ、 又 佛國海 軍隊の 指揮官と 共に 處置 する こと あるべし』 と规 (.. ^され 

た 所以で ある。 この 條約 は、 幕府に 於て は 使節 越 權の處 置と して 之 を 認めなかった ^ め、 
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世に 之 を 巴 里の 廢 約と 稱 して ゐる。 

「績 再夢紀 事」 慶應ニ 年 七月 八日の 條に 11」 征 長の 擧、 此上 時日 を 費され て は、 外に 英の 

爆 動す る あり、 、內に se 侯の 異志 を蓄 ふる あり、 如何なる 障碍 を惹き 起さん も 測りが たし」 

只々 一 日 も 早く 局 を 結ばる る 方 然るべ し-.) 就て は 大砲 は 御 注文 次第 幾 門 にても 差 出すべく 

軍 S も 差 出す ベ けれど、 是は 西洋 各 國に規 M あり-て 今日の 如き 場合に 費り がた し- - 故に 商 

船 を 軍艦に 仕 立、 是も御 注文 次第 差 出すべし との 事な り， 一一 と あるが、 之 は 老中 板 倉 伊賀 守 

が大阪 より 兵 庫に 出張して ロシュ と會 見せし 際の ロシュ の 云 へ る 所で ある。 卽ち 武器 を も 

供給 し て 征長 の 擧を 遂げ し め、 幕府 を 援助 せんとす る 態度 を 示した ものである。 

かくの 如く 佛 園の 援助 を かりて 薩長 を 抑へ、 幕府の 權カを 伸張 せんとす る 策 は 幕府の 側 

にも 賛成者が あった () 卽ち 老中 阿部 豐後 守. 松 前 伊豆守 • 若 年寄 酒 井 飛驛 守、 勘定 奉行 小 

栗 上野 介 • 御 側 御用 取次 竹 本 隼 人 正 等が それであって、 佛國の 力 を かりて 薩長 を 討 減し、 

其 勢に 乘 じて 諸 大名 を 削 平して 郡 縣の制 を 布き、 以て 德川氏 執權の 下に 長く 全國を 統一 せ 

んと考 へて ゐた" 阿部 • 松前兩 老中 職 を 去りし 後 は、 小 栗 上野 介が 專ら この 議論の 中堅 を 


なして ゐ たもの の 如くで ある。 

以上 述べし 所に よって 観れば、 幕府と 佛國 との 間に は 親善なる 關 係が 結ばれ、 一方に は - 

口 グ ュが 幕府 支持の 意 a を 有して 幕政の 改革 等にまで 建議す る 有様で あり、 他方に は 常時 

の 有司の 中に も" 佛 11 は 他國に 比して 信頼す るに 足る ものと 考へ、 之に 賴 りて 事 を 成さん 

とする もの も ある 有様であった。 慶喜も シ ュを信賴せしこ，とは事赏でぁるが、 そ は 唯 だ 

彼の 意 a を 參考に 資せん としたの みであって、 佛國の 兵力 及 財力 を かりて 反對 派を輔 せん 

とする が 如き ものではなかった。 この こと は、 戊辰の 春 ロシュの 熱心なる 再 擧の忠 を 斥 

け、 或は 佛國 よりの 借款 を 斥けた ことによ つても 明かで あるが、 公の 憂へ し 所 は iHiU たる 

薩長 對 幕府の 關係 ではなく、 日本 對外 國の關 係であった からで ある。 

幕府と 佛國 との 關 係に 對し、 薩長 兩藩は 英國と 密接なる 關係を 有した。 ロシュ の 一 百に よ 

れば、 薩州は 討幕の 兵を擧 ぐるた めに、 英國 から 或る 有力なる 援助 を 得べき 約束が 成立し 

て 居た と いふ ことで あるが、 パ ー クス傳 の 著者 は 『cl シ ュは 巧に 日本 政府 を 籠絡して、 佛 

國 の 保護 國の 如き 體 裁の 者 を 作り出 さんと 謀りし に 似たり』 と稱 して ゐる。 常， 時の パ ー ク 
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スと シュの 言動に 徵 して、 必す しも 無稽の 評言と は斷じ 難い 處も ある。 然しながら 海軍 

の敎 習に ついて 之を英 國に讓 り、 橫須 賀製鐵 所の 器械の 購入に つき 英國を 加へ、 外債 を英 

佛兩國 に 募るべし となせ る點 より すれば、 ロシュと 雖、 全然 英國を 除外して 摆舞 ふこと も 

出来す、 多少 英國に 遠慮して 居た 如き 點も存 する ので はない かと 思 はれる のみなら す、 tt 

シ ュ が 果して かかる 野望 を藏 して ゐ たか 否や は 疑問で あらう。 

そ は 鬼 も 角 も、 幕末の 危機に 際會 して 若し 薩長が 英に賴 り、 幕府が 佛に 倚って 事 を 成さ 

ん とし、 一 は皇政 復古の 手段 を 誤り、 他 は 諸侯 削 平の 擧に 出で たらん に は、 啻に 國內に 於 

て 社 會の混 亂を激 成した のみなら す、 外に は 英佛ニ 画の 干涉を 招き、 國 家の 前途 は 實に寒 

心に 堪 へざる ものが あつたで あらう。 慶 喜の 憂へ し 所 も 全く 此處 に存 したがた め、 幕府 有 

司の 企畫を 斥け、 ct シ ュの勸 告を峻 担した のであって、 かくて 日本の 國を擧 げて祖 國を守 

り、 協力して 外 國に對 する の 態度 を 堅持した こと は 銘記すべき ことで あらう。 

七 


思 ふに 安政の 開國 は、 幕府の 衷心より 欲せし 處 ではなかった であらう。 然し ペリ ー 来航 

以來 通交 互市 を担絕 せば 開 戰を覺 悟せ なければ ならす、 戰 つて 勝算 ある わけで はな かつ. 

た。 恐らく 何人が その 局に 當る とする も、 同一 の 結果 を 見る より 外に 策はなかった であら. 

う。 然し この 對 外接 觸 の機會 が 開かれて より、 幕府 は 多大の 刺戟 を 受け、 從來の 如く 祖法. 

は ぐ 可から すと して 固守 偷 安に 耽る わけに は 行かなかった。 意 を 政治の 刷新に 用 ひ、 眼 

前に 展開され た 西洋の 新 文明 を 採用して、 世界の 競 爭場裡 に 立ち 遲れ ざらぬ が爲め 努力せ 

なければ ならなかった。 人 村の 登用 • 言 路の洞 開 • 政治 • 經齊 • 軍事上の 新政 策の 如き、 

何れも かくの 如くに して 行 はれた のであった。 

旣に 述べた る 如く、 幕府 は 安政 條約 交換の ため 使節 を 米國に 派遣した が、 正使 は 新 a 豐 

前 守、 副使 は 村 垣淡路 守、 目 付 は 小 栗 1 野 介で、 隨員 中には 甲斐の 醫師 廣瀨保 庵、 中 津の書 一 

生 福 澤論吉 等が あった。 彼等 は 米 國に滯 在す る こと 數 ヶ月、 米國の 文物 を 仔細に a 學し、 

德 川の 末期に 時流に 超越せ る 世界的 識見 を 得て 歸 朝した。 その 當時小 栗 上野 介が 土產 とし 

て 持ち 歸っ たもの は、 地球儀 や 新しき 器械 類であった。 これ は 『世界 を 知れ』 との 警ル： ： で 
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あつたと 稱 せられる。 其 後も廣 英佛露 等への 使節 派遣が あり、 幕府 も 長 藩 も 薩藩も 留學生 

を 派遣した。 それ 等の 人力が 泰西の 文物 を w 地に 目撃して 得る 所少 からす、 歸朝 後世 人 を 

啓： し、 殊に 嬰路に 立ちし 人々 の 中には その 新 知識に よって 財政 經濟 上に 經綸を 行 はんと 

した もの も少 くなかった ので ある。 幕末に 上述の 如き 新政 策が 行 はれた 所以 は、 か \ る 新 

知識 者の；：^ 在した ことが 重大なる 一 原因 をな して 居る ことと 考へ られ る。 

德川 幕府より 明治への 政治的 變遷 を、 形式 上から 觀れ ば、 政權は 依然として 武士階級の 

手に 在った もので、 只 上級から 下級へ 移轉 したる に過ぎない。 卽ち 幕府 を仆 した もの は、 

町人 階級で はなく 下級 武士階級であった。 之 は 江戸時代の 町人 階級の 政治的 經濟的 自覺の 

如 5^ にもよ る 所で あり、 また 封建 鎖 H の 結果と して 町人の 勢力が 了： 疋 限度 以上に 進展す る 

に 至らす、 實 際の 政 變が外 國關係 や 勤皇 倒幕 運動に よって その 機會が 造られた がた め、 武 

士 階級の 一部 下級の ものが 囘 天の 大業 を 成就した 次第で ある" 此等 下級 武士階級 は 封建 制 

度の 下に 於て 到底 その 生活 を途 ぐる 能 はす、 その 才能 を展 ばす 能 はす、 之に 對し 不平 不滿 

を： 1^ きし もので あり、 局面 展開の 必要 を 痛切に 感じて 居た ので あるが、 遂に 右の 如き 機會 


/ 


に乘 じて 上級 武士 を排 し、 封建 制 俊に 代って 新しき 政府 を 建設した ので ある^ 

然 らば 町人 階級 は 明治維新に 對 して 全然 無力であった かとい ふに、 それ は必 しも さう で 

は， ない。 旣に 町人の 富が 存在し、 之 を 利用し 得た るが ため、 長 州 其 他の 武士が 維新 囘 天の 

大事 業 をな し 得た ので ある。 鳥 羽 伏 Ew- の 戰* 江 戶及束 北の 戰、 或は 降って 明治 政府の 用金， 

紙幣、 すべて これ 等の 財力 的 方面 は 町人 特に 大阪 町人の 財力に よってな さ れ たも の-であ 

る。 大阪は 天下の 察 一所であって、 全國の 富の 七 分まで は 大阪に 在りと 評せられた 程で ある 

から、 明治 政府の 創業に 與 りし ものが、 大阪の 財力 を 手に入れ たこと は、 誠に 賢明なる 政- 

策であった。  之れ なくん ば 明治 政府の 成立 は 果して 如何で あったら うか。 

而 して 他方 經濟 上に 於て は、 既に 貨幣 經濟 の發 達しつ、 ありし 時代で も あり、 且 幕末に 

於て 旣に 述べた る 如き 新政 策が 赏 行せられ、 慕府 はこれ によって 次の 新しき 時代に 應 ぜん 

とする 一 大方 向 轉換が 行 はれて ゐた 際であった から、 明治 政府に 於ても 時勢の 進 運に 應じ 

て經濟 上の 施設 を 試み、 西洋の 物質文明 を 採り 人れ るに 至った ので ある。 これ 明治維新の 

後に 現 はれた 资本 主義 社畲 が、 舊來の 町人の 手に よってで はなく、 政治の 當路 者た る 下級 
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武士階級の 手に より、 其 等の 者 を 中心として 行 はれた 所以 を 示す ものである。 

明治維新 以後 我 國の經 濟は實 に 驚くべき 發達 をな した。 德川 時代の 鎖國 に反して 廣く國 

を 開いて 世界の 各國と 通交し、 外國 貿易 は 盛大に 行 はる \ に 至った。 然し それ は旣に 述べ 

たる 如く 幕末に 於て 早く 實 現されて ゐ たこと に 過ぎぬ。 

明治の 文明 はまた 器械の 文明で あると 稱 せられる。 明治 政府 は その 初 十 年間に 於て 產業 

上 直接 干渉の 政策 を 採り、 歐 米の 工業 を 我國に 移植し、 各種の 模範 工場 を 建設して、 官業 

によって 國民を 指導し、 新 器械の 輸入 • 新技術の 傳習に 腐心し、 明治 新 工業の 基礎 を 確立 

した ものである。 然しながら この 器械 工業の 必要 並に 輸入 も、 幕末に 於て 旣に 幕府 並に 先. 

覺諸 藩の 間に 行 はれん としつ-. M めった こと は旣に 述べし 如くで ある。 

明治時代 は 乂畲社 企業の 時代で ある。 蓋 明治維新 以後の 唐 業の 發達 は、 會社 組織に 負 ふ 

所が 大 であり、 我國民 經濟の 根幹 をな すべき 各種の 大事 業 は、 皆會 社の 形式 を 以て 經營 

せられて ゐる。 この 會社 組織が 一 般に行 はる-^ に 至った の は 明治 政府の 努力に よる 所で あ. 

り、 早く は 明治 初年の 通商 會 社. 爲替會 社、 其 後明 治 五 年の 國立 銀行 以後、 この 組織が 實現， 


普及した ものである こと はいふ 迄 もない。 然し 會社 企業の 必要 は 幕末に 於て 認められて ゐ 

たこと であり、 不完全ながら も 商社の 設立 を 見た ことで あるから、 會社 組織の 萌芽 は 既に 

幕末に 存せ しもので あると いって 差 支 あるまい。 

明治 政府 は 維新の 際、 軍事 及 行政の 費用に 窮し、 御用 金に よって その 一部 を充 たした も 

ので ある。 然し それ は 間もなく 行 詰と なり、 紙幣 發 行の 方法に よって 急 需を充 す ことと な 

つた。 明治の 前半 は 不換紙幣の 繽發 と、 それが 整理と に 費され た觀が ある。 この 紙幣の 發 

行 は 早く 各藩に 於て 行 はれた 所で あり、 幕府に 於ても 慶應 三年 之を發 行した こと は 旣に述 

べし 如くで ある。 

かくの 如く 明治維新 以後に おける 經濟 上の 諸政 策、 殊に 明治の 初 十 年間に 行 はれた るが 

如き 諸政 策が、 旣に 幕末に 於て 少く とも その 萌芽 を存 し、 又 多少 實 行せられ てゐ たこと は 

大に 注意すべき 點 であらう。 
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要するに 幕末に 於て は開國 進取 は旣定 の事實 であ リ、 こ の 外に 採るべき 途は 無かった の 

であるから、 その 方針が 維新 後 も繼續 採用され、 更に 一層の 力 を 以て 外國の 資本主義 經濟 

を 採り 入れて 來 たこと は當然 であった。 幕末の 十五 年間に 攘夷の 論が 行 はれた に拘ら す、 

事赏は 開國の 方面に 次第 次第に 進んで 行き、 西洋 新 知識の 採用が 益々 盛んに 行 はれ.、 遂に 

維新 後の 政治 經濟の 發達を 見た 次第で あるが、 凡そ 我國の 文明 は 上古 以来 大陸の 文明 を 取 

り 入れ、 維新 後 は 西洋の 文化に 接し、 之 を我國 固有の 文化に 同化 吸收 して 獨 得の 日本 文明 

を 造り 出した。 外来 文明の 模倣で はなく、 亦 外来 文明の 排斥で もない。 長所 美點 はすべ て 

をと り 入れ、 之 を 混同 融合せ しめ、 世界に 誇るべき 獨 得の 文化と しつ 、あるので ある 二 幕 

末の 新政 策に しても、 現在の 時局に しても、 何れも 日本が 世界に 發 S せんがた めの 革新で 

ある。 幕末に 外國 によって 世界の 舞裹に 引き出された 日本 は、 今や 滿洲事 變以來 逆に 世界 

を 新しき 舞臺に 引き出した。 小 栗 上野 介に よって 我 國に持 歸られ た 『地球儀』 は、 今や 日 

本の 手に よって 新しき 地球儀に ぬり 替へ て 世界に 示されん としつ . ^ある。 卽 ち我國 は鎖國 

から 開園へ、 ^9^^の日本から世界の日本へ、 と 歩み 来った ので あるが、 幕末 以来 九十 年、 


この 大 なる 變化を 認識して、 大^-亞共榮圈の確立、 ，界新 秩序の 成に 一遇 進せ な • ければ な 

らぬ。  . 
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幕末 の 軍費 調達 

大.： ：！ 敷 太 ま 

一、 序說 

幕末 外患の 刺戟に よって、 我國の 朝野 は 愕然として、 今更ら の やうに 軍備 充實の 必要な 

こと を 痛感した。 それ も その 害、 かの 文化 年間に、 露 西亞の 軍艦が 我 千島 • 樺 太 を 荒 掠し、 

同じく 英吉利の 軍艦が 長 崎に 不法侵入した 樣な國 辱 的 事變に 直面し 乍ら、 當方 では 一隻の 

軍艦 又は 武装船の、 以て これに 對抗 制御すべき ものな く、 徒らに 手 を 拱いて 傍觀 そのな す 

がま、 に 壬せ ねばならなかった の だから。 のみなら す、 當 時の 社會 組織 上、 當然國 防の 第 

一線に 立つべき 責務 を 有した 武士階級 も、 打績 いた 泰平の ために、 全く 柔弱 化して 何の 役 

にも 立 す、 中には 武士の 魂と いはれ た 刀劍ゃ 具足の 類 を さへ、 所持し ない もの 力あった 


とい はれる 程であった。 

かくて、 或は 海岸の 要所々々 に 砲臺を 築く とか、 軍艦 を 外國に 註文す ると か、 ^内で そ 

の 建造 施設 を 創建す ると か、 更に 又、 より 根本的に、 當時 殆んど 弛緩して ねた 11 とい は 

ん より は、 寧ろ 皆無に 等しかった 軍制 を 確立し、， 大に 陸海 軍の 整備 充 W に 努める とか、 と 

にかく、 國防充 賞の ことに 懸命な 努力 を 傾倒す る ことにな つたので あった。 か" る W 防の 

充實 が、 先人の 並々 ならぬ 苦心 努力に よって、 當時 なほ もとより 不十分ながら も、 或る 程 

度まで 達成 せられた。 今日 世界に 誇るべき 嚴乎 たる 我が 國 防の 原 核 は、 に當 時に おいて 

結成せられ たものと いふ ことが 出来る。 

ところで、 か \ る國 防の 充實を 可能なら しめたと ころの 物的 基礎と して、 如何なる もの 

があった か。 換言すれば、 か- -る國 防充實 のた めの 軍費 は 如何にして 調達され たもので あ 

つた か。 この 問題 は、 幕末に おける 我國 防充實 事情 を 知らん とする 上に、 是非とも ヂ H ンし 

なくて はならぬ 重大な 問題で ある。 よって、 か \ る 軍備 充赏 のために、 H 未して 如何なる 程 

度の 軍費が 必要と された もので あつたか。 そして、 か、 る 軍費の 調述 のために、 * して 女 
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何なる 方策が 採られた もので あつたか" 又、 その 際 的效果 はどうであった か。 およそ、 

これ 等の 問題に ついて、 以下 概說を 試みて Iw- よう。 

一一、 幕末の 軍費 增大  、 

いふまで もな く、 幕末の 國防も 多， 方面に 亙って 必要と された" 先づ擧 げられ たの は、 江 

戶，大 坂 • 長 崎 その他 重要 地域の 沿岸 防禦 施設であった" 尤も、 これ 等 は 今日から a れば、 

これ を 以て 圏 防の 事足れり とする に は 甚だ 遠かった ので あるが、 ともかく 熱心に 考究 施 

された もので、 幕府 以外 諸 藩に おいても、 夫々 若干の 施設 をした が、 兹には その 代表的な 

ものと して 江戶灣 の砲臺 築造と これが 經费 を：：^ よう。 嘉永六 年 七月と いへば、 かの ベリ ー 

来航の 直後で あるが、 この 月 早く も 幕府の 勘定 奉行 川路、 同じく 勘定 吟味 格 代官 江 川 等 は、 

これに 關 して 種 々調査 硏 究を途 げ、 具 體策を 上申した。 

それに 依れば、 萬 全 を 期す る 設計と しての 江 戶灣砲 事： 建設費の 概算 は、 次の 通， リ であつ 

• た 0  . 


凡 御 入用 積 書付  、 

一 金 千 四百 七 萬 七 千 三百 九十 六兩 三分 余 

富津 より 旗 山 前 迄 御 臺場八 ケ所分 凡 御 入用 

一 金 九十 一 萬 二 千 九 百 十五 兩 二分 余 

旗 山 方方 五町 築 出御 臺場 一ヶ所 凡 御 入用 

, 合金 千 四百 九十 九 萬 三百 十一 一雨 余 

もとより、 吾等 は 今 B の 眼で この 數字を a て はならぬ。 試みに これより 數年 前の 天 保 十 

1 二 年の 幕府の 歳計 を a ると、 定例 收 入が 金 九十 二 萬兩、 同 支出が 百 四十 五 萬兩と ある。 こ 

.れ と 割 比すれば、 右の 砲臺 建設費の 豫算が 如何に 龙大な もので あつたか、 y 判らう。 卽ち定 

例收 入の 約 十六 倍、 同 支出の 約 十倍に 該當 してお る。 この 一事 を 以てしても 判る 通りの 事 

情なれば こそ、 後に も 述べる 樣に、 軍費の 調達が あらゆる 方面に 亙って、 熱意 的に 强行さ 

れ ねばならなかった ので ある。 が、 如何に 何でも" この 様な 計畫 は、 到底 |3： 行し 得べき と 

とろで なく、 事赏 において は その 經 費の 點 から 遙 かに その 規模 を 縮小せ ねばならなかった 
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が、 それでも なほ、 その 總經費 は 七十 五 萬兩の 多き に 及んだ。 しかも、 いふまで もな く、 

これ 丈で 沿岸の 防備が 全し と い ふわけ では 決してな-い。 それに は 未だ 大砲 も備 へねば なら 

ぬ。 その 維持費 も亦輕 くなかった に 相違ない。 當時、 鑄 砲 原料の 不足 を 慮って、 銅 鐵を以 

つ て 佛像諸 器具 を禱 造す る こと を 禁じ、 更に は諸國 寺院の 梵鐘の 禱換を 行 はんとした 程で 

あって みれば、 その 實情を 想 a 出来よう。 安政 元年と いへば、 前述 江戸 灣砲臺 建設の 議の 

あった 嘉永六 年の 翌年で あるが、 その 年 十一月に 幕府 當路の ものが、 砲臺 建設費 や 大砲 51 

#3 費 等 を 擧げて 『その 何れ 一 つ をと つても 莫大なる 金高であって、 經 常の 歳入で は 年々 多 

大の 不足で ある。 かくの 如く 折 重って 支出が 增 大して、 行末 は 果して どうなる であらう 

か』 云 .tc  (大意) と、 早く も 深憂の 嘆 聲を發 して ゐ るの も、 亦 その 間の 實情 を^ はしめ る。 

これ を 事 實に徵 すると、 例へば 幕府が 慶應ニ 年中に 佛國に 註文した 武器 丈で も、 元 込 銃 一 

怖 I 挺、 加 列 印 五 千 挺、 ュ -ー ヒィル ト形小 鉄 五 千 挺、 短 鉄 千 挺、 歩 兵隊 装具 二 萬 五 千 人 分、 

大砲 隊 装具 千 二百 五十人 分、 兵卒 着用の 羅紗 千 三百 二十 四 枚、 その他 夥しい ものが ある。 

この 代金が、 どれ 程に 上つ たかは 判らぬ が、 この 支 拂殘り を 明治 新 政府が 拂 つた 分 だけで 


も、 三百 三十 三萬餘 フランに 達した ものであった から、 總 額が 如何に 莫大な 額で あつたか 

が 判らう。 慶應 元年の 陸軍の 經費を 算出して みると 一 一 百 1 1 萬 餘兩の 互 額と なって ゐ る。 

次に は、 海軍 建設の 費用で ある。 當時 海軍の 建設 を企畫 し. た 軍制 係からの 上書 中に 『海 

軍 御 建 興 之 儀 は當今 第一 の 御 要務に て、 無此上 御大 業に 有 之、 御 軍艦 之 製造 方 は 莫大 之 御 

用途』 云々 と あるが、 當時 我國の 海軍 力の 充實は どの 邊 まで 具體 化され、 又 その 經 s:- は 何 

程の 額に 上った もので あつたか。 幕府 は 嘉永六 年 九月、 時勢に 促されて 祖法を 一擲して 大 

船 製造の 禁を 解き、 早く も その 翌月に は 和 蘭に 對 して 軍艦 購入の 交涉を 開始した。 かくて 

幕府が 安政 四 年 以降 外國 から 購入した 軍艦 は 七隻、 この 代價百 五十 三 萬 弗、 船舶 は 二十 五 

隻、 この 代價百 八十 萬 六 千 弗の 巨額に 達した (これに はな ほ 買 取 代金 未詳の もの 若干 を 除外して 

ある )o この 外、 國內で 建造した 船 艦 十 餘隻が あるが、 その 一 々の 經費は 詳らかでない。 こ 

れ等船 艦の 維持費 も、 亦輕少 でなかった。 例へば、 開 陽 艦なる 軍艦 一隻 ーケ 年の 入用-: S と 

して 十四 萬 六 千 餘兩の 計算書が 殘存 し、 又、 慶應 三年 十月 調の 一 ケ 年の 海軍 經常費 九十 二 

萬 兩餘と 見えて ゐる。 
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又、 幕府 は 安政 四 年に 長 崎に 製鐵所 (造船所) の 建設 を 目論み、 更に 元 治 元年に 至って 橫 

須 S に、 より 完全な 大規模の もの を 建設す る ことと なった。 これ は フランスに 請負 はした 

もので H 、の經 費豫算 は 四ケ年 繼績專 業 一 一 百 四十 萬 弗と いふ 互 額な ものであった。 明治 元年 

四月 迄に 幕府が 支拂 つた W 際 額 は、 約 百 五十 萬 弗で あり、 未完成の ま \ 明治 新 政府に 引繼 

がれた" これ ぞ、 今日の 橫須賀 海軍 工廠の 前身に 外ならぬ 「り 

以上の 外、 直接の 軍費と はいへ ない が、 かの 生麥 事件の 償金 十 萬 錢、 下關 事件の 償金 百 

五十 萬 弗の 支 拂を餘 儀な くされた し、 長 州 征伐の ために は 四百 一 一十 七 萬 餘兩を 徒費した。 

又 新式 陸海 軍の 創建に 伴 ふ 人件費、 物件費 等 一 々詳細 は 不明で あるが、 これ 等 を總計 すれ 

ば 幕末の 軍費 は 蓋し、 實に 夥しい ものが あつたに 相違な く、 これ を 前 揭天保 末年の 歳計と 

比較 對照 すれば、 全く 異常なる 大膨跟 を 示した 害で ある。 從 つて、 次の 問題 は、 か. -る空 

前 無比の 新經 費た る i の 調達 は、 果して 如何なる 方策に より、 どの 程度に 可能と された 

ものであった かで ある。 


一一 一、 軍費の 調達 

以上の 様な、 未曾有なる 軍費の 膨脹に 對處 し、 これが 調達 を途 げんがた めに は、 その it:^: 

策 はもと より 多方面に 1 り 攻究 {莨 施されなければ ならなかった。 

先づ考 へられた の は租稅 の增徵 である。 ところが、 當 時の 稅制は 殆んど 地租 一本 检 とも. 

いふべき もので、 甚だ 彈カ 性を缺 くもので あった。 のみなら す、 それ は 一旦 天災に 遒 はん- 

か、  1 大減 收を餘 儀な くせられ る 恐れの ある 頼りない ものであった。 にも 拘ら す、 これが 

增徵は 幕末に おいて、 殊に 頻々 として 行 はれた。 然し、 それによ つて は、 大した 效 * は 得 

られ なかった 様で あり、 却って、 代官な どの 無理解な、 聚斂 的 行動の ための 誤解 もあって、 

幾多の 不祥な 騷擾 事件 を さへ 惹起した 様な 始末であった。 幕吏 林大學 頭が 幕末の 經费 多端. 

に關 しての 建白 中に も 『此上 又々 莫大の 御 入用が あると すると、 御領 所 代官 等の 聚斂 嵩ん. 

で 小 民の 困 弊と なり、 或は 一 揆發生 等の 患な しとし ない』 (大意) と：^ えて ゐ るの も、 强ち 
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取 越苦勞 ではなかった の だ。 

ところが、 識者の 內に は、 か \ る稅 制の 根本的 刷新の 斷行を 必要な リ とし、 舊來の 如く、 

ひとり 農民に 丈 租税 を負撸 させす、 新たに 商工の 徒に も 賦課す べしと 論す る もの あるに 至 

つた。 卽ち、 慶應 元年 頃 『當 今の 財政 事情 は誡に 容易なら ぬ 御 時節で あるが、 兹に 商稅の 

法 を 確立され るなら ば、 今後 は 聊の御 心配 もない。 財政 を 充實し 得べき はもと より、 御武 

備も 十分に 整 ふ もので、 この 商稅取 立の 新法 こそ は、 實に 富國强 兵の 基で ある。 西洋 諸國 

の 如き は、 何れも この 法 を 以て 國カを 張る ものである』 云々 (大意) と說 くもの があった。 

叉、 當時 幕政に 關 して 種々 な 有力なる 獻策 をして ゐ る佛國 公使 レオン. tt シュは 慶應ニ 年 

二月に、 「「商人 を 四 等に 分ち、 二分 (百 分の 二) の税を 納めさせる』 こと を獻議 し、 その 取 

立方 は 『生活に 要用なる もの は輕 く、 奢侈に 屬 する もの は 重く する が 萬國の 公法で ある』 

などと 說き、 更に 翌慶應 三年 八月に は、 『海陸 軍 創立の ために は、 非常の 入用 を 要する から、. 

從 つて、 非常の 所得がなくて はならぬ』 とし、 家屋 •  土地. 商業 • 酒. 煙草. 生糸. 茶，. 

船舶の 諾税 を徵收 し、 以て 幕府 財政の 基礎 を 鞏固なら しむべし と 論じて ゐる。 


更に 又、 「農 商 建 國辨」 にも、 舊來の 地租の みに 依る 稅 制の 維持すべからざる 所以 を 論 i>  • 

て 『：： 元來 地力 は 限り ある ものである。 地力に 限り あるが 故に、 物 .g に 限り あり、 物産，、 

に 限り ある ジ 故に、 租稅に 限りが ある。 然るに、 世の中 は 次第に 事 繁く、 入費 も 次第に 增， 

加す る こと は 際限がない。 限り ある 租税 を 以て 限りなき 費用 を 出す、 その 勢ひ窮 せざる を. 

得な いのは 當然 の理 である』 云々 (大意) となし、 『この 故に 上必ら すし も赛ら す、 下 必らす 

しも 怠らな くと も、 上下 倶に 衰微 を 免れない ので ある。 然るに、 これ をー變 して 商稅の 方. 

法 を 採用 すれば、 國庫 日々 に 富む』 云々 (大意) と 論破して ゐ る。 

幕府 當局 者と 雖 I 極度の 財政難に 直面して ゐる 際、 もとより これ 等の 論議に 耳 を 傾け 

ない 害はなかった。 然し、 多年の 積 習 は 仲 々容易に 脫 却し 得る もので なく、 か \ る 税制の- 

根本的 刷新の 具體化 は、 種々 の 事情で 頗る 困難 を 極め、 營業税 その他の 計畫は 折角 樹立 さ" 

れ 乍ら、 遂に a 現の 運びに 至らなかった。 

二、 御用 金 及び 上納金  ■•  . 

御用 金と はもと，^ 御用の 金、 卽ち 公け の 費用に 供す ると ころの 金と いふ 意 だ. - ところ ノ 

幕末の 軍費 調達  三 九-  1 


幕末 維新  四 〇 

が、 それ は 幕末に 國 用の 不足 を 補 はんがた めに、 臨時に 主として 用達 商賈 等に 對し てこの ゾ 

名 を 以て 金錢 上の 負 擔を譯 したので、 學界で この 意義 を 重視され て專ら その 意味に 解され... 

て來 たもの だ。 いは ゆる 御用 金の 事例 は、 寳曆 年間 後 度々 見られる が、 ペリ ー 来航の 年た • 

る 嘉永六 年 以後、 殊に 頻繁に 陚諫 され、 その 用途 は 殆んど 全く 軍費と して 調達され たもの • 

であった" 尤も、 これ は 元來は 元利 金 を 償還すべき もので、 ； 種の 公債な ので あるが、 こ ■ 

れ は必ら すし も 履行され たわけではなかった。 その 實 際の 課徵 額の 一 々は 必ら すし も瞭か 

となって はゐ ない が、 相當の 巨額に 達した 模樣 である" 例へば、 嘉永六 年 八月 ペリ！ 來航 

の 直後 幕府 は 『國 家の 安危 は 四民の 患 也』， と說 いて 用金 令を發 したが、 この 時大坂 • 兵 庫. 

等の 町人から 金 六十 K 兩餘、 江戶 町人から 二十 九 萬 兩餘を 醵出され たもので あった。 又、 

全國に 散在した 幕府 直 領地から も屢々 上納金と して 巨額の 金員 並に 物資が 獻納 された。 同 

じ 嘉永六 年 八月から 萬延 元年 七月 迄の 八ケ 年間の 上納金 その他 は 金 五十 三 萬 兩餘、 鐵千六 

百赏； HT 銑 十 萬 七千餘 貫目、 正 鋼 三百 餘 貫目、 平 割 鐵ニ千 六 百 餘貰目 等々 が あつ、 たとい ふ。， 

然し、 頻々 たる 下 令に、 幕府の 政治に 對 する 不信 賴 もあって、 か.^ る 御用 上納金の 方法 


に 依る 軍费の 調達 も、 次第に 困難 さ を 累加した。 T 公義. (註、 幕府 を 指す) において 何の 恩 か 爲.. 

るり ：： 今 衣食 は 日月 之 恩 也、 當今之 公義 は 萬 民之寇 也、 公義へ 御用 金 出す 馬鹿 はなし、 

、、、、、、、、、、、、、  、、、、、  、、、、、、、、、、、、、、  、、、、、 

假令 横咸を 以て 用金 申立 候 共、 怨る 計な り、 十分の 一 にね ぎって 出す なれ ど、 捨 るより 惜. 

きなり』 云々 とい ふ 如き もの を 生す るに 至った。 もとより、 これ を 以てた、 ^ 一  人の と聽 

きながすべき でない ので、 かくて は、 この 方法に 依る 軍資の 調達 も 略々 行 詰った ものと い 

はねば なるまい。 

三、 借款  、 

幕末に 近づく に從 ひ、 軍費の 必要 は 益々 熾烈 化した が、 その 調達 は 愈々 窮： S になって 來 

たの は、 蓋し 亦 止む を 得ない ところだった。 その 結果 慶應ニ 年 八月に 至って、 ？ f 府當局 は 

遂に 主として 長 州 征伐 及び 撗須賀 製鐡所 創設の 經 費に 充てる ため、 佛國 公使 P シュを 仲介. 

として 金 六 百 萬 弗 を 借款 せんとす るに 及んだ。 卽ち、 これ を軍费 として、 先 づ長州 を 討伐 

し、 次に _i 摩 を 撃破し、 この ニ國を 亡す とき は餘の 大名 は 悉く 威服す るに 至らう。 然る 後、 

封 の 制を廢 し、 郡 縣の制 を 布き、 復び 幕府の 政權を 確立、 天下に 號令 せんと、 K に 乾坤 
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一擲の 意氣 込で 企畫 した ものであった。 ところが、 これ は 恰も 將軍 薨去 その他の 事情が ぁソ 

り、 且つ これに 關 して 種々 贊 否の 論議 も 百出し、 折角 大いに 進 渉し つ \ あり 乍ら、 遂に 破 

談 となって 仕舞った。 だが、 翌慶應 三年 二月 頃に 至って、 又もや 借款の 交渉が 再燃せられ 

た。 卽ち、 當 時佛國 公使 シュと 我が 老中 板 倉と は 大坂城 中で、 これに 關 する 重要 會談 を、 

途 げたつ U シュ. 板 倉會談 において、 ロシュ 先づ說 いて 曰く、 『およそ、 立國の はじめ、 海 

陸軍 を 充分に 整備 せんに は、 多大の 經費を 要する の は當然 であって、 必 らす國 用が 不足す- 

るに 决 つて ゐる。 如何なる 國 でも か \ る 時には、 他國 より 借りて その 用に 給す る もので あ 

る。 そして、 國のカ さへ 着けば、 借金 は どん. 返して ゆかれる から、 何も 苦にする こと 

はない』 云々 (大意) と。 更に 曰く、 『これによ つて コ ン Y  二 ー の 法 を 立てられるならば、 御 入. 

用 は 何程で も 調達 自在で ある。 旣に右 借款 成立の ために 準備 を 遂げて ゐる』 云々 (大意) と。 

右に いふ コンペ 二 1 'の 法と は旣 にこれ より さきに 慶應 元年 頃、 シュが 小 栗 上野 介 等に 建： 

策し、 佛國の 商社と 組んで 合本 組織の コ ンぺ 二  J (會 社) を 起し、 これ を 以て 貿易 (主として 

生糸の 一手 輸 s) を營 まんとの 計畫 これであった。 が、 これ も 亦 不調に 終り、 結局 幕府と I グ 


て は橫須 gn; 製鐵所 を抵當 として 佛國 商社から 五十 萬 弗 を 借款に 及んだ ものであった。 こ 

借金 は 維新 直後、 これ も 財政 多端な 新 政府が、 百方 工面の 結果 漸く 英 園の オリエンタル- 

バ ンク から 借用して 支拂 ひ、 抵當 物件た る 製鐵所 をと り 戻す ことが 出來 た。 

四、 兵娬金 

以上の 樣な I: 調達の 外に、 兵賦 金の 課徵 なる ものが あった。 これ は 慶應ニ 年 九月に 至 一 

つて、 從來兵 賦と稱 して 旗本 御家ス 連中から" その 知行 高に 應 じて 領内から 壯丁 を^ 出し- 

て ゐ たの を 改めて、  軍制 一 變の折 柄 規律 一新の 意味で、 銘 々その 知行， g 物 成の 半分 を十ケ 

年 を 期間と して 金納 を 命じた もの をい ふ。 そして、 それ は 代官 支配 地に 在って は 直接 領民. 

に 賦課され たが、 然ら ざる もので も 結局 は 夫々 の 領民に 轉 嫁され たもので あった。 それ は. 

つまり、 『方今 之 形勢、 海陸 軍 御 更張之 御 趣意』 と、 その 時の 達に ある 通りで あつたが、 知 

行髙物 成の 半分つ まり、 俸給 半減の 命令 だ。 かう いふ ことが、 でな くと も 窮乏して ゐた 旗. 

本 • 御家人に とって、 非常な 重荷であった こと はいふまで もないで あらう。 達の 中で も、 

この 點を考 へての ことで あらう。 『御 不本意に は 思 召 候 得 共、 時勢 不被得 止、 被 仰 出 候 1$ に. 
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付、 何れも 心得 違 無 之 様 可 被 致 候』 云々 とさへ 說 いて ゐる _.。 

然し、 この 兵賦 金なる ものの 課徵 成績 は、 相當 るべき ものが あった 様で ある。 幕末に- 

活躍した 偉 村の 一 人 勝 海 舟の 著書で ある 「解 難錄」 とい ふの を a ると 一「：： 征 長の 擧 起り- 

しょり H5、 來、 國財 空費、 城内 金庫 皆 一空、 近く 京師 不穏、 費用 益よ 不足し：： 且 歳暮に 逼ー 

り收稅 すでに 終れり、 其 集る 處兵賦 金の み、 此 金貨 三百 五六 十 萬、 乍 レ然是 兵隊 軍隊の 用に 

充る ものにして、 他に 不， 可， 用、 當ニ此 時, 京師 益ぶ 不 兵 を 集め 彈藥を 買 ひ、 その 用途- 

實に 多くして 償 之 道 無く、 亦 是を寬 に 成す の 暇な し：：』 云 とい ふ 一齣が ある- - 傍點は 

新に 附し たもの だが、 幕末の 財政 窮乏の ドン 底に 在って、 この 兵賦 金なる ものが 頗る 重大 •■ 

な 役割 を 演じた こと は、 右の 記事で も 首肯で きょう。 

以卜： の 外、 直接 當 面の 軍費 調達の ためとい ふわけ ではない が、 幕府が あらゆる 方面に 亙 

つて 殖慮與 業の ことに 乘り 出し、 以て 富國强 兵の 實を擧 げんと 意氣 込んで ゐ たこと が 注意 - 

されよう。 又、 これ も 直接 軍費 調達の ためと はいへ ない が、 貿易の 振興に よる 關稅收 入の. - 


增加も 大いに 期待され た 所で あつたが、 之 は必ら すし も大 なる ものではなかった 様で ある。 

四、 む すび 

以上、 幕末に おける 軍備の 充實、 粒に それ を 可能なら しめたと ころの 軍費の 調達が 如何 

になされ たかに ついて、 概說を 試みた ものである。 もとより、 說 5 てな ほ盡 さぬ 點が 多い 

が、 これ を 以て る も、 先人が 懸命なる 努力 を 傾倒して 事に 當 つたこと が 判らう。 尤も、 

その 結果から 見れば、 無意義に 終った 事柄 も あるが、 それ は必ら すし も 深く 追求す るに 及 

ばない。 吾等 は、 よく 當 時の 時勢に 對處 して、 出来る 丈の 努力 を盡 された 先人に 對 して、 

衷心 感謝の念 を 捧げん とする 次第で ある。 なほ、 從來 國內で 封建的 對立觀 念に 支配され 勝 

ちであった 民心が、 嘉永六 年 ペリ，' 來航後 は 漸く 全 國民的 自覺の 下に 諸 外 國に對 時し なく 

て はならぬ とい ふこと に目覺 めつ \ あった こと も、 軍費 調達の 上に 必らす や、 好ましい 作 

用 を 遂げた もので あらう。 本稿 は 便宜上 殆んど 幕府 中心に 叙述した が、 各藩 下にお いても 

規模 を 小に して、 何れも 分 相應の 業績 を 示した ものであった こと を 附記す る。 
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明治維新と 日本 國民經 濟： 

概 江保藏 

幕末の 開 國と國 難 

德川 幕府 は その 末期に 至る まで、 鎮國 主義 を 以て 諸 外 画に 臨んだ。 併し それ は絕封 的な 

もので はなく、 港 (長 S と國 (淸. 蘭 ニ國) と を 限って 受動的 貿易 を 認めて ゐた。 同時に 幕府 

はい 鎮國 政策 を嚴 守す るた めに は外國 との 戰爭 をも辭 しない • と いふが 如き 態度 をと つて ゐ 

たもので もなかった： 鎖國と 避戰、 この 二つの 態度が 事件 を處理 する 場合 如何 樣に現 はれた 

か。 一二の 例 をと ると、 先づ 文化 五 年長 崎に 於て 所謂 フ H 1 トン 號 事件が 起り、 爾後 英國 

船の 我が 近海に 出沒 する もの 多くなる や、 幕府 は 文政 八 年 二月に 所謂 『打拂 令』 を發 し、 

外國 船の 我國に 着岸す る もの は 一議に 及ばす 打拂 ふべ しと 命じた" 之れ は 後の 攘夷論の 出 


發點 をな す ものであるが、 布令の 後段に 『逃延 候 は、 > 追 船に 不及其 儘に 差 置』 云々 と 述べ 

て その 避戰的 態度 を 示して ゐる。 次に 天 保 十三 年 七月に は 前の 打拂 令に 代って 『薪水 令』 

を發 し、 薪水 • 食料の 缺 乏を訴 ふる 外國 船に は、 求む る 品物 を與 へて 歸國せ しむべし と 命 

じたが、 之 は 避戰の 態度 を 最もよ く 表明せ る ものであって、 いは、 > 鎖國 主義 を 抛棄し、 ii 

國へ 一歩 を 進めた ものと いへ よう。  、 

右の 天 保 十三 年 は西曆 一 八 四 一 一年に 當り、 阿片 戰爭に 於て 支那が 英國に 敗れ た 年で あ 

る。 戰爭の 結末 は 和 蘭の 甲 比 丹に よって 直ちに 我國に 通報せられ、 我が 朝野の 深き 反 $5： を 

促した。 『薪水 令』 の發令 も實は その 一 つの 現 はれであった。 その 英國 並に 之と 敵 對的地 

位に あった 佛蘭西 は、 當時薩 藩に 屬 した 琉 球に 着目して、 弘化 元年に は 兵力 を 恃んで その 

開國を 迫り、 遂に 之 を應諾 せしめた。 嘉永六 年に 至り 米國 使節 ペリ ー が來 つて 開國 を强耍 

する や 『薪水 令』 のみに 止まる を 得すして、 翌 安政 元年 三月 之と 和親 條約を 結び、 この 關 

係 を英國 *佛 蘭 西 • 露 西 亞 • 和 蘭 等に も 及ぼした。 この 條約は 名の 示す 如く、 列 圏と 和親 

のた めの 條約 であって.、 通商 條約 ではない。 從 つて 相互に 商品の 賫買を 行 ふとい ふので は 
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なく、 た 、. -外國 船に 薪水 • 食料 • 石炭 等の 缺乏品 を 下田 • 函館 など 指定の 港に 於て 調達す 

る こと を 許した に 止まり、 而も 外國 船が 此 等の 缺乏品 を 求める 時 は、 其 地の 役人が 之 を 取 

扱 ひ、 私人 は 取引に 從事 する を 得ない 定めであった. - 併し 缺乏 品の 名に 於て 反物 *瀨戶 物 

• 漆器 • 紙 類 • 玩具の 類まで 輸出せられ たもので あって、 この 條 約の 締結 は、 實に 鎖國政 

策の 九分 通りの 抛棄と a てよ い。 

併し乍ら 諸 画が この 條約を 以て 滿 足しなかった の は 勿論で あり、 况ゃ 下田 • 函 館の 如き 

は、 背後に 大 なる 消費 市場 及び 外國 人の 欲する 商品の 生產 地を控 へ てゐ たわけで はな かつ 

たから、 諸 外國は 進んで 通商 條 約の 締結と、 江 戶 • 大阪の 如き 重要 都市の 開港と を强 要し 

たつ 殊に 大阪に は 諸 大名の 藏 屋敷が あり、 諸 大名 は 最も 有力な 商品の 提供者と して 海外に 

知られて ゐ たから、 諸 國は諸 大名 を 相手方と する 取引の 開始 を 熱望した ので ある。 その 結 

杲が、 安政 五 年 六月 米國 との 間に 結ばれ、 英國其 他の 諸國に 及ぼされた 修好 通商 條約 であ 

つて、 之に は 二 定期 限內に 下田 • 函 館の 外に 新たに 神奈川 • 長 崎 • 新 潟 • 兵 庫の 四 港 を 開 

き、 (神奈 川 311： 港に 下 W の閉 鎮を條 件と す)、 江 戶* 大阪を 開 市し、 同種 貨幣の 量目 交換 を定 


め、 治 外法 權を 認め、 信教の自由 を 許し、 公使 • 領事の 駐剳を 承認す るな どの 事が 約お せ 

られ、 附屬の 貿易 音 f 程に は噸稅 • 關稅 等に 關 する 規，： ： えが ある。 この 規定に よれば、 輸出 關 

稅 は從價 五分で あるのに 對し、 輸入 關税は 原則として 從價 二割であった、 j 併し 輸入 關税の 

低率なる こと は 諸 外國の 最も 欲する ところであった から、 其 後江 戶. 大阪の ii 市、 兵 is. 新 

潟の 開港 を 延期す る 代償と して 次第に 切 崩され、 遂に 慶應ー 一年 五月の 改税約 害に よって、 

原則として 從價 五分に 引下げられた。  • 

以上の 如く、 幕府の 祖法 として 最も 重要であった 鎖國 政策 は、 その 裡 に；：^ した 避戰 主義 

に 敗れて 結局 開國 となった。 かく 成 行った 事情と して は、 內 にあって は 土地 經 * と 貨^ 經 

濟 との 矛盾に 基く 封建制度の 頹廢、 外にあって は產業 革命 を經 て發展 せる 先進 资本 主, W 

の 勢力の 東漸、 この 二つの 競合 を考 へる ことが 出來 るが、 之に 就て は 說明を 省略し、 ^を 

開いた ことが 我國の 經濟に 如何なる 影響を及ぼし たかを 簡單に 述べ よう。 

明： S 維新と 日本 國民 經濟  叫 九， 
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先づ 貿易 關係 は、 數 字に 現 はれた 限りに 於て は、 慶應 一 一年に 至る 數 年間、 我國は 輸出超過 

を繼績 した。 當 時の 主要 輸出品 は生絲 • 茶 • 蠶卵紙 . 水產物 • 棉花 等で あり、 就中 生絲は 

輸出 總 額の 五 割 乃至 八 割 を 占め *T 之に 對 して 主要 輸入品 は 毛 綿 交織 物 • 綿織物 • 毛織物. 

錫 *鉛* 綿絲 等であって、 例へば 文久 三年に は、 毛 綿 交織 物 は 全 輸入額の 約 三 割 五分、 綿 

織物 は 約 二割、 錫 • 鉛 は 夫々 一割、 綿絲は 五分 內外を 占めて ゐた。 輸出超過の 原因 は、 國 

內に 於け る外國 商品に 對 する 需要が 未だ 起らなかった 點に存 したと 考 へられる が、 併し 數 

字に 上げられて ゐる 以外に 幕府 並に 諸 藩が 多額の 武器 • 艦船 を 輸入して ゐる事 を 考慮に 入 

れ ねばなら ぬし、 また 當 時の 貿易が すべ て 居留地に ある 外商に よって 營 まれて ゐ たこと、 

賀易 品は總 て外國 船に よって 輸送 せられて ゐ たこと、 金銀の 比價 が我國 と外國 とで 頗る 違 

つて ゐ たこと など を も 考慮し なければ ならぬ から、 結局 國際 貸借 關係 全般より 見る とき は、 

我國は 頗る 不利な 地位に あつたの である。 

貿易 關 係の 不利なる に 加へ て、 貿易の 開始に よって、 國內 經濟は 頗る 混亂 した〕 その 混 

亂は 一 つ は物價 騰貴の 形 をと つて 現 はれた。 幕末の 物價 騰貴の 原因と して は、 貨幣制度の 


紊亂ゃ 人心の 不安 動搖を 擧げる ことが 出來 るが、 注意すべき は 生産力が 輸出 量に 對し 飞均 

衡を 保ち 得なかった ことで ある。 卽ち從 來國內 市場の み を目當 てに 生 魔せられ てゐ たもの 

が、 俄かに 廣大 なる 外國 市場 を 開放せられ たので あるから、 其の 需要に 應じ W れな かった の 

は常然 であって、 生絲の 如き は 開港 後 僅々 數年を 出です して 二倍 乃至 四 倍に 暴騰した W 陣 

や 桐 生の 如き 機業 地 は、 原料 生 絲の拂 底と 價格 騰貴の ために 織物業 壞滅の 危機に 湖し、 織 

ェの 暴動 さへ 起った。 各種 產 業の 間に 相關 性が 比較的に 少ぃ當 時に 於ても、 ； 商品の 似 格. 

騰貴が 單に それの みに 止る こと は 許されなかった。 かくて 米 • 麥 • 大豆 *醤 油 • 鹽. 蠟の如 

き 日常生活 用品の 價格も 之に 追隨 して、 一 般 的な 物價 暴騰の 現象が 生じ だ 「それ は 生 乂 

は 商人に は 有利な 事情であった かも 知れない が、 消費者 は 頗る 困った。 特 に 之に よって 生 

活を 脅かされた 者に、 武士階級 殊に 下級の 武士が あった こと を 忘れて はならない。 かくて 

物價 問題 は 更に 政治問題にまで 發 した。 卽 ち物價 騰貴に 對 する 國 大衆の 怨 おの 聲、 具- 

體 的に は 開 國を斷 行した 幕府 並に 開國 によって 互 利 を 占めた 貿易 關 係の 商人に 對 する 怨嗟 

の聲 は、 尊皇攘夷 論者の 巧みに 利用す ると ころと なり、 倒幕 論 は 民衆の 支持 を 受け、 結局 物 

明治維新と 日本 國民 經濟  五 一 
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價 騰貴に 對 して 善 處 する ことの 出来なかった 幕府の 信望 は 地に 墜っ るに 至った ので ある。 

物價 騰貴に 對 し て 幕府 は 拱手 傍觀 して ゐ たわけで はない。 否 寧 ろ 常時の 經濟政 策 は 主と 

して その 抑制に 向けられて ゐ たと 稱 しても 過言で はない。 例 へ ば雜穀 • 水油. 蠛. 央服 • 

生 絲の五 品 其 他 を 直接 橫濱へ 廻送す る こと を 禁じ、 先づ 、江戸の 需要 を充 たして 然る 後橫濱 

へ 廻送せ しめんと し (萬延 元年)、 米 *麥 の 輸出 を 禁じ (同年)、 賨込 商の 數の制 S 其 他に よる 

輸出の 抑制 を 試み (文久 三き たるが 如き それであって、 更に 安政 二 年 以來數 次に つて 計 

晝 せられた 産物 会？ 所に よる 全國 的な 商品 配給 組織の 統制 策 も、 目的の 一半 は 物價の 抑制に 

あった。 併し 肝腎の 生產 力の 擴充 は、 之に 氣 付き 乍ら、 行 はれ 得なかった" 卽 ちそれ は 明 

治 新 政府に 課せられた 重要 課題と して 殘 され たので ある。 

番 

開國 による 我國 の經濟 困難 は 之の みに 止まらなかった。 むしろ 之よりも 重要視すべき も 

のとして、 我國が 先進 资本 主義 國の 植民地 化の 危機に 曝されて ねた こと を擧げ ねばならな 


r 


い。 常時 接觸 した 外 國のー 々について は 說明を 省略し、 こ- - では その 對日 政策に 於て .s^s- 

も 露骨な りし 一 一つの 圈卽 ち佛蘭 西と 英國 とに つ いて 簡單に 述べ よう。 

先 づ佛蘭 洒 は 徹底的に 幕府 支援の 態度 をと つた。 例の 條約勒 許の 問題が 生じた とき、 幕 

府は ； 時國を 鎖して 事 を處理 する に 如かす と考 へ、 その 談判 使節と して 元 治 元年 池 田筑後 

守 一行 を 欧洲へ 差遣した。 一行 は 先 づ佛都 巴 里に 赴いた が、 その 時同國 政府 並に 要人が 使 

ぶに！ _„ -ハ たと ころ は、 日本の 隆昌 を圖 るた めに は、 諸侯 を 削 小して 幕府 を 中心とする 近代 

的 集 ^家 を 樹立す る 必要 あり、 幕府に して 獨カ 之れ をな し 得ないならば、 佛蘭西 は 財政 

的，： S は 勿論 武力 的 援助 をも吝 ますと いふに あり、 これが その 對日 政策の & 調であった。 

現に 幕府が 旣に 大政 を 奉還し、 鳥 羽 伏 a の戰に 敗れた 後に 於ても、 同國 政府 並に 駐日 佛蘭， 

西 公使 は 幕府に 再擧 をす. -め、 必要なる 武器 並に 軍費 は 總て之 を 提供す ベ きこと を說 いて 

ゐる？  . 

かくの 如き 意 圖 は 幾分 實現を たのであって、 例へば 橫須賀 製鐡所 t 撗須賀 海軍 工廠の 前 

身) は、 佛蘭 西の 勸め により 援助に よって 出來 たもので ある。 此外實 現 は a なかった けれ 

、 明治維新と： w 本！！ 民經濟  五三 
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ども、 日本の 對外 貿易 を獨占 せんとす る計畫 や、 鑛山 開發權 • 鐵 道 敷設 權を 獲得 せんとす 

る計畫 もあった。 

之に 對 して 英國は 討幕 諸 藩 を 支援す る 態度 を 採った。 その 對日 政策 は佛蘭 西の それ 程 露 

骨で はなく、 唯對日 貿易の 盛大 を 希 ふの みであった やうに a える が、 併し 彼に 帝國 主義 的 

野心が 存 しなかった と斷 言す る こと は 出来ない。 何と なれば 英國 は、 日本 を 以て 大英 帝國. 

の 連鎖の 最後の 一環で あると 考へ、 苟も 諸 外國が 日本に 領土 的 野心 を實 現せば、 それ は 右 

の 連鎖 を斷 つもので あると して、 極力 排撃した からで ある。 更に 佐賀 藩と 共同して 高 島 炭 

坑を經 I： 呂せ しが 如き は、 投資 關係を 以て 我國に 臨まん とする 意 圖も存 した こと を 示して ゐ 

る。  . 

佛蘭 西が 幕府 を 支援した の は、 將 軍の 實カを 信じた からで あり、 英國が 討幕 諸 藩 を 支援 

したの は、 幕府が 遠から す倒壞 する であらう こと を豫 想した からで あるが、 いづれ にして 

も そこに は 我國を 政治的 • 經濟的 支配 下に 置かん とする 意 圖が存 した こと を 思 はざる を 得 

ない。 また そこに はか-^ る危 險な狀 態が 現 はれつ.^ あった こと、 上述の 如くであって、. S  - 


治】 一十 年顷獨 逸人 パウル • マイ エツ トも 『日本画 は 米 國水師 提督べ ルリの 來朝 あり、 續き 

て 歐洲各 國と條 約 を 締結した る 以來、 國 家の 進歩 を 謀り、 以て 諸 外國と 同等の 權カを 得る 

か、 將た國 家の 獨立を 失 ふか、 二者 其 ーを擇 まざるべからざる に 至れり』 と 述べて ゐる。 

然 らば こ の 危險は 如何にして 囘 避せられ たか。 それに は 凡そ 三つの 事情 を 舉げる ことが 

出來 る。 (一 ) 列强 のうち 我國に 最も 大 なる 關心を 持てる 英國 と佛蘭 西との 勢力が 互 ひに 對 

立 ほつ 均衡の 狀態 にあった こと、 (一 一) 我 國に對 して 最も 帝國 主義 的 色彩が 濃厚であった 怫 

蘭 西の 政策が、 その 支援す る 幕府の 倒壞 によって 十分に 發現 する 機會を 失った こと、 (三). 

英國 • 佛蘭西 を はじめ 諸 外 國の對 日 政策が、 結局に 於て 我 画の 8^ 的 • 軍閥 的 分裂 を 惹起 

せしめす、 却って， 上に 朝廷 を 戴く 近世 國家的 統一 の 完成に 拍車 を 加へ たこと、 之れ である。 

第三の 點 について 若干 說明を 補へば、 要するに 當時は 幕府と 或る 藩との 間、 燕と 燕との 

- 問に 對 立の 狀 態が 存 した けれども、 同時に 半面に 於て 外 國に對 する 我 國の獨 立と いふ こと 

が 識者の 間に 强く 意識 せられて ゐた。 二三の 例 を擧げ ると、 明治 元年 四月、 江戶 開城 後怫蘭 

西が 幕府に 再 擧を勸 めた 際、 當時巴 里に あった 幕府の 使臣 栗 本 鋤 雲 は 『兵 を 外 W に 借りて 

明治維新と 日本 國民 經濟  五 五 
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Si: を 報す、 襲 亡びて 國亦 亡ぶ、 是れ斷 じて 爲す 可から す. = と 敢然 その 勸說を 担 結した： また 

幕府 は 前述の 如く 佛蘭 西の 援助に よって 橫須賀 製 鐵所を 設け、 其 外 長 崎に も 製 鐵所を 設け 

たが、 此等は 一 面に 於て 洋式 工業の 模範 工場で あり、 各藩より 傳習生 を 募った もので あつ 

て、 決して 幕府 所要の 武器. 艦船の 製造の みに 充てた ものではなかった、 - 橫須 賀製鐵 所の 

建設に 當り、 之 を 主宰せ し 勘定 奉行 小 栗 上野 介 は、 5t 死の 幕府に 何故 その やうな ものが 要 

るの かと 問 はれた のに 對し、 幕府の 新 政府 へ の 贈物で あると 答へ だと も傳 へられて ゐる。 

之 は 幕府 側の 識者の 態度の 一端で あるが、 諸 藩に 於ても 同様の 事柄が a られ た。 例へば、 

水 戶 • 山 口. 佐賀 • 鹿兒島 • 高 知 等の 諸 藩で は 盛んに 洋式 軍事 工業 を 起した が、 等は自 

己の 工業技術 を 一藩 限りの 秘事と はせ す、 栢 互に 融通し 合った" 當時 未だ その 經濟的 獨立， 

を 望む こと 切なる 諸 藩が 敢て かくの 如き 態度 をと つたの は、 各藩の 獨 立よ リも 寧ろ 外國に 

對 する 我 國の獨 立と いふ こと を 立 前と したから であると 考 へ なければ ならぬ 3 島 津齊彬 公 

が 嘉永六 年に 大船 建造の 解禁 を 幕府に 進言した の も、 その 意圔は ー薩 藩の 海軍 を 整備 せん 

と 欲， したからで はなくて、 各藩に 一隻 宛の 軍艦 を備 へしめ、 以て. 數十 隻， の 軍艦 を 持つ 强カ 


I 


な る rn 本 海軍 を 建設 せんとす るに あつたと いふ。 

幕末 は 尊皇 孃夷 • 佐幕 開 國其他 諸々 の 形で 葛藤が 現 はれ、 歸趨 すると ころ を 知らざる 有 

様であった。 併し それ は 我國の 存立と いふ 基盤の 上に 於け る莴 藤で あり 紛爭 であった。 從 

つて そこに は 所謂 總 親和の 一 面が 存し、 上述の 如く 皇國の 立場より する 思想 乃至 政策が 现 

はれた ので ある。 之に よって 我國は 外國の 侮り を 免 かれ、 植民地 化の 危機 を ー應脫 する こ 

とが 出來 たので ある。  、 

併し乍ら 我 W の 完全な 獨立 のために は、 二つの 大きな 障碍が 殘 されて ゐた。 一つ は 治 外 

法 櫂に よる 行政 權の 制限で あり、 他 は關稅 自主 權を 認められす 稅 率の 變！ s{ について は 一 々 

外！： との 協定 を 必要と した 事で ある。 こ の 障碍 を 除去して いは 、> 不具なる 狀 態を脫 する た 

めに は、 まづ， 生産力 を擴充 して 我 國經濟 力の 充 W を圖ら ねばならない。 この 事 は 幕末に は 

諸 稀の 事情に よって 妨げられて おた のであって、 まさに それ は 明治 新 政府に よって 解決せ 

明治維新と：：！ 本國 民經濟  五 七 
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ら るべき 問題であった わけで ある" 併し その 萌芽 は 旣に存 した" 幕府 及び 諸 藩に 於て 行 は 

れた 洋式 工業が それで ある" 此等は 主として 軍事 工業で はあった が、 多大の 困難 を排 して 

武器 • 艦船 を 自ら 製造 せんとした ところに 注目すべき ものが 存 する." 鹿兒 島造士 館の 助敎 

潢山安 容は嘉 永 五 年に 『支那 人 は、 製造 技術 は 西 夷に 及ばざる を 以て、 自ら 製す るよりも 

之 を 外 夷に 購 ふに 如かす と考 へて ゐ るが、 日本人 は、 外 夷の 知識 必す しも 我に 優れたる に 

非す として、 費用 を 無視して まで も 武器 艦船 を 製造 せんとし、 現に 大砲の 如き は 輸入品に 

劣らざる もの- -製 透に 成功した (" 支那 人 は 自ら 侮る が 故に 外 夷に 侮られ、 阿片 戰爭に 於て 

慘 敗す るが 如き 結果 を 見た ので ある』 (大意) と 述べて ゐ るが、 我 画人の か- -る 氣概が 洋式 

工業の 創始と なり、 維新 後に は生產 力の 擴充 による 經濟 力の 充實 發展 となって 現 はれた も 

ので ある。 

明治維新と 國民 經濟の 成立 


明治維新 は、 大化 改新と 並び 稱 せらる \ ところの 國 史上の 大變 革であって、 そこに は 計 

り 知れない 重要な 意義が あるが、 こ-で 先 づ擧げ なければ ならな いのは、 維新に よって 我 

國の 近代 國家的 統一が 完成した ことで ある。 慶應 三年 十二月、 王政復古の 大號令 澳發の 

後、 朝野の 間に は、 諸侯 は 尙ほ廢 すべから す、 宜しく 諸 藩 聯邦の 形を以 つて 國家的 統一 を 

行 ふべ しとの 說も 有力に 行 はれた。 完全な 統 一 に 至る 經過 的處置 として 明治 一 一年 六月に 版 

籍 奉還が 行 はれた の は そのため である。 けれども それ は飽 まで 經過 的な もので あり、 また 

諸 藩の 財政 も、 土地 • 人民 を名實 ともに 奉還す る ことによって のみ 救 はれ 得る 狀態 にあつ 

たこと 等の 事情の 故に、 居る こと 僅か 二 年に して 四 年 七月 廢藩置 縣が斷 行せられ、 之に よ 

つて 源賴 朝に 始まる 武家政治、 七 百年 間 連綿と して 行 はれた 封建制度 は廢 止せられ た。 

. かくて 全國は 郡縣的 政治 組織に 統 一 せられ、 近代的 官僚が 中央 • 地方の 政治 を 掌る こと 

になった。 また 國民 皆兵 制が 施行 せられて 近代的 軍險 組織の 確立 を 見、 舊 武士 ち 士族の 

制 はやが て廢 止せられ る こと つた。 此 等の 官僚 や 軍歐を 維持すべき 財源 は、 全國の 

土地 • 人 民が 政府の 直轄に 歸 した 結果、 大いに 更擴 せられた。 また 諸 藩の 藩札 は その 通用 
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を 俘 止せられ て、 國 の 貨幣の みが 流通す る こと.^ なり、 同時に 諸 藩が その 領 境に 設けて ね 

た 移出 入 取締 乃至 移出 人 稅徵收 施設 は廢 止せられ て、 商品の 全國 流通 は 全く 自由と なった。 

かやう にして 政治 • 軍 治 • 經濟 など 總て國 家に 集中す る こと、 なった のであって、 ！ 言に 

して 云へば、 近代 11 家 的 統一 の 完成と 共に、 我國 の經濟 は、 領主 中心の 封建的 經濟 から 國 

民經 に古问 まった ので ある。 

然 らば その 國民 經濟に 於て、 如何なる 內容 の經濟 組織が 豫定 せられた かとい ふに、 いふ 

迄 もな くそれ は 資本家 的經濟 組織であった。 この 經濟 組織の 下に 於て は、 個人の 經濟 活動 

の自. H を 認める ことによって 國を 富ます ことが 豫 想され てゐ るので ある 力、 我 固 一 力 か \ る 

，組織の 經濟に 進まねば ならなかった のに 就て は、 そこに 二 一の 事情が あった，" 

先づ國 内的に： るに、 か \ る 組織の 經濟 を撸當 すべき 町人 階級の 經濟カ は、 江戸時代 旣_ 

に 頗る 伸張し、 封建 領主 をして その 前に 膝 を 屈せし むる が 如き 狀 態にまで 進んで 居リ、 加 

ふるに 維新に 際して は、 所在の 富豪の 物質的 協力が、 その 成功 を 驚ら した 一因で あつたの 

であるから、 町人 階級 を 排除す ると か抑壓 すると かの 政策 は、 到底 言 ふべ くして 行 ひ-得な 


ぃ狀 態であった。 

次に 明治維新 到 來の機 龠を與 へた もの は 外 國资本 主義の 侵入であって、 」 やひに 我 S は、 

ー應 その 植民地 化の 危機 を 免れた とはいへ、 未だ 完全で はなく、 列 國と對 の 地位に 立つ 

ために は、 其 等 諸 画の 制度 文物 を學 ばねば ならなかった。 從 つて 幕末 以來取 入れられた 政 

治 思想 は議會 政治 思想で あり、 經濟 思想 は 自由 經濟 思想であって、 か k る 思想 を 取 入れた 

先覺 者が 廟堂に 立ち、 或は 民間に あって 指導者に 任じた ので あるから、 资 本家 的！^: € の 育 

成 • 發 展が國 民經濟 政策の 根本 方針と せられた の は當然 であった ので ある。 

そこで 先づ 元年に は 株 仲間の 制度 を廢 止して 商工業 を 自由 營業 とし、 年 及び W パ+に は 

士農工商に 總て 職業 選擇の 自由 を 認め、 また 五 年に は 田地 永代 資 買の 禁を 解き、 八が に は 

分地の 制限 を 解除し、 以て 土地 財産に 就ても 近代的 所有 權を 確認した。 . 川 、に 明治 二三 年の 

頃に は、 江戸時代の 藩營 商業の 後 を 受けて、 府藩縣 自ら 三 都 及び 開港 場に 商 所 を 設けて 

商業. 貿易 を營む ものが あつたが、 政府 は 嚴に之 を 禁止した。 曰く 『{::: 途に 立つ お 力 T も 商 

賈と 利を爭 ふこと 不可 有。 諸 藩の 商 龠を廢 せられし も此理 より 出る 處 なれば、 ：迪 商.？.； pS し 
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く 注意して 他の 心得ざる ものに 懇に說 示すべし』 (通商 司 心得 書) と。. 卽ち商 權は商 民の 手へ 

とい ふの が當 時の 經濟 政策の モット ー であった ので ある。 

二 

- 

かやう に經濟 活動の 自由 を 以て 國民 經濟 政策の 根本 方針と したが、 當 時の 商人の 狀態を 

見る に、 その 經濟 活動 を 自由に 放任す るの みで は、 到底 外國 資本主義に 對抗し 得ようと は 

鸯 へられなかった。 政府が 强 力なる 殖産 興業 政策 を 行った の は そのため である。 

先づ 政府 は 民間 有志 を說 いて 通商 會社 及び 爲替會 社 を 設立 させた (明治 二 年)。 此等は 相 

並んで 東京 • 大阪 • 京都 • 橫濱 • 神 戶 • 新 潟 • 大津 • 敦賀の 八 都市に 設けられ たもので あ 

つて、 前者の 使命 は外國 貿易 及び 國內 商業 を 振起す るに あり、 配下に 多くの 商社 や 貿易商 

社が 屬 して その 赏 際に 當 つた。 後者 は 一 種の 銀行で あるが、 主なる 使命 は 通商 畲社を 通じ 

て營業 資金 を 融通す るに あり、 而も 當時は 預金に よって 貸 出資金 を 調達す る こと は 困難で 

あつたから、 政府 は 紙幣 發 行の 特 權を與 へ、 或は 資金 を 貸 下げた。 明治 五 年 以後、 之に 代 


つて 登場した のが 國立 銀行で あり、 十五 年になる と 日本銀行が 創立 せられて、 近代的 金 11 

機 關の體 系が 略々 整 ふこと- - なった。  - 

通商 • 爲 替兩會 社と 同様の、 いは、 > 半官半民の 會 社に 廻 漕 青 社 (明治 三ハゃ) が ある。 その 

設立の 目的 は、 我が 沿岸 航海 を も獨占 せんとす る 勢 ひ を 示して ゐ た米國 太平洋 汽船 含 社に 

對抗 せんとす るに あり、 卽ち 政府 は 廻 漕會社 をして 政府の 所有 船と 諸^の 委託 船と を述用 

して 東京 • 大阪 間の 客 貨の漕 運に 從事 せしめた。 四 年 一月、 同社が 經 将カ 不 根の ため 解散す 

る や、 政府 は 更に 民間 有志に 勸 めて 郵便 蒸 汽船 會社を 起させた が、 この 會 社が 八 年 六月に 

解散した 後へ 登場した のが 岩 崎 彌太郞 の 111 菱會 社であって、 同社 は 政府の 强 力なる 保護の 

下に、 よく 當 初の 目的 を 達し、 やがて 上海 航路にまで 進出して、 太平洋 汽船 # 社との 兢爭 

に打克 つた。 同社と 共同 運輸 會社 (十五 年 創立) とが 合併して 出來 たもの が、 今日の 日 木郵 

船會 社で ある。 

陸上 交通に 就て は、 政治 上の 必要 を も 考慮に 入れて、 鐡道 官營の 方針の 下に、 先づ 東京 • 

橫濱 間の 鐡道を 敷設し (五 年 開通)、 次で 之 を 神 戶* 大阪 間、 大阪丄 M 都 間に 及ぼし、 "電信. 
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電話 • 郵便 事業 も 同じ 方針の 下に 着々 その 發展 を： In- る ことにな つた。 貨物 蓮 送 取扱 業務 は 

之 を 陸運 元き 社 (八 年內國 通蓮會 社と 改稱) に 委ねた が、 同社 も 廻漕會 社な ど- -间樣 にい は、〉 

半官半民の # 社であった。 

かやう に 商業 • 金融 • 交通の 各方 面に 亙つ て、 泰西の 様式に よる 產 業の 育 1^ が 企てられ 

たが、 最も 重要視せられ たの は、 直接 生產 の擴充 を擔當 すべき 新式 生産 業の 保護 育成で あ 

る" 旣に 政府 は 維新と 同時に 幕府 及び. 諸 藩が 經營 して ゐた鑛 山 事業 を繼 承し、 橫須 賀製鐵 

所 や 長 崎 製鐵所 或は 鹿兒島 藩の 壤 紡績 所な ど をも繼 承して 經營 したが、 これ だけで は 十分 

でない ところから、 明治 五 年 以降 新たに ェ部省 製絲場 • 深 川セメ ント 製造所 • 、深 川 白 煉瓦 

製造所 • 品 川 砲 子 製造所 • 富 岡 製絲所 • 新 町屑絲 紡績 所 • 千 住 製絨所 • 愛知 及び 廣岛 紡績 

所な ど を 設けた。 此等は 所謂 官營 模範 工場で ある。 千 住製械 所の 如き も、 問 もな く 陸軍省 

, 直轄の 軍需 羅紗 工場と なった が、 當初は 毛織物 工業 を 振起して 輸入の 防遏に 資せん とした 

模範 工場であった。 政府 は 同時に 原料 羊毛の 自給 を も 企て. -、 下總 牧羊 場の 如き 模範 牧場 

を經 營 した ものである。 


富 岡 製絲所 ゃェ部 省製絲 場が、 輸出品の 大宗た る 生絲の 品質の 改良と 大量生産と を ほ 的 

とする 模範 工場であった こと はいふ 迄 もない が、 愛知 • 廣島兩 紡績 所 は、 維新 後の？ £ 々た 

, る 正貨 流出の 一大 原因であった 綿絲の 輸入 を防迢 せんがた めの 模範 工場であって、 政府 は 

之 を 設立す る 一方に 於て、 或は その 購入せ る 機械 を拂 下げ、 或は 機械 購入 代金 を货 ドげ、 

以て 民 問に 十餘ケ 所の 紡績 所 を 設立 させた。 それらが 爾後の 我國產 業の 柩軸 をな した 綿 絲 

妨繅 業の 發 達に 與 つて 力が あった こと はいふ 迄 もなから う。  ， 

農業の 方面に 於ても、 上述の 下總 牧羊 場の 外に、 內藤新 宿 試驗場 • 取 香 種畜 場 ニニ 田 育 

«揚* 三 田 農具 製作所な ど を 設けて、 泰西 式 農業の 移植に 努めた が、 そのうちに は 棉花 自 

給の 意圖を 以てする ところの、 米國棉 種の 移植と いふ こと もあった ので ある。 

殖 產興樂 政策の 一 つと して 最後に 一言すべき は、 . ^社 企業の 獎勵 である。 卽ち 政府 は 前 

述の 通商き 社 • 爲替舎 社 • 廻 漕畲社 • 陸運 元 會社等 を 設立せ しむる と 同時に、 「會 社辨」 「立 

命 略 M」 などの 書物 を 公刊して、 頻りに 青 社 企業 を獎勵 した。 その： n 的 はいふまで もな く 

個人 资本 を龠 社に 結合し、 以て 外國 商社に 對抗 せしめん とする にあった。 爲替龠 社が^ 來 
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そ、 その 重役に 或 人が 面會に 行った ところが 、ーーぼ 通， リ叶 はぬ』 といった とい ふ 話が ある- リ 

その 重役 は 偉い 役人に なった ものと 早合點 して ゐ たので あ る ノ- ま た 廻 漕畲社 の 重役 は會社 

め 損失 は 結局 自分 達 の 損失で ある ことに 氣付 かす、 會社 はお 役所で 自分 達 は 役人で あ る と 

思って ゐ たとい ふ 話 も ある。 畲 社に 關 する 知識が この 程度であった ところへ、 急速に 会： 社 

企 ■ を發 達させよ うとした 政府の 苦心に は 並々 ならぬ ものが あつたと 思 はれる が、 間 もな 

く 明治 五 年 設立、 の國立 銀行 は 殆ど 完全な 株式 會 社の 組織 を 持ち、 爾後 產 業の 各方 面に この 

組織が 採用され る ことにな つた。 

以上の やうな 政府の 强 力な 殖 興秦 政策に 應 じて、 民間に は 各種の 產 業が 近代的な 衣 を 

纏うて 績, -現 はれた。 一例 を 工業に 就て 見る も、 綿絲 紡績. 製絲. 製紙. 製糖 • 硫酸 製造. 

精銅 • セメント • 砲 子. #3 船な どの 諸 工業 は 明治 十三 • 四 年 以前に 起り、 十八 • 九 年に な 

ると 此 等の 外に 製麻 • 機 織 • 機械 製造 . 人 #3 肥料 • 製油 • 麥酒 • 電氣 • 瓦斯な どの 諸 工業 

が ： 齊に 發展の 緒に ついた。  . 

この 外に 金融業 丄父通 業. 保險業 等が あり、 それに 就て は 說明を 省略す るが、 要するに 明 


治の 初め 約 一 一十 年間 は、 赏 に我國 近代 產 業の 胎生 期であって、 之に よって 我が 國民 終^が 

資本家 的經^ を內容 として 發展 すべき ことが 確定 的と なり、 外國 資本主義に 對 する 對抗と 

い ふ 國民 意識 に 燃えて、 其 後 の 目覺 まし い 急速な る 發展 を途げ る こと \ なった ので ある。 

三  > 

こ \ で 振 返って 考 ふべき は、 資本家 的經濟 を內容 とする 國民 經辨の 成立に 常って、 その 

要件と もい ふべき もの、 卽ち生 產枝術 • 企業 資本 • 商品 市場 • 勞働^ . 企， 精神な どが、 

如何に 生成し、 如何に 結合され たかと いふ ことで ある。 

第一 の 生産技術、 平たく い へば 機械的 生 產樣式 は、 我國に 於け る獨 肉の 發 逹を俟 っ餘裕 

が 到底な. かった ところから、 殆ど 總て 外國 から 移植 せられた。 この 移植に 與 つて 力が あつ 

たのが 前述の 宫營 模範 工場で がるが、 そこに は 外人 技術が 來て 指導す る、 一般に 當時は 所 

謂 自由主義の 時代で、 諸 外 國は注 かすれば どんな 機械で も寶 つて くれる、 枝師も 招聘 すれ 

ば どし くやって 來 ると いふ 狀 態で、 民間の 工場に 於ても 盛んに 外人 技師 を 招聘した もの 
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である： 

第二の 企業 資本に 就て 見る に、 德川 時代 以来 蓄積 せられて ゐた 商業資本が 企業 資本と し 

て 重要な 役割 を 演じ たこと はいふ 迄 もない が、 見逃し て はならぬ の は 政府の 財政 活動 に 基 

く 資本の 調達で ある- - それに は 巨額の 紙幣の 發行 とい ふこと も考 へられる が、 重要視す ベ 

き は公漬 である： 明治 元年から 二十 年までに 發 行せられ た 公債 は 十一 種類に 上り、 之を大 

別 すれば、 制度の 變 革に 伴って 發 行せられ たもの、 勸業 資金 調達の 目的 を 以て 發 行せられ 

たもの、 及び 軍備 擴 張の 目的 を 以て 發 行せられ たもの \ 三種と なる が、 そのうち 量に 於て 

將又 質に 於て 重要な もの は、 制度の 變革 fc 伴って 發 行せられ た 公 « である。 例へば 祿制廢 

止の 代償と して 舊 武士階級に 交付 せられた 公 漬は、 政府が 永久に 負撸 すべき 俸祿 を 短期間 

に支拂 ふとい ふ 意味 を 持って ゐる。 之に よって 元利の 償還と いふ 一 時 的で ない 負擔は 依然 

錢 された が、 併し その 交付 を 受けた もの は、 將來受 くべき もの を、 割引して では あるが、  > 

1 時に 貰った ので あるから、 之に よって 現在の 消費生活に 必要 以上の ものが 與 へられた こ 

とに なり、 か- -る 意味に 於て 此 種の 公 漬の發 行 は 資本の 造 出て ふ 役割 を 演じた。 事 赏に就 


て：： ると、 明治 十三 年 調の 全 國國立 銀行 株金 總額 四千 二百 萬则 のうち、 華族 (主として 舊六 

名) 及び 士族の 有する 株金 高 は 三千 二百 萬圓、 卽ち七 割 六 分 を 占めて ゐる。 其 他の 公債 も 

當時 にあ つて は、 概ね 資本の 造 出と い ふ、 重要な 役割 を：^ じ てゐ る。 

第三 は 商品 市場で あるが、 例へば 生絲の 如く 早くから 廣大 なる 國外 市場 を 持つ 產業 にあ 

つて は、 それに 應 じて 生 產の擴 張 を 行へば よいと いふ 狀態 であった が、 綿 織絲の 如く、 旣 

に 外國に 優良に して 廉價 なる 製品が 存 する 場合に は、 產の擴 張と 同時に M 內 市場 を 開拓 

して か \ら ねばならなかった。 當時 主要なる 國 內市揚 といへば 農村で あるが、 この 農村 は 

德川 時代に は 木綿 • 紙 • 鱲等ひ ェ產物 は 概ね 自ら 之 を生產 して ゐた。 そこで 農村が 市場と. 

なる ために は、 農村が 購買力 を 持つ と 同時に 副業 的 手工業が なくなる とい ふこと が 必要で 

ある。 前の 點は 地租の 改正に よって 達せられた。 地租 改正の 眼目の 一 つ は 金納と いふ こと. 

であるが、 之に よって 從來 封建 諸侯 を 通じて 商品 化せられた 米 は、 直接 農民に よって 商品 

化せられ ねばならぬ こと \ なり、 半面に 貨幣 經濟が 以前より もより 深く 農村に 浸潤した。 

後の Si は 先 づ安價 なる 外國 品の 輸入に よって 一部分の 農村 手工業が 衰 額し、 之 を 機 會に我 
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國 の 機械 製品 も 農村に 市場 を 出す 順序と なつ た" - 尤も 以上の やうに して 國內 市場 は 開拓 

せられて 行った が、 尙ほ 狭隘なる を 免 がれす、 從 つて 明治 二十 年頃 急速に 發 達せる 紡績 業 

其 他の 工業 は、 國外 市場 特に 支那 及び 朝鮮に 向って 進出す る ことにな つたので ある： 

第 四の 勞働 者に 就て は、 はじめ 官營 模範 工場に は 士族の 子女が 職工 兼 技術 傳習 生と して 

多く 用 ひられた が、 後に は 農村の 子女が 之に 代る ことにな つた" この 事 は 地租 改正 や 農村 

手工業の 衰類 等と 密接な 關 係が あるが、 その 直接の 動機と なった もの は、 明治 十四 年から 

十七 年に 至る 不換紙幣の 整理であって、 この 不換紙幣の 整理に 基く 農 產物價 の 暴落 は、 農 

村 生活 を 困 難に 陷れ、 一方に は 小作人が 激增 したが、 他方に は勞働 者と して 都市に 出る も 

の も 生じた、 ッ 明治 二十 年 前後が 我 國綿絲 紡績 業の 勃興 期で ある こと を考 へる とき、 そこに 

農村の 不況に 伴 ふ 女工の 出 稼と 密接な 關 係が 存 したで あらう こと を 思 はざる を 得ない ので 

ある J  . 

以上の 四つ の 條件を 結合して 諸種の 產業を 近代的 企業と して 經營 する に は、 企業心が 必 

要で ある。 德川 時代の 町人 は 金 を 儲ける こと は 上手であった けれども、 企業心 は 乏し かつ 


たリ 試みに 當 時の 著名な 商家の 家憲 を 2^ ると 『新規の 事に 手 を 出す ベから す』 とか 『商い； 5： 

炔：： 無用の 事』 とかい ふの が あり、 もっと 簡單 なのに なると 『不 相變』 とい ふ 三 字 を 以て 家. 

憲 とした もの もあった。 勿論 維新 後の 町人が 總て新 企業に 對 して 消極的で あつたと いふの 

ではない が、 概して 企業心に 乏しかった。 a 業界の 大御所と いはれ た ffi 澤榮 一氏が 途 を- 

退いて 實 業界に 身を投じ たの は、 一 つに は當 時. の 町人に 企業心の 乏しい のを慨 してで あつ 

て、 「靑淵 先生 六十 年史」 に は その 心境が 次の 如く 書かれて ゐる。 曰く 『此の 末、 政^に 於 

て 如何程 心 を碎き カを盡 して、 貨幣 法 を 定め、 地租 率 を 改正し、 .# 社 法乂は 合本の 組織 を. 

設け、 興業 殖產の 世話が あつたと て、 今日の 町人で は 到底 日本の 商工業 を 改£ ^進歩させる 

こと は 成し 能 はぬ であらう。 就て は 此の際 自分 は 官途 を 返いて 一番 身 を 商 に 委ね、 不及 

ながら も 率先して 此の 不振の 商權を 作興し、 日本 將來の 商業に 一 大 進歩 を與へ ようとい ふ 

志 51.1 を 起しました』 と。 

之に 對し て舊 武士階級、 卽ち 士^に 於て は 企業心が 旺盛であった。 岩 倉 具視卿 は.：， 八の 如 

く 述べて 居られる 0 『士： ^は 積 世 }f 養の 力 を 以て 其 精神 を發 揮し、 百科に 進む に 足り、 其 志.. 
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行 を奮勵 し、 以て 艱苦に 耐 ゆるに 足り、 其 氣カを 旺盛に し 以て 外人と 競爭 する に 足る、. - 今 

の 現、 況に據 るに 學問 百科 凡そ 以て 画の 事業 を 進歩せ しむべき 者、 士族の 性 尤も 近き 所と す" 

(巾 略) 此髙尙 なる 種族 を 除く 外の 人民 をして、 其れ 能く 進取 有爲の 地に 進み、 外人と 競爭 

する に 足る の 日 を 待つ は、 猶ニ 三十 年の 後に 在るべし』 と。 新 企業に 從 事した 彼等のう ち 

に は、 士族の 商法なる 言葉が 示す が 如く、 失敗した もの も 多かった が、 ^澤榮 一 • 岩崎彌 

太郞を 始め、 後藤 象 ニ郞. 五代友厚 等の 實 業界の 先覺 者の 事績 を 顧みるならば、 我が 國民 

經 の 成立に 致せし 士族 出身者の 功績に は、 重要なる もの i 存せ しこと を a 逃す を 得ない 

であらう" 明治 初年に 慶應義塾 • 東 京 商大 等に 於て 髙等赏 業 敎育を 受けた ものに も 士族 9 

子，、？ S が 多く、， 此等赏 時の 知識階級 は、 概ね 資本家 的 企業に 身 を 委ね、 以て その 發展に 力 を、 

致した ので あるつ 

要するに 幕末 以來 今日の 言葉で い へ ばィ ン テリ 階級、 靑 白き ィ ン テリではなくて 逞 まし- 

い  ィ  ン テリであった 武士階級の 間に は、 一 方に 於て は 維新の 變 革の 指導 的 人格が 養成 せら 

れ、 他方に 於て は 我國經 の 資本家 的發 展に處 すべき 積極的 人格が 養成せられ たので あ？ 


て、 維新 後 この 人格 は、 或は 廟堂に あって 我が 國民 經濟の 積極的な 發展策 を 講じ、 或は 野 

に 在つ て 新 企業の 指導に 任じ、 兩々 相 寄つ て 我國經 濟の發 達に 貢獻 すると ころがあった S 

である。 

幕末の 開國に 伴ふ國 難に 當面 してより 明治 一 一十 年まで、 そめ 間 凡そ 三十 餘 年の 間 は 文字. 

通り 國歩 艱難の 時代であった。 內 にあって は 未曾有の 大 改革 を斷行 しつ \、 外に 對し. て は 

常に 外國 資本主義の 侵略の 脅威に 曝されねば ならなかった。 この 脅威から 免が れんと する 

努力、 この 一 點へ國 民の 全 精神力が 傾倒せられ、 以て 封建 經濟 ょリ國 民經濟 への 飛躍的 展， 

開が 遂げられ たので あつ て、 その後 僅々 數十 年間に 於け る 我 國經濟 の 驚異的 發展の 跡 を 顧. 

みると き、 明治維新 を 通じて 築かれた その 基礎が 如何に 重要視せられ ねばならない かとい 

ふこと に、 常に 想到され るので ある 


明治維新と 日本 國民 經濟  . 七三 


明治維新と は何ぞ や、 如何なる 意味 を 有する かに 就いては、 已に 各方 面から 色々 の 解釋. 

が與 へられて ゐ るから、 玆に絮 言す るの 必要 はない けれども、 話の 順序と して 少しく 述べ 

てお かねば ならぬ。 明治の 維新 は 之 を 政治的 方面から 見れば、 武家政治の 最後の 支配者た. 

る德川 幕府の 財政 破產を 動機と して その 專制 政治 を 打破し、 王政復古 によって 五ケ 條の御 • 

誓文の 精神 を斷行 せんとした ものである。 之 を 社き 史的に 見れば、 シ ユタン ドの 社會卽 ち- 

一 走の 身分に 生れた 事に 依て 當然に 社會の 支配 權を 獲得し、 馬鹿で も 倒 巧で も 五千石の 家： 

に れた 以上、 男で さへ あれば 五千石 取りと なりうる とい ふが 如き 制度、 更に 乂 如何なる- 
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人 問で も 百姓 町人の 家に 生れた 以上、 特殊の 場合 を 除いて は 武士と なって 社會の 支配 權 を- 

持つ 事の 出來 ない 所の、 所謂 身分 的 支配の 社會を 倒した 事で ある。 併し 之 は 纏て クラスの 

社 を 生み出す 一の 過程であった。 クラスの 社會 とい ふの は、 一定の 財產を 所有して 生活 

を 保障せられ 直接に 勞働 しなくても 間接に 生活し うる 人 を 包含す る社龠 層と、 その 所お は 

以て 生活 を保證 する に は 足らない 程度の ものであって、 どぅしても直接に勞働に從^^-しな 

ければ ならぬ 人々 を 包含す る社龠 層との 對立關 係の 存 する 社 會の 謂で ある。 この 社 に 於 

て は.、 特殊の 場合 を 除いて、 容易に 有產 者に なれない のみなら す、 ぉ產 者が；！：： 際 上の 社會 

の 支配 權を 把持す るの を 原 M とする。 明治維新 以後の 社會的 變遷， の 過程 は、 大體 社. の 構. 

成員が 有 產無產 の 兩社會 層に 分裂して 行き、 階級の 對 立が 截然 明確と なり、. 有 產者獨 裁の - 

社 に 進んで 行った ものと て 差閊へ はないで あらう。 更に 之 を經濟 的に 觀 察すれば、 保 

守獨. h: の傅統 主義 經濟 から、 自由放任の 資本主義 經濟 への 轉向 推移 を 意味す る ものである。 

右の 如く 明治維新 を 色.々 に解釋 する ことが 出來 るで あらう が、 然 らば 數 百年 來の 武家 政 

治、 而 して 巧妙 を 極めた る德川 幕府の 諸 制度が もろく も倒壞 せられ、 明治維新が 何故に ハ仃 
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はる \に 至った か" 之に 就いても 種々 の 說明を 付ける 事が 出來る けれども、 私の 考へ によ 

れば、 身分 的 支配 關係を 基礎と する 封建制度と 社會 の生產 力、 經濟 力の 發展 との 不均衡 又 

は 矛盾が、 必然的に 社畲 意識に 渗 透し、 爆發 した ものであると 思 ふ。 一定の 社會 組織 は 社. 

食の 生産力の 發展と 必然的 關係を 有し、 實 際の 社會 生活から 孤立した 空想家の でっち 上げ 

た 穴 H: 想で は、 决 して 新なる 社會 組織 は 生れ 出る もので はない". - 社會 自身の tg: 面 的 發展變 化. 

の 必然的 結果と して 必然的に 新なる 社會が 生れた ので ある。 吾人が 今日の 眼 を 以て、 然か 

も その 弊害 點 のみ を 眺め、 舊 時の 社畲 制度 を 非難し、 殊に 之に 倫理的 批判 を 加へ たり、 

甚 しき は 個々 の 個人の 成敗に つきて 迄 も道德 的評價 をな すが 如き は、 非常なる 誤りで ある。 

歷 に 現 はれて 來る 現象 は 是れ皆 社 會的歷 史的 必然で あり、 當 時の 社會 組織の 產物、 社會 

意識の 反映に 外ならぬの である。 今日 多くの 人々 が攻擊 する 武家政治の 如き も、 その 發生 

及び：：^ 立に つきて は 社龠的 理由が あつたの である- - 只 それが 一度 爛熟の 域に 達し 組織が 固 

定 るて 變通 自在 を 失 ふ 時に、 初めて その 存立の 矛盾が 起って 來 たので ある" 卽ち 封建的 社 

龠 組織に よって 混 亂動搖 せる 社會が 秩序 づけら れ平穩 となり、 社會の 生産力 は 急速に 發展. 


したので あるが、 纏て この 組織 を特徵 付ける 種々 の 要素が、 結局 又 社會の 生産力 を拘 * す 

るに 至った からで ある。 宿借りと いふ 貝 は 自分自身の 貝殼 を 作らないで、 他の 貝類の すて 

た 貝殼 を 拾って 棲息し、 自分の 身體が 大きくな つて 不便に なると、 又 他の 大きな の を 探し 

て宿替 をして 一 生を暮 すと かいふが、 こんなに 中身と 外殼 とが 本質的に 適度 一 致しない も 

のなら ばい ざ 知らす、 社畲 生活に 於て は、 中身の 發展に 伴うて 外 殼を擴 張變改 して 行かね 

ばなら ぬ。 何時 吃 J 經 つても 外殻が 磐石の 如く 屈伸し ない もの だと すれば、 中身 はいつ 迄 も 

そ のま \ でゐ なければ ならぬ。 そこに 何等の 發展 はあり 得ない わけで ある。 一般の 貝類が 

それ ぺ 發展 して 行く の は、 中身と 同時に 外 殼がぢ りく 發展變 化して 行く からで ある。 

又 卵が 堅い 殼を 有しながら、 その 中身 をして 一 定の溫 度と 一 定の 時間と を 得し むれば、 立 

淤な 雛鳥と なって 生れて 來 るの は、 中身の 發展 と共に 外殼が 自ら 破れる やうな 仕組に なつ 

てゐ るからで ある。 若し 卵の 殼 がどうしても 破れない もの だとしたら、 雛が 生れ 出る 新し 

き 生物の 發展は 望み 得られない。 *  、 

鼓に 於て 歷史の 硏究上 問題が 起って 來る。 貝類の 研究に 於ても、 その 貝殼の 硏 究も必 5_ス 
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だが、 之れ と 同時に、 その 中身の 研究が 一層 必要で ある。 然るに 從來の 歷史の 多く は、 恰 

も 貝類の 研究に 貝殼の みの 硏究 をな して 能事 了 はれり となす の觀 がないで もない。 甚 しき 

に 至って は、 宿借りの 住んで ゐた 古い 貝殼の み を 研究して、 肝心の 宿借り を硏究 する 事 を 

忘れた るが 如き もの も少 くない。 然 らば、 歷史の 硏究對 象た る 社 會變遷 の 中身 は 何かとい 

へば、 それ は 社 會の生 產關係 又は 經濟 力で ある。 宗教 • 政治. 軍事 • 偉人の 功業 等 も、 歴 

史 の硏究 すべき もので は あるが、 これ は ある 意味に 於て 貝類に 於け る 貝殼の 如き もので あ 

る。 所謂 社 舎の 上部構造 である。 之れ 丈け を 研究した ので は、 歷史は 完了して ゐな いので 

ある" 之 等の もの は 社會の 生產關 係、 經濟 力と 相呼應 して 變 化する にすぎない。 この 意味 

に 於て、 經濟 生活の 變遷 とい ふ 事が、 歷 史上 最も 重要なる 硏究 問題と なる わけで ある。 若 

し歷史 を かくの 如く 解す る 事が 眞理 であると するならば、 日本の 近世 史を 研究す るに は、 

先 づ大阪 から 初めねば ならぬ であらう。 何と なれば、 我が 大阪は 四百 年來、 日本の 經 交 

通の 中心で あり、 經濟的 變遷の 跡が 明確に 大阪に 反映して 居る か， ら である。 大阪の 經濟的 

變遷を 見す して は、 近世に 於け る 日本の 發展變 化 を 理解す る 事 は 不可能で ある。 大 阪の經 


.离 的 消長が、 ある 意味に 於て、 日本の 歴史 を 動かした もので あり、 將來に 於ても 5： ほ； ii か 

ナ であらう。 日本の 近世 史は、 大阪の 經濟史 であると いふ も敢 へて 過言で は あるまい と 信 

する。 

二 

明治維新 後の 六十 年間 は、 我國 三千 年の 歷史中 最も 躍進 的な 變 化が 行 はれた 時代で あつ 

ズ、 この 六十 年間 は 恐らく 今迄の 三百 年 四百 年に も相當 する 位の 變 動の 起った ものと い へ 

よう。 而 して 歷史の 研究に 於て は、 何等かの 標準に よって 時代 を區 劃す る 35- が 前提と して 

行 はれねば ならぬ。 然し 乍ら 時代 を區 劃す る 事 は 最も 困難な 事であって、 軍なる 年代と い 

ふ 機械的の 標準に よつ て先驗 的に 時代 を區 劃し、 之の 順序に 從っ て 凡べ て の 出 來事を 描 J? 

する のが 從來の 記述 的 編 年 的歷史 であるが、 之 は 今日 歷史學 上 種々 の 缺點を 認められ、 次 

第に この 方法 は 用 ひられ なくなった。 それで 社會 現象の 一定の 型 を a 出し、 之 を 標準と し 

て 割 期し、 その 各 劃期に 於け る 種々 の社會 現象の 發展を 比較 硏究 し、 各 時期の^ する 文化 
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的 意義 を閬明 せんとす るの 傾向が 强く なって 来た" 從て各 時期 を 表すに 抽象的な 言葉が 使 

用せられ る やうに なり、 今迄の やうに 何年から 何年 迄 を 古代、 中世、 近世 又は 何時 代と い 

ふ 風に 機械的に E 分す る 場合 は少 い。 今 この種の 新しき 區分 法に よって、 大阪に 於け る經 

狀 態の 變 化に 現 はれる 一 定の型 を摑み 出して、 明治 大正 六十 年間 を 劃期して 見れば 次の 

如くい ひうる であらう。 

第 一 期 動搖 不安 時代 

第二 期 組織化 時代 

第三 期 躍進 時代 ， 

第 四 期 最高潮 時代  •  . 

右 は 身分 支配の 社 # が 倒れて 階級 支配の 資本主義 時代の 前半期の 區 分と もい ふべき もの 

であり、 從て 明治 大正 六十 年間 は 資本主義 時代の 前半 を 占む る ものである" この； 511 分 は 私 

が 大阪に 於け る經濟 的發展 の事實 並に 日本 全體 の發展 過程の 諸事 實 から 概念的に 歸納 して 

劃定した ものであるから、 決して  一 1^ の定說 ではなく、 全く 私 一人の 考察に すぎない。 之 


を 時間 的に あてはめて 見れば、 第 一 期 は大體 維新の 時から 十三 四 年 汔」 であって 所謂 革命 

期に 屬 する。 西南 戰爭 を界 として、 動搖は 次第に 平 靜に向 はんとし、 海外の 新 知識の 輸入 

によって、 支離滅裂の 狀態を 組織化 せんとす るの 努力が 各方 面に 現 はれ、 地， ^TH が 凝結 Si 定 

して 次の 躍進 時代の 素地が 出來 上った。 この 時期 は先づ 二十 五六 年 迄と 化て よから う。 

その 以後 明治 四十 五 年頃 迄 は 積極的に 外に 向つ て發展 する やうに なり、 經ま 5 的 發展の 必然 

の 結果 は、 支那 及び 露 園と 干戈 を 交へ ざる を 得なかった。 そして 兩度 大勝の 結 はぐん ぐ 

んと 躍進 的 變化を Mr 之と 同時に 資本主義 經濟の 進歩 著しき ものが あった。 然るに 大正 三 

年以來 この 資本主義 經濟を 躍進せ しむべき 根柢が、 世界 大戰 によって 築き h げられ、 ^に 

日本の 資本主義 經濟は 殆ど 最高潮に 達し、 資本主義 經濟は 次第に 變 質の 過程 を迪 りつ k あ 

るかの 感が ある。 吾々 歷史の 研究者 は豫言 者で はない から、 先の 事を豫 言す るが 如き 5!- は 

しないが、 恐らく 之れ 以上に 日本の 資本主義 は 深刻に なり 得ないで あらう。 蓋し、 新なる 

經 上の 原則が 不知 不識の 間に 渗 潤して 來っ、 ある 事 は、 爭 はれぬ 事 實と思 はれる からで 

ある。 
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前置が 非常に 長くな つて 聊か 脫 線の 觀が あるから、 之より 元の 道へ 復歸 し、 明治維新 當 

時の 大阪 の狀態 を概觀 する 事と しょう。 元来 革 八 叩の 起った 時には、 新興の 革命軍 は、 何處 

に社會 の經濟 的中 心 又は 經濟的 力が ひそんで 居る か を af- 極める 事が 必要で ある。 之 を 早く 

見極め、 その 力 を 把握して 初めて 革命 は 成功す るので ある。 併し 革へ 叩 後に は 必すゃ 社會が 

不安 動 搖に陷 り 之 を：： 極めるべく 餘 りに 人心が ぐら/.^ して 居る。 丁度 火事の 起った 場合 

に は 大抵の 人が あわて \ 何 を 一番に 持 出すべき か を 志れ、 手當り 次第に 投げ出し、 肝心の 

大切な もの を 烏 有に 歸せ しむる 場合の 頗る 多い のと 同様で ある。 組織的に 事を擧 げたる 革 

命 軍に 於て すら さう である。 まして 舊來の 制度に 不 滿を懷 きながら も 之に なれ こに なって 

居る ものが、 とまど ふの は 勿論の 事で ある。 全く 見當 がっかなくなる。 凡べ ての 事柄に 統 

一 が とれなくなる。 そこで 舊社會 の 支配者と 革命軍 方に 屬 する ものと が抗爭 する は 勿論、 

同一 仲間の 間に も； S 志 打ちが 初る。 革命と は無關 係に 超然と して ゐる 連中の 內 でも、 性質 


の惡ぃ 連中 は、 いやがらせ をしたり、 ネ ダリ 廻ったり、 その外、 暴力 沙汰が 行 はれ、 

が頻々 として 起って 來る。 百姓 一校の 如き もこの 時に 多く 發生 する。 丁设 煮え かへ つて 居 

る カン テンの やうな ものである。 早晚 冷へ て 固まる ので は あるが、 どんな 形の ものが 出て 

來 るか 豫想 もっかぬ 狀態 である。 此 等の 事柄 は 明治 初年の 大阪 によく 现 はれて^ る" 

之れ が 革命 期に 於け る 社 會動搖 の.^ 徵 であるが、 之 を 經 濟 組織の h から I:- る も 矢 •  張り 同 

じで ある。 古い 經濟 思潮と 新しい 經濟 思想と が 交錯して 沸騰して ゐ るかの 觀を する。 卽 

ち 之 を 明治維新 當 時の 大阪 にっきて a るに、 支配階級 たる 武士に は 遠ない が 身分 地位の 低 

き 下級 無產 武士が、 舊制を 破 壌す ると 同時に、 舊 封建制度の 必然の 魔物た る獨ト Z 排他の 商 

工業 仲間 を廢 止して、 自由 進取の 原則に よって 經濟カ を 獲得 せんとす るに 反し、 s;: 來の町 

人 は 依然として 株 仲間の 制度 を存續 して、 新參 者の 加入 を 防止 せんとした" 併し この 二つ 

の 異れる 思想 は 結局 止揚 せられる 事が 出來 た。 武士の 精神で もなければ、 封 的 町人 精神 

でもない 所の 新たなる 資本主義 精神 卽ち 之れ である。 之が 具體 的の 制度と なって 现 はれた 

もの は、 株式 會社 その他の 圑體 經濟の 勃興で ある。 西洋に 於て 株式 <!： 社の 發 生した おにつ 
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きて は 種々 の歷 史的 社 會的說 明が 加 へ られて 居る が、 この 西洋 的 株式 # 社の 制度が ni 本に 

輸入せられ、 明治維新 後 著しく 發 達した 事 を、 單に 資金 調達の 便法との み解釋 する 事に よ 

つて 說 明す るの は正當 では あるまい" 全く新興階級の經濟的精神と舊町人階級の經^^的精 

神との 融合すべき 唯一 の 方途で あり、 必然の 結果で あつたので はなから うか」 然しながら 

獨占 排他の 經ま 5 制度から 自由放任の 新なる 經ま 5 制度へ の 推移 過程に 於て は 保護 政策が 必 Si 

であった、。 新 事 « に對 する 獎勸 及び 指導がなくて は、 舊 制度に なづん でゐる 人々 の 頭を轉 

向す る 事が 困難で ある。 故に 明治 初年の 御 布令 やその 他の 規則 を a ると、 日常生活に 關し 

て 迄 も 誠に 今から 考 へれば 馬 ffi らしい やうな 規則が 出て 居る。 會社を 設立す るので も、 取 

引 をす るのに も註釋 的な 取引 等の 御 布令が 出て 居る。 會社辯 や 立 會略则 の 如き は その 著 例 

である。 又 種 * の官營 模範 工場な ど を 作って 指導し、 新しい 經濟 知識が "せ 及し、 經營 方法 

を體 得せし め 得てから、 漸次に 自由 競 爭を行 はしめ る やうに なった。 專制 i, 保護 ，- 自由 競 

爭 とい ふ經濟 政策の 變遷 は、 明治維新 を 中心として、 その 前後に 於て 之 を观ふ 事が 出來る 

と 思 ふ。 而 して 當 時の 經濟 中心地た る 大阪に 於て 最も 明確に 現 はれて 居る。  ， 


以上 は 極めて 抽象的に 明治 初年の 大阪の 事 を 述べた ので あるが、 最後に 常時の 大阪 とし 

て 最も 注目すべき 事件、 之に よつ て當 時の 大阪の 經濟的 主義 を 明かに しうる が 如き審 件に 

つきて 問題 を 提出し 度 % と 思 ふ。 

or) 何故に 維新 早々 明治天皇 陛下が 群臣 を 引きつれて 大阪へ 行^ 遊ばされ たか 

之 は 從來餘 り 問題と せられて 居なかった ので あるが、 私の 考へ では、 當 時の 大阪 の經濟 

的 地位 を 知る 上に 根本的の 問題で は あるまい かと 思 ふ。 幕末に なって、 十四 代 將軍家 茂が 

勒命 によって 上洛し、 一旦 歸 東の 後、 再び 大阪 に來 りたる は、 君側の 奸臣を 除く 爲め であ 

つたと いはれ て 居り、 又績 いて 慶 喜が 大 阪へ來 たの は、 家 茂が 病氣 になり、 离ー の 場合に 

備 ふる 爲 めだった とい はれて 居る が、 單に長 州 征伐と か 或は 君側の 奸臣を 除去 するとい ふ 

ので あれば、 何も 日光 參詣 より 以外に 旅行した 事の ない 將 軍が、 鼎の 煮え かへ つて 居る や 

うな 危險な 京阪 地方に 出かけて 來る 必要 はない 害で ある。 之 は 全く 常時の 經濟 中心地で あ 
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り、 日本の 富の 心 糠た る 大阪を 確保す るの 必要から 來 たもので は あるまい か。 幕府 は 極度 

に 財 用の 窮乏 を 告げ、 諸 藩 亦 負債 山積して、 封建 國家は 今や 國家 破產に 瀕した ので ある。 

大阪の 治安 を 維持し、 町人 を 心服せ しめる 事に よって、 財政の 基礎 を 固め、 將に 倒れん と 

する 蒜 政 を；^ 繽 せしめん との 意圖に 基く もので あらう。 されば 將軍 大阪に 來リ、 直ちに 多 

額の 御用 金 を 命じた。 併しながら 將 軍の 內兜を a すかした る大阪 町人 は 之に 應ぜ す、 再三 

の 催促に よつ て その 一 部を收 めた にす ぎぬ とい ふ 有様であった。 而 して 將 軍の 威令 を 以て 

する も途 によく 大阪 町人 を悅 服し 能 はざる に 及んで、 乃ち 幕府の 蓮 命が 決せられ たので あ 

る。 十五 代 將軍慶 喜が 大阪の 經濟カ を 支配す るの 權を 保持す る 能 はざる を a て、 彼 は慶應 

四 年 正月 七日 夜陰 大阪 をの がれ、 開 陽 丸に 乘 つて 江戸に 向った。 之と 入れ 替 りに 征討 大將 

軍 嘉ぉゼ 親王 來阪 あらせられ、 市民 慰撫の 令を發 し、 更に 薩長 二 藩に 命じて 三鄕 市中 を 取締 

らしめ た。 かくして * ら大阪 の 秩序 囘復、 治安. の 維持に 力め、 次で 會計 基金と して 三百 萬 

兩の 御用 金 を 市中の 富豪に 下命した。 一 一月 中 明治天皇 は 大阪御 親征の 勅旨 を 發し給 ひ 三月 

二十 一日 京都 を發 し、 同 二十 三日 大阪に 御着、 西本願寺 津村 別院 を 行在所と して 四月 七日 


迄 御 滞留 遊ばされた。 その 間、 觀兵 式、 觀艦 式、 善行 者 表彰、 貧民 救恤、 一 e 齢 者 賜 與等を 

行 はせられ、 專ら 人心の 歸 服に 力めら る。 かくして 大阪は 完全に 朝廷の 支配に 歸屬 したの. 

である。 

封建 W 家の 財政 破産の あと を受， けて、 とに 角 新 政府が 反對 黨を壓 し、 その 新政 策 を 遂行- 

して 秩序 を 安定し、  新政 確立に 成功した の は、 之れ 全く 經濟 力の 中心た る 大阪を 抑へ る 事. 

に 成功した からで ある。 三百 年 前、 德 川家康 がその 豐 富なる 分銅 金銀 を 以て 軍资 金と な 

し、 關ケ 原に ー戰を 交へ たる も、 或る 意味に 於て 大阪の 支配 權 獲得が 目標であった ともい 

へ る。 又 幕政が とに 角 一 一 百 五十 年間 存績し 得た る も 大阪の 經濟カ を 支配し 得た からで あ 

る。 而 して 二百 五十 年後に、 幕府 は 倒幕 軍と 大阪の 爭奪戰 を 行って 之に 敗れ、 同時に その 

政權を 投げ出さねば ならなかった ので ある。 目に は 定かに a えぬ 所の 大阪 の經濟 力の 爭奪 

戰 こそ、 赏に 明治維新の 關ケ 原で あつたと 思 ふ。 

(Q) 財政 金融 その他 經濟 組織の 立て直 ほしが 第 一 の 目標であった 事 

最初に も 述べた やうに、 社 # の變 革， は 經濟的 理由から 來 るので あって、 經 組織の 崩- 
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に 基く ので ある" 大阪の 經濟カ を 奪取し、 新政の 樹立に 成功した る 倒幕 軍が 最初に 頭 をな 

やました の は、 この 崩壞 した 經濟 組織 を 如何に 始末す るかと いふ 事であった。 而 して 之 は 

經濟 社畲の 心臓で あり 動脈で ある 所の 財政 金融 組織の 立て直しであった。 故に 當 時の 記 錄 

や 御 布令 を ると、 亂暴 者の 取締 や 反抗 者の 追 捕に 關 する もの も少 くないが、 その 主なる 

もの は 何れも 金融 問題、 幣制 問題 及び 商工業 組織の 問題 計りで ある。 この 方面の 統制 を硏 

究 する 事 は、 明治 初年の 經濟 史的 意味 を 理解す る 上に 最も 必要な 事で ある。 

(ハ) 大阪 造幣局と 明治 初年の 產 業發展 との 關係  Z 

維新 早 々造幣局が 設立せられ たの は、 右に 述べた る 幣制 統一 によって 社會の 經濟的 基礎 

を 確立 せんが 爲 めであった 事 は 言を俟 たな い。 而 して 今日で-は 大阪の 造幣局 は單に 硬貨 を 

鏡 造したり、 その他の 貴金屬 加工品 を生產 する 特殊 ェ揚 にすぎないの であって、 大 阪に對 

して 別に 特殊の 經濟的 意義 を 有する と は 思 はれない が、 併し 明治の 初年に 於て は、 啻に 大 

阪 市に 對 しての みならす、 日本 全體 にと りて 今日と は 全く 異 つた 經濟的 意義 を 有した ので 、 

ある" 大阪の 造幣局 は 日本の 近代的 發 展に對 して K に 偉大なる 貢 をな し、 種. t< の 新 事業 


に對 する 濫悔 となって ゐる事 は已に 世人の 普く 知る 通りで ある。 之に 關 連して 吾人の 考ふ 

べき 點は、 當時 何故^ 大阪に 造幣局 をお いたかと いふ 事で あるが、 之 は、 前述の通り、 大 

阪が 日本の； g 濟的 中心で あつたが ためで あらう。 大阪 造幣局が 日本の 近代的 經辨發 被に 對 

して 與 へたる 刺戟の 主なる もの は、 S 外國 人に よる 精巧 機械の 利用 及び 造， 幣 に附隨 する 

種の H 業經營 が、 新 工業の 發生を 刺戟した る 事、 g 科學 知識 殊に 赏用科 擧を亚 U 及せ しめた 

る 事、 S: 石炭 消費の 魁 をな し、 石炭の 大量 需要 者と して、 H 本の 石炭 業を發 達せし， むる の 

口火 をつ け、 延 いて 石炭 を 利用し 蒸氣カ 利用の 便 を 知らせた る 事 等 枚 擧に遑 がない。 

(一一) 大阪に 於け る 財界の 有力者の 變化、 及び 富裕 階級の 興亡 

.德 川 時代に 財界の 牛耳 をと つて ゐた 兩替 業者 その他の 金融業 者が、 維新 後 如何にして 新 

らレき 金融業に 推移して 行った か、 その子 孫 はどうな つて 居る か、 個 M 的の 事で ある やう 

だけれ ども、 大阪 の； i 濟的 變遷を 知る 上に は 忘れて はならぬ ので ある。 同じ 事業に 從事し 

ながら 小 野 • 島 田 組が 沒 落して 三 井 組が 一 人存繽 し、 今日の 盛大 を 致した る は 何故か を 研 

究 する 事 も 重 嬰な 問題で ある。 令 一 つ は 維新 後 大阪の 經濟界 に 雄飛した 人は必 しも 大阪の 

明治維新 當 時の 大阪  • 八 九 


幕末 維新  九 〇 

舊 町人 計りで はなく、 地方の 富豪、 下級 武士 その他が 割り込ん だものが 少 くない。 之が ど 

うい ふ 風に して 這 入って 來 たか、 そして それ 等の 人々 の 勢力が 今日 迄 どんな 影響 を もつ て 

居る か を 明かに せねば ならぬ。 廣瀨宰 平で あると か、 五代友厚 であると か、 或は 藤田傳 三： 

郞 であると か は、 此 等の 點 を硏究 する 上に は 重要なる 役割 を 有する ものである。 

(*) 取引 商品の 變化 及び 商品 配給 關 係の 變遷  > 

商人の 取り扱 ふ 商品 は 時代と 共に 變 化する の を 原則と する が、 特に 明治 御一新 以後、 そ- 

の 變 化の 仕方が 甚 しかった。  生產 及び 消費が 身分 階級 的に 制限され、 一定の 身分の もの 丈 

しか 消费 する 事の 出來 なかった ものが、 改革と 共に 何人で も 購買力 さへ あれば、 之 を 消費 

しうる やうに なった し、 又社會 の變勳 と共に 消費の 趣向が 變リ、 且つ 新奇の ものが 輯々 と- 

生産せられ 又は 外國 から 輸入 せらる \ に 至った ため、 大阪の 商人 は舊 套を脫 して 目先の 變. 

つた もの を 商 ふやう になった。 

次に 大阪を 中心とする 商品の 配給 關 係の 變 化の 硏究 は、 日本 國民 經濟の 有機的 統一 が 如 

何して 行 はれ たかを 知る 止に 最も 必要で ある。 いふ 迄 もな く德川 時代に 於て 『大阪 は 天下 


の^¥所』 であった。 一派の 人々 はこの 意味 を 單に諸 B 大名の 財政問題から 說 明しょう とす 

る けれども、 之 は正當 でない。 各藩の 藏物卽 ち 藩が 公に 有する 諸產物 は、 何れも 大 阪の藏 

屋敷に 輸送 せられて 拂 下げられ、 更に 各地に 配給 せられた。 その 寶上 代金 は 或は 大阪に 於 

ける 借 債の 元利 支拂 に充當 せられ、 或は 國 元へ 正貨と して 輸送せられ たので あるが、 ごの 

外に 民間の 所有に 屬 する 多種多様の 貨物が 大阪を 目標に 集り、 大 阪を經 ないで、 直接に 他 

領へ 移出 せられる 場合 は 比較的に 少ぃ 有様であった。 故に 日本 全體 特に 經濟 の發 達せる 關 

西 地方の 貨物 を 一 旦大阪 に 集め、 更に 之 を 必要と する 地方へ 割 常て、 切り盛り をした とい 

ふ 常時に 於て、 大阪が 天下の 裏 所であった。 然るに 維新 後藏 屋敷 は廢 止せられ、 交通 系統 

に大變 化を來 したので あるから、 大阪を 中心とする 貨物の 配給 關係は 昔日と は 著しく 變っ 

て來 たのみ ならす、 その 範圍の 大小、 取引 貨物の 性質 等が 餘程異 つて 居る。 之に 關 して は 

明治 初年の 統計 及び 記錄が 極めて 少く、 僅かに 明治 十 年 米 原 金ケ崎 間に 鐡 道の 敷設され た 

る 際、 大阪市の 商業に 如何なる 影響 あり やとい ふので、 時の 商法 會議 所の 調査した ものが 

、 

ある 位の 事で あるが、 舊 時よりの 大きな 問屋の 經營 して ゐた方 の 家に は 多少と もこ の 稷 
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の 記錄が あると 思 ふ。 

(へ) 政治家と 商人と が 如何なる 關係を 保持して 大阪の 財界 を 統制した か 

倒幕 軍が 天下 をと ると 同時に 先づ 幣制の 基礎 を 固む る爲 めに 御用 金 を 命じた が、 こ の 間 

の 消息 は 比較的よ く 世に 知られて 居る。 併し 多少 世間が 落ちついて から、 種々 の 新奇なる 

事 集が 起され、 例へば ま 京大 阪 間の 蓮 輸會 社、 鐵道會 社、 汽船 畲社、 更に は 爲替會 社、 銀 

行 等が 設立 せらる \ に 至り、 又 北海道 その他 各地の 拓殖が 行 はる" に 至った から、 要路の 

大官と 大阪の 商人と が 種々 の 複雜な 關係を 結ぶ やうに なった。 之は當 時として は 全く 已む 

を 得ない 事で、 资金 はあって も 新 知識に 缺 けて 居り、 失敗の 危 險も大 であった し、 更に 秩 

序の 整頓し 切らない 時の 事故、 矢張り 强 力な 後ろ 立て を 必要と した。 從て 大官と 商人と が 

結びあって ゐた事 丈け を nl^ て、 如何にも 醜關 係の あった やうに 速斷 する の は失當 である。 

過渡期と して は當然 であり、 この間の 事情が 明かに なって こそ 初めて 今日の 日本の 經 の 

成り立ちが 理解 出來 るので ある。  • 


以上 は單に 明治 初年に 於け る大阪 の經濟 事情に 關 する 問題の 提出で あり、 抽象的 論に 

すぎない ので あるが、 要するに 維新 以後に 於け る 大阪の 發展を 知る ために は 1^ 濟 方面の？ 

を硏究 し、 目に a えない 力が 如何に 動いた か、 その 結果 大阪の 文化が 如何なる 方；^ に發展 

し たかを 闡明 する ことが 必要で ある。 而も 明治 大正の 日本 經濟史 から、 東京 を 除き 去って 

も、 之に 根本的の 變化を 生じ、 日本の 經濟 組織の 構成 及び 樣 相が 變 ると も 思 はれない が、 

若し 大阪 がなかった としたら どうで あらう。 明治 大正 期に 於け る 日本の 総 * 的 の 本質 

を 理解し 把持す る 事 は出來 ぬで あらう。 こ の 意味に 於て 大阪の 明治 大正 經. S 炎の W 究は誠 

に 重大なる 使命 を 有する ものであると 信す る。  - 
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. 菅野和 太 郞 

天下 統 一 運動 は德 川家康 により-て 完成され たが、 貨幣制度の みは 德川 時代 中途に 其の 統 

一 を 見す、 賞に 複雜 極まる ものであった" 卽ち 金銀 錢の 三貨 鼎立し、 而 かも 關束 地方に 於 

て は計數 貨幣た る 金貨が 使用せられ、 關西 地方に 於て は 最初 * ら秤 景； 貨幣た る 銀貨が 使用 

せられる とい ふ 有様で、 其の 流通 狀 態の 眞相を 究明す る こと は 中 々容易の 業で はない。 而 

して 德川 幕府 は 其の 財政 上の 必要より して S 々貨幣の 改鑄を 行 ひした め、 三 貨の比 憤變動 

して 止ます、 之が 財政 經濟 上に 及ぼした る 影響 は 蓋し 尠少 でなかった- 加 之 幕末 開 國の結 

巢、 外國 貿易の 關 係より 貨幣の 流通 上に 異狀を 来たし、 之が ため 改鏡 は頻 りと 行 はれ、 賢 


逸 貨幣 も少 からす 現 はれ、 他方 各藩の 藩札 は 愈々 其の 數を 激增 し、 か， くて 幕末の！^ おは 紛 

亂の 極に 逢し、 方に 拾收 すべから ざる 狀 態に 陷 つた。 明治 新 政府 も 直ちに 之が 改^ を斷行 

する こと を 得す、 舊 幕府の 幣制. を 其 儘 蹈襲した のみなら す、 幕府の 政策に 倣 ひ、 財政 上の 

要求に 應 すべく 貨幣の 改禱を 行 ひした め、 彌が 上に 幣制 を紊亂 し、 船て、. 加へ て 内 亂に乘 

じ 各藩 は頻 りと K 造 貨幣 を 鑄 造し、 蟹 貨が當 時流 通の 貨幣 中 大部分 をト M むる に".^ つた" か 

くの 如き 情勢に あった 故、 明治 新 政府が 財政 經濟の 建 直し を斷行 せんと 欲すれば、 先づ以 

て 貨幣制度の 大 改革 を斷行 する 必要が あった。 新 政府 は 其の 樹立 後 着々 之が 改 かや を斷 行し 

以て 經濟界 の 拾收に 努力した ものであるが、 其の 明治 政府の 採りし 貨 政策の 中に 銀 H: 廢 

止斷 行が あった。 之 は 後に 述 ぶる 如く 當 時の 經濟界 に 甚大なる 影響を及ぼし たもので、 明 

治 維新 當 時の 經濟 金融 狀態 を究 むる に 就きて は、 是非 銀目廢 止の 問題 を 把捉す る 必" か.^ が あ 

る。 此の 銀 目 廢止は 之 を 種 の 方面より 考察す る ことが 出來 るが、 私 は 何故 明^ 新 政府 か 

明治 元年 五月 九日に 銀目廢 止を斷 行した かとい ふ 問題 を玆に 究明した いと 思 ふ。 而 して 其 

の 銀 目廢止 の 目的 は 太 政官札 の 流通と 關聯 して 考察 さ るべき， もので あるか ら、 銀 止 と 
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太政官 札と の關 係を究 むる ことにする。 

太政官 札の 流通 を 促進 さす 一 手段と して 銀 目が 廢 止された とい ふ說 は從來 專ら唱 へられ 

たもので、 該說は 「兩搏 商 沿革 史」 に 其の 端を發 する。 卽ち 同書に 『此 時に 當てゃ 大阪に 

は 重に 手形の 銀 目を通 用し、 恰も U 固の 大 紙幣の 觀 あり。 故に 此 手形 を廢 する にあら すん 

ば、 以て 楮幣を 普及す るの 效 なきに 至れり。 故に 同年 五月 を 以て 銀 目を廢 したる が、 其 結 

果兩替 商の 倒 產を來 す もの 夥多な りし は 前項 記載の 如し。 依て 一 時の 急務に 應 する 爲 めに 

(1) 

何 拾 萬 兩と云 ふべき 金 札 を 無利息に. て 貸 下ぐ る 事と せり』 と ありて、 銀 目 は 太政官 札の 流 

通 を 促す 手段と して 廢 止された ので あると 說 明して 居る。 此 說に對 して 最近 異論 を ふる 

者が 現 はれた。  . 

先 づ松好 貞夫氏 は 「銀 目廢 止と 大阪 財界」 と 題す る 論文に 於て、 銀目廢 止の 理由 を 述べ 

て 曰く 『斯て 政府 は先づ 各種の 貨幣 をして 豫め定 むる 價 位に 準じ 計數 的に 通用 せし むる 


ことに 依り、 紊亂 せる 當 面の 幣制 を 差 詰め 統一 せんとし たが、 價位 法定 策 も 未だ 所期の 效 

果を擧 ぐるに 至らす、 諸種の 貨幣 は 依然として 地下 相場の ため その 流通 力 を 左お せらる る 

の 有様で あり、 或は 劣惡 なる 貨幣に 對 して 打 歩兩替 のこと 行 はれし が 如く、  月；： ト八 H 

に は 『此度 宇內貨 ー幣 之 定價御 吟味 之 上. 通用 被 仰 出 候處、 諸 上納に 不相立 哉に も 相 心得、 且 

又 私利 を S み、 多分 打 貸 等 相 取 候 趣 相 聞へ 以之外 之 事に 候』 との 御沙汰 ありし を in^ る" 而 

して 事情 右の 如く 政府の 意表に 出で し を 以て、 ここに 別 策 を 講じ 金 制 統一 の W を收 む： し 

となした。 これ 卽ち 五月 五日の 銀目廢 止に 關 する 布令であった。 惟 ふに 銀 目 取引の 慣行に 

して 從來の 儘に 放任 せんか。 金 相場 會 所の 立 龠も行 はれ、 或は 錢の费 買 も繼繽 さる で 

あって、 政府が 如何に 策 を 施した ところで、 貨赂價 位 法定の 目的 を 達し 得 ざ. る は 極めて K 

易き ところで ある。 人 或は 銀 目 取引が 單に 一大 阪 地方に 於け る 慣行に 過ぎす、 且つ 貨赂制 

虔に對 して 事 W 上 特殊の 作用 を與 へし ものが 特に 大阪 商人 間の 銀 取引に 過ぎ ざり しこと 

を理. H として、 それが 何故に 政府の！？ 制 整理に 對 しかくまで 重大なる 障碍たり 得し か を 疑 

ふか も 知れぬ。 然し 一度び 思を當 時の 大阪の 經濟的 地位に 就て 廻ら さば、 右の 疑問 は 直ち 
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に撤囘 せられる であらう。 殊に 維新 後に 於て 政府の 威令が 最も 宜く行 はれた の は 京阪 兩地 

方であった から、 兩 地方の 事情 を考 ふること なくして、 當 時の 政策 を 論究しても それ は畢 

竟 無意義で ある』 と。 此の 論旨 は 同氏の 著 「日本 兩替 金融 史論」 に 於ても 述べられ、 又 「明 

治 大正 大阪市 史」 第五 卷 にも 收 載され て 居る。  、 

同氏の 論旨と 殆ど 相違せ ざる 說が 最近 澤田章 氏に よりて 唱道 せられた。 卽ち 同氏の 近刊 

「明治 財政の 基礎的 研究」 に 於て 『玆に 時に 政府の 意圖 として はこの 布告に 依って 舊來の 

混亂 せる 貨幣制度 を 差 詰め 金 制度に 統 一 し 金銀 相場 立 等の 弊 を 除去 せんと 欲する 考が 見え 

て 居る やうで ある。 ところが 事實は 政府の 意想外に 出て 金銀 相場 立の 慣習 は 一 期に して 容 

易に 止むべく も あらす、 益々 打 歩 兩替が 行 はる- -狀 態であった から、 閏 四月 二十 八日 又 布 

令 を發し 「此 度宇內 貨幣 之 定價御 吟味 之 上 通用 被 仰 出 候處諸 上納に 不相立 哉に も栢 心得、 

且又 私利 を營 み、 多分 打 賃等相 取 候 趣 相 閜へ以 之 外 之 事に 候」 云々 と 達した ので あるつ し 

かも この 法令 發布 後に 於ても 尙且 所期の 幣制 統 h は 容易に その 效果 を收 むべ くもなかった 

から、 政府 は 愈々 意 を 決し 五月 九日 を 以て 銀目廢 止を斷 行す るの 擧に 出た に 外なら な い の 


である。 これ この 廢 止の 初頭に 今般 貨幣 定價の 取調 之 上 丁 銀、 豆板銀の 通用 を 停止す ると 

ある 所以で あら (.^G』 と 述べ、 松 好 氏の 所論と 殆ど 同じ 記述 をな して 居る" 唯 澤田氏 は從來 

銀 目 廢止を 以て 太 政官札 流通 策で あると 解した る說が 何故 唱 へ られ るに 至った かにつ き硏 

究し、 其の 誤れる 點を 指摘して 居る。 卽ち 同氏 は 第一 に 大阪に 於て 銀 H が 行 はれた とい ふ 

ことが 唯 銀 目 手形が 流通した こと を 意味す るに 過ぎない と 誤解した が 故に、 銀 M 廢ルは 太 

政官札 流通 策で あると 結論す るに 至った と說 明して ある。 併し 之 は 後に 述 ぶる 如く 寧ろ 同 

氏の 誤解で、 銀 目が 如何なる ものであった か を 十分 究明して 居ない 說 である" 1: 氏 は 第二 

に 太政官 札の 發 行が 財政の 窮乏 を補塡 する にあった と 思惟す る考 からして、 從來の 說を產 

むに 至った と說 明して 居る。 併し 果して 太 政 官札は 唯殖產 興業の た めの み に發 行され た 

か、 此の 問題に 就きて は 旣に拙 見 を 述べた 處で、 成程 太政官 札の 發行を 決定した る (W 初に 

於て は 唯 表面的に は殖產 興業の 趣旨であった かも 知れない が、 愈々 其の 流通 を =s るに 至る 

べき 五月 十五 日頃 は 恐らく それ を 以て 財政の 窮乏 を 補填 せんとす る 露 意に あった こと は 之 

を 想像す るに 難くない。 而 して 同氏 は 更に 銀目廢 止が 太 政官札 流通 策であった ならば、 何 
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故 各藩の 藩札 を 禁止し なかった かとの 疑問 を發 せられて 居る。 卽ち 藩札 禁止の 擧が なかつ 

た 一 事 を 以てしても、 銀目廢 止の 目的が 那邊 にあった かが 明白で あると 言明して 居る が、 

銀 目 廢止令 は假令 それが 太政官 札の 流通 策に あつたと しても、 銀 目 手形 を 禁止す る 令で は 

决 してなかった" 直接 手形 禁止の 令 さ へ も 出し 得なかった 明治 政府が、 況ゃ 藩札 を 禁止す る 

擧 に出づ べしと は 到底 考 へられない。 されば こそ 明治 政府の 基礎 漸く 鞏固と なるや、 藩札 

が 政府 紙幣の 流通 を阻碍 する 處少 からすとの 理由 を 以て、 勿論 他に も 理由が 併存した ので 

あるが、 明治 二 年 十二月 五日に 至り 藩札の 增發を 禁止した" 鬼に 角澤田 氏が 銀 Hr 廢 止を以 

て 太 政官札 流通 策な りと なす 從來の 說に對 して 加 へ たる 较 論ば 私の 直ちに 承服し 難い 處で 

ある、〕 

松 好 氏 を 始め 澤田 氏の 論旨 は 銀目廢 止の 令の 冒頭に 『今般 貨幣 定價御 取調 之 上、 丁 銀 豆 

板 銀 之 儀 以後 通用 停止 被 仰 出 候 ，一一 と ある 以上 は T 是迄銀 名 を 以て 貸借 有 之 候-向 は、 其 取引 

致し 候 節 之 年月日 之 ffi^ によりて 金錢 仕切に 相 改可中 候』 とい ふ 所謂 銀 目 廢止は 幣制 整理 

のー顯 現に 過ぎない とい ふので ある" 成程 此の 法文 を 唯 表面的に 觀 察すれば、 然 かく 解釋 


すべきで ある。 從 つて 其の 點に 於て かくの 如き 解 は 決して 誤って 居ない。 併し乍ら 吾々 

が 或る 出來 事を觀 察する に當 り、 唯 法文 を 表面的に 解釋 する こと を 以て、 能事 足れり とす 

べきで はなく、 尙 進みて 當 時の 社 畲經濟 狀態を 洞察し、 他に 眞意を 有せざる かを究 むる 必 

要が ある。 私 は 銀： ni 廢止令 を 唯 表面的に 解釋 する ことに 甘ん する こと を 得ない 者で、 ち 

幣制 盤现 のために 銀 目を廢 止した とい ふだけ にて は、 到底 理解す る こと を 得ない 事柄が 一 一 

つ あると 思 ふので ある。 其の 一 つ は 銀 目の 廢止 と共に 兩替 屋に對 して 手形の 取 付が 勃發し 

たこと で、 單 なる 幣制 整理の ためであった と， したならば、 手形の 取 付 は勃發 しなかった と 

思： ii^ する。 ffi: ふに 銀目廢 止が 經濟 史上 重大なる 意義 を 有した の は それと 共に 手形の 取 付が 

勃發 し、 延 いて 大阪の 兩替屋 に 休業 閉店す る ものが 繽 出し、 金融恐慌 を 生ぜ しめたが ため 

である。 か \ る 金融恐慌が 何故 突發 せし ゃを究 むる に當 り、 單 なる 幣制 整理 論に て は 到底 

それに 答 ふること が 出来ない。 私の 疑問と せる 第二 點は銀 目廢止 令と 同時に 太政赏 札の 發 

行 日 を豫告 した ことで あるが、 幣制 整理の ために 銀 目を廢 止した とすれば、 それと 性質 を 

異にせる 太政官 札の 發行日 を 同時に 豫告 する 必要 は 毫も W しなかった 害で ある。 態 AM 時 
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に 發令 し た ことにつ きて は 其處 に 何等か の 理由が 潜んで 居た と 見るべき である： 私 は 此の 

二つの 疑問 を 抱きて 銀 目 廢止令 を 考察した 時、 法文 を 唯 表面的に 解釋 する ことに は 到底 甘 

ん する を 得す、 矢張り 「兩眷 商 沿革 史」 の說 に贊 せざるを得ない ことにな つた" 今 銀目廢 

止 が 太 政官札 の 流通 を圖る 目的 を 以て 断行され たとい ふ 私の 見解 を 左 に 述 ベ よ う。 

德川 時代 大阪に 於て は 銀 目が 行 はれた と稱 せられて 居る が、 其の 銀 目の 意義 は 時の 經過 

と共に 變 化した ことに 注意す る 必要が ある。 大阪に 於て は德川 前半期 迄 は 秤 量 貨幣た る 銀 

貨卽ち 丁 銀 • 豆板銀が 使用され、 萍 價には 貫^ を 以て 呼んだ に對 し、 關東 地方に 於て 計算 

貨幣た る 金貨が 使用せられ、 秤價に は兩分 朱の 稱 呼が 唱 へられた。 然るに 明 和 二 年 以来 銀 

貨 にも 計數 貨幣が 鑄 造せられ、 萍 量 貨幣と 粒び 存 する こと \ なリ、 其 後 一分銀 二 一朱銀 等 

の計數 銀貨 は 次第に 丁 銀 . 豆板銀の 流通 を驅逐 し、 更に 安政 年間に 至りて は 江 14, と 同じく 

金 遣 ひとなり、 安政 六 年 五月の 大阪 町奉行 口 達に 『當表 之 儀、 銀 通用 專ら 立場 所に 有 之處、 


E 來 銀及拂 底、 金 之 方 は 小判 之 外に も 金品 相增、 金 通用 重 もに 相 成 候』 云 々と あるが 如く 

であった。 かくして 市中に 於て は 金銀の 計數 貨幣が 授受せられ、 秤 量 銀貨 は 漸次 姿 を沒す 

るに 至った が、 併し 秤 價には 矢張り 貫 匁の 稱 呼が 使用され た。 從 つて 商品の 代 價は銀 目で 

定められ たが、 其の 代金 を實際 授受す る 際に は、 金に 換算せられ、 金銀の 計數 貨幣が 受波 

さ たので あるから、 幕末より は 銀 目と 言っても、 それ は單 に秤價 上に 意義 を 有した に 過 

？) 

ぎなかった。 されば こそ 『唯 市中で 稱 へて 居る 銀と 云 ふ もの は 影法師』 と稱 せられた る 所 

以 である。 尙這般 の 消息に つき 大阪 商法 畲議所 は 『正 丁 銀なる もの は 後^に 至て 舊 政府 壹 

分 銀に 吹替 たる を 以て、 漸次 缺乏を 致し、 是を貯 る もの は 十 人兩替 のみに して、 他の 兩替 

屋に 於て は 之 を貯へ 置く もの 極めて 稀な り。 故に 銀 手形 を以 正金 銀に 引替 へんと 望む とき 

は、 當 日の 相場に 依りて 二分 金壹分 金の 類 を拂ひ 渡す ことなり。 若し 正 丁 銀 を 得ん と 欲せ 

ば、 特別の 打 歩 を 出さ、 ジれば 之 を 得る 能 はす。 1 般の商 民 も 亦 打 歩 を 出して 正 丁 銀 を 得る 

も 其 利益な きを 以て、 丁 銀 を 望むな のなかり し。』 と 述べて ゐる。 されば 澤田 氏が 『兎に 灼 

一方に 銀 目 廢止を 決行しながら、 一方に 判 金の みならす、 壹分銀 *壹 朱 銀 等の 吹增を もな 
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すに 至った こと は 前後 矛盾の 處 置と 評せざる を 得ぬ ので ある-一一 と 述べて 居る こと は、 銀 HT 

なる もの を 十分 理解して 居な い ことより 發 したる 議論と 言 はねば な. らぬ。 

かくの 如く 明治維新 當 時丁釵 等の 秤 量 銀貨 は 殆ど 市中に 流通し なかった ので あるから、 

夫 等 の 通用 停止 に關 する 布令 が 何等 重要性 を 有しな かった こと は 之 を 容易に 理解す る こと， 

が出來 る" 松 好 氏 並に 澤田 氏の 論旨 を 窺 ふに 明治 政府 は 幣制 整理の 第 一 歩と して 明治 元年 

閡 四月 十四日 古今 通用 金銀 銅貨の 定 價に關 する 布 吿を發 し、 各種 貨幣の 比價を 一 定 したが、 

民間に 於て は それに 從 はす 勝手に 賫買を 行った ため、 同月 二十 八日 『此 度宇內 貨幣 之定價 

御 吟味 之 上 通用 被 仰 出 候處、 諸 上納に 不相立 哉に も 相 心得、 且又 私利 を營み 多分 打 賃等栢 

取 候 趣 相 聞へ、 以之外 之 事に 候』 と 布令せ ざる を 得なかった" 而 してが-^ る 手段 を 以てし 

て は 到底 幣制 整 理の 實を擧 ぐる こと を 得ない こと を 看取した 政府 は 別 策に よる 必要 を 痛感 ^ 

し、 遂に 銀目廢 止の 擧に 出で たと 說 明して ある" 併し 四月 二十 八日の 布令 は 計算 貨幣の 賫 

買に 關 する もので、 秤 量 貨幣た る 丁 銀 • 豆板銀 を對 象と した もので は 決してない。 從 つて 

四月 一 一十 八日の 布令と 五月 九日の 銀 目 廢止令 を關聯 せしめた こと は當を 得ざる 議論と 言 は 


ざる を 得な い。 鬼に 角 五月 九 R の 布令の 重 點は丁 銀 等の 通用 停止よりも 寧ろ 銀 y: 廢止 にあ 

つたので あるが、 释 量 貨幣に 基き て從來 慣行され たる 銀 目 も 唯 秤 價の稱 呼た るに 停まり、 

赏際上 は 金 遣 ひであった ので あるから、 銀 目を廢 止す る ことが 乂夫程 經濟界 に ffl 大 なる 

響 を 及ぼした であらう か。 勿論 五月 二十日 十 人 兩替屋 が 大阪府 裁判所へ 歎願した 如く、 商， 

取引 上に 一 時 的の 不便 を 痛感した であらう が、 赏際 流通して 居る 貨幣の 通用 を 突然 停止す 

ると いふが 如き 大 問題ではなかった 害で ある。 然るに 銀目廢 止と M 時に 手形 取 付と いふ 大 

動亂 が突發 した ことに は 他に 重大なる 原因が 存し たものと 考 ふべき である" こ の 間の 消息 

にっき 澤田氏 は 『殊に 銀 手形 を 所持す る もの k 中には、 この 際 至急 之 を引咎 へなければ 今 

1 ) 

後 如何に 成り 行く や も 計られぬ とい ふ 疑念から、 一 時に 兩替 店に 殺到す る騷 ぎと なった に 

と 簡單に 片付けて 居る が、 單 なる 祥 價の稱 呼の 廢 止で、 夫れ 程の 大騷 ぎを演 すべきで あつ 

たで あらう か。 私 は 其の 間にもう 一 つ 何物 か、 介在し、 それによ りて 大動 亂を釀 したと 觀 

察して 居る。 其の 何物と は卽ち 太政官 札の 流通で ある。 玆に 於て 大阪に 於け る 手形 流通の 

狀況 にっきて 一一 一 曰 及す る 必要が ある。 
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德川 時代 大阪に 於て は 手形 殊に 現今の 小切手に 相當 する 振 出 手形が 盛んに 流通し、 而か 

も その 流通 範圍は 甚だ 廣汎 なる ものであった。 卽ち 商業 を 盛大に 行 ひたる 問屋 • 仲買 は 勿 

論の こと、 搗 米屋 • 一文 菓子屋の 如き 者 も 手形 を 振出し、 又 一切の 商取引に 卽ち 薪炭より 

米 • 魚の 賫 買に 至る まで 使用され た。 而 して それ は 啻に 大阪に 於て 流通した のみなら す、 

近 画の 商人 は 勿論の こと 中農 以上の 人々 も 喜んで 大阪の 手形 を 授受した。 かくの 如く 大阪 

に 於て は總 ベての 取引が 手形 を 以て 決濟 された ため、 手形 は 振 出されても、 直ちに 正金 銀 

に 引換 へらる、 ことなく、 轉輾 流通し、 全く それ は 通貨と して 取扱 はれた ものである。 而 

して 德 川の 中期 以前 は 秤 量 銀貨が 使用され たため、 其の 流通した 手形 面の 金額に は 銀 目が 

記載され、 所謂 銀 手形が 專ら 流通した ものである" 其 後 計算 貨幣た る 金 銀貨が 市中に 於て 

漸次 流通す るに 從ひ、 金目 を 表 章した 所謂 金 手形が 使用 さる. -に 至リ、 銀 手形と S 存 した 

が、 併し 秤 價には 矢張り 銀 目が 使用され たがた め、 其の 銀 目 を 其 儘 表 章せ る 銀 手形の 方 力 

多く 流通した ものである。 勿論 其の 銀 手形 を 正金 銀と 引換へ る 場合に は、 當 日の 金 相 

場に よりて 銀 目 を 金に 換算し、 計數 貨幣た る 金 銀貨 を 以て 引換へ たので ある。 從 つて 突然 


銀 目が 廢 止された としても、 銀 目 を 金に 換算し、 銀 手形 なれば 金 手形に 變更 すれば よい 譯 

で、 敢て兩 眷屋に 就きて 手形の 取 付 をな す 必要 は 亳も存 しなかった 譯 である。 かく 観察す 

れば 銀目廢 止と 共に 手形の 取 付 を 見た る 裡には 他に 一 原因の 潜む ことが 想像され るで あら 

抑 も 太 政 官札は 所謂 金 札で、 其の 種類の 稱 呼に 從っ て 拾兩札 • 五雨 札 • 壹兩札 .壹 分 札. 

壹朱 札であった。 而 して 當 時大阪 は我國 第一 の 商業 中心地で、 貨幣の 授受の 盛な りし こと 

も從て 我國第 一 であった から、 新 貨幣 を 流通せ しむる に當 り先づ 以て 大阪に 於て 其の 流通 

を圖 るべき はいふ 迄 もない。 然るに 大阪に 於て は 紙幣 同様の 支拂 手段た る 手形が 盛んに 流 

通して 居た ため、 信用の 薄き 政府 紙幣の 流通 は 其の儘に て は 決して 之 を 期待す る こと を 得 

なかった。 されば とて 他方 軍资 金の 要求 は 誠に 急なる ものが あり、 兹に 於て 政府 は 是が非 

に て も 太 政官札 を大阪 に 於て 流通 せしめざる ベから ざる こと を 痛感 したため、 手形 の 流通 

を 阻止す る 必要 を 認めた が、 併し^ら 手形の 流通に つき 何等の 弊害 を 認めなかった ため、 

それ を眞 向から 禁止す るが 如き 暴擧は 到底 之 を 敢行す る こと を 得なかった。 逸に 手形の 流 
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通 を 阻止す る ことにつ きて は 直接的の 關係を 有せざる 銀 目 廢止令 を 出 だし、 暗々 裡に 手形 

の 流通 を 阻止す る 手段に 訴 ふるに 至った ものと 思 はれる。 這般の 消息 を 窺 はしむ る もの は- 

銀 HI 廢止 と共に 太政官 札の 發行 を豫告 した ことで ある" 卽ち 手形の 代りに 太 政 官札を 流通 

せしめん との 目的 を 以て、 突然 銀 目廢止 令を發 した もので、 從 つて 又 五月 十二 日の 布令に 

於ても 太政官 札の 流通に 言及した 所以で あると 思 はれる" 勿論 政府が 此の 意圖を 以て 銀 目 

を廢 止した とい ふこと にっき 直接的の 證明を なすこと が 出来ない が、 政府の 手形 流通 を 阻 

止す る 運動が あつたれば こそ、 銀目廢 止と 共に 手形の 取 付が 突發 した もので、 然ら ざれば 

手形の 取 付 を惹き 起さすべき 原因 は 他に 一 つも 存 しなかった ので ある。 

併し 政府が 簡單に 手形の 代 リに太 政 官札を 流通せ しめんと しおこ と は 全 く 政府の 失策 

で、 それ は 手形が 大阪に 於て 如何なる 重要性 を 有した かに 關 する 認識が 不足して 居た 結果 

である。 從 つて 政府 は 手^の 取 付 延いては 金融恐慌の 突發 によりて 大に 驚愕し、 俄かに 五 

月 十二 日銀 手形 を 金 手形に 改む べしとの 布令 を 出 だして、 人心の 鎭 定を圖 つたが、 其の 效 

を：： たなかった。 蓋し 手形の 取 付に よりて 現 はれた る こと は 銀價の 低落で ある。 卽ち金 手形 
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にして も 銀 手形に し て も 手形 を 正金 銀に 引換 へる こと は 取り も 直さす 計數 货 幣た る 金銀 货 

の 請求に 外ならぬ 故、 金 相場 は 騰貴せ ざる を 得す、 殊に 五月 十日より-金 扪場 <& 所 も 閉鎖 さ 

れ たため、 金 相場 は 全く 暗闇の 相場と なり、 彌が 上に 金 相場の 騰肯ノ を 促した" 金^ 場が 騰 

貴した ために、 手形の 取 付 を 一 層 盛んなら しめ 遂に 拾收 すべから ざる 混亂狀 態に 陷 つた。 

而 して 銀價 低落の 結果、 銀目廢 止に 伴 ふ 取引 關 係の 決？ あが 意外に 紛糾し、 之が ため 政府 は 

種々 の 善後策 を 講ぜざる を 得ざる に 至った ので あるが、 之 は 政府が 自ら 招いた， g であると 

云 はざる を 得ない。  ， 


明治維新 當時 財政 經濟 上に 重大なる 影響を及ぼ したる 銀 HI 廢止令 は 之 を 唯^ 面 的に 觀察 

すれば、 通貨の 計數的 統一 又は 幣制 改革の 一端と 化る ことが 出來 るが、 銀 H 廢， と ルに突 

發 せし 手形の 取 付 等と 關聯 して 觀察 すれば、 政府 は 銀： ni 廢止を 一 時の 權策 として 太 政せ 札 

の 流通 を圖 つたと 觀る ことが 出來 る。 政府 は 唯 太政官 札の 流通 を圖 らんと した 餘り、 鹿 を 

銀 目. ：® 止と 太 政官札  一 〇 九 
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逐ふ獵 師は山 を 見す との 譬に： S れす、 手形の 經濟界 に 於け る 重要性 等 を 毫も 顧慮す る 暇が 

なかった 結果、 財界 を 意外に 紛亂 せしめて 期待せ ざる 成 行 を 見.、 遂に 政府の 財政政策に 齟 

齬を來 たした こと は 全く 政府の 失策と 言 はざる を 得ない。 かく 一  時 的に は 財界 を攪亂 せし 

むる ことと はなった が、 併し 政府が 若しも 手形の 流通 を 阻止す るが 如き 行動 を 採らな かつ 

たと したならば、 太 政官札 は慶應 三年に 於け る 幕府の 紙幣と 同じ 運命に 陷っ て 居た かも 計 

り 難い。 卽ち 通貨た る 手形の 流通が 俄かに 阻止した ため、 通貨の 大 不足 を 見、 それ を 補充 

すべく 止む を 得す 太政官 札が 流通す るに 至った ので ある。 此の 點に 於ても 澤田 氏の 見解と 

相違す る もので、 同氏 は 一 「意想外に も 財界の 混 亂動搖 を 招き、 殆ん ど拾收 すべから ざる 狀 

態に 至らし めた こと は、 却って この 際發行 通用 を 見る に 至った 金 札の 圓滿 なる 流通 を も 阻 

害する 一 面の 原因 を 齎らした のでな からう かと 思 はる-.' ので ある』 と 述べ て 居る が、 私見 

は 正しく 反對 である。 

(1) 兩替商 沿革 史、 前篇、 一 四 三 頁 

(2) 「經 濟史 研究」 第三 號 
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、 太政官 礼の 發 行と 流通 


維新 當 初に 當 面せる 政府の 大 問題 は、 窮乏せ る 財政に あった。 大政奉還 があって 政 費の 

支出 を 要し、 更に 鳥 羽 伏 見の 戰が 開始され て戰費 • 征討 費の 莫大なる ものが 加 はった に拘 

らす、 その 實、 力 は 未だ 微弱と 云 はれ 得べ く 經常的 財源 も 從來の 御料 三 萬 石の 外に 調達の 途 

がなかった ので ある。 されば 先づ 此の 財源 方面の 開拓に 意 を 注がなければ ならなかった の 

は 當然 であらう。 

『今般 幕府 大政 を 返還し、 直に 大阪 城へ 引上げた るに 付き、 天下の 政事 は 都て 朝廷より 

御出でら るべき は 勿論の 儀に 候 得 共、 未だ 幕府より 計 方の 引渡なければ、 恐 多， ぐ も 一 金 


め 御 之れ なき 姿に て、 何分に も 御手 薄の 御 儀な り、 依 之金穀 出納 所 を 置かれ、 金穀 * 

. 方盡カ 中に 候處、 方今の 形勢より-察す るに 朝 幕の 間、 何時兵端を開くべきゃも^^り難く 

諸 經費及 軍資の 支出に 差 支 ふるの 懸念な きに あらす、 其 組織 は 年來輦 下に 住 ほし、 往昔 

より 禁裏 御 兩替相 勤め 来り 候 儀に 付、 更に 金穀 出納 所 御用達 巾附け 候、 此御 場合 を 恐察 

し 奉り、 急ぎ 勤王 一 途に盡 力 致すべし』 

慶應 三年 十一 一月 廿 六日 三 井 組が 新 政府の 新設 財政 機關 たる 金穀 出納 所より 達せられ たる 

.. 此の 文 言の 中に、 當 時の 全面的 情勢が 生々 しく 着 取され る。 更に 明治 元年 五月 八 = ^の 太 政 

： 官布吿 の 一 節が 强調 する 所が ある。 / 

『皇運 新 一一 復シ、 國是漸 一一 定リ、 萬 機 御 親裁 一一 出デ、 百事 將 一一 倫 ラン トス。 是ゆ  一一 $E テ 

獨リ備 ラザル モノ ハ 金穀ナ リ、. 右 ハ全ク 德川慶 喜政權 奉還 ノ節、 si^  ノ 用度 ヲ併テ 返上 

勿論 タルべ キノ 處、 其 儀 未ダ栢 運バザ ル內、 舂來ノ 始末 二 立 至リ、 朝廷 無 入所 シテ 出ル 

. 所 ノ御费 用 不一 方 二 依 レリ。』 ， 

-卽 ちか \ る 困窮の 狀態 にあった 新 政府が、 其應急 措置と して 商人 富豪の 獻金 並に 借入金 

太政官 札の 流通と 京都府の 錢札 .  一二 一一 
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に據 らんと した 事 は當然 であった らう。 而 して 此の間の 消息、 經 過、 實績 について は、 本 

生 博士の 「明治 初年の 御用 金」 の 論究に よって、 間然す る 所な く 知る 事が 出来る。 

此等 御用 金の 外に、 應急對 策と して 太政官 札と 呼ばれた 紙幣 を發 行して 窮乏に 資した 事 

も 逸し 得ないで あらう： 固より 發行 資源 は 御用 金に 依った ので ある： 「明治 史要」 の 明治 元 . 

年 正月 二十 三日の 條に 『紙幣 製 透 5}酣 ノ議ヲ 決シ、 參與三 岡 公正 ヲシテ 其 事ヲ掌 ラシ メ、 

其 準備金 ヲ 京都 大阪ノ 豪商 一一 課ス』 と ありい 二十 九日に 京阪 富豪より 徵 課して ゐ るに 徵す 

れば、 之が 紙幣 製逵 準備金に なった もの \ 如くに 考 へられる。 然し 之 は 龠計基 立 金と して 

新 政府の 諸經 費に 充當 せんとし たもので あり、 三 岡 卽ち由 利 公正の 談話 筆記に r 愈 三百 萬 

兩の 軍用金 を 作る ことにな つて 返濟の 方法 は 箇樣々 々 で、 つまり 紙幣の 發行 であると 云 ふ 

.  (4) 

た 卽ち 十三 年 © の 太政官 札の ことで ある』 と 云 ふに 對 比すれば、 すべてが 之に 充てられ 

たに あらざる は 明らかで ある。 而 かも 三百 萬 雨が 豫定の 如く 全部 を徵 募し 得た もので な 

、 . ：  、  i) 

く、 凡百 三十 萬兩 ほどであった とい ふ。 更に その 幾何 か を 以て 發 行され た 太 政官札 は、 三 

岡の 云へ るが 如くに、 御用 金に 對 する 償還と して 決濟 される 目的 を 有した ので あるが、 寧 


ろ當 面の 財政 窮乏に 資する 第一 の 目的と したの は 云 ふまで もない。 

明治 元年 閨 四月 十九 日の 太 政 宫札發 行の 主意に は 『皇政 更始 之 折 柄、 富國之 基礎 被爲 

度、 衆議 ヲ盡 シ、 一 時 之 權法ヲ 以テ金 札 御製 造 仰 出、 世上 一 同 之 困窮 ヲ 救助 被 遊 度 思 召』 

(6) 

S 々と 云 ふ も、 その 眞 意の 一 端 は 「舂嶽 私記」 に瞭 得する 所が あるで あらう。 

『方今 大政 復古 之 蓮 一一 向 ヒシカ トモ、 天下 多事多難 ナル上 一一、 朝廷 一一 金穀乏 敷、 民ヲ賑 

シ兵 ヲ出ス 一一 由ナキ 而已ナ ラズ、 殆 今日 ノ 供給 一一 迫 レル勢 故、 敷々 濟時之 議事 ァレ トモ 

更ュ其 術 ヲ得サ リシ 11、 二十 一日 會計掛 リ三岡 八郞、 日本 全國之 石高 一一 應シ、 格 |£ ヲ製  . 

シ、 一時 之急ヲ 救ヒ、 十三 年 之 後 ヲ待テ 猪 幣總テ 現金 一一 復歸ス へ キノ 起法ヲ 建議 セリ、 

,此 法 取捨 之 衆議 疑懼 紛 々トシ テ 再端更 一一 決 シ難ク シ テ 席ヲ竟 へ 、 翌 一 不二 日モ 亦 爾リ、 

二十 三日 1 一 至テ 猪幣ヲ 製造 アル へ キ 一一 決シ、 其 主宰 全權 ヲ八郞 へ命セ ラレ タリ。』 

卽ち 『一時 之急ヲ 救』 はんとす る もので あつたが、 之 を 最も 明白に 物語る ものに は、 諸 

藩觸頭 一 1 十四 藩參 朝に 際し、 岩 倉 • 德 大寺兩 大納言より 內 達せられた 明治 一 1 年 六月 六日の 

達が ある。 
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『王政復古 ノ始ニ 當リ、 一朝 俄 二 干戈 ノ事 起リ候 ヨリ、 績テ 賊徒 猖嶽 兵馬 匆卒ノ 間、 莫 

大ノ得 人 費、 然 ルー 一外 國ノ御 交際 モ被爲 在 候 一一 付、 政府 熟議 ノ上、 不被得 止 猪 幣御造 立 

1 一 相 成、 是 ヲ以大 一一 物産 ノ道ヲ 被 開 候 思 召 一一 テ被爲 在 候處、 豈料、 各方 御 承知 ノ通、 朝 

廷御 創業 ノ始 メ、 一  錢ノ御 貯モ不 被 爲在候 一一 付 テハ、 楮幣 大半 戰爭ノ 御 入費 一一 被充、 諸 

藩モ亦 正金 ニ換テ 兵馬 ノ 用途 ニナ シ (中略) 前途 眼前 ノ 目的 無 之 所 ヨリ、 自然人 心 疑惑 ヲ 

生シ、 物議 紛々 ノ晴 實モ差 發リ候 (下略) J  • 

か \ る狀 態であった から、 太政官 札の 流通が 支障な く 行 はれ \ ば 兎も角、 然ら すん ば そ 

の實績 は懸っ て 新 政府の 死命 を 制する までに 至る と 云つ て 差 支 へ な いで あらう。 而 して 事 

實に 於て、 太政官 札の 流通に は 幾多の 困難と 阻害と があった ので ある： 

當時 一 般 民衆 は 略々 紙幣の 何たる か を 知って ゐた。 その 利便なる を 認める と 同時に その 

弊害に 惱 まされる 事も尠 くはなかった つ とい ふの は德川 時代に 於て は 各藩が 所謂 藩札なる 

もの を發 行して 該 藩の 財政 救濟を 試みて ゐる ものが 多かった からで ある。 幕府 は 硬貨 政策 

に 終始した と 云 はる \ も、 幕末に 至って は 遂に 之 を揚棄 して 慶應 三年に は 關東關 西の 兩方 


面に 發行 流通せ しめて、 府庫の 窮乏に 資せん とした。 此の 如き あと を 受け、 從來と M 様な 

る 意 11 の 下に 發行 せられる 太政官 札に 對 する 人々 の 意向の 程 も 察せられる であらう。 殊に 

新 政府の ffi 礎、 前途に 對 して 不安 を 持つ が 故に、 その 發行 する 所なる 紙幣に 對 して、 一 暦 

の 不安 • 疑念 を 抱いたら う 事は當 然とすべき である。 例へば、 當時 金融界 を 左右せ る 近 江 

商人の 淵 幾の 地、 近江國 八幡 町の 町方 惣 年寄 を 勤めて 居た 豪商 岡 田 八十 次の 明治 三年 十 一 

月末 w の 手記の 中に、 次の 如き 記載が あるの は、 新 政府に 對 する 彼等の 態度 を 反映せ しむ 

る ものが ある。 

『一、 五ケ 條の 難題 願、 先日 西 *九* 四州ノ 諸侯 連判 ニテ出 タリ、 薩長 土ヲ始 トセ リト、 

交易 破 却、 藩 政 如 々 前、 俸祿 復舊、 

天下 政事 武家. 一一 歸ス 

中 九 四 國ハ不 奉 王政 歟等之 由 也 

姉 小路 様 諸大夫 ノ說ナ リト』 

之 を 商業 上の 帳簿に 認めて ゐ， るの は、 以て 彼等の 危惧の 念 を 想 はしめ、 從 つて 太 政官札 

太政官 札の 流通と 京都府の 錢札  /  11 七 


幕末 維新  1 1 八 

等 新政 府發 行の 紙幣に 對 する 態度 を知リ 得る であらう。 

同より 太 政 官札は 不換紙幣 である- - 明治 一 一年 六月 迄の 約 一 年 1 1 ヶ月の 間に 四千 八 百萬兩 

を發 行して ゐる。 發行 費用と 對 比する 時、 愈々 その 流通が 政府の 重大問題 たりし 事が 看取 

される と共に、 新 政府が あらゆる 對策を 試みて 流通 阻害の 除去と、 流通 强 制との 布告 を 屢， 

S 發し、 逸に 政治的 勢力の 擴大 があった に 拘らす 兌換 紙幣の 性質 を 1 1 年 四月 一 一十 九日に 至 

つ て 太政官 札に 賦與 せざる ベから ざるに 至った 所以 も 知られ 得る であらう，〕 然し 免換 紙幣 

の 性質 は 後に 解消 さる \ に 至った ので あるが、 此處に 於て は 省略す る。 旣に 明治 財政 史を 

始め 幾多の 著書に 說 かる-所が ある。 此に 於て は 太政官 札の 流通が 新 政府に とって 死命 を 

制する て ふ 重大 事であった 事 を 略述して おきたかった ので ある。 

一一、 京都府の 狀況 

明治 新 政府の 都下なる 京都府に 於け る 太政官 札の 流通 狀況 は、 太 政 官札を 諸 藩に 配分し 

て 流通せ しめたが、 この 事の 一方に は 新 政府の 勢威 並びに 政令 遵奉の 程度 を 規矩せ しめ 得 


る 丈に、 諸 地方より 注目せられ たもので あったらう 事 は 疑 を容れ ぬ。 

. 元年 六月 二十日に は 旣に金 札卽ち 太政官 札が 正金に 比して 價値 落した が爲 に、 『徒 ir 

金 札 ヲ以テ 正金 二 兩替セ シメ、 姦商共 其 機 一一 乘シ、 打賃 ヲ相ム サホリ 候』 もの ある を 以て 

之 を 厳禁す るの 布告 を 全國に 向けて 發 して ゐ るが、 新 政府の！：； 狀を冃 階して ゐる 京都府に. 

I 此の 事がなかった と は 云へ ぬで あらう。 しかし その 狀態 は、 更に 同じ 日 此の 如き 所爲 あ 

る は 通用の 妨 になる 故、 屹度 禁す べしとの 達が 出て ゐる 金澤藩 程ではなかった らう。 此の 

種の ものに 關 する 京都の 御觸 は、 九月 一 一十 一 日に 至って 出て ゐ る。 

『此節 諸 色 高直 二 而諸民 難^ 之 趣 相 聞 H 候 -ー 付而者 取調 之 筋 有 之 候 1 一 付、 左 之 個 條之者 

共 承知 致 候 節 者、 名前 早々 目安 箱 H 訴出可 申 事 

一 諸 色不當 二 買 込 致 候 者 

一 金 札 正金 二 引替 料 多分 一一 取 候へ 者』 

物價 暴騰、 諸 民 難^の 所以 を 此の 兩 者に のみ 歸 する を 得ないで あらう が、 已に 以前より 

太政官 札の 下落に つ いて 打賃を 付して 正金と 兩替 せし むる もの は、 新 政府に 對 する 信 • 不 
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信の 表示と もなる のであった から、 特に 重視した の は當然 である。 此に 注意すべき は 此の- 

御觸 があった 一 一日 後、 卽ち 九月 一 一十三 日に 一 「皇國 一 圓金札 通用 被 仰 出 候 上 者、 當 辰年 租稅 

金納 之 分幷諸 上納、 都 テ金札 二 テ 上納 致 候 事』 と金 札の 價値引 上 を 策して 全國に 布告せ る 

對 策の 出で た 事で ある" しかも 之が 效 のなかった 事 は 全國の 流通 狀况に 看取され るが、 京 

，都府 に 於て すら 次の 御 觸が績 いて 出されて ゐる。 

『今般 世上 融通 之爲、 厚き 以思 召、 金 札 通用 被 仰 出 候處、 間々 不心得 之 者 共有 之、 彼是 

と巾雞 候、 通用 を 妨候哉 二相 聞へ 候 一一 付、 及象議 候處、 別 帝 之 者 共 重立 其 聞へ 有 之 候 付、 

召 捕 置 候 間 取調 之 上 夫々 至當之 罰-一可 行、 猶追々 及 ま 議、 大様 不心得 之 者 於 在 之 者、 速 

二 召 捕 其 罰 一一 可 行候條 心得 違 有 之 間 敷 候 事 

右 之 通 洛外 山城 國中 社寺 共 無洩可 相觸も の 也 

十月 三日  一 

別 氏 巾 名前 

四條油 小路」， ま 人 町 北側 家 持兩替 渡^  津國 屋次郞 右衛門.： 


新 シ町四 條下ル 町 西側 家 持 米 渡世  備中屋 利 兵 衞.. 

祇園 町 北側 之 內小堀 通 束 側近 江屋 善兵衞 借屋 古手 幷 仕立物 波 世 河内 屋安 兵衞 

新 町 三 條下ル 町 西側 近江屋 七兵衞 借屋 唐物 波 #  紅屋 茂兵衞 

寺 町 錦 小路 下ル町 西側 家 持 唐物 渡世  美濃屋 善兵衞 

姉 小路 岩 上 東 二 入 町 南側 佛 光寺 家来 三 谷靭負 借屋 古手 波^ 近 江屋淸 助』 

此の 外 伊 贺屋 五兵 衞 • 近江屋 利兵衞 • 変屋 嘉兵衞 • 近 江 屋嘉十 郞の四 名が あるが、 その 

住所 波 世 は 省略して おかう。 此 等の 者へ は 特別 SI 置と して 嚴責 懲戒に 止めた が、 その 犯 

名 を 所在に、 揭示、 觸 置いて 一般の 注意 を 喚起した のであった。 卽 ちその 一週間 後に 於て 

『金 札を以 多分 之 打賃を 出し、 正金 買 集 候 者 共、 夫 々召 捕 吟味 之 上 此度者 格別 之 憐憋之 

處置申 付、 則 所 褐示 致し、 右 之 通 ^ 之 次第-一 付、 萬 ー此後 右人 別^ 樣之 所業 致 候 者 

有 之 -ー 於而 者、 決して 憐愍 之 沙汰 一一 不及、 屹度 厳重 之 罪科 中 付 候條、 諸人 ； 統相 心得 正. 

路之波 批致可 申、 兼而 申達 置 候 也』 

と 諭 俊して ゐる" 假令 此の 如き 所業が 當 時の 狀 勢からの 必然的の 所 Si であると は 云へ、 I 
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方に は 政府の 政策に 於て 助長せ しめる ものがなかった と は 云 へない。 太 政 官札發 行と 同時 

に 舊來の 丁 銀 • 豆板銀の 通用 を 停止した のは當 然と は 云 ふ もの、、 之 を時價 にて 政府に 賈 

上げる 事に したが、 それ は 太 政 官札を 以てした。 之 は 一般から は欣 ばれない。 紙幣に 代る • 

新 货幣鑄 造の 議 はあって も、 諸事 草創の 際であった から 此の 實現 は當 分の 間 見る こと は 出 

來な いので ある。 此の 狀勢は 七月の 布告に も 窺知され る。 

『通用 止 之 丁 銀 • 豆板銀 共 御 改製之 新 金 錢を以 御 買 上 可 相 成： il 曰、 兼而御 布令 之 御 趣意 

も 在 之處、 未 タ御改 製 之 場合-一 不立至 候 間 所 |& 之 者 ハ先可 差 出 候、 右 代リ金 之義者 銀位 

相 當之價 を以新 金銀 二 而追 々 御 下 ケ有之 候 迄、 難^ 之 者 共 金 札 御 下 ケ被置 候 而も、 又 ハ 

金 札. 二 而御買 上-一 相 成 候 而モ、 銘 々望 1 一任せ 可 申 候』 

更に 八月 十三 日に 『す 銀 • 豆板銀 通用 停止 被 仰 付 候 一一 付 而者、 是迄貢 米 其 外 小物 成 運上 物 

等 一切 可爲 金納 事』 と 觸れら れてゐ たから、 必然的に 小額 貨幣の 不足が-あった 害で ある。 

縦ん ば 金 札に より 得る に 至っても、 金 札 卽ぢ太 政 官札を 危險視 して よろこばす、 止む を 得 

す 之に よらん としても、 事 賞 上 小額の 太 政 官札は 不足で あつたの である。 


太 政 inn 札が 不換紙幣 であり、 財政 窮乏、 經費 支辨に 基く ものである からに は、 十 兩*  S 

兩* 一分 • 一  朱の 五 種類 を發 行す るに 當 つて は、 成るべく 大 額の もの を 撰ぶ を 利益と し、 

且又 これが 當然 である。 一分 • 一  朱の 製造より は 十 兩 • 五 兩 • 一雨の 製作の 割合 は 多 かつ 
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た 害で ある。 その 製造 種別 は 次の 如く 見えて ゐる 事が 證明 する。 * 

十. 兩  二 〇 二 二三 二  • 八 九 〇兩〇 分 〇 朱.  , 

五 兩  五 • 九 六 九 丄ハ八 五、 〇、 〇 ■ 

ー兩  一 五 • 四 八 五 • 七 九 八、 〇、 〇、 

一分  五 • 一  六  一 ニー  九 六、 一、 〇 

一 朱  一 •〇 五 〇• 三 三 〇、 三、 〇  ， 

卽ち 小錢の 引上げと、 政府に 不安 を 抱く もの \ 死藏、 加 ふるに 小 札の 比較的 尠少 であつ 

たとい ふ點 より、 小錢小 札の 不足 は 日常 取引の 不便 を 將來、 そこに 兩替屋 などの 跋扈が あ 

り、 太政官 札に 對 する 人心の 動搖 と共に 彼等の 人爲 的作爲 があった とせなければ ならぬ リ 

故に 租稅 上納 を 金 札に よらし むる にしても、 先づ 最初 小錢の 不足が 現出し、 ついで 小 札が 
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要望され た- 之 は 京都府に 於て 如 實に現 はれて ゐ る-) 卽ち 十月 十七 日に 『近来 市中 小錢取 

引 不融： 通 二 乘シ、 下々 日用 之 差 支 難 港 ヲモ不 顧、 相場 人 氣合見 計 圍置候 者 も 有 之 哉 一一 相 聞 

如何 之 事 二 候、 右 者 一己 之 利欲 二 迷ヒ、 世間 之 迷惑 ヲ不顧 段、 全 奸商之 所業 二 候』 とて 兩 

替商ゃ 錢賫買 等に 規定す る 所 あり、 相當の 小錢を 政府より 下？ T: したが、 之 は 京都 なれば こ 

そ、 政府 も か- -る憲 急の 措置 をな し 得た ので あらう： 然し 更に 三日 を ® た 十月 二十日に. A 

札に 關 して 御觸を 出して ゐる) 卽ち 

『先達 而 より 金 札 通用 被 仰 出 候處、 小札拂 S  ニ而 融通 方 難^ 之 趣 相 聞 候 二 付、 此度 市中 

融通 之 爲メ、 大 年寄 手前 迄 御下ケ 置、 小引 眷被， Igc 卞候 間、 當用差 困リ候 節々、 來ル廿 四 

日 ヨリ 其 組々 中年 寄 迄 可 申出 候、 尤札之 大小 二 不拘、 貳文 宛切賃 として 持 參可致 候 事』 

と あるが、 こ- -に貳 文 宛の 切賃 について 云爲 する 者 出づる 事が 懸念され、 廿 二日に は in 

時 融通 御助ケ 之爲、 上よ リ引眷 被 成 下 候 儀-一而、 相對 引替 二者 無 之 候 間、 切 賃持參 ニ不及 

候 S!m と 重ねて 觸 れられ た。 か \ る 程の 措置 は 京都府 なれば こそと 推せられ る。 それ は 次 

の 理由に 出で る 此の 十月 二日に は、 從來近 衞忠熙 邸に あった 會計官 が 二 條城卽 ち 京都 苻 
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廳 內 に移轉 して ゐる。 畲計官 こそ は 新 政府の 財政に 當り、 就中 太政官 札を發 行せ ると ころ 

である。 その 御 觸には 『今 二日より 會計官 京都府 合 可 相 成 候 一一 付、 此 以後 M 役場と^ 心 

得、 會計官 へ 差 出 候 願書 類 伺 等、 都而 京都府. a 差 出 可 ゆ 事』 と あり、 京都府の 便 を た 

る 事が 考慮され、 政府の 太政官 札の 流通 對 策が、 最も 逸早く 反映し、 且は 京都府 内の 狀況 

がその 中に 認め 得る 密接 不離の 關 係に ありし 事 を 推定せ しむる からで ある。 

かく 小 錢小札 を潤澤 にし、 融通 を圓 滑なら しめる の は、 延ては 太政官 札の 流通に も關係 

を 有ち、 價格 維持に も 影響す る。 殊に 小 札の 不足 は 此の 場合 重大 事で あらねば ならない。 

Si くと も 後年、 太政官 札の 五雨 以上が 明治 八 年 五月 卅ー 日までに て 通用 を 停止され たるに 

ハ4  } 

對し、 一 兩 以下の もの は 十 一 年 六月 卅 日まで 通用 を 認められた 一 事 を 以てしても、 此の S 

は S ひ 得る と 思料す る。 

一二、 京都府の 錢礼 

嚮に 寸言せ る 藩札が 領內 限りに 發行 通用され た 事 は、 維新 後に 於ても 許されて ゐ たので 
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あるが、 其發 行が 藩 財政の 救濟 にあって 增發 をな したが 爲に、 價 値に 於て は 反古 紙に 等しき 

ものが あり、 種類 も 多様であった。 やがて 新 政府 は 二 年 二月に 增發を 禁じ、 四 年 七月に 廢 

藩 置縣に 際し、 斷然 その 通用 を 禁止した 3 此の 時. 藩札 を發 行なし 居れる もの は 二百 四十 餘 

(5 ン 

藩 十四 縣九旗 本領に 及んで ゐ たが、 此の 藩札 は 幣制 を不統 一 ならしめ、 又 一 般 民衆に 弊害 

を與 へた 一面に は、 使用の 利便なる と 硬貨の 不足 を 補った 事 は 認めねば ならぬ。 而 して そ 

の發 行せ る听 は、 上記 廢藩置 縣當時 存在せ しもの \ 外に も 公許 を 得て 發 行した 府縣が あつ 

たが、 旣に 引上げられ たが 爲に その 數に 入れられぬ もの もあった ので ある。 京都府に 於て 

も 明治 元年 十一月に 發 行され た錢券 卽ち府 札が 存在した。 之に ついては 「法規 分類 大全」 

の政體 門、 制度 雜款 七、 貨幣 五、 紙幣 三の 中に 收 めら る \ 所が あり、 「大日 本 古 紙幣 銘鑑」 

などに は その 名が 擧 げられ てゐ るが、. 存在 を 指摘した に 過ぎぬ。 頃日、 筆者の 得た る 若干 

の 史料が ある も、 その 解明に は 多くの 推測 を 加へ ざる を 得なかった 事 を 附言して、 敎示を 

俟 つもので ある。 

(X.) 發 行の 事情 固より 都下の 小錢小 札の 不足の 事情に 基づく が、 前述の 如く その 幾何 


か は下附 せられた もの \ 依然 日常 取引の 不便 を來 して ゐる。 而 かも 此の 地 京都に 於て は、 

德川 幕府の 時に 於て 藩札の 類は發 行せられ てゐ ない。 門跡 寺院より 貸附 手形 或は 村 木 K 入 

手形 或は 村 木 買 人手 形 ゃ藥種 切手な どの 發行 はあって も その 行使の 範圍は 限られて ゐ る。 

とれ 以前に 於て、 卽ち享 保 四 年に 京都 始め 山城 國 中に 銀 a 通用の 議が あり、 奉行より 京都 

兩眷 商へ 差 支の 有無 を 諮問した が、 此の 時 兩替商 は 銀 札 引替の 面倒、 藩札 同様 一画 限り 通 

用の 不便、 三 都 は他國 城下の 如き 其 地方の みの 取引に あらざる を 以て その 影 饗する 所 W 大 
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なりと して 實行を 喜ばざる 意味 の 囘答 をな し た 事 は あ つたので ある。 卽ち大 體に於 て 袖 助 

紙幣の 役に つくべき ものがなかった と 云 ひ 得る。 然るに 太政官 札の 都下 流通. が阢 .ぉ せらる 

る は全國 より 注視 せらるべき 狀況 であった し、 小額の太政宫札の下附も無限に行ひi^ざる 

點 から、 元年 十一月に 至って 之が 發行を 見た。 卽 ち先づ 

『近來 市中 小 札 小錢ニ 差閊、 用便 難 叶 趣-一 付、 小 錢下ケ 渡シ、 又 ハ小札 引 in 等 追々 巾 付 

候 得 共、 鬼 角 境 外 他 國へ致 散亂候 故歟、 都下 今 以小錢 小札不 引出 足 由-一 テ、 別紙 御掛屋 

兩替六 人ノ者 ヨリ 爲 融通 錢六百 文、 同一 貫 二百 文、 同 二 貰 四百 文 ノ預リ 手 券 鋤 形 ノ迎ニ 
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仕 立、 當府ノ 押印 ヲ請、 差 出度 段 願 出 候 一一 付、 差 免 候、 此段爲 御 屆如斯 候 也 

十 一 月 廿日  京 都 府， 

辨事 ■ 御中、  ■  』 


，と 伺が 出た が， 直ちに ir 可 爲伺之 通 事』 と 指令が あり、 早く も 

『近来 下々 小錢小 札に 差閊、 用便 難 叶 趣-一 付、 小 錢下ケ 渡シ、 又は 小 札 引替 等、 追々 * 

付る といへ ども、 鬼 角 境 外 他 國，^ 散亂 する 故歟、 都下 今 以小錢 小 札 不引足 由 一 一而、 左 之 

御 掛屋兩 替六人 之 者よ リ 融通の ため、 錢六百 文、 同」 貫貳百 文、 同 liSj 貫 四百 文 之 預り手 

券、 雛 形 之 通 二 仕 立、 當府之 押印 を 請、 差 出度 段、 願 之 通 差 免 候、 偏に 下々 日用 之 通り 

を 得させ 度た め 一一 付、 其 d 曰 相 心得、 通用すべき 事 

,  甲屋治 郞兵衞 

(雛 形)  竹 原 彌兵衞 

(筆者 註、 岡版參 照) ，  伊勢屋 彌太郞 

萬屋 忠兵衞 


萬 屋 甚兵衞 

近 江 屋 九 郞三郞 

右 之： 迪 山城 國中、 社寺 共 無洩相 達る もの 也  • 

十一月 二十 三日  . 京都府  』 

と 三日 後に 一 般に吿 示されて ゐる。 此の 如く 政府の 允許が あって 三日 後に は發 行され た 如 

き は、 前 * より 準備の 成って ゐた 事が 推定され るし、 事赏會 計官と 京都府との 關 係に 於て 

默の 中に、 或は 事前に 明らかな 瞭 解が 出 來てゐ たと a て も 差 支へ ないで あらう。 叉す で 

に 奈良府 に 於て は、 十月 中に 發行 せる 例が ある。 

『當府 付 御料 所 金 札 小 札 無 之 取引 差閊候 付、 當分ノ 內掛屋 手形 二 テ 融通 致 候 様 可 中付ト 

；仔 候、 爲念此 段 致 御 通知 候 也。』  . 

此の上 申に は 日を闕 いて ゐ るが、 「府 縣史 杪錄」 に は 元年 十月 十九 日と あり、 更に 奈， 伎に 

一 に 『今般 掛屋 ニ於テ ー朱ノ 手券ヲ 製シ、 本日 ヨリ 來 己巳 正月 限 融通 差 許ス云 々布令 ス』 

と， U えて ゐる。 卽ち 京都府が 許可 を 前提と して 準備 を 進めた としても 當然 である。 

太政官 札の 流通と 京都 軒の 錢札  ニニん 
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京都府の 御觸の 文面に よれば、 小 錢小札 を下附 する も 管 外に 出で. - 取引 を 阻害す るより 

：錢券 を.. 11- 行 するとい ふので あるから、 府下の 不足 を 補 ふに あり、 且通 範圍も 府下に あつ 

たもので あちう。 S. ち 山城 國 中に あった〕 之に よって 略々 太政官 札との 關係を 推測せ しむ 

る もの も あるが、 類例に よって、 更に 此の間の 消息 を 探って 見よう。 

元年 十 一 月 一 一十 六日に 兵 庫縣令 伊藤 俊 介よ リ 次の 伺が 出て ゐる 3 

『方今 海內 商民爲 融通 金 札 發行旣 一一 都鄙 流布 罷在 候處、 五雨 十兩ノ 大札ノ ミ 多分 有 之、 

却 テ小民 等ノ不 便宜 相 成、 (中略) 今般 京都府 • 奈良府 一一 於 テ發行 相 成 候 引例 ヲ以 テ、 當 

縣 ヨリ 乇錢札 相 製シ、 爲 下民 流通 金札ト 引替 遣シ、 支配 地中 爲致 通行 度 (下略 ご 一 

へ 1 ) 

之に 對 して 十一月 闕日 一 「本文 可 爲伺ノ 通 事』 と 指令が 出て ゐ るが、 十二月に 至って 縣の 

布 達と して 次の 如く ある。 

『當縣 支配 所內、 通用 辨利 ノ爲、 此度錢 札 製造 近々 布 行 セシメ 候條、 望 ノ者ハ 金 札ヲ以 

テ 引換 可 願 出 事 

但百文 • 三百 文 • 六 百 文 • 一  貰 一 一 百 文 四通リ 製造 ノ事 


1 右錢札 製造 ノ 旨 趣 ハ 小 商人 共 金札ノ 大礼 受取 遣拂方 一一 差 支 候 モノ. 間々 有 之 趣、 相 候 

間、 右 取引 辨利ノ タメ 一一 付、 正錢ノ 相場 一一 不拘、 百 文ハ六 枚、 三百 文 ハニ枚 ヲ以テ 一 

朱 一一 換、 六 百 文ハ直 一一 一 朱 一一 當テ、 一貫 二百 文 ハニ枚 ヲ以テ 一分 二 換へ候 積ノ. 事 

一 金 札 入用 ノ節 ハ錢札 持參致 シ候ハ 、、 直 一一 引換 可 遣 事 

一 引換 請 渡 共 一 兩 以上 タル へキ事 

へ2  ) 

一 引換 所幷 引換 始メ 日限 等ノ儀 近日 布告 セシム へキ 事』 

. ついで 二 年 正月に は 再び 布 達して 五ケ所の 引換 所、 卽ち 北風 莊 右衛門、 S3m 助お 衞 門、 

紅 野 平 左 門、 嘉納 治 兵衞、 近 藤 文. 造の 用揚を 指定し、 二 年 正月 二十 五日より 發行、 通 川せ 

(Co  ) 

しめて ゐ るので あった。  • 

比の 兵 庫 ii 札の 主旨 • 細目に、 元年 十一 月の 伺 書に a える 京都府の 引例なる 語 を 以てす 

れば、 京都府の それが 類 •  似せる ものと して 大過ない であらう。 然 らば 兵庳縣 札が 究 W に 於 

て、 太政官 札の 流通 促進に 資する むの ある を 看取し 得る が 故に、 京都府の 場合に 於ても M 

樣 の意圖 にあった ものと 推測す るので ある。 而 かも 亦 藩札 類似の 仕 法 は、 そ I の發 行の 府^ 
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縣 又は 發行 元の 兩 替掛屋 にある 程度 迄の 信用 を 掛け 得るならば、 全國 的の 太政官 札よりも 

而 して 大 額の 金 札よりも、 相當の 信頼の 下に 流通し 得る であらう。 狹 少範圍 である 點と小 

額で あると い ふ點 が、 か \ る 場合 有力な 支持になる 事 は 人情よりも 察知し 得られる であら 

うつ 例へば 鳥 取 藩から 元年 十一月 十三 日に 鳥 取 藩の 國札 (因幡 國內の 札の 義卽ち 藩札) を 他領 

に 於ても 行使、 引替せ しめ 度と 願 出で たる 文面に、 『於 國許ハ 金 札而已 通用 仕、 錢幷國 札 

、取 交 遣ヒ來 候處、 金 札 小 札拂底 一一 テ差支 候儀モ 御座 候 一一 付、 大 阪迄ノ 道中 筋 一一 於 テモ國 札 

取 交 遣ヒ來 馴遣 ヒ候國 札に 付 自然 通用 モ宜敷 儀 一一 御座 候』 云々 と 云って ゐる。 政府の 指 

令 は 此の 文 言 を 認めた もの、、 結局 不認可と なって， ゐ るが、 之に 徵 しても、 錢券發 行が 太 

政官札 流通 對 策と 密接な 關係 にある 事 を 知る であらう。 卽ち 紙幣に 慣れし める と共に、 引 

眷 による 金 札の 價格吊 上 を 策せ る ものと 考 へ られ る。 

然 らば 京都府の 錢 券に 於て か i る 信用 を 保持し 得た かが 問題になる。 卽ち 此の 六 人の 御 

褂屋兩 眷が當 時 如何なる 地位に あつたか。 新 政府 成って 會計基 立 金 を 近畿の 富豪に 徵 課せ 

られた 事 は 前述した が、 未だ 此の 調達 了らざる に、 元年 二月 十一 日 天皇 親 征の議 が 決せら 


れ、 先 づ大阪 に 行幸 あらせら る X ことにな り、 その 御親征 用途 费 として 京阪 富豪より 各 五 

、5  ) 

萬兩 -M 徵 せられた が、 京都に 於いて は 左の 如く 合計 五 萬兩を 調達した" 

『金參 ia 兩 三 井三郞 助、 島 田八郞 右衛門、 小 野 善 助 

金 壹萬兩 下 村 正太郞  > 

金 壹萬兩 伊勢屋 彌 太郞、 竹原彌 兵衞、 萬 屋忠兵 #、 甲 屋次郞 兵衞、 萬屋甚 兵衞、 近 

(S 

江 IKH-fs 良 三 良』  • 

三 井 • 島 田 • 小 野 • 下 村は單 に 京都に 於け るの みならす、 全國 にての 屈指の 巨商、 しか 

も 彼等 は 新 政府と 密接 不離の 關係 を持繽 したる は 衆知の 事で ある。 京都府との 關係 を^れ 

ば 元年 五月 廿 八日に 掛屋 頭取 及 商法 會所 元締と なり、 一 一年 七月 廿 一 一日に 通商 司 爲換會 社 並 

(8  W 

御 貸 附方總 頭取に 任ぜられ たので ある。 然し 此 等の 人々 は 京都府なる 地方 的の ものより 

も、 新 政府に とって 樞 要な 地位に 置かるべき 人 々であった。 卽ち 京都府が 錢^ 發 行に 常つ 

て 彼等の 次に 置かるべき 六 人 を 撰んだ もので あらう し、 彼等 六 名の 京都府に 於け る 地位 

は、 府 民の 信用 を繫 ぐに 足るべき もので あつたので ある。 
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此の 六 名の 掛屋 につ いて は、 維" # 直前 及び 直後の 狀况を 詳に すべ き 史料 を 有しな い。 

「天 保 刻 成、 京都 順覽 記」 三册の 中、 上 卷には 京都に 於け る 天 保 年間の 御用達の 名が ある 

が、 ず：： 屋 甚兵衞 のみが 下總結 城の 水 野 日向 守 並に 奈良 奉行の 中 坊河內 守の 用達と して 見え 

る。 その 住所 は大宮 御池 下ル となって ゐ るが、 明治 二 年の 萬屋甚 兵衞の 居所 は 之と 異リ、 

家統を 同じう する か 否か 不明で ある 「 卽ち爲 換會所 設立に つき、 同社 並 御貸附 頭取 を 命ぜ 

られ たる 一 一年 七月 廿 一 一日の 辭 令に 見える 前記 六 名の 居所 は 左の 如くで あ J^。 

三 條通麩 屋町東 入 町  竹 原 彌兵衞 

烏 丸 通 三 條上ル 町  山 本 彌太郞  、 ， 

柳 馬場 三 條上ル 町  平 井 忠兵衞 

麩屋町 2: 條上ル 町  甲 屋 治 郞兵衞 

六角 通 高 倉 東 入 町  萬屋甚 兵衞 

車屋 町 御池 上 や 町  近 江屋九 郞三郞 

同役 を 八 叩せられ たる は 外に 四 名 あるが、 此等は ある 程度までの 富力 を 有し、 府 民の 信用 

を 保持した もので なければ ならなかった。 且こ \ に府 との 關係も 見出され やう。 尙府 との 


關係を a るに、 明治 1 1 年 三月 廿 一 日に 『市中 小 前 之 者 引立枇 話頭 取 商法 會所， 江 在勤 巾 付 有 

之處、 今般 商法 司 被廢候 一一 付、 改而右 役 を以、 常 府小前 引 立方 出張所 相 詰 メ候様 巾 付 候 

事』 と 伊勢屋 彌 太郞、 萬 屋忠兵 衞は三 井元 之 助 外 二 名と 共に 巾 波され、 且 この 二 名 は 竹 原. 

/1 ン 

彌兵衞 と共に 四月 十日に は 『當府 用達 並 中 付、 勤 中 苗字 差 免 候 •』 と 三 井 • 島 ffl* 小 野 • 

；卜 村が 用達 申 付けられ 大 年寄 同格、 苗字 帶刀差 免され るのと 问 時に 拜 命して ゐる。 更に は. 

その 富力 を 御親征 用途 費 調達と 併せ 見るべき に は 同年 六月 十九： c に 正金と 取換 ふべき 爲に 

金 札 を 上納せ しめられ たる 時、 三 井八郞 右衛門 • 同 三郞助 •  M 次 郞右衞 門 • 同 元 之 助 • 島. 

m  • 小 野 • 下 村の 七 名が 合せて 拾 萬 雨たり しに 對し、 山 本 彌太郞 (併 勢屋) • 平 井 忠兵衞 (萬. 

屋ブ竹 原 彌兵衞 • 萬屋 甚兵衞 • 甲屋次 郞兵衞 • 近， 江 屋九郞 三 郞が五 萬兩を 上納し、 金額に. 

(2  \ 

於て 次位に ある。 此の 時の 上納 は 金 札が 大都畲 に 集注した る を 以て、 改めて 府藩縣 に 割 宛. 

て. - 正金と 引眷へ て 金 札 を 分散せ しめんと したので あるから、 此の 上納 額 は 政府 乂は 府澥 

縣ぉ 局の 指定であった と考 へ られ、 、當 局と 彼等 上納 者との 關係、 力 を 察すべき 有力な や 

示 咬を與 へる もので あらう。  ， 
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然 らば 此 等の 關 係に 於. て、 六 名が 撰定 された るは當 然と 云 ひ 得べ く、 且府民 等が 信用 を- 

拂ひ 得る ほどの ものと 考へ られ よう- 义 更に 太政官 札が 不換紙幣た りしに 對し、 その 券面に 

現 はれた る 如く、 預り手 券で あるから、 免換 紙幣た るの 性能 を 有して ゐ るので ある" 此の 

點に 於ても 小額た るの 利便の みならす、 補助 紙幣た るの 外、 紙幣 通用 を 促進すべき 一助と- 

して 恰好の もので なければ ならぬ。 此に 於て 御觸の 文面に ある 如く、 掛屋六 名が 京都府に. 

申請し 來 つたが 故に 允許した の は事赏 であらう が、 之に ついて 詳細なる a< 料に 接しな い 

が、 恐らく 府 より 申 論し、 彼等の 內 意を聽 届けた 形式に した ものではなかった かと 思 はれ 

る 府 自身の 發行 とすれば、 預手券 だけに 引替 元金 を備へ S くべき であり、 備へ 置く を 要. 

せざる とする も 新 政府の 財政 狀 態が 不安 視 される 當時 であるから 地方 蘸 にどれ 程の 信頼が 

拂 はれる か は 自明の理 である。 此の 仕 法よりも、 府 との 蘭 係 厚く、 而 かも 府 民の 信望 を繫. 

ぎ 得る： _ 似 等に 委任し、 單に之 を 監査す るの 地位に 立った と考 へられる ので ある。 くと も- 

彼等に SHd する 時に 於て は府札 製造の 費用 も、 引替 手數も 省け る 事になる。 一方 掛屋 側に 

：^: 尸、 て は 製造 費 は 鬼 も あれ、 引替 等 は營業 上より さした る 費用 を 要せす、 か、 る 損失 を 償 ふ. 


べき もの を豫 想した が爲に 承引した らう。 卽ち 引替 は ：51 述の 如く 主として 太政官 A による- 

ものであって、 若し 此の 仕 法に よって 太政官 札の 正金に 對 する 相場の 騰貴が あれば それ 丈， 

の 利 a となり、 且 後述の 如く 短期と は 云へ その 間の 發行額 だけ 運轉し 得る 事になる。 況ん. 

や 京都府 • 政府との 從來 の關係 は、 假令 如何なる 事が ある も 大損 失 を負擔 する 事 ある まじ. 

く、 京都府の 押印 あるから に は引眷 不能の 場合に は 何等かの 方法に よって 補償 せらるべき _ 

を保證 せられて ゐ たものと 考 へられる ので ある。 京都府と 掛屋 との 發行手 繽* 關 係に 於て 

外の 場合 も 考慮され るが、 史料の 缺除 によって 明かに され 難く、 上述の 推察に 1^ いて、 之 

を妥當 としたい ので ある。 

(Q) 錢 券の 種類 及 形式 戴 貫 四百 文、 壹貰貳 百 文、 六 百 文の 三種で あり、 その 形式 は 圖. 

版に 示す 如くで あ is。 その 金額に より 用紙に 大小が あり、 貳貫 四百 文 は 梓內ー 一 七 糖 ニニ 

六糨、 一 貫 一 一 百 文 は 九 一 糖 ニニ ー糨、 六 百 文 は 七五糨 • 三 一 糖で ある。 「法規 分類 大全」 

所 报の圖 は 輪廓が 大きにす ぎる が、 * 府廳所 藏の雛 形と して 殘 された る；^ 物 は 線 細く 圖 版の 

如くで ある。 尙 前者に は 表面の 御 掛屋兩 替の屋 の 逸脫が あり、 謄 J? の 誤りの ある 事 明らか- 
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である。 雛 形で あるが 爲に 表面の 一 「京都府 印』 は 朱 を 以て 手書され てゐ るが、 通用の も ST 

は 常然府 印の 押捺が あったらう。 表面の 御掛 屋兩替 人名 下の 丸 印、 並びに 裏面の 丸 印 六 個 

は S 印、 角 印の 『御掛 屋兩替 印』 は 朱印で あるつ 『巳 三月 限 引替』 は、 二 年 三月 迄 通用の- 

意味で あり、 且ニ年 三月 中の み 引替 ふるの 義 である もの \如 くで ある： 文字 はすべ て黑、 

用紙 は 厚手 奉書に て 越 前 岩 本 村の 製造に か S る もので あらう。 

(ハ) 流通 尙 史料に 缺 ける を 以て、 その 摺立總 額 及び 發行總 額が 幾何で あるか 知る を 得.. 

ない。 事赏 上の 發行 は御掛 屋兩替 人に ある も、 無制限の 發行は 弊 多き を 以て、 府印押 擦 を- 

以て 監督す る。 二 年 三月 迄 は 引替 を爲さ 、ジる 故に その 間の 彼等の 融通 資本の 增大 と、 引替 

期の 混亂と を防遏 する にもあった らうが、 その 發 行の 利得と 彼等に 課した 御用 金との 關係： 

も存 しょう。 兵庫縣 札に 於て は 元年 十二月より 二 年 六月 迄の 摺立髙 九 二三、 七 ニー 貰 文、 

卽ち 

一 貫 二百 文 券  二 ，四 八、 八 三 二 貫 文、 此數ニ 〇 七 、三 六 〇 枚 

六 百 文 券  四 〇〇、 五六 〇 貫 文、 此數六 六 七、 六 o〇 枚 


三百 文 券  二 〇 二、 六 三 六 貫 八. 〇〇 文、 六 七 五、 四 五六 枚 

百 文 券  七 一 、六. 八 三 貫 二 〇〇 文、 七 一 六、 八 三 二 枚 

(き 

となって ゐ るが、 事 W は 六 九、 九 三 四 兩の發 行であった とい ふから、 此の 推定が 有力 t 

なる。 券面の 表の 氏名 は 引替 人 を 示す ものであるが、 六 名が 各 均等に 三種 類を發 行した か 

否か も 不明で あるの を遣憾 とする。 

此の 流通が 赏 際に 行 はれ、 I 一年 三月に 至って 引替が 開始され たの は 次の 二 年 四月 七 H の- 

京都府の 御觸に 示されて 居り、 便宜 Et^ まで 延長され てゐ るの を 知る ことが 出来る。 

『^^札通用當巳三月中ーー限リ候處、 今以 引替 殘ノ分 モ有之 哉 二相 M 候 一一 付、 來ル晦 R ヲ. 

以 限リ- 一致 シ、 引替 可 中段 達 置 候 間、 右 日限 迄-一 早々 引替 可 中 事』 

重ねて 次の 御 觸を發 して ゐ るが、 之 等に よって 府が 保證の 責任に 立って 居り、 府札と！^ 

稱 さる \ 一  理由が 判明し、 引替 殘 りの 利得 を御掛 屋兩替 共が なした 事が 知り 得られる。 

『錢札 引替 ノ 期限 三月 晦日 限 リー 一 候處、 同月 引 眷參リ 候 者 少ク、 多分 引替 餘リ 一一 相 成 候 

ュ付、 元來ハ 晦日 限 リニ テ 停止 ュ可 致處、 自然 下方 難^  ノ者モ 可 有 之ト栢 察シ、 依 テ當. 
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四月 晦日 迄ノ內 一一 罷出候 得ハ、 殘 リノ 分 引替 遣シ候 様、 當月七 曰 申達 候處、 右ノ 趣意 汲 

取 違 ヒ イタ シ、 引替 料 乏 一一 付右樣 期限 ヲ差 延シ 候杯ト 色々 疑惑 ノ說ヲ 申觸レ 候 者 モ 有 之、 

如 M ノ事 一一 候、 右 ハ全ク 三月 晦日 限 リ差留 候 テハ難 ま I モ可有 之ト相 察シ、 右 様 期限 ヲ延 

シ候儀 一一 付、 此旨 心得 違 無 之 樣可致 候 事』 ■ 

此の 文面の 如く、 か. -る浮 評 は 事 賞に 於て は發 行人に 益 こそ あれ、 府札 所有者 を 利す る • 

ものに はなら な い。 只 重大視すべき はか.^ る 評に よって 責任 ある 府當 局の 信用 を 害する 事 _ 

であり、 延いては 太政官 札に 對 する 不信 を增す ことで ある。 されば 再度の 御觸 ともなった 

とせなければ ならぬ" 寧ろ 引替 殘リ のあった 事 は、 府 札が 相 當量發 行され、 相當の 信用の 

下に 流通して、 元來 京都府の み 通用すべき ものが、 管下 外にまで 流用され た爲 に、 期限 內. 

に 引 4ぼ し 得ぬ ものが あつたので はなから うか" 一 一年 四月に 土 井大炊 頭の 領內に 錢札發 行 通 

用 を 許可した る處、 大阪府より 近接せ る 府下に 流入す る 弊 ある を陳 ベて、 之が 停止 を 太 政 

、5  ) 

官に 申請して 認可され た。 又 兵 庫 縣札は 京都府 下に も 使用され、 縣 下にて は 三年 パ 月末に 

て； 發 止された る も、 大阪 • 京都 苻 にて は 遠方た る を 以て 十月 末まで 通用 を 延期され それ ま 


へお ) 

でに 引替すべき 事と なった 例が 存 する。 此 等に 徵 する 事が 出來 よう。 . 

四、 餘  言 

如上 說 言した る 所に 大過な くんば、 京都府 札の 發行は 短期な りし も、 相 當の成 縱を收 め 

得た ものと 信じて よいので はなから うか。 兎 まれ 京都府の 太 政宫札 流通の 如何 は、 全 M の 

注視の 下にあった。 されば その 對 策に 龠計官 と共に 力 を 注いだ ものと 云 はなければ ならな 

太政官 札が 發行 以來 不人氣 にて、 正金に 對し、 價格 下落の 經 過を迆 つた 事 は 言 ふ を俟た 

ぬが、 然し 正金 百 兩に對 し 百 二十 五雨 前後であった 事 は、 各 府藩縣 への 布^に て 察知され 

へる。 しかも 此の 流通 促進の ために、 效を 焦慮して 幕府の 勢威 厚 かりし 關 お 地方に 溫 情を以 

て、 上下 差額の 損失 を犧牲 にし 元年 十 一 一月 廿 一 一日に 金 札 上納に は 百 一 一十 雨の 公示 相場 を 布 

達し、 下々 の 取引に は時價 通用 を 許した。 此の 百 二十 兩は關 西 地方の 常時の 相場に 準據し 

たもので あらう。 然るに 下々 の 取引に 時價 通用 を 許す 布告 を、 漸く、 而 かも 突然 二 年 二月 
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1 二日に， 至って 京都に 於て 布告した ので ある。 かくの 如き 偏頗の 處置 は、 流通に 盡カ しつ \ 

ある 京都府に 驚愕 を與 へたる のみなら す、 府 民に 不安 を 倍加せ すに は 居なかった。 二月 二 

+ 八日の 度會府 より 太 政宫へ の掛 合の 文 言に 『京大 阪 相場 四 割 半-一 モ相成 候 由』 と ：！^ えて 

ある" 京都府の 二月 閤 日の 伺に 政府 對 策の 不手際、 平地に 波瀾 を 起す が 如き 措置に 不滿を 

吐露して ゐ るの は、 百方 盡カ せる 彼等に とって 當然の 事であった らう。 

『金 札 ノ儀ハ 深キ御 趣意 ヲ以 御發行 被爲在 候處、 鬼 角 下方 一一 テ 流通 致 兼 候 儀 有 之 哉 二 

付、 御發行 以来 種亡說 諭、 其 間 御 趣意 一一 背キ 通用 ヲ妨候 モノ ハ追々 召 捕、 夫々 及 處置候 

儀 モ數人 有 之、 彼是 流通 ノ 手段 ヲ 盡シ、 漸 クー 了ンテ 部內 ハ先ッ 通用 差 支 ナキ様 一一 相 成 候 

處、 豈圖、 東京 一一 オイ テハ 時ノ 相場 ヲ以テ 通用 可 致 御沙汰 栢成候 段、 過日 御 達 有 之候ョ 

リ、 下方 一一 オイ テモ大 二方 向ヲ 失ヒ、 人氣忽 不服 ノ體 二相 成、 歎息 ノ至ニ 罷在候 (中略) 

此度金 札 流通 府縣 ヨリ 篤 ト可致 說論段 御沙汰 相 成 候處、 當部內 ハ前顯 ノ通說 論 等、 旣ニ 

芋 段 ヲ盡シ 候 上、 通用 無 支 相 成候處 へ 過日 ノ御達 ヨリ 俄 一一 人 氣ノ支 リト栢 成 候 事 一一 付、 

此余 ハ何ノ 次第 ヲ以可 致 流通 ト申廉 無 之 テハ說 論 方モ甚 難^ 一一  付、 此 段篤ト 御酌 分說諭 


方 宜御差 圖可被 下 候 也。』 . 

然るに 之に 何等の 指令 もなかった 樣 子で ある。 之が 素因に もな つたので あらう、 政府の 

太政官 札に 對 する 布令 は 此の 以後、 頻繁と なり、 四月 八日に 遂に 金 札 立 相場 を 以て 取引せ 

しめて 正金 仕切 を 禁じ、 同 二十 九日に 金 札 相場 を廢 する に 至り、 一ヶ月 後に 通用 率 限 短縮 

の 外に 梵換 紙幣た るの 性質 を賦與 する に 至った。 此の 形勢 は 京都府 民に 安 猪 を與へ て 1: 月 

末 頃の 御 觸には 一 時 貳百拾 四 雨に 下落した 太政宫 札が 四月 十日に は百貳 拾七兩 にまで 恢役 

したと ある。 恰も 府 札の 引眷 延長の 時期に 相應 する 點か らも、 府札發 行が 何等かの 寄與を 

なした ものと 認めたい ので ある。 之 は 太 政 官札を 各 府縣に 再び 割 渡して 通用せ しめんと し 

• た 六月 六日の 布告に 對し、 一 旦割 宛てた 京都 • 兵 庫 • 稱 等の 府縣 札を發 行せ る 所 は 之 を 免 

除し、 更に 七月に 至って 各地に 爲替龠 社 を 設立して 金券 • 銀 券を發 行せ しめ、 又 小- 1 紙 

る 民 部 省 札を發 行せ る 事な どに よって、 京都府 札の 如き 錢札は 政府と して 呼應 して 紙！^ 

. ^通に 一 助 を與へ たる ものと して、 其 成功の 一 因 を 負 はしむ る も 過當の もので はなから う 

かと 思惟す る ものである。 
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本』： y 博士 【明治 初年の 御用 金」 (同 博士 編 「明治維新 經濟史 研究」 三 六 三 頁) 所 引 

「岩 言 公 實紀」 中卷四 五八 頁 

「明治維新 經濟史 研究」 三 五 九 四 0 六 頁  ■ 

前揭 「明治 初： 牛の 御用 金」 四 ( X 」 頁 所 引、 「三 井 文庫 所藏 記錄」 

前揭 「明： e 初^の 御用 金」 三 七 0 頁 

「法規 分類 大全 第一 編、 政體 門、 制度 雑款 五、 貨幣 三」 (以下 「法規 分類 大全」 と 略す) 紙幣 

一 、 五 頁 

同 右、 二 五 頁 

本庄 博士 「幕府の 紙幣 發行. 一 (「幕末の 新政 策」 二 四 五 二八 九 頁所收 r 菅野 博士 「幕末の 商？^」 

(「明治維新 經濟史 研究」 六 三 一— 七 〇 四 頁 所收) 等 

筆者 蔵、 「必用 日記」 と 題され、 商業 上の 要務、 金錢 出入 就中 貸付 等の 詳細なる 備忘 錄 である リ 

筆者 藏、 當 時下 京 六 番組な リ し油屋 町、 (卽ち 柳 馬場 三條 上ル) の 「御觸 書 之寫」 「御 布令 書」 

と 題す る 慶應三 ネょリ 明治 五 年 迄の 八册 中の 表記の 年號 所載に よる。 尙 明治 二 年の もの は 同じ 

く 筆者-蔵の 上京 拾 三番 組 中年 老中 西 久兵衞 筆錄の 御觸書 集に て 「役 中日 記」 と 題す る もの を參 

照す る" 以下 京都府の 御觸は 之に 據る。 

同 右。 S 「京都府 史」 制度 部、 貨財 類に も 記載 さる。 

「明治 財政 史」  一二 卷ー 三 頁 


cs) 京都府 御觸。 「明治 财 政史」 ー卷 二八  一 K 以下 

0^) 「明治 財政 史」 一 ー卷 m 一貢 

C3) 「法規 分類 大全」 紙幣 三、 「明治 財政 史」 一 一 卷參看 

(S) 前揭 「幕府の 紙幣 發行」 二 四 七 真 以下。 

<J^) 「法規 分類 大全」 紙幣 三、 一九 K 及び 「京都府 史」 に 記載 ある 御 觸には 六 名 中の 近 江 展九郞 三 

郎を九 郞兵衞 と 誤記して ゐる。 油屋町 記錄の 外に、 京都府 藏 「下 令 雑記」 その他の 諸 書に よる 

も、 九 郞三郞 でなければ ならぬ。 

•(2)(s) 「法規 分類 大全」 紙幣 三、 一八 頁  ， 

〈か) (S 同 右、 ニニ 頁  . 

〈？ 同 右、 ニニ  — 二三 頁 

<30 同 右、 ニー 頁  . 

0^ 前揭 「明治 初年の 御用 金」 三 七 二— 三 七 五 頁 

(S) 同 右三 七 二— 三 頁所收 「太 政 類 典」 

)  (85 )  (S- ) 「京都府 史」 制度 部、 貨財 類  ， 

<i)(B 京都府 藏 「下 令 雑記」 明治 二 年の 部 - 

<s?) 前揭 「下 令 雑記」〕 「法規 分類 大全」 紙幣  一 、 二 五頁參 看。 

<g) 挿 11 は 京都府 廳 藏の雛 形に 據る。 「法規 分類 大仝」 紙幣 三 一 九— 二 一  頁の 圆 は隐寫 の誤リ ぁリ" 
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「法規 分類 大全」 紙幣 三、 二三 頁 

同 右、 二 六 頁 

同 右、 三 一八 九 頁  . 

同 右、 紙幣 一、 一一、 一 八 頁 

同 右、 一〇 一一 頁 

同 右、 一 三 頁 


、 


明治 政府と 名目 金 

,  士 口川 秀造 

1 、緒 言 

德川 時代に 於いて は 一 般 的なる 金融 機關は 未だ 發 達する に 至らす、 稷ク 雑多， な 方法に 依 

る 金錢の 融通が 局部 的に 行 はれて 金融 上の 要求 を充 たして ゐ たもので ある" 名 H 金の 如き 

其の 中の 最も 著しい ものであって、 德 川の 中葉 以後 廣く行 はれて 金融 卜： 特異なる 一 制」 肽を 

形る に 至った。 名目 金と は 皇族 • 公卿 • 社寺 又は 諸侯が 幕府の 許可 を 得て 夫々 何 ：^.^ かの 名 

目 を 冠して 士 民に 金 錢の貸 附を行 ふ もの を 云 ひ、 其の 發生 は享保 • 元 文の 迄 遡る がが 出 

來る。 而 して 此等 各種の 名目 金の 中 最も 代表的な もの は 寺社 名目 金であって、 其の 他の 名 

目 金に 比 ぶれば g 源 も 古く 其の 數も遙 に 多かった。 此の 寺社 名目 金の 贷附は 如何なる 社寺 
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でも S み 得る もので はなく、 之 を 許された 社寺 は總べ て 門跡 寺院と か 勅願 所と か 幕府の 菩 

提所 とか、 其の 他 特に 朝廷 及び 幕府の 信仰 厚き か 又は 何等かの 關係 ある 社寺に 限られて ゐ 

た" 元来 社寺が 政府 又は 領主の 保護の 下に 其の 收納米 や 祠堂金 を貸附 けて 利殖 を 計った 事 

實は旣 に 中 骨に 於いても 存 したので あるが、 德川 時代に 至って は 幕府 は此 等の 貸 附の保 ^15 ス 

を 計った のみなら す、 後に は 前述の 如き 特殊の 關係 ある 社寺に 對 して 堂 社の 修復 料 乂は祠 

堂 料 等の 名義 を 以て 金員の 寄附 をな すか 又は 官金の 貸 下 を 行 ひ、 之 を 資本と して 士 民へ の 

貸 附を行 はしめ、 尙 ほ又此 等の 社寺に 突 富の 興行 又は 全 國の勸 化 等 を 許して 貸附 資本の 增 

加 を 計らし めた。 蓋し 此 等の 社寺 は 前述の 如く 特殊の 由緖 格式 を 有する ものであるから、 

此 等の 社寺に して 年々 の收入 不足 を吿 ぐる か、 又は 堂 社の 修復 等 を 皆み 難き 場合に は、 幕 

府は 之に 對 して 何等かの 物質的 補助 をせ なければ ならない ので あるが、 元 ft 以後 幕府の 財 

政 漸く 窮乏 を吿 ぐる や、 幕府 は斯 かる 負擔を 免れん が爲 に、 社寺に 種々 の 特典 を與 へて 自 

ら 利殖 を 計らし むる の 方法 を 講じた ので ある。 斯くて 社寺 は此 等の 寄附 金 • 貸 下金 乂は自 

己の 資財 を貸附 資本金と して 之に 社寺の 名 を 冠し、 又は 修縛料 ノ1 堂 料なる 名目 を附 し、 


或は？ f 府の 寄附 金 • 貸 下金なる 旨 を 表明して 貸 附を行 ひ、 以て 利殖 を 計った。 之れ 卽ち名 

ie: 金であって、 斯く « 附 金に 何等かの 名目 を 冠す る 事が 名目 金の 特質で ある" 而 して 斯く 

名： E を 冠す る M 的 は ち 其の 囘收 に當っ て 幕府の 特別なる 保護 を 受けん とする に 在った。 

蔻し德 川 時代に 在りて は 普通 一 般の 金錢債 權に對 する 保護 は 甚だ 薄く、 時として は その 訴 

訟をも 取上げざる 場合 もあった が、 右の 如き 名目 を附 したる 貸 附金は 幕府 宵 金の 贷附と 同 

様に：： 做され、 從 つて その 返納の 延 滯に對 して は、 奉行 をして 嚴 重なる^ 促を爲 さしめ、 

訴訟と なりし 場合に は、 他の 債權に 先立ちて 返濟を 命す る 事と したので ある。 斯くて 債權 

保護の 道の ffi だ簿 かりし 德川 時代に 於いて、 こ の 名目 金の みは 最も 安全に その 債權を 確保 

する 事が 出來 たので ある。  ノ 

以 卜： の 如くに して 寺社 名目 金 は享保 • 元 文の 顷に 起り、 其の後 江戸 • 京 • 大坂を 中心と 

して 次第に 各地 方に 廣く行 はるる に 至り、 其の 數の 如き も 漸次 增 加して 數十 稀に 及ぶ に 至 

つた" 而 して 斯く 寺社 名目 金が 盛に 行 はるる に 至って、 宫方 • 堂 上方 及 諸侯 も 之に 倣って 

自己の 名 H を 以て 貸 附を行 ひ、 其の 收 入の 增加を 計る に 至った ので あるが、 右の 中 侯に 
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關 して は 矢張り 寺社 名目 金と 同じく、 如何なる 諸侯で も 名目 貸 を 行 ふ 事が 出 來た譯 では^ 

く、 水戶 •  張 • 紀 伊の 御三家 幷に田 安 • 一  橋. 淸 水の 三 卿 等 特殊の 地位 權式を 有する も 

のに 限られた ので ある。 

名目 金が その 囘收 に當り 以上の 如き 特典 を與 へ られし 事 は、 此の 名目 金の 實質を 更に 變 

化せし める 事と なった。 卽ち 一 般の 貸金 業者 は 自己の 貸金の 安全 を 計る 爲に 名目 金 を 利用 

せんとし、 又 富裕なる 町人 は 名目 金に 安全なる 投資の 道 を 見出さん として、 何れも 自己の 

資金 を 名： EI 金の 中に 加 へ て 其の 運用 を 委託し、 社寺 は 又 自己の 名目 金に 此 等の 資本 を 加 へ 

る 事に よりて 其の 利鞘 を 利得 せん 事 を 計った つ 斯の 如くに して 社寺と 町人と が 互助的に 利 

益を收 める 方法が 行 はれて 以来 名目 金の 實 質に 變化を 来し、 此等 名目 金の 貸附 資本の 中 純 

粹 なる 社寺の 出資に 係る 分 は 僅少に して、 殘部は 皆 之 を 種 金と して 之に 對 して 加入 投資し 

たる 外部よりの 資本た るに 至った。 所謂 差 加 金 は 之で ある。 而 して 更に 甚 しきに 至つ て 

は、 社寺 はた、 >  冥加金 を收 めて 名目の み を貸與 し、 貸附 資本 は 全然 町人の 出資に 成る もの 

を も 生じた ので ある。 而 して 斯 かる 差 加 金の 方法 は單に 寺社 名目 金の みに 限らす、 勿論 宫 


方 • 堂上 方の 名目 金に も 行 はれ、 又 諸侯の 名目 金に は 其の 藩の 藩士 等よりの 差 加 金 を も 多 

く 包含した ので ある。 

名： HI 金が 德川 時代に 於て 發 生し 漸次 廣く行 はれる に 至った 事 は、 決して 其の 理 * に 乏し 

くはなかった。 思 ふに 德川 時代に 於いて は 貨幣制度 は 漸く 發達 普及し、 金錢の 貸借 從 つて 

又 盛に 行 はるる に 至った が、 而も 之に 伴 ふ 金融 組織 は 未だ 完備せ す、 又債權 保護の 逍も尙 

ほ 確立す るに 至らなかった。 斯 くの 如き 時代に 在りて、 名目 金の 制度 は 贊主及 出 S< 者に は 

甚だ 安全 確赏 なる 利殖の， 方法で あり、 借主に 取つ て も 比較的 簡便 容易に 金錢の 融通 を 得る 

道であった ので ある。 斯くて 德川 時代に 於いて は 名目 金は缺 くべ からざる 一 金融 機關 であ 

つたので ある。 併し乍ら 此の 名目 金の 組織 も それが 廣く行 はるる に 至つ て 種々 の 弊害 を 生 

する に 至った。 卽ち 名目 金の 特典 を 利用 せんとして 貸金 業者 は 種々 なる 策略 を 用ゐ、 一旦 

名 H を 冒す 事 を 得た 上 は、 その 特權 を賴 みとして 濫 貸を爲 すの みならす、 滯 赞に對 して は 

苛酷なる 督促 を 加へ た。 叉 名目 金が 優先的に その 囘收 を保證 せられる 爲め、 同一 借主に 對 

する 他の 一般の 債權者 は、 自己の 貸金 を 取 立てる 事 を 得ざる 場合 も 多く 甚だ 迷惑した。 砍 
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に 後に は 名目 金 を 借 受けざる 事を條 件と して 貸附 を 行 ふ 事と な つたが、 借主 は 遠慮な く斯 

かる 約束 を 破って 名目 金 を 借り受けた〕 借主の 方 も 名目 金の 借金に 就いて 奸策を 弄し、 又 

浩 用保證 人た る 町役人 • 村 役人 等が 借主の 返濟 滞りの 節に、 之に 附添ひ 一 々奉行所に 呼 出 

だされる 費用と 煩瑣と を 厭って、 立 替へ辨 償して やる の を 好い 事に して、 最初より 之 を 見 

込んで 返濟の 意思の ない 名目 金 を 借りる 等の 事 も 行 はれた： 幕府 も 名目 金の 斯 かる 弊害 を 

認めて S 々其の 取締 を 行った ので あるが、 大した 效果 もな く、 明治維新の 際に 至る までな 

ほ 盛んに 行 はれた ので ある： 

德川 幕府 倒れて 明治 政府 成立す る や、 新 政府 は舊弊 打破 を唱へ て 盛んに 諸種の 舊 制度の 

改革に 努力した ので あるが、 然 らば 此の 名目 金に 封して は 新 政府 は 如 s: なる 處置を 採った 

か J これ 新舊兩 時代に 亙る 各種 經濟 制度の 變遷 を硏究 する 上に 於いて、 甚だ 興味 ある 問題 

の 一 である。 本稿に 於いて は、 斯 かる 明治 政府の 名目 金に 封す る 一 般的處 分に 就いて 其の 

概. &を 述べたい と 思 ふ。 固より 名目 金の 數 は 極めて 多数に 上り、 個々 の 名目 金に 就いて 多 

少處 分の 方法 を 異にせる もの もあった が、 其の 一 々に 就いて 個別 的の W 究を行 ふ 事 は 資料 


缺乏の 今日に 於いて 容易な 事で はなく、 且 本稿の 目的と する 所で もない ので ある。 

明治 政府の 名： n: 金に 對 する 處分は 之 を！ 一段に 分つ て考 へ る 事 を 要する。 卽ち 一 は 名 金 

の禁， ^であり、 他 は 禁止 以前の 貸附に 係る 名； III 金の 處分 である。 以下 項 を 分って 之 を概說 

する きとす る。 

1) 堀江 保藏、 德川 時代の 寺社 名目 金 (經濟 論叢 第二 七卷 六號、 九 Hi 九 六 K)  .  • 

2) 同上、 一 〇 四 頁  / 

3)  Ei! 上、 一〇 六 頁 

4) 翁 草、 第 十八 册、 六 三 頁 

5) 大阪市 史、 卷三、 一 二  一  二 頁 

6) 大阪市 史、 卷 四、 七 二八 頁 

一一、 名目 金の 禁止 

德川 時代に 行 はれた 名目 金が、 ， 後に 至つ て 種々 の 弊害 を 生す るに 至った 攀は、 前に 述べ 

た 如くで ある。 舊弊 打破 を 其の 目標の 一 とした 明治 政府が、 斯 かる 名目 金の 存績を 認める 

， 明： S 政府と 名： H 金  . 1 五三 


、 幕末 維新  一 五 四  一 

害はなかった。 卽ち 明治 政 As は 其の 成立の 早々 慶應四 年 (明治 元年) 三月 十八 日に 左の 如き < 

(1)  一 

布告 を發 して 名目 金の 貸附を 禁止した ので ある。  一 

『近 來宮 堂上 方 名目に て 御貸附 金と 稱し 取扱 候 向も往 A 有 之 候 趣栢聞 へ 以之外 之 事に. 候、 一 

今般 御一新 之 砌右樣 之 儀 は 無 之 害に 候、 自然 右 等に 似寄 候 儀 取扱 候 者 於 有 之 は、 御 取 礼； 

之 上 嚴重之 御沙汰 可 有 之 候 間 心得 違 無 之 樣被仰 出 候 事』  _ 

名： E 金の 種類 は旣に 述べ た 如く 單に宫 方 • 堂上 方に 關 する ものに 止ら す、 寧ろ 社寺に 羼 _ 

する ものが 其の 大部分 を 占めたの であるが、 右の 禁令 は 法文の 上より 見る 時 は 單に宮 方. 一 

堂上 方の 名目 金の みに 關し、 寺社 名目 金に は 及ばざる ものの 如くで ある。 併し乍ら 實 際に 

於いて は 右の 禁令の 精神が 總 ベての 名目 金の 禁止に 在りし 事 は、 後述の 明治 三年 一 一月の 布 - 

:^"にも 『宫 華族 其 他 名目 を以 金銀 貸付 候 儀 不相成 旨 兼て 御 布告の 趣 も 有 之』 と ぁリ、 又 同： 

年 七月 三十日の 大藏 省の 禀申 書に も 『戊辰 三月 禁令 は 專ら宫 堂上 方の 名目に 係り 候 得 共、 一 

自ら 其 他 一般の 名目 を も 被禁候 意味 含蓄 候 儀』 と 云って ゐる 事に 依る も 明かであって、 要 一 

する に 右の 禁令 は 名目 金 中、 政府が 形式 上 最も 不都合な りと 認めた る 宫 • 堂 上等 高貴の 名 一 


目 を 冒す 者 を 代表的に 擧げ たもの と 解す べきで ある。 されば こ そ 京都に て發 せられた る 右 

の 禁令 も 大阪に 於いて は 『宫 堂上 方に 不限、 寺院 其 外 名目 を 以貸附 候 類 心得 遠 之 者 有 之 候 

はば 早々 裁判所へ 可 中 出 旨』 を 附記 I て 大阪三 鄕へ觸 出されて ゐ るので ある。 

名 21： 金 は 以上の 如くに して 明治 政府に 依り 其の 貸附を 禁止せられ たが、 而も 成立 後 幾何 

もな く、 其の 威令の 行 はるる 範圍も 僅に 京畿に 限られし 明治 新 政府が、 僅かに 一 片の 禁令 

を發 する ことによって 因襲 久しき 慣習が 廢 止せられ る もので はなく、 禁令 後と 雖も 尙ほ內 

密に行 はれた 事 は 云 ふ 迄 もない。 更に 又 名目 金 は 之に 伴 ふ 弊害 あるに せよ、 德川 時代に 在 

りて は 前述の 如く 貸 主 • 借主 共に 或る 程度 迄 之 を 利便と した 事. は 疑な き 所であって、 當時 

に 於いて は 充分に 存在の 理由 を 有した ので ある。 然るに 明治時代に 入る に 及んでも 尙ほ禾 

だ此 等の 存在 を 不必要と する 程の 金融 組織の 發 達せざる に 先立って 之が 禁止 を 令す る も、 

到底 完全に 行 はれざる べき は 寧ろ 當然 であった。 斯くて 明治 三年 一 一月 晦日に 至り 更に 左の 

如く 令して 再び 名目 金 を 禁止した ので ある。  . 

『宫 華族 其 他 名目 を 以て 金銀 貸付 候 儀 不栢成 旨 兼 て 御 布告 の 趣 も 有 之 候處、 今以 て 內密 
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取扱 候 向 も 有 之 哉に 相 聞へ 以の 外の 事に 候、 向後 右 様の 者 於 有 之 は；？ i の 上 屹度 可 被 及 御 

沙汰 候條、 心得 遠 無 之 樣可致 更に 被 仰 出 候 事』 

名： EI 金に 對 する 禁令 は 右 を 最後と して、 これ 以後 再び 發 せられる 事 はな かつ た樣 であ 

る- 蓋し 明治 政府の 基礎 確立と 共に、 名目 金に 對 する 取締 も 漸次 完備され るに 至った 事に. 

も 因る であらう が、 其の 主なる 理由 は、 從來 名目 金の 貸 附を行 ひし 貸 附主體 が 次 項に 述ぶ 

るが 如き 政府の 名： ni 金に 對 する 處 分の 結果、 多く は貸附 金の 囘收 困難に 陷っ て 大損 失 を 蒙 

リ、 已む なく 然？ W 減に 歸 したる に 依る ものと 認める 事が 出來 るので ある。 

(1) 法令 全書、 明治 元年、 七 一 頁。 尙 この 禁令 は 同年 五月 十七 nH に至リ 『右 之 趣 先達て 御 布令 可 有 

之. ST 御達し 後れに 相 成 候に 付、 更に 掏 囘達有 之 候 事』 との 後書 を附 して 再度 布 達せられた 

(憲法 颠 編 第二 六卷四 五丁參 照)。  . 

(2) 藩债 處分錄 (大蔵省 所藏寫 本) 乾卷 

(0C) 三 山 貸 附金及 差 加 金 始末書 一寫 本) 

(4) 法令 仝 書、 叨治三 I 牛、 六 


三、 名目 金の 處分 

前述の 如く 明治 政府 は 其の 成立の 早々 先づ 以て 名 H 金の 禁止 を 令した が、 .史 に 殘 された 

る、 より 重大な 問題 は 此の 禁令 以前に 貸附 けられた る 名： n: 金に 對 して、 政府ば. iM なる Si 

S を 採るべき かであった。 之に 關 する 明治 政府の 處置は 一 般士 民へ 貸附 けられた ものと、 

各藩に 對 して 貸 附 けられた ものとの 二つに 分けて 考 へねば ならぬ。 

名 yl 金の 主要なる 特質の 一 は、 其の 囘收 に當 つて 訴訟に 依り 他の 債權に 優先的に W 收す 

るの 特權 を與 へられし 點に 在る 事 は 旣述の 如くで ある" 然るに 明治 元年 三月に 至り 政府 は 

前述の 如く 名目 金 を 禁止した。 卽ちこ の 事 は 取り も 直さす 從來の 如く 訴訟に 21- して の 

如き 名目 金の 特權を 認めざる 事 を 意味す る ものであるが、 而も 維新 忽卒の 際に 於いて は 裁 

判の 制度 未だ 完備す るに 至らす、 諸 民 は 一 般に 其の 貸借に 當 つて 訴訟の 方法 を 利用す る 道 

を 得す、 名 HI 金の 返 濟に關 しても 相對 示談 を 遂げる 事が 其の 唯 一 の 方法で あつ たので あ 

る。 然るに 明治 五 年 五月 十九 日に 至り 『宫 華族 其 他 寺院 名 H! を 以て 金銀 贷付 ■ 候 事件より 
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起る 訴訟の 者 相 對の濟 方 申 付 候處、 右 返 濟相滯 難^の 旨 相 ffl 候に 付、 相對の 示談 難行 屈 者 

自今 訴狀取 揚可及 裁判 候條其 筋へ 可 願 出 事』 と 令して、 示談の 調 ひ 難き 分 は 裁判 を 受理す 

る 事と した。 蓋し 此 時に 至り 我國の 司法制度 は 漸次 整備の 域に 達し、 一時に 多くの， 訴狀を 

受理す る も 差 支な きに 至りし に 依る もので あらう。 卽ち 明治 四 年 十一 一月に は先づ 東京 裁判 

所 を 設け、 翌五年 三月に は 其の 下に 區 裁判所 を 置き、 各區 裁判所 章 程 を 定めて 民事 は 事件 

の 種類に 制限な く、 婚姻 • 田 宅 • 家屋 • 畜產 • 貿易 • 貸借 等 皆 審理す る 事 を 得と 定め、 而 

(91 ) 

して 此の 裁判所の 制度 を 全國に 及ぼさん と 計った ので ある。 名目 金の 訴訟 を 受理す る 事と 

した 結果 之に 關 する 幾多の 訴訟 は 提起せられ たものと 思 はれる が、 今此 等に 關 する 一切の 

資料 を 有せざる が 故に、 如何なる 訴訟が 起され、 又 如何なる 判決が 下されし や 等の 一斑 を 

も 观ふ能 はざる 事 を遣憾 とする-)  . 

一 般士 民に 對 して 貸附 けられた 名目 金の 處分 方法 は 以上の 如くで あるが、 こ の 外に 各藩 

に對 して 貸附 けられた 名目 金を存 したが 故に、 之に 關 する 政府の 名目 金の 處分 方法が 甚だ 

複雜 なる ものと なった。 蓋し 一般 士 民に 對 する 貸 附の分 は、 其の 處 分の 結果が 敢て政 の 


. 財政 負 撸に關 係す る 所 はない ので あるが、 各藩の 借 受に屬 する 分 は、 政府が 各^の iS 權債 

. 務を繼 承す る 事と なった から、 其の 處分 法の 如何 は 直ちに 政府の 財政に 影響す る 所が あつ 

たからで ある。 

抑々 德川 中世 以後に 於いて 各藩の 財政が 概ね 窮乏に 陷 つて ゐた事 は 著明の 事赏 であつ 

て、 此 等の 諾藩は 其の 窮乏 を 救 ふ爲に 或は 租稅 を增 課し、 或は 藩札 を濫發 し、 或は * 喪 を 

企て、 或は 御用 金 を 命す る 等 あらゆる 手段 を 講じた が、 遂に は 江戶丄 M  • 大 坂のお 商に 對 

して 借財 をな し 漸く 一  時の 急 を 凌ぐ 方法 を 採る に 至った。 而して斯く彼等が從來^：！^しくキ 

んでゐ た 町人 達に 屈して 借財せ ざるべ からざる に 比すれば、 宮家 や 社寺より 名； ni 金の 借用 

を 乞 ふ 事は體 面上遙 かに 忍び 得べき 事であった。 斯くて 諸侯の 各種 名 H 金の 借人 は 魔 々行 

はれ， 其の 額 も 亦 莫大なる ものと なった ので ある。 而 して 斯の 如く 各藩 は 或は 町人の 金 を 

借り 或は 名目 金 を 借りて 一時 を辨 じたが、 大抵の 場合 は返濟 期限が 來て も； ^おれ 出來 5^ る 害 

なく、 借替 又は 借繼 等の 方法に て ュ時を 糊塗して 明治維新の 時に 至った ので ある。 然るに 

明治 四 年廢藩 置縣の 事が 行 はるる や、 政府 は 各藩に 關 する 債 權 債務 は 總べ て繼， ^する 事と 
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なり、 從 つて 前述の 如き 各藩の 借用に 係る 名目 金 も 全部 政府の 負 撸に歸 したので ある。 玆 

に 於いて 政府 は廢藩 直後の 明治 四 年 七月 一 一十 四日に、 各縣 をして 舊 JtiS の 額 を 取調べ て 報 

告 せしめ、 他方 同年 十 一 月 十九 日 及 一 一十 一 一日に は舊 藩に 對 して 貸^金 ある 者 は 三十日 間の 

期限 を 限って 申告せ しめ、 期限に 遲 るる 者 は 一切 採用せ ざる 事 を 達し、 更に 同年 十二月 十 

日に は 各 府縣に 對し布 達して、 追て 藩漬處 分に 關 する 一般 法規 を 制定す るから、 爾後 金主 

共よりの 交涉 には應 する に 及ばざる 事 を 達し、 又 同月 十九 日に は 右に 付き 金主 共が 聊か も 

危懼の 念 を 抱かざる 樣告 諭すべき 旨 を 達 t た。 斯くて 政府 は 着々 取調の 歩 を 進め、 明治 六 

年 三月 三日に 至り 太政官 布告 第 八十 I ー號を 以て 藩債處 分に 關 する 一 般 法規 を發 布す るに 至 

つたので あるつ 今 藩債處 分の 全般に 關 する 記述 は 其の 要がない から 省略す るが、 要するに 

右の 規 M に 依り 同じく 藩の 漬務 であっても、 或る もの は 「公漬 に 立」 てられ、 或る もの は 

立てられざる もの を 生じた ので ある： 而 して 「公债 に 立てる」 と は 藩の 債務 中 政府が 藩の 

返濟を 引受ける 事 を 云 ふ ものであって、 斯く 政府が 引受けた もの は、 之 を 政府の «務 とし 

て 所謂 新 舊公漬 證 書を發 行して 之 を » 權 者に 交付した ので ある。 政府が 公 « に 立てざる 藩 


儐け、 一 t が 消滅した る 以上 債權 者の 損失に 歸 せし 事 は 勿論で ある。 而 して 斯く藩 債の 中、 

公債に 立てる ものと 立てざる ものと を區 別す る 一般的 標準 も、 亦 前記 八十 二 號布ホ ：！ 中に 〈y. 

めら れ たので ある。 なほ 政府が 斯 くの 如く 藩 債の 繼 承に 制限 を 設けた 最大の 理由 は、 元よ 

り 改府の 財政 負 擔を輕 からし めんと する に 在った 事 は 言 ふ 迄 もない 所で ある。 

名目 金が 舊 藩の 借用に 係る 以上、 前述の 藩債處 分に 關 する 一般的 標準に 依って 處分 せら 

れし事 は 勿論で あるが、 名目 金 は旣に 述べた 如く 特殊なる 性質 を 有する ものであるから、 

上述の 八十 一 ー號 布告 は 一 般的 標準の 外に 特に 名目 金の 處分 のみに 關 する 規定 を も 設けた の 

である。 依って 先づ 藩債處 分に 關 する 一般的 標準 を 述べ、 次に 名目 金の みに 關 する 處分方 

法 を 述べる 事と する。 

玆に藩 債に 屬 する 名目 金の 處 分に 就いて 述べる に 先 だち、 特に 記述 を 要する 事 は、 寬永 

名目 金に 關 する 處 分で ある。 卽ち 明治 五 年 五月 一 一十 一 一日 政府 は 特に 左の 如き 布 ル：： を 殺し 

で、 幕府の 貸附 金と 共に 日光 • 上野の 貸附金 一 切 を 棄捐に 附 したので ある。 

『1® 幕府の 節 馬 喰. 町 或は 町 年寄 役所 を始、 大坂銅 座 及 各地 方 奉行所 又は 代官 所 に 於 
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て、 舊諸藩 を始士 民へ 融通の 爲に貸 附置候 金銀 米、 幷 日光 上野 府庫 金 諸 料 物 金 年 番金宿 

坊金 等の 類、 御 詮議の 次第 有 之、 自今 一 切 棄拍被 仰 付 候 事』 

右の 布告 中 名目 金に 關 する 分 は 後半の 日光 上野 貸附 金に：； 1 する 規定で ある。 日光と は：： C 

光の 輪 王 寺 を 指し、 上野と はと 野寬永 寺を稱 する ものにして、 この 兩寺は 共に 輪 王 寺宮の 

支配に 屬し、 幕府との 關 係の 極めて 深かった 事 は 言 ふ 迄 もない 所で あるが、 此 等の 寺院に 

在りて は 多くの 種類の 名目 金を存 して、 專ら萬 石 以上の 諸侯に 贊附 けて ゐ たので ある〕 其 

の 詳細 を 今玆に 述べる 必要 はない が、 要するに 輪 王 寺に は 宮様 御手 許 金、 寬永 寺に 於いて 

は府靡 物 • 勸學會 料 • 大法 畲料 • 祭 頌會料 • 北 谷 物 • 南 谷 物 • 南 尾 谷 物 • 無 動 寺 物 • 物 名 

畲料 • 五堂 料 物 • 瑶璃堂 料 物 • 福 田 料 • 使役 料 • 大悲物 • 各院 取扱 物 等の 名目 金を存 し、 其 

の 货附金 は 巨額に 達した。 然るに 右の 布； ifn を 以て 此 等の 貸 附金を 一 切 棄捐に 附 したので あ 

るソ 而 して 藩 債處分 方法の 發 布に 先立ち 特別の 規定 を 以て 名目 金 中 特に 此の 兩 寺の 分の み 

を棄 ffi に附 した 理由に 就いては、 明治 五 年 一 一月 一 一 十四日 藩債處 分に 關 する 大 藏大輔 の正院 

に對 する 伺 書中に 『素と 德川慶 喜 朝敵の 罪 命 を 蒙り 其 家 一度 ひ 及 亡 減 且綸王 寺宮に 於ても 


賊徒に 荷 擔被致 難被捨 s 形狀 より 王師 を勞 され 御 討伐 を も 被 爲在候 御 時勢に 候 へ ば •；  00 

の 貸金 平定 後 採用 無 之 方 於條理 至當の 儀と 決斷 仕り 云々』 と ある 事に よって 明かで ある" 

卽ち 幕府 は 言 ふ 迄 もな く、 輪 王 寺宫も 明治 元年 五月 十五 日の 上野の 戰爭に 於いて  一 i 朝敵 

となられ たので あるから、 新 政府と して は 朝敵た る ものの 債權を 保護す る 必要な く、  乂务 

藩に 代つ て 之 を返濟 する 義務 もない ものと 認めた ので ある。 併し 之 はた、 > 表面上の 出 或 

は少 くと も 理由の 一部分であって、 其の 最も 重なる 理由 は斯 かる ロ實 によって、 恐らく は 

數百萬 雨に 達した であらう 所の、 此等の名目金の返濟を免れんとするに在った^^？-は想像に 

難から ぬ 所で ある。 

以上の 如くに して 政府 は先づ 特に 日光 • 上野の 名目 金の みの 棄招を 令した る 後、 引-組い 

て 前記の 第 A 十二 號布 吿を發 して 一般 藩 債 處分を 決した ので あるが、 今 其の 規定の 中^ 储 

處 分に 關 する 一 般的 標準と 認められる もの は 左の 三ケ條 である。 

『一、 天 保 十四 癸 卯年 以前 舊 藩に 於て 借 入 候 金 穀の類 は 公債に 不相立 候 事 

一 、 弘化元 甲 辰年より 慶應三 丁 卯年 迄の 間 藩 用に 借 入 候 金 穀の類 は 公債に 相 立 昨 壬巾华 
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よ り 無利息 五十 ケ 年賦 償還 の 事 . 

一 、 明治 元 戊辰 年より 同 五 壬 申年 迄の 間 右 同断の 類 は 公債に 相 立咋壬 申年より 一 一十 五ケ 

年賦 元金 三年 据置年 四 朱の 利息 を附 償還の 事， 一 

右の 規定に 依れば 藩漬を 取捨す る 一 般的 標準 は 二つあった。 其の 一 は 藩债の 年月に 依る 

標準であって、 卽ち 藩の 借受の 年月に 依り 藩 債に 古 4 ほ • 舊« • 新 « の 區別を 設け、 天 保 十 

四 年 以前の 債務 は 古 債と して 棄捐と し、 弘化 元年より 慶應 三年 迄の 分 は新漬 として 無利息 

五十 ケ 年賦 償還の 舊 公債 證書を 交付し、 明治 元年 以降 五 年 迄の 分 は 新 債と して 元金 三年 据 

S1 一十 五ケ 年陚 年利 四 朱の 新 公漬證 書を與 へ て 償還す る 事と したので ある。 今 一 つ の 標準 

は 債務の 性質に 依る ものである。 右の 如く 政府 は 舊債及 新 K は 公債と して 引受ける 事と し 

たが、 而も 舊新 債と 雖も總 ベて 公債に 立てる 譯 ではなかった。 卽ち此 等の 藩漬 にても 藩主 

等の 純然たる 私用に 屬 する もの は、 假令 形式 上 藩の 借用と なって ゐて も、 政府の 繼承 すべ 

き 性質の ものに あらざる が 故に、 之 は 私 債と して 相對の 談合に 任した。 斯 くの 如くに して 

政苻の 引受くべき 藩 債 は、 弘化 元年 以後の 35 入に して 而も 藩の 公用の 爲に借 入れた ものに 


限られた ので ある。 併し乍ら 舊 時の 各藩に 於いて は 藩の 經濟と 藩主の 經濟 との E 別 は 固よ 

り 明確でなかった から、 赏 際に 於いて 右の 如き 差別 を 立てる 事 は 甚だ 困難であった" 鼓に 

於いて か旣に 明治 五 年 三月 二十 七日 藩 債處分 法の 立案に 際して、 井上 大藏 大輔は 『何々 守. 

納戶 要用 或は 旦那 手元 入用に 付 云々 の廉往 々有 之 候 右は舊 藩々 の 借人に て 公私の 境界 

於 K 際發 輝と 分析 難 致 儀に 付 版籍 奉還 以前の 分 は 普く 公債と a 做し 可 然^の 事』 と 伺 出で 

て 正院の 許可 を 得た ので ある。 

藩儐の 中專ら 名目 金の みの 處 分に 關 する 方法 も、 宫 • 堂上 方の 名目 金と 社寺の 名目 金と 

に 依つ て 其の 取捨の 標準 を 異にした。 先づ宮 • 堂上 方 名目 金に 關 して は 第 八十 一 一 號布吿 は 

『舊 幕府 日光 上野 を 除き 宮 華族 名目 金の 藩 債 は 戊辰 三月 禁令 以前の 分の み 公債に 相 立 候 

事』 なる 规定を 設け、 元年. の 禁令 以前の 貸附に 係る 分 は 其の 性質 を 問 はす 民の 差 加 金と 

も總べ て新舊 公債に 立てる 事と した。 此の 事 は 固より 明治 政府の 皇族 華族 優遇の 方針に も 

因る 事で あるが、 又此 等の 名目 金 は 其の 額 も 多から すして、 全部 返濟 する も大 なる 負擔と 

なる 虞な かりし にも 因る 事と 思 はれる。 なほ 右 規定 中 『舊 幕府 日光 上野 を 除き』 と ある 
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は、 旣述の 如く 此 等の 貸附金 は總 ベて 棄捐 を 命ぜられ たからで ぁリ、 又 ir 宫 華族 名目 金』 

と ある は 明治 一 一年 六月 新に 華族の 制 を 設けて 從來の 公卿 及 諸侯 を 之に 編入した る を 以て 新 

く 改めた もので あつ て、 從 つて 此の 華族 名目 金 中には 水戶 • 尾 張 • 紀伊等 諸侯の 名目 金 を 

n ) 

も 包含した ので ある。  . 

次に 社寺の 名目 金に 關 して は 第 八十 一 ー號 布告 中に 『舊 幕府 及舊 藩よ リ 社寺 等へ 寄附 金 及 

へ 2  } 

右の 名目 金 を 借 入 候 類 は 公債に 不相立 候 事』 との 規定 を存 する のみで ある- - 今 此の 規定の 

精 祌を考 ふるに、 蓋し 寺社 名目 金の 中で 公債に 採用す るか 否か を 定める 標準 を 其の 貸附資 

本の 性質に 依らん とする に 在った ものの 如くで ある。 思 ふに 寺社 名目 金の 貸附 資本の 構成 

に は、 概念 上 左の 五つの 場合 を考へ 得られる。 

一、 貸附 資本が 幕府、 諸侯 其の 他の 寄附 金の みより 成る 場合 

一 ； 貸附 資本が 社寺の 積立金 • 社寺 綠米金 • 僧侶 個人の 私有 金 等 社寺 固有の 財産より 成 

る 場合 

三、 貸附 資本が 幕府 諸侯 其の 他の 寄附 金 を 基本と して 之に 町人の 差 加 金を附 加せ しもの 


より 成る 場合  ， 

ra、 貸附资 本が 社寺 固有の 財產を 基本と して 之に 町人の 差 加 金を附 加せ しものより 成る、 

： 場合 

五、 社寺 は 全く 名目の み を 貸して 貸附 資本 は 全然 町人の 出資に 據る 場合 

卽ち 之で ある。 而 して 實 際に 於いて は 寄附 金 や 社寺の 財產 のみ を 以て 貸 附を行 ふ？ ^はた 牛 月 

と共に 漸次 行 はれざる に 至り、 後の 三者 殊に (三) 及 (四) の 組織の ものが * ら行 はれ た^は 

旣に 述べた 所の 如くで ある。 斯くて 寺社 名目 金の 貸附 資本 は、 單に 名目の み を贊す 場合 を _ 

除いて は、 種 金 (基本 資金) たる 少額の 寄附 金乂は 寺社の 財產 と、 差 加 金た る 多くの 人 よ 

り-の 出資金と より 成った ものと 云 ふ 事が 出來 る。 明治 政府 は 寺社 名目 金の 虚 分の 標準 を此 

の 稀 金が 寄附 金 か 寺社の 財產 かの 點に 求めた ので ある。 卽ち種 金が 幕府 乂は舊 » 藩 其の 他 

の 寄附 金で ある 場合 は、 之に加入せる人民の差加金？^？共公債に立てられざる事となり、 之. 

に反して 種 金. が 寺社 固有の 財產 である 場合 は、 之に投资せる人民の差加金^§共原1^として 

公 W に 採用せられ たので ある。 而 して 名目の み を 借りて 專ら 町人の 行った 貸附 金の 處 分に.. 
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關 して は、 特別の 規定 もな く K 例 も a 當ら ない が、 恐らく は 普通の 藩 « に準じて 處分 せら.. 

れ しものと 思 はれる。 なほ 貸附 資本の 種 金が 寄附 金で あっても、 それが 皇室の 御 寄附に 係 

る ものなる 場合 は、 赏 際の 處 分に 當 つて 特に 例外と して 公 SR に 採用した ので ある。 今 二三 

の 著しき 實例を 擧げて 右の 解釋 を立證 せんに、 例へば 熊 野 三 山の 名： HT 金 は、 幕府が 其の 神 

殿 修復 費と して 寄附せ し 金 を 基本と して、 之に 多額の 差 加 金 を 募集して 貸 附を行 ひし もの. 

へ 3  ^ 

であるから、 明治 六 年 五月 三十 一 日 全部 不 採用 を 達せられ、 之に 反して 大津圓 滿院の 名目 

金 は、 其の 寺 領の物 成の 拂 代金 を 以て 種 金と なせし ものであるから、 諸 民の 差 加 金 諸共 明. 

治ヒ年 四月 一 1 十四日 全部 公债に 立てる 事に 決し、 又 知恩院 御門 主 永繽科 • 同參府 用途 金 • 

同 {£ 坊手當 金 • 同 華頂宫 用途 金 • 御學 殿御 賄 料 • 御門 主 御備金 • 御院 家相 繽料 • 學席 相績. 

料 . 法 類 出^ 官物金 • 宗務 用途 金 • 一  山 相繽料 等、 知 恩院の 名目 金 は 『諸 寺院より 獻金集 

財 或は 宗內 より 備置候 金に て 全く 僧侶の 一身に 屬』 する が 故に、 明治 五 年 三月 二十 七日 公 

漬に 採用すべき 旨 大蔵 大輔 より 上申して 裁定 を 受けて ゐる。 更に 又 最も 特異なる 一 例 は 京 

都^：水涌寺に關するものでぁる。 卽 ち泉诵 寺が 舊柏原 藩に 貸附 けたる 名目 金の 證 に は、 先... 


帝 御代々 及 幕府 寄附 金なる 名目 を存 したが、 其の 金額の 內譯 は旣に 油 寺貸附 所廢滅 後^ 

て不叨 なりし 故、 政府 は 已むを 得す 明治 七 年 四月 二十 九日に 其の 金額 を 折半して、 半額 を.. 

へ6  ) 

公債に 立て 半額 は 棄捐 を 命じた ので ある" 

以上 述べた る 所に よつ て 明かなる 如く、 寺社 名目 金 中 其の 大部分 を 占めたり し 諸 民の 差い 

加 金 は、 全く それの 加入せ し 名目 金の 種 金の 性質に 從 つて 其處分 方法が 決せられ たので あ 

る。 而 して 政府が 斯 くの 如き 處置を 採った 理由に 關 して は、 明治 五 年 五月 十日 熊 野 三 山 貸. 

附金處 分に 關 する 大 藏省議 決定の 理由 書中に 於いて 『此 金口  (幕府の 寄附 金 を 言 ふ ！！ 筆者) 

へ 民間より 加入金 相 成 居候 分と 雖も 素より 盛衰 損益 は 同盟 私 約の 筋に 付：： 譬 へば 樹极 を." 

伐 すれば 枝葉 隨て凋 枯の理 合に 付 勿論 公債 不相立 儀』 と あるに 依って 明かで ある。 卽ち# 

加 金なる もの は 形式 上 出資者の 所有に 屬せ すして 其の 加入した る 種 金と； 一  資格 を 以て 貸 

附 けられる ものであるから、 其の 處 分に 際しても 當然種 金と 運命 を 共に すべき ものと 爲し、 

たので ある。 斯くて 問題 は、 明治 政府が 何故 種 金の 中舊幕 及舊藩 等の 寄附 金 を 排斥した か 

に歸 着す る。 而 して 此の 問題に 關 して は 具體 的に 其の 理由 を 明示す る资 料を存 せない が、 
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明治 五 年 三月 一 一十 七日 大藏 大輔 より 正院へ の 上申書 中には 

『 一 諸國 寺院へ 舊幕家 幷に舊 諸 藩より 祠堂金 祈 年 料 或は 供養 料 杯と 號候 寄附 金の 類 若干 

有 之、 滑 侶 私有の 權 を！ _ ふし 利潤 を 謀り 貸 出 候 は 從來の 陋習に て、 舊藩 々會計 融通の 爲め 

調達 を 請 候 向 不少、 途に 今日の 宿 漬と相 成 御 處分可 相 成處、 旣に 社寺へ 舊藩 々より 寄附 

致 置 候 綠高幷 に 山林 田畑 町 地 等に 至 迄 一 切 御 停 廢相成 候 上 は、 廢藩置 縣の末 假令證 書 差 _ 

出 公債に 願 出 候 共 御 採用 不相成 方可然 哉の 事』 

と あり P 之れ に 依れば 政府が 寄附 金の 種 金 を 排斥した の は、 社寺 慎の 上 地 をべ 叩 じたる と 同 

様の a 解に 基く ものなる 事 を 推察し 得られる ので ある。 社寺 領の上 地と は、 明治 四 年 正月 

五日 太政官 布告 を 以て 社寺 現在の 境內を 除く 外 一 切の 社寺 領を 政府に 返還すべき を 命じた- 

事 を 謂 ふので あつ \^、 蓋し 旣に 幕府 倒れ 諸 藩 も 版籍 を 奉還した るに 拘ら す、 獨り 社寺の み- 

が  此等 幕府 及 諸 藩の 寄進した  る 土地 人民 を 所有す る は、  不合理の 甚だしき ものと せられた • 

ので ある" 然るにた ま/、 寺社 名目 金の 貸附 資本の 種 金と なりし 寄附 金の 寄附 者が、 此等. 

の 社寺 領の 寄進 者と！？ 樣舊 幕府 及舊諸 藩な りしが 爲に、 之と 同一視せられ、 斯 くの 如き 金 一 


錢 を貸附 する 事 は 甚だ 謂れな きものと 認められて、 右の 如き 處分 を受 くるに 至った ものと 

解せられ るので ある。 

法令 全書、 明治 五 ハ牛、 一 〇 五 頁  . 

新：： ：！ 本史、 第一 卷、 三 一四— 三 一 五 頁 

本 ffi 博士、 日本 社會經 涛史、 四 四 二 頁 

法令 全書、 明治 四 年、 二八 八、 四 〇 八、 四 一三、 四 四  一、 w 四 九； A 參 照 

法令 仝 書、 明治 五 年、 一 〇 六 頁 


(ー 

(2 

(00 

(4 

(5 

(" 

(7 

(8 

(" 

(S 

(S 

(M 


寬永寺 文書 

明治 財政 史、 第 八卷、 

法令 仝 書、 明治 六 年、 

明治 財政 史、 第 八卷、 

法令 仝 書、 明治 六 年、 

藩債處 分錄、 坤卷 

法令 全書、 明治 六 年、 

藩債處 分錄、 坤卷 

同 上 

明治 財政 史、 第 八卷、 


三 三 頁 

七 〇 頁 

三 九 頁， 

七 一 頁 

七 一 頁 


三  < 頁 


明治 政府と 名目 金 


；七 1 


/ 


慕 末 維新  一 七 二 

(S) 藩債處 分錄、 坤卷  ,  - 

ch) 藩債處 分錄、 乾卷 

(^) 明治 財政 史、 第 八卷、 三 八 頁  ，  . 

) 法令 全書、 明治 四ギ、 五 頁 

四、 餘 言 

以上の 諸 項に 於いて 述べた る 如く、 名目 金の 處 分に 關 して は、 明治 政府 は先づ 明治 元年 

に 之が 禁令 を發 して 土民の 借用に 係る もの は 一般 貸借の 例に 據 らしめ、 其の 中 藩 債に 係る. 

もの は 特に 處 分の 法 M を 設けて 明治 六 年 之 を 公布した。 斯くて 其 後 此の 法則に 從 つて 個別 

的に 各 « 名目 金の 處分を 決定した ので あるが、 名目 金の 處 分に 當っ て 政府の 採用した 此の 

取捨の 標準 は餘 りに 一方的の 理屈に 偏し、 當 時に 在りても 旣に 之に 反對の 意： も少 からす 

存 したので ある，。 現に 明治 五 年 五月 舊 幕府 貸 附金及 日光 上野 名目 金の 棄捐 を 令した る 直後. 

の 六月 一 ；十 五日 附を 以て、 京都府の 參事は 政府に 左の 如き 建言 を爲 したので ある ヌ 

『舊 幕府の 節 馬 喰 町 或は 町 年寄 役所 を 始め、 大坂銅 座 及 各地 方 奉行所 又は 代官 所 等に 於. 


て舊諸 藩 を 始め 土民 融通の 爲に 貸付 置 候 金銀 米粒 日光 上野 府庫 金 諸 料 物 金 年番金 宿坊 金 

等の 類、 御； _£議 の 次第 有 之、 自今 一切 棄捐 被 仰 付 旨 五月 廿 五日 御沙汰の 趣 拜承致 候。 右 

貸附金 件々 の 儀 は 全く 舊 幕府の 藏 庫より 差 出 候 金銀の みに 候 哉、 或は 其赏 人民 共へ 右 等 

の 名 を假し 融通 致し 來候 名目 金と 稱 する ものに 候 哉、 其邊 分解 致 兼 候 得 共、 全く 舊幕^ 

• の 出金の みに して 人民 加 人 無 之 儀に 候 は \、 棄捐 被 仰 付 可 然候得 共、 其實 名目 金の 儀に 

候 は i、 當今 一切 棄捐の 御沙汰 は 人民の 難儀に 相 成、 隨て種 々の 弊害 を 生すべき 儀と 考 

候に 付、 見込の 次第 及 建言 候。 右 名目 金と 稱 する もの 大概 幕府の 下げ 金 は 十の  一 二に し 

て、 實は 人民 自家の 金穀を 以是に 加へ、 其 姿に 立て 融通 致 來候事 其 時の {:in より 所 許 也。 

然れば 幕 金 百 萬 雨の 棄捐 は其實 人民 八 九 百 萬 雨の 不足に 可 相 成、 是を 一 切 棄捐 1 仰 付 候 

は \、 銀 主 は 賴む處 を 失して 大に 困苦して、 借 者 は 僥倖 を 甘し 自得の 色 あらん。 凡人 民 

各自 主の 心 あり、 今日の 事 を 評する に 至て 云、 力 を盡し 唐 を營者 益な し 寧 如 此の 發令を 

僥倖 せんと、 遂に 人々 勉强の 心なく、 貸す もの は 失ん 事 を 恐れて 融通の 道 を絕、 借る 者 

は 只 等閑に して 歳月 を 遷すを 以て 上策と 心得、 誓言 を 忘れ 證 書に 背く を 憚ざる に 至らば、 
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地方に 官 たる 者 何 を 以是を 維持すべき や。 元来 名目 金なる もの 其初决 して 虚 法に 非す、 

時て 大に 融通の 利 を 得た る もの 多し) 雖然 因襲の 久儘其 弊 を 生じ、 終に 怨嗟の 聲を 間に 

至る も、 自ら 風俗の 下流す る 故にして、 其 罪 を 問へば 畢竟 其 時の 吏に あり、 下民 は唯不 

知 不識其 命に 隨ひ來 候 義に候 得ば、 假令舊 幕の 弊 を矯る 御主 意な り 共、 深 下情 を 御 偶 察 

有 之、 希く は 無辜の 民に 困苦 を受 しめす、 無頼の 民に 僥倖の 心 を 起さし めす、 ぉ貨 流通 

瘦滯無 之樣致 度に 付、 不憚 忌諱 及 建言 候" 早 々御沙汰 所 祈 望 候 也。 . 

壬 申 六月 二十 五日  京都府 

正 院 御中  』 

此の 京都府の 建言 は、 其の 說く所 事理に 適 ひ、 相當 有力なる 建言で あつたので あるが、 

名目 金處 分に 關 して は、 先づ 第一 に 藩 債に 關聯 して 政府の 財政 的 負撸を 顧慮し なければ な 

らぬ 立場に 在る 大藏省 は、 之に 對 して 左の 如く 譯の 判らぬ 理屈 を附 けて 之が 却下 を 正院に 

申請した ので ある。 

『別紙 京都 狩 ゆ 立の 趣 一 應尤に 相 閜候得 共、 旣 -に舊 幕府の 名目に 依頼し 私 金 を 差 出し 貸 


付 を 事と して 其 利 を 得 候 は、 詰り 私有物 を 私 權に處 せす、 却て 他の 名目に 依り 候より 裁 

判を受 候 儀に て、 其情赏 或は 貸 者に 不幸に して 借る 者に 僥倖なる ある も 不得止 事に 候。 

, 此邊を 以同府 へ 御 指令 相 成 可然存 候" 此段中 進 候 也。 

壬 e. 七月 (十八 日)  大 藏大輔 井上 疆 • 

正 院 御中  』 

然し 乍ら 右の 京都府の 建言に 於いて 說く所 は、 翌年 政府が 藩債處 分に 關 する 法^ を 公布 

して 名目 金の 處分を 行 ふに 至つ て事實 となって 證 明せられ、 公債 不 採用の 處分を 受けし 債 

權者達 は、 何れも 政府の 處 置に 滿 足せす して 再三 請願 陳情 等 を 行 ひ、 相 當！： 情すべき 

の ある 此 等の 請願者と、 右の 如き 方針 を 有する 中央政府との 間に 立って 地方 官は ffi だ W 惑 

したので ある。 而 して 此 等の 請願の 中には 其の 理由 を 認められて、 更 めて 公債に 採用 せら 

れ たもの もあった が、 多くの もの は 取り上げられす、 結局 泣き 寢 入りに 終った ものの 如く 

である。 而も 社寺 其 他 名目 金の 貸 附者は 其の 貸附 金が 貸倒れと なるや、 其の 加入者に 加入 

金の 辨償 をな す 等の 事 は 勿論な く、 結局 明治 政府の 名目 金の 處 分に 依って 最も 大 なる 
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を 受けた る 者 は、 差 加 金 を 出して 名目 金に 加入した る 諸 民であった。  - 

以上 述べ た 所に 依つ て 略々 明かなる 如く、 名目 金に 對 する 明治 政府の 處置 は相當 急激な 

る ものが あった けれども、 其の 社會的 影響に 至って は 當時 に 於いて も 左 迄大な る もの あり 

しと は 思 はれな い。 蓋し 社寺 は 前記の 如く 名目 金處 分に よりて 受けた 損害の 多く は 之 を 差 

加 金の 加入者に 轉 嫁した から、 自己の 損害と して は 多くの場合 單に 其の 種 金 を 失った に 過 

ぎな かったつ 更に 又 社寺 は旣述 Q 如く 名目 金の 貸附 によって 其の 堂 社の 修復 維持に 充て、 

又 時として は 神官 儈 侶の 利殖 も 計った ものであるから、 名目 金の 禁止 及 貸金の 貸倒れに 因 

る斯 かる 方面の 打擊も 一 應は 想像し 得られる けれども、 之れ 迚も 其の後に 至り 遞減綠 叉 は 

配 當祿の 交付 等に より 或る 程度 迄 救濟の 方法が 講ぜられて 居り、 名目 金の 處 分が 直ちに 神 

官儈 55 の 生活 問題に 關 係せ しものと は 考 へ 得られない。 次に 差 加 金の 加入者 は 名目 金の 處 

分に 依つ て 最も 大 なる 損害 を 受けた ものであるが、 此 等の 人々 は 多く は 多少 生活に 餘裕の 

ある 町， 入 階級であって、 差 加 金の 損失の 爲 に破產 する 程の 者 も 多くはなかった と 思 はれ、 

且つ 社 # 的に は 極めて 限られた る 少數に 過ぎざる ものであるから、 此の 意味より しても 個 


人的の 損失 は 鬼 も $5:、 社 八  1 的の 影響 は 特に 大 なりと は 認められな いので ある。 

之 を 要するに 名： in 金の 處 分なる 問題 は、 今日 明、 治經^ 史硏究 の 上から は 大いに 五 C 人の W 

味を牽 くもの が ある けれども、 之を當 時に 於げ る W 際 問題と して は、 他の 政治 ヒ 濟 上の 

諸問題に 比して、 特に 重要な りしと は 勿論 言 ひ 得ない ので ある。 思 ふに 明治維新の 變革は 

政治 • 經濟 • 社會 其の 他の あらゆる 方面に 及び、 而も 今日より a れば 甚だ u 激 なりと 思 は 

れる變 革 も、 ，當 時に 於いて は 極めて 尋常 茶飯事の 如くに 行 はれた もの も 頗る 多， い" 名 目 金 

に關 する 處 分の 如き も、 恐らく， は 維新 變 革なる 大潮 流の 中に 於け る 一 泡沫に 過ぎなかった 

もので あらう。  、 

(1.) 藩債處 分錄、 乾卷 

{2) 同 上 


明治 政府と 名：！！！ 金  一 七 七 . 


は 
し 
が 
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末. 
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我國 資本主義の 發展 史上より 觀て、 明治 初頭 一 一十 數 年間に おける 明治 政府の 貸付金が 頗 

る 重大なる 意義 を 持つ こと は 言 ふ 迄 もない が、 同 貸付金の 中で も勸業 上の 貸付金 は 特に 注 

目すべき もので あらう。 

所謂 銀行 會社及 人民 貸と は、 この 明治 政府の 勸業 上に おける 貸付金の 一種であって、 そ 

の 名稱の 示す が 如く 主として 銀行 • 會社 • 個人 を目當 てと して 貸付 けられた もので あり、 

その 目的と する 所 は 物産 繁殖 • 輸入 防 遏. 事業 獎勵 等であった。 その 貸付 は、 明治 六 年 十 
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二月 以後 別途 會計 (今の 特別 余" m を 指す) たる 準備金 中より 行 はれた ものであるが、 その 起源 

は 維新 以後 常用 部 (今の 一般 計 を 指す) に 設けられた 臨時 貸金 中の 勸；^ 貸付金に 求める こと 

が出來 る。 銀行 龠社及 人民 貸なる 名稱 は、 のちに 民業 資本 貸と 改稱 せられ、 また勸，^§^本 

貸と も 呼ばれた。 同 貸付金 は、 明治 十三 年 六月に 至って 原 M として 廢 止せられ た。 併し 乍 

ら、 其 後と 雖も 止む を 得ざる 向きへ は尙ほ 新規の 货 付が 行 はれた のであって、 その^ 付が 

全く 跡を絕 つに 至った の は、 準備金の 廢 止せられ た 明治 一 一十三 年 三月 のこと である U 

本稿に 於て は、 銀行 會社及 人民 貸の 內容を 分析す ると 共に、 それが 我^ 资本 主義 發 S 途 

上に 於て 如何なる 意義 を 有する かを檢 討しょう と 思ふリ 

(1) 明治 政府の 貸付金に 就て は、 吉川秀 造 氏 「明治 政府の 贷附 金」 (本 庄榮： S 郞 博士 「明ュ 山 維新 I- 济 

史 硏究」 四 〇 七— 四 八 五 頁) を參照 

(2)人5)ニ6) 明治 二十 四 年 「國庫 準備金 及 貸付金 等に 關 する 質 間に 答 ふる 書」 三 六 ニー 二  ニー 

三 頁 

(3) 準備金に 就て は、 明治 二十 三年 「準備金 始末」 • 同 二十 四 年 「準備金 始末 參考 書」 (「明 ：5H 前期 

財政 經濟 史料 集成」 第 一 1 卷)、 「明治 財政 史」 第九卷 準備金の 部 等を參 照 

明治 政府. の 『銀行 會社及 人民 貸』  .  一七 九 
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(4) 「歳入 出 決算報告 書」 上卷 (「明治 前期 財政 經濟 史料 集成」 第 四卷) 三 一 頁 

(7).  (9) 「準備金 始末」 二 七 •  二八 H 

(S) 寫本 「準備金 貸 出金 內譯 表」 (「松 方 家 文書」 第三 C 號) 

一一、 銀行 會社及 人民 貸の 沿革 概要 

(一) その 起源 抑 も、 明治 政府が 勸業 のために 行った 最初の 貸付金 は、 常用 部に 屬 

する 勸業货 付 金と 稱 する ものである。 同 貸付金 は 石高 割 貸付金 等と 共に 臨時 貸金と 稱 せら 

れ、 间 じく 常用 部 中の 通常 貸金 (專ら 救助 貸に 貸付) に對 比する もので あつ i^。 勸 付 金 

と は、 『一般の 農工 を 獎勵し 貿易の 隆盛 を 謀る 爲め、 元年 閨 四月 商法 司 を 置き、 之 を 管理せ 

しむる 所の もの』 であって、 商法 司が 廢. 止された 後 は 通商 司 を 通じて 贷 付が 行 はれ、 結局 

との 商法 司 及 通商 司 を 通じて 行った 庶民 等へ の 貸付が 同 貸付金の 最も 重なる 部分 とな-つ 

た。 併し乍ら、 勿論 か i る 貸付ば かりで はなく、 藩府縣 • 銀行 • き 社 • 個人 等に 對 して 爲 

された 貸付 も少 くなかった。 これが、 卽ち 本稿に 述べん とする 銀行 會社及 人民 貸の 起源な 


ので ある。 

(一一) 所謂 銀行 會社及 人民 貸の 成立 銀行 *侖" 社 • 特定の 個人 等への 貸付が 勸業 貸付 

金 中から 分離した の は、 明治 六 年 十二月 『準備金 計算 規則』 制定 以後の ことであって、 爾 

來 別途 會計 たる 準備金 中の 貸付金に 移管され、 銀行 畲社及 人民 貸と 稱 される に 至った。 

準備金と は、 明治 二 年 十月に 不用 物品 寶却代 等を國 庫に 於て 別 貯と爲 し、 之 を 初めは 單 

に 積立金と 呼んで ゐ たの を、 同 五 年 六月に 準備金と 改稱 した もので、 當初は 専ら 政府 發行紙 

幣 及び 公債 證 書の 基金と 爲し、 その 運用 を 禁じて ゐた。 然るに 明治 六 年 十二月に 至って、 

へ 00  ) 

政府 は 從來の 方針 を r 變 して 準備金の 一部 は 貸付 利殖す る こと \ なり、 それ を 機 會に勸 業 

貸付金 中の 銀行. 青 社 • 個人 等へ の 貸付が 準備金 中に 移される こと-^ なった ので ある。 その 

結 梁 明治 八 年度に は、 從來 常用 部で 取扱った 銀行 等へ の 貸金 • 三変會 社、 爲替會 社へ の 貸付 

(4 ン 

金 *府 縣豫備 金 等 は、 全部 準備金 中に 編算 替えと なって ゐる。 また、 在来の 勸業货 付 金 は 

自ら 解消し、 その 殘部は 通常 貸金に 合併 せられて 勸業 貸と 呼ばれ、 その 貸付 は 地方 人民の 

/5 ン 

製造 . 牧畜 • 開墾 等の 方面に 限られる こと \ なった。 銀行 會社及 人民 貸が 何故 準備金 中に 
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一 

一 


0 
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編 人され たかに 就て は詳 かで ない が、 思 ふに、 當時 銀行. 會社 等の 勃興 或は 外國 貿易 事業 

の 漸く 盛んな らんと する に 伴 ひ、 政府が 之 等の 新 事業 を 特に 助成す る 必要 ありと 認めた た 

めで あり、 また その 貸付 を 常用 部より 別途 會 計に 移轉 した こと は、 貸付の 危險性 を 慮り、 

且つ 恐らく は その 機密性 を も 考慮に 容れ たためで はなから うか。 

W ほ、 銀行 會社及 人民 貸の ほかに、 準備金 中には 各 鼷繰替 貸 • 各廳營 業 資本 貸の 二者が 

存 する。 I し 乍ら、 各 廳繰替 貸と は 各官廳 又は 地方 廳 等に 於て 必要なる 經費を 一 時 準備金 

中より たて か へ る もので あり、 また 各 廳營業 資本 貸と は 明治 政府の 經營 する 諸種の 官業に 

對し、 準備金 中に 設けた 特定の 資金より 事業の 擴張 • 缺 損の 補填 等の ために 年々 貸付 を 行 

ひ、 それと 同時に 收 益が あれば 之 を 準備金 中に 返納す る もの を 言 ふので あるから、 貸付の 

名稱は 保有して ゐ るが、 何れも 本来の ft 附金 たる 性質 を 有する もの" ではない。 從 つて、 準 

備 金の 貸附 のうちで 眞 に貸附 金た るの 性質 を 有する もの は、 銀行 會社及 人民 貸の みで あつ 

たと 言 ふこと が 出来る。 

(三) 貸付の 準則 上述の 如く、 準備金の 货 付の 中で 銀行 會社及 人民 貸 を 除く 他の 二 


者 は、 何れも 單に 計算 上の 都合より 貸付金の 名稱を 保有せ しに 過ぎなかった。 從 つて、 準 

備 金に 關 する 諸規 M 中に 設けられた 貸付の 規定 は、 總て 銀行 龠社及 人民 貸に 關 する もので 

ある。 同 貸付金に 關 する 最初の 準則 は、 明治 六 年 十二月の 『準備金 計算 規刖』 であって、 

それに 依れば 準備金 を 四 類に 分ち、 其の 第三 類の 『活用 運換 準備金』 の內を 以て 同 貸付に 

(00  ) 

當て たもので ある。 同 規則 第 十六 條に は、 貸付 條件を 次の 如く 規定して ゐ る。 

『  第 十六 條/ 

第三 類 準備 は、 國債證 書 並 古金 銀貨 • 金銀 銅の 地金 を抵當 にして 貸付す る こと あるへ し、 然れ ども 之 

を 貸の 法 は、 滿六 ヶ月 を 以て 一期と し、 利息 は 月 五 厘 ト i^H: 以上なる へし、 端 月は卅 ：= の 割 を は 分 

になし、 抵當 物件 は 時 價の六 七 分 を 以て 計算す へし、 但其 詳細の 如き は、 貸付 內 則に 就て 見る へし』 

次で 八 年 五月 右の 規則 を 改正して 準備金 を 三 類に 分ち、 其の 第三 類なる 『活用 運換 臨時. 

收入 利益 增殖 準備』 を 以て 矢張り 同様に 貸付す る 事と なった が、 抵常 物件 中に 新に 銀行 紙 

幣 を 加へ、 同年 八月に は 貸付 條 件の 1 部 を 『端 月 は 日 割 を 以て 爲し、 抵常 物件 は 時 價の相 

常 を以計 弊す へし』 と 修正し お。 また 九 年 五月の 『準備金. 取扱 規刖』 に 於て は、 更に 抵當. 

明治 政府の 『銀行 會社及 人民 貸』  一八 三 
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物件と して 不動 產を 認め、 且つ 『利息 は 一 ケ年百 分の 七 以上なる へ し、 端 日數ま 一 ケ 年の 

日數に 割合 計算す へし』 と 改めた。 明治 十一 年 七月に は I 「準備金 條例， 一一 が 制定 さ. -、 そ， £i. 

と共に 從來 準備金 を 三 類に 分った のを廢 止した が、 依然として 貸付 は 行 はれ、 貸付 利子の 

定率 年 七 分に 就て は 『尤、 臨時 決議に 係る もの は此 限に 非す』 と 但書 を附 加し：, めい 

貧 付の 事務 は、 當初大 藏省內 の國債 寮で 行 はれた が、 十 年 一月 十一 日 同 寮 を 廢し國 債 局 

を 置く に 及んで 爾來 同局の 手に 移つ た。 

(四) 貸金の 囘收 整理と 名 稱の變 化 明治 十三 年 六月 十五 日に 至り、 政府 は 從來の 方 

針 を 一 變 して 專ら 紙幣の 整理に 主力 を 注ぐ こと \ な， リ、 その 結 準備金の 焚寸 を廢， y した 

力、 之に 就て 太 政 大臣よ. リは 左の 如き 令 達 を發 した" 

『其 省 事務 章 程 追て 改正 可 相 達 候 得 共、 自今 準備金 貸付 方 0 儀相廢 止、 從前 貸付の 分に 其 期限 通リ可 

取 立、 此旨相 達 候 事 

但、 不得止 事故 有 之、 新たに 貸 出 を 要する 時、 及從前 貸付 3 分 返納 延期の * 分に 及 ひ 候 節 は、 伺 

上 取 計 ふへ し』 


✓ 


かくて 準備金の 货付卽 ち 銀行 會社及 人民 貸 等 は、 同年 以後 原則として 廢止 となり、 爾米 

政府 は 止む を 51: ざる 新 貸 出 或は 延納 を 除き、 專ら 貸付金の 囘收 整理に 從ー 5^ する に 至った リ 

ヽ 7  ) 

且つ それと S 時に、 從 前の 準備金 货付は 凡て 常用 部の 計算に 移される こと K なった。 贷付 

金 囘收の 成績 は 頗る 香ばし からす、 然も 一 一十三 年度 含 計 法の 赏施 及び 同年 末 帝 國議畲 の 開 

會が切 ：3 して ゐる ため、 それ迄に どうしても 貸付金の 整理 を 完了せ ねばならなかった。 ； iic 

に 於て 政府 は、 非常手段 として 止む を 得ざる 貸付金に 對し 年賦 償還 • 利 引 或は 棄招 を斷行 

する に 至った。  - 

銀行 龠社及 人民 貸が 民業 資本 貸と 改稱 された の は、 明治 十九 年 四月 二十 六日 發 布の 『請 

貸付金 整理 規程』 に 於て 總 ての 貸付金 を 四 類に 分ち、 そのうち 第二 類 を 民業 資本 貸と した 

のに 依る ものであって、 爾來同 貸付の 徵收は 大藏省 總務局 整理 課の 取扱 ふ 所と なった。 民 

棄资本 貸 は、 其 後勸業 資本 貸と も 呼ばれ、 その 中に 官有 物 拂下代 を も 編入して、 之が 敕 A 现 

(Gc  ) 

に當 つた。  ， 

(五) 貸付 額の 收 支と 貸付 先 先づ、 銀行 畲社及 人民 貸の 年々 貸付 額の 變遷を ：！^ るに、 

明治 政府の 『銀行 會社及 人民 貸』  .  一 八 五 
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次の 如くで ある。 
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合 -計.  五 二、 九九 〇、〇 九 七 

次に、 明治 一 不 三年 三月 三十 一 曰に 貸付の 未決算 額 を 常用 部 へ 引繼 ぎ、 一 先づ 貸付の 整 

现を 終った 際の 收支を 見る に- 
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左の 如くで ある。 


貸金  高 

返  納  高 

常用へ 引 繼代リ 金 受入高 

^  ^  .5. 棄捐 額 及び 一時 返.！ 

& 切 チほ 納に 係る 利 引 額 ) 

未決算 剩餘 常用 へ 引繼高 


五 二、 九九 〇、〇 九 七 

iL 七」 P  二」 一: 五 M 五 


圓 (圚位 以土 切捨) 


三、 五 〇三、 四 九九 

,  一 、八 七 gr 六 二 九 

五八 九、 四  一 二 

貸付 先 は、 大體官 廳* 銀行 *會 社 • 個人の 四 種に 分つ ことが 出來 る。 右の 內官廳 に關す 

る もの は、 此 等の 官廳を 通じて 更に 管 內の會 社 或は 個人に 貸付 けられた もので あらう。 以 

下に 於て は、 この 四 種の 貸付 先につ いて 順次に その 貸付の 內容を 資料の 許す 範圍 内で 分析 

吟味しょう。 

(川) 二 「歳入 出 決算報告 書」 上卷、 二八— 五三 頁 • 五 五 頁 • 一 八 八 —一八 九 頁 

. 0 r  ffi - ^ 「明治 政府の 貸附 金」 四 四 三— 四 四 四 頁 • 四 五 〇頁 • 同 頁 

(^3 ) •  (5S ) •  65 ) •  (^ ) •  (S ) •  (？- ) 「準備金 始末 參考 書」 五 四 I 五 六 頁 • 五六 頁 • 五 九 頁丄ハ 〇頁 • 六 
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三 頁 • 七 二  H  . 

c5).(s).G!;).(gs) 明治 二十 二 年 六月、 大蔵省 記 錄局編 「類纂 大蔵省 沿革 略 志」 五 五 頁. 五 二 五— 

五 二 六 頁 • 五二七 頁 丄ハ七 頁  ■ 

(？ S) 「紙幣 整理 始末」 (「明治 前期 財政 經濟 史料 集成」 第 一 1 卷) ニー  五 丄ニ六 頁 

(？ -)ニ_,:1)ニぉ) . 「準備金 始末」 二 七 頁. 二八 頁. 二八.！  二 九 頁 

「準備金 貸 出金 內譯 表」 

(S) 「大蔵大臣 第 十五 囘 年報 書」 九 八 ，. 九九 頁 

三、 官廳 貸付 

官廳 貸付と は、 勸商局 及び 京都府 • 東京 府 • 秋田縣 . 鹿 兒島縣 • 廣島縣 其 他 一 ー府 十四 縣 

へ の货 付で ある。 その 貸付 は、 總て勸 商 局 • 府縣 等の 手 を經て 管下の 食 社 或は 個人 等に 貸 

付けられ たもので あらう が、 手許の 資料の みで は その 內容の 一 々を詳 かにす る を 得ない。 

いま {uisi 貸付 を總 計して 見る と、 八十 萬 七 千 五 百 三十 四圓 となる。 之 を 銀行 會社及 人民 貸 

の總計 f4 千 一 一 百 九十 九 萬 九 ナ七圓 に 比すれば、 その 比率 は 全體の 僅か ーパ ー セ ント餘 を 占 

める に過ぎない。 從 つて 量から 見て 官廳 貸付の 占める 地位 は、 さして 重要な もので なかつ 
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たと； 百 ふこと が出來 る。 尙 ほ參考 のために、 官廳 貸付の 貸付 總額 • 返納 額 •  ^用へ 引 繼 代 

り 金 受入額 • 損 分 素 招 及 拂切額 を擧げ ると、 次の 如くで ある。 


幕末 維 a-  一九 〇 

京都府  一七、 8C  一  c、cs  0  七、 og 

祌 奈川驟  一 urcQQ  a  0  llfrgij 

栃木 縣  E、tKJ  11、 一天  0  二、 一一 室 

勸商局  三 九、 二  Q 九  八 七 、さ  一  0  sniiK 

計  さ 七、 Ms  響 一 、九 六 二  九 一 11 、二  g  一八 0、 一一 三 一一， 

百分比  Is  六 六  二  ニー 一一 


備考— (1) 貸付 總額は 「準備金 貸 出金 内 譯表」 、 返納 額 以下 は寫本 「松 尾 家 文書」 第五 C 號に依 

つて 作製した。 ？二圓 位 以下 は、 適宜に 切捨てた。 (3) 尙ほ各 年度に 於け る 貸付 額. り 細か、. -数 

字 は、 煩 を 避： b て 省略した。 それに 就て は、 吉川 氏の 論文 「明治 政府の 貸附 金」 の 附表 を參照 

されたい-" 

四、 銀行 貸付 

銀行 貸付と は、 第一 • 第二 其 他の 國立 銀行 及び 橫濱 正金銀行 *柬 洋銀 行 • 香港 上海 銀行 • 

1 二 井 銀行 等への 貸付であって、 その 種目 は 全部で 大體 二十 七と なって ゐる。 その 中には 銀 

行に 準す る ものと して 爲替會 社 を 入れ、 また 便宜上 『橫濱 正金銀行 朝鮮 政府 貸 與の爲 貸 


出』 せし もの を 包含して ゐる。 尙ほ 二十 七 種目の 外に も、 銀行 を 通じて #1 社 或は 個人 等に 

貸付け たもの が 多い が、 之 等 は會社 貸付 或は 個人 货 付の 部類に 於て 取扱 ふこと 、する" い 

ま、 銀行 貸付 を總 計して 見る と、 赏に四千ニ百九萬三千七百八十ニ圓餘のぉ額に^3する。 

之 を 銀行 會社及 人民 貸の 總 貸付 高 五 千 一 一 百 九十 九 萬 九十 七圓に 比較す ると、 將に それの 七 

十九 パ ー セント 强 に相當 する。 然 らば、 何故に 銀行 貸付が かくの 如く 巨額に 達する かにつ 

いて は、 一 應 その 理由 を 究明す る 要が ある。 いま、 この 銀行 貸付金の 内お を^ 味す るに、 

その 中には 純粹の 意味に おける 貸付金で ない 部分が 極て 多く 混入して ゐる〕 卽ち、 は 政 

府が 銀行に 貸付け たもので なくして、 單に 帳簿 或は 勘定 等の 上で 貸方 • 借 方の：^, 針と なる 

ものが、 銀行 貸付の 中に 多分に 計上され てゐ るので ある。 從 つて、 右の 表に よると 三 井 銀 

行に 對 する 貸付の 如き は 銀行 貸付 中の 最高 額 一 千 八十 三 萬 一 一千 八 百 五十八 圓餘 となって ゐ 

るが、 これ は 同 銀行が 政府の 御用 爲替等 を 取扱って ゐた關 係に 依る ものであって、 その 大 

部分 は 爲替の 差 引 計算の 結果 三 井 銀行の 負債と なった もの 或は 其 他の 預リ金 等で あつたと 

思 はれる。 この 點は、 銀行 貸付の 計數を 見る 上に、 是非共 注意 を 要する K である。 
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かくの 如く 銀行 貸付の 中には 多分に 計算 上の 意味に おける 貸付 を 含んで ゐ るが、 問題と 

なる の は 勿論 この 部分で はなく、 そのうちに 在る 眞の 意味に おける 貸付金で ある。 K の 意 

味に おける 貸付金が 上述の 計數 中の 幾 割に 當 るか、 また その 各々 が 如何なる 內容を 持つ か 

に 就て は、 詳か でない。 た、. - 最近、 三 井 銀行 及び 橫濱 正金銀行 (朝鮮 政府 貸與の 分) への 貸 

付に 關し 極て 貴重な る 資料 を 見る を 得た から、 其 等に よって その 內容 を檢 討し て ：w^」 よ う。 

( I ) 三 井 銀行 貸付金 明治 十 1 1、 三年の 頃 は、 恰も 西南 戰役 後の イン フ レ景氣 時代 

であって、 維新 以後 最初の 好景 氣を迎 へる ことが 出来た" 然るに この 景氣 は、 實は 不換紙 

幣 の濫發 • 通貨 價 値の 下落 等に 起因す るい はば 空景氣 であった ため、 その 反動 は 各方 面に 

(3 ン 

深 一刻なる 結果 を 誘致した。 財界に 於ても その 打擎は 殊の外 甚大であって、 當時 民間 隨ー の 

大 銀行た る 三 井 銀行の 如き も 非常の 難局に 立つ に 至った。 三 井 銀行 貸付金と は、 卽ち この 

危機に 際して 政府が 同 銀行へ 貸付け たもの を 言 ふので ある。 その 間の 事情に 就て は、 明治 

十三 年 九月 三 井の 大 番頭 三 野 村 利 助より 時の 大藏卿 佐 野 常 民に 提出した 歎願 書に よって、 

ヽ 4  ) 

その 大體を 明かに する ことが 出来る。  Z 


,  乍恐以 a 面 奉 歎願 候 

常 i. 御國內 一 般に金融之壅塞仕候は日に增^^敷、 此際 困難 仕 候 は 各 銀行 同 一 之義に 付、 

金融 切迫 之爲め 歎願 等 仕 候 は 實に恐 入 候 次第に 御座 候 得 共、 常 行 之義は 從來不 容易 蒙 御 

愛顧、 各 官廳之 爲換方 數多之 御用 も拜命 仕、 以 御蔭 今日 迄 營 業 仕 來候は 難 有 仕 合奉存 

候、 然るに 昨年来 追々 不 融通に 相 成、 今日 之 切迫 を 來候義 は 兼 而遙察 仕 候に 付、 可成 縮 

芋 堅固に 營業 仕度と 夫々 注意 仕 居候 得 共、 是 ：！；^ 充分 手 を廣け 東京 本店 を 始め 三十 餘ケ所 

之 支店 も 有 之、 何様 苦 配 仕 候 も 一 時に 縮 手 難 相 成實に 困苦 仕 候、 加 之 各 御 官廳御 預け金 

も 先年に 比すれ は 御 減額 相 成、 市街 之不 融通に 付而者 人民 之 預り金 も 日々 減 縮 仕、 蔡來 

之 貸 附金者 無 怠 嚴促取 立 候 而已に 盡カ仕 候 得 共、 此際 更に 取 立 難行 屆、 旁以 自然 庫 中 之 

備 欠乏 仕、 現今 之 姿に 而經過 候 時 者、 官之御 爲替金 上納 並 人民 之 爲稗金 渡し 方 等に、 ず I 

々 一 差 支 を 生 候 儀 有 之 候而者 政府へ 奉 對恐入 候而已 ならす、 人民へ 對候 而も 迷 悲を懸 候 

不少 と苦腦 無限 候、 尤 各地 數 多の 支店 御座 候と 雖も、 就中切迫に苦慮仕候は^^京 • 

大 阪之兩 地に 付、 當節奉 願 兼 候 儀に 者 御座 候 得 共、 各 官廳之 上納金 等に 差 閊候節 は、 特 
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, 別 御 詮議 を以、 東京 本店 は 金額 三 拾 萬 圓迄を 限、 大阪 分店に 而 出願 仕 候 は 貳拾萬 W を 極 

• 度 とし、 一時 之拜 借金 御 許容 被 成 • 下 度、 御 聞 濟被下 候 共、 可成 繰 合 極度に 至候拜 借は不 

仕樣 心掛け、 且 返納 も 可成 日 を 縮め、 何様 永く 拜借仕 候 共 三 週間より 三十日 內に者 吃 度 

フ納可 仕、 抵當 品之義 者、 兼 而諸官 廳御預 り 金へ 對し 納め 置 候 抵當品 總額之 內を以 御 引 

當被降 置 度、 然る 時 者 各 御 官廳之 御 預け金 幾分 歟減候 共、 拜 借金 可 仕 際に は 其儘納 置、 

御 下 附之義 決 而不願 樣可仕 間、 何卒 口 曲 之 願に 者 御座 候 得 共、 特別之御；^^！を以願意御 

聞 濟被成 降 候 は \、 漸次 縮 手 仕 候義も 行屆、 數年 を不出 堅固に 永 績仕候 目的 相 立 候義に 

付、 何卒 前陳 切迫 困難 之 御 事情 御 洞察 被 成 下、 特別に 願意 御 採用 之 程、 偏に 奉 彻 願候以 

明治 十三 年 九月  三 井 銀行 

總長 代理 

,  副 長 三 野 村 利 助 

大藏卿 佐 野 常 民 殿 


右の 歎願 は、 その 翌月 次の 如く 裁可と なった。 

願 之 趣 M 屆候事 

但、 拜借致 度 節 は、 前以可 申出 候 事 

明治 十三 年 十月 廿 六日  大藏卿 佐 野 常 民 印 

其 後 三 井 銀行に 於て は、 上納金 等の 支 拂に窮 した もので あらう。 間もなく、 政府より 凡 

そ 五 拾 萬圓を 借人れ るに 至った。 借入金の 返濟 方に 就て は、 當 初は少 くと も 三 週 問より 三 

十日 以內^ 完納す る 約束で あつたが、 履行す る を 得す、 終 ひに は 壹萬圓 宛の 月賦 返納 を以 

.  (6  ) 

て、 辛うじて 十四 年の 春 迄に 皆納す る ことが 出来た。 之 を 以て も、 當時 如何に 三 井 銀行が 

苦境に あつたか を 察知す る ことが 出來 よう。 抑 も 三 井 銀行が 窮境に 陷 つた 端緒 は、 W はこ 

れ より 以前の ことであって、 明治 七 年 十一月 小 野 組 閉店の 際に 旣に その 影響 を 受け、 取 付 

け 騷ぎを 受けた ことがあった。 併し 其 時には、 『大藏 省へ 特別 之 歎願 も 仕、 且拜 借金の 御 許 

可 も 被 下 置 候より、 差て 不都合 も 無 之 相 凌』 云々 と あるが 如く、 萬 一 を 慮り 一旦 政 麻へ 貸 

付 金 を 歎願した が、 其後實 際に 貸付 を 受ける こと 無くして 危機 を脫し 得た やうで ある。 
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明治 十三 年の 貸付に 依って、 三 井 銀行 は 急場の 難 を 免れた であらう が、 尙 ほその 手に は 

各 官廳の 互 額なる 御用 金が 殘 つて ゐた。 然も 之 等の 御用 金 は、 十五 年 六月 日本銀行 設立 後 

は その 總てを 同 銀行の 取扱 ふ 所と したから、 當然 その 返納 整理 を 急がねば なら なくなつ 

た。 併し乍ら、 それが 返納 整理 は 之 を 到底 一時に 行 ふこと を 得なかった から、 十五 年 正月 

に は 時の 松 方大藏 卿に 願書 を 呈出し、 諸官廳 御用 金の 返納 方 を 左の 如く せんこと を 歎願し 

<s) 

一 現今 難 用 相 勤 居候 御 省 左 之 通 

文部省  宫內省  外務省 

ェ部省  陸軍省  開拓 使 

右 之 通 御用 相 勤 居候 得 共、 開拓 使 は不遠 御！ i 期に 際し 御用 可 被 免 害、 跡 御 各省の 內《€ 

十五 年 六月 限， 文部省 之 御用 を 奉 返上、 以後 每年 六月 限 左 之 順に 返上 仕度 奉存候 

宫 內 省  十六 年 六月 限 御用 返上 

外務省  十七 年 六月 限同斷 


ェ部省  十八 年 六月 限 同斷：  . 

陸軍省  十九 年 六月 限同斷 

其 後、 官金の 返納 整理 は大體 右の 方針に 基いて 行 はれし 如くで あるが、 尙豫定 通り 完納 

する こと は 容易の ことではなかった。 從 つて 十八 年 七月に は、 更に 五ケ 年間の 猶豫を 懇願 

、9  ) 

したが、 政府 は 終に その 願 ひ を 却下した 模樣 である。 ， 

(一一) 撗濱 正金銀行 貧 付 金 こ \ で は橫濱 正金銀行 貸付金の うち、 單に 政府が 明治 十 

五 年 十一 一月に 朝鮮 政府へ 融通の ため 同 銀行へ 貸付け たもの のみ を 取扱 ふ。 同 貸付金 を 特に 

問題と する 所以 は、 それが 明治 政府の 苦しい 懷ろ 工合より 割愛され た 最初の B 外 融資で あ 

り、 且つ 維新 以後 我國の 大陸 發展 への 第一歩と して 頗る 意義が あるから である。 尙 ほ前揭 

の 貸付 表に、 朝鮮 政府への 貸付金 は 十七 年度の 項に はいって 居る が、 之 は 計算 上 或は 帳簿 

記入 上の 都合に より 同年 度へ 繰 入れた もので あらう。 いま、 正金銀行と 朝鮮 政府との 間に 

締結され た 契約書 を 見る に、 次の 如くで ある。  /、 

朝鮮 政府 は 今！：、 日本 撗濱 正金銀行よ リ 紙幣 拾 七 萬圓を 借用し、 其 約束 左の 如し 
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第 一 條 

朝鮮 政府 は、 rw 本橫濱 正金銀行よ. リ 紙幣 十七 萬圓を 借用した る 事 

第二 條 

此 ヘム 债 利子 は、 八 分 を 以て 定と爲 す、 卽ち 元金 每百圓 に 付 一年の 利子 金八圓 たる 可く して、 每年 日本 曆 

七月に 其 年 一 年の 利子 を 日本 撗濱 正金銀行に 送付すべき 事 

第三 條 

此公债 元金 は、 朝鲜 政府が 力 を 政務に 盡す猶 豫を爲 すが 爲め ニ箇 年間 据置き、 此 年間 は 只 元金 十七 萬圓 

の 利子 一 萬 三千 六百圓 を、 毎年 日本 暦 七月に 返濟 する のみに す 可し、 元金 を 十に <R ち、 日本 明治 十八 年 

朝鲜開 闽四 百 九十 四 年よ リ向十 箇年を 限リ、 此閒 毎年 金 一 萬 七 千圓宛 利子 を 合して、 撗濱 正金銀行に 送 

付 返濟す 可き 事 

但し、 元金 十 <R の 一 を返濟 したる 時よ- リ、 利子 は 元金の 殘額 に準じて 次第に 減ずべ し 

•  第四條 

此 公債の 元金 利子と も、 此條 約の 通 リ返濟 す 可き に 萬 一意 外に 期日 を 愆る事 あらば、 此 公債 附 約に 記載 

する 如く、 或は 朝鲜國 慶尙道 釜山稅 關の收 入金 を 以て 代辨 返納に 充っ 可く、 又 或は 朝 鲜國咸 鏡 道端 川の 

金 確 を 朝鮮 政府 • 橫濱 正金銀行 立會 にて 開 採し、 其 採 收金を 以て 元利 金 返 濟に充 つ 可き 事 


第 五條  - 

此 公債の 元利 金 を返濟 する に、 或は 米穀 • 金銀 • 他の物 品 或は 日本の 諸 K 幣を 以てする は、， 一切 朝鮮 政， 

府の 便宜に 任ずべ し、 但し、 返濟の 都度 橫濱の 時相 場 を 以て 該諸 品の 價を 計算し、 撗濱 正金銀行に 送付 

返濟 すべき 事 

第六條 

以上 各條 の通リ 締約し、 双方 記名 調印の 上、 橫濱 正金銀行よ リは 別に 人 を 派して 朝鮮 京 城に 到らし め.' 

朝鮮 政府 の 批准 を受く ベ き 事 

：=： 本 明治 十五 华 十二月 十八 日 

朝鮮 開國 四百 九十 一 年 壬 午 十 一 月 八日 

.  日本 東京に 於て 

曰 本横濱 正金銀行. 頭取 

,  .  小 光， 景 印- 

*  拙者の 面前に 於て 記名 調印す 

小 信吉 Sr 

明治 政府 の 『銀行 會社及 人民 貸』  一 九九 
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朝鲜國 特命 仝權 大臣 

朴 泳 孝 印- 

特命 副 全 櫂 

金 晚植 印. 

拙者 Q 面前に 於て 記名 調印す 

、  金 玉 均 印. 

本文、 特命 仝權 大臣 朴泳孝 • 特命 副 仝權金 晚植結 約の 次. 第、 朝鲜 政府に 於て 批准 致 候 事 

朝鮮 開 n 四百 九十 一 年 十二月 八日  、 

朝鮮 京 城に 於て 

, 戶曹判 書 金 有 淵 印 

右の 契約に 依って、 貸付金 額 は 紙幣で 十七 萬圓と 定められ たが、 其 後 朝鮮 政府の 便宜の つ 

ため 之 を 改め、 紙幣 を 時の 相場 卽ち 銀貨 一 圓 に付き 紙幣 一 圓 四十 一 錢餘を 以て 銀貨に 換算. 

し、 結局 銀貨で 十二 萬 五百圓 とした。 また 利子の 如き も、 年 八 分より 年 四 分に 改訂せられ. 

た J 貸付の 撸保 として は 釜 山稅關 の關稅 或は 端 川の 金 鑛が擧 げられ てゐ るが、 附 約に は 端. 


川金鑛 のみで 不足の 時 は隨時 他の 金鑛を 以て 之に 充てる 等の ことが 規定され てゐ る。 同 貸.. 

付 金の 返納 は、 二十 二 年 迄 無事 豫定 通り 行 はれた ことが 明かで あるが、 その後に ついては 

詳 かにす る を 得ない。  . 

尙ほ、 銀行 貸付の 貸付 總額 • 返納 額 • 常用 引 繼額。 拂切額 を擧げ ると、 次の 如くで ある。 


項 


目 


第 

いふ 

第 

第 


二 

六 


銀 


十 


三 

五 


三 十二 銀 

三十 四 銀 

四十 二 銀 

五十八 銀 


行 

行 


貸付 總額 

七、 S 九 、一一 二 六 

九、 六 二八、 六 01 

、 lso、§ 

•slcrlQ 六 

一 1ー0、000 

1 、■、§ 

二 0、00。 

二 crooQ 

二  S00 

一 Q、QQQ 


七、 一一 Is  、一一 二 六 

九、 さ Kdl 

一四 0、。。0 

S 一 0、1Q 六 

き、 000 

111。、§ 

一、。 00、§ 

二 0、0。0 

二。、。 QQ 

二 九、 00。 

1Q、§ 


常用 引繼額 

天 BrgQ 

0 

0 

0 

0 

0 

0- 

0 

•  0 

Q  ： 


W 切 


円 

Q 

0 

0 

Q 

0 

0 

0 

0. 
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第 七十 四 銀行 

第 百 二 銀行 

第 百 十 銀行 

第 百 二十 一 銀行 

第 百 二十 六 銀 行 

第 百 三十 銀行 

第 百 四十 八 銀行 

各 銀行 發行 紙幣 丁 付 迄 貸付 

橫濱 正金銀行 

香港 上海 銀行 

東洋 銀行 

三 井 銀行 

第 四十 四 銀行へ 貸付の 分 

第三 銀行へ 移轉 

石川驟 北陸 銀行 

橫濱 正金銀行 朝鲜 政府 貸 

與 の は 貸 出 

第三 十 H 銀行 荷爲替 年賦 

金 正 銀行へ 貸舆 

爲替食 社 


一 cr§ 

g、§ 

二 。、■ 

二。、  § 

ニー、 COC- 

二 0、§ 

二、 二 藍、 so 

S  、七 八 九、 BIS 

八 ig 

irss 七、 五一 六 

一 0 、八 一一 一二、 八 五八 

き、。。 Q 

三。、 ■ 

一 一?5111 五 

11 一 s、§ 


ョ、§ 円 

二 c、§ 

二 0、§ 

ニー、 § 

二 。、■ 

二、 二  g、go 

S  、七 八 九、 SS 

sir  000 

一一 rs  二 七、 m 一六 

一 0、 さ 1  一二、 八 五八 

lo、og 

E:? ハー 1 一六 

BK  、二  is 

二 六、 き Q 


二 〇 二 

C 一 


10、§ 

0 

Q 

0 

0 

0 

二 g、§ 

0 

七 二、 邑 0 

一 五 0、£臺 


円 

Q 

0 

0 

。 

二 0、§ 

Q 

M  、一一 一六 一一 一 

0 

二 七 一一 一、 一一 一 01} 


計  sro な 一、 七 八 二  so  、さ 八、 iiKs  八 S 七、 七 一 1ー五 

百  比  分  100  九 七  二 

備考 I 官廳 貸付の 備考に 同じ 

(？？ ) 東洋 經濟 新報 社 「金融 六十 年史」 三 四 三— 三 五 五 頁 

G?)*(g)*(，g)*(£-).ffi)*s) 寫本 「松 方 家 文書」 第 四三號 

(^プ(§) 寫本 「松 尾 家 文書」 第二 ニ號 

五、 會社 貸付 

社 貸付と は、 言 ふ^もな く 色々 の會 社に 對 する 貸付 を 意味す るので あるが、 そのうち 

政府が 輸出 賀易を 保護 助成す るた め 貿易 會 社に 直接 或は 間接に 融通した ものが、 過半 を 占 

めて ゐる。 尤も 會社 貸付のう ちの 最高 額 は 三菱 龠 社に 對 する もので、 約 二百 五十 萬圓に 達 

して ゐる。 同 貸付金 は、 海 蓮 事業 保護の ため 汽船 購入 代 及び 修 8J として 貸付け たもので 

あって、 明治 八 年度に 於て は 常用 部より 貸付け たの を、 翌九 年度 以降 準備金の 會 計に 移し 

(2  ) 

たもので ある。 
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11 一一 1 一七、 六 2 
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二 〇 四 


いま 會社 貸付の 貸付 總 額- 

項  目 

ゥ オル スホ， - ル商會 

小  野  組 

齊萊  114 

三 菱會社 

廣 業商會 

三 井 物 產會社 

第 一 銀行、 三 井 物 產會社 

起立 ェ商會 社 


- 返納 額 • 常用 引 li 額 .拂 切 額 を 表示す ると、 次の 如くで ある Q 


大 

新 

東 


同 

本 


商 

商 


京 商 


社 

社 


共 同 運 輪 〈5: 社 爲替金 未納 

起立 ェ商會 社の 分 圓中組 

に て 引受 


貸付 總額 

10 七、 S1 

さ 1 一 、七 五一 

1 ニニ、 一六 C 

二、  S 七 20 

六 七 0、§Q 

六 二 IrsQ 

二。 0、§ 

11 二  0、。00 

き、 go 

Hi じ、 eg 

二 c、§ 

11 二  。、■ 

一七 二、 八 g 

さニハニ 六 


返納 額 

一。 七、 一九二 

九 三、 七 

一二 二、 一六 0 

七 Q、Qg 

1。、Q。Q 

九、 § 

二  rooo 

五 二、 

1 七 二、 八 OQ 

Q 


常用 引繼額 

九 二、。。。 

二。。、  ■ 

i、。。0 

二 0、§ 

1。0、§ 

0 

0 


拂 切 高 

円 

0 

0 

0 

•  0 

Q 

0 

0 

。 

五、 六 S 

. M  、六 二 さ 


蔵 井商會 交換 代リ米 代金 

圓中組 荷爲替 返納 殘金 

鳥 取 共 愛社 預米拂 下 代金 

神 戶丸越 組 荷爲替 返納 殘 

金 

秋 E 改良 社 改良 米 買 入 代 

前金 貸 

日本 商. 4: 荷爲替 年賦 金ず • 

金銀 行へ 貸與 

新燧社 荷爲释 年賦 金 同上 

名 古 屋七寶 會社荷 爲替年 

賦金 同上  • 

內國及 扶桑 商 食 外 五社 荷 

爲替 年賦 金 同上 

貿易商 會 荷爲替 年賦 金 同 

上野 繭絲 改良 社 荷 爲替年 

賦金 同上 

貿易商 會 荷爲替 年賦 金假 

漉 同上 

精磁會 社 和 蘭博覽 會荷爲 

替金 同上 

岐阜 縣生絲 改良 會 社荷爲 

替假渡 同上 


111、 七 八 二 

二 

一 0、 八 九 Bl 

1  一 、M 

き i 

一一 1 一六、 11 一六 一 

一 0、 八 七。 

S 六 六、 二 六 六 

1 八 八、 七 一七 

11ー0。、§ 

11ー七、七六1^ 

*  二、 一七 九 
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11 一、 六 一四 

二  S 

1 、七 ー1ー0 

11 一、 六 0六 

一 or 七 Q 九 

Is 七 

二、 碧 

r 七 一八 

r 七 Q 七 


0 

0  . 

0 

srs  二 

. ニー n 、二 六 六 

一一 一。。、 § 

0 

0 

0 

二 〇 五 


二、 一六 八 

1 、六 八 二 

5 ハー 1 一七 

七、 八 六 九 

二 六 S 九 

11 二  、室 

二 七 0、 七 七 ◦ 

111ー1  一、 OS 七 

1 、六 一一 一？ 1 

11  一 r  二な 一 


c 円 二 

〇 

- 1  * 


右 表に 於て 特に 目立つ こと は、 未納 額が 全體の 半分 も ある ことで ある。 この こと は 貸付 

の 不良 を 意味す るよりも、 むしろ 間接に 當 時の 海外 貿易 事業が 如何に 困難で あつたか を 如 

實に 物語る もので あらう" 元来 政府 は 輸出 獎勵 のた め、 正金銀行 をして 輸出 商人に 對し荷 

爲替 取組の 便宜 を 得せし め、 其の 資金と して 三百 萬圓 (後に は 四百 五十 萬圓) • を 限度と して 必 

要の 都度 貸 下げた。 然るに 輸出 商のう ち、 事業の 蹉跌の ため 荷爲替 資金の 返納 を 延滞す る 

者 を 多く 生じ、 逸に 政府 は 明治 十六 年より 十七 年に かけて 從來の 延滞金に して 急速 取 立て 

、4  ) 

の 見込な きものに 限り 年賦 返納 を 許レ、 年賦 金 を 正金銀行が 囘收 して 政府に 返納す る 迄、 

假 りに 計算 上 正金銀行に 對 する 貸付と して 整理した。 これ 卽ち右 表に、 日本 商會を 始め 各 

種會 社の 一 「荷 爲替 年賦 金 正金銀行へ 貸舆』 と 見 ゆると ころの ものである： 會社 貸付の 内容、 


幕末 維新 

貿易商 會浦潮 港 荷 爲替滞  一一、 き,  一、gf 

利金 同上  I  I  -  I  0 

計  rAad ハー  IrKBT 七 H ハ 

百分比  一 g  1-1 

備考 官 iS 貸： Ie: の 備考に 同じ 


10、 三 八 

1、0 一九 d 八 


二、 一  11 二 九、 六 七 七 

一一 一 S 


： 特に 廣業商 日本 商 #• 起立 ェ商會 社 等の 貿易 會 社に 關 して は、 詳細なる 資料が ある。 

. 併し乍ら、 本稿に 於て 之 等 を 取扱 ふこと は餘 りに 煩に 過ぎる から、 更に 後日の 檢 討に 譲る 

こと、 する。 

S) 「歳入歳出 決算報告 書」 上卷 一八 八 II 八 九 頁  " ノ 

(お) 「明治 財政 史」， 第九卷 五六 一 頁 以下、 同書 第 十三 卷九 一 七 頁 以下 參照 

-©.) 同上 書 第 十三 卷九四 二 頁 

六、 個人 貸 付 


個人 貸付 は卽ち 人民 貸で ある。 之に 關 しても 穗々 の 問題が あるで あらう が、 こ \ では 跟 

： に 貸付 總額 • 返納 額 • 常用 引繼額 • 拂切額 を 擧げ、 その 參考に 供しょう。 

a  自  貸付 總額 返納 額 常用 引繼額 拂 切 


原 善 三 

安田 善 次 

五 代. 友 


厚 


貸付 總額 

11 一七、 ■ 

g、000 

六 S  、六 S 


返納 額 

一一 一七、 SQ 

s、0。0 

S  、六 S 


常用 引繼額 
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笠 野 吉次郞 
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金 田 友 七 

杉 山 岩 三 郞 

田 中 平 八 

阿部 彥太郞 外 二人 荷爲替 

年賦 金 正金銀行へ 貸與金 
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備考— (1) 及 (2) は、 官 II 貸付の 備考に 问じ . 

(3) 各 3f 度 別の 貸付 額 は、 煩に 一旦る を 以て 省略 


尙ほ 貸付： III 的の 明かなる もの 


を擧げ ると、 島津 忠義 貸 與の分 は 鑛山资 本で あ 


(S 


衫山岩 三 郞の分 は 常 平 局 米穀 買收 資本で あり、 嶺眞 興の 分 は 恐らく 貿易 事業に 對 する 助成 


、6  , 一 

(-4  ) 


金で あらう。 個人 貸付に 於ても、 會社 貸付と 同様 未納 額の 多い こと は、 注目す ベ きで ある" 

•  「準備金 貸 出金 內譯 表」 * 

(§) 「松 尾 家 文書」 第五 〇 號 
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二 〇 九 


七、 

結 


末 

維 


〇 


明治維新 と共に、 封建 社畲は 一朝に して 崩壤 したが、 それと 同時に 封建的なる 經 濟組截 

迄 も 全く なくなって 了った わけではなかった" 舊經濟 組織が 改革され、 新經濟 組織が 受け 

入れられ、 それが 正常なる 資本主義 的 發展の 軌道に 乘る ために は尙ほ 多くの 年月 を 要した 

ので ある。 所謂 銀行 會社及 人民 貸 は、 か \ る 過渡期に あって 政府が 民間の 金融 • 貿易 其 他 

、王と して 大 資本 を 要する 事業に 融資した ものであって、 我國 資本主義の 發展 途上に 於け る 

として、 我國 資本主義 育成の 糧 となった ものである。 銀行 會社及 人民 貸の 本質 は、 他 

の勸業 貸付 等と 同様 民業の 振興 • 新產 業の 助成 • 外國 貿易の 勸獎 等に あって、 利殖の 如き 

は 第二 段の 問題で あり、 未納 金の 多い こと も 或 程度 迄は餘 儀ない ことであった。 從 つて、 

明治 一 一十 四 年 第 一 囘帝國 議會に 於て 大藏 大臣 松 方 正義 は 『元来 政 1^ が 貸 下金 をな したる は 

敢て 利殖 を 計る が爲 めにあらざる を 以て、 利 引の 爲 めに 貸 下 元金 を 減じた る ものに 至りて 

は、 之 を 補 K する の 意 あるに あらす』 云々 と說 いて ゐる。 以て、 その 意圖 する 處を 推す る 


ことが 出来よう。  、  i 

思 ふに 銀行 會社及 人民 貸 は 維新 以後 我 圏 資本主義 社會 がかく も圓 滑に 脊成 する h に 誠に 

缺 くべ からざる 溫床 であった。 この 溫 床に 依って 我が 金融資本 は 安全に 保護され、 海運 事 

業は發 達し 外國 貿易の 基礎が 築かれ、 更に は 海外 發展の 第一歩が 印せられ たので ある〕 0 

し 我國の 如く 封建 社き より 資本主義 社會へ 急激に 轉換 せねば ならぬ ものに あって は それに 

隨伴 する 摩擦 を 減殺す るた めに 一 時 かくの 如き 溫床を 築く こと は 誠に 必要なる ことで あつ 

たと 言 ふべき であらう。 

(钌) 「國庫 準備金 及 貸付金 等に 關 する 質問に 答 ふる 書」 


明治 政府の 『銀行 會社及 人民 貸』 


明治 初年に 於け る 農業 政策の 技術的 指導部 面と して 登場した 官然 農業 試驗場 は、 明治 十 

七 年 九月 卽ち 「興 * 意 a」 が 太 政官に 呈出され る 三 ヶ月 前に 印刷され た 「農政 計 S 圖 表解 

說」 (未定稿) にある 如く 一一」 其 目的 トス ル處ハ 農業 ノ全體 若 クハ其 地 二 固有 セル 重要 物產ノ 

改良 ヲ圖ル 二 アラス シテ、 往々 新奇 一一 馳セ好 二 涉ルノ 弊』 があった ので ある〕 それ は 常時 

一 面に 於て ！ 後で は 方向 轉換が 行 はれた が 11 本邦 固有の 農業 を 改良、 漸進せ しむ 可し 

とい ふより は、 寧ろ 卽決 的に 泰西 農業の 普及 • 促進 を 目的と する ために、 先づ 以て 名稱は 

試 驗と稱 しても 實は 珍奇なる もの を 試み その 模範 を 示す とい ふ 云 は 、>  先走り 過ぎた 感がぁ 


つたので ある" 內藤新宿試驗場とその6^流たる三田育種場同じく三^農具製作所及び開柘 

使 {B 園 は その やうな 運命の 下に 生れた。 この こと は尙 明治 四 年 五月に 勸農 寮より 柬京府 に 

呈出した 農業 試驗地 設立の 目的に 『西洋 各圈ノ 穀類 ヲ始メ 菓子 (木ノ 誤) 等 有益 ノ分 御國內 

へ 繁殖 爲致 度： 込 ヨリ、 歐州之 法 一一 傚ヒ、 先 ッ試驗 地ヲ. 設ケ追 々施行 イタ シ度、 就 テハ府 

下人 民ノ耳 H ヲモ 開化 一一 爲 進度 譯 一一 付、 右 試 驗場ノ 義ハ』 人通り 多き 場所 乂は 人家 糊密の 

(2) 

所に 設立 せん. とその 候補地 を 物色した ことによ つても 察する ことが 出來 よう。 

斯くて その 年 十 一 月米國 より 農具 並に 穀菜 • 果樹の 到着す る や、 これ を災鴨 御用 地に 移 

したが、. 如上の： S 的に 適 ふ 場所と して 築地 織 田 信敏邸 (六 九 七 坪) • 本 所 柳 島 本 多 忠伸邸 三、 

〇〇〇 坪) • 同 横 川 通 牧野 康民邸 (三、 三 〇〇〇 坪) •， 同 猿 江 稻葉正 善 邸 (二、 六 七 七 坪) . 深 川 富 

川 町 元 桑 名 藩邸 二、 一  七 五坪) の 各 上 地と なって ゐ たもの を試驗 場と なし、 農具 置 場 を 設け 

た。 その後 試驗 地の 分散す る もの 十餘ケ 所に 及んだ が、 この やうに 各地に 散在す る こと は 

實際上 不便なる を 以て、 五 年 十月 勸業 課に 試 驗場掛 を 設け、 試 驗場を 一括して 一 ケ 所に 纏 

める こと \ なった。 卽ち新 宿に 在る 內藤賴 直 邸 約 九 萬 五 千 六 百 坪 を買收 し、 內藤新 宿試驗 

明治 初た 巾の 官營 農業 試驗場 .  . . ニニ ー一 
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場と 稱 した。 靳 くして 最初の 試驗 場の 設立 さる \ や、 翌年 一月 勸業諫 中の 分科 を 十 係に 分 

ち、 試驗揚 係長と して 岩山 直樹 (後に 敬義) を 任命し、 七 年 一 月より 植物 • 種苗 を 各 府縣に 

頒ち、 一般 希望者に 賣却 すると 同時に、 洋 牛馬 羊 及び 農具 貸與を 行った。 同年 三月 試驗揚 

內に 農務 課 を 設け、 農學 • 編輯 • 開 墾 • 養蠶 • 樹藝 • 牧畜 • 本草 • 分析 • 蟲學 • 種 庫に 分 

掌し、 植物 試 驗地條 令 を 定め、 場内に 農事 修學場 設立の 議を 決した。 次いで 勸業寮 支廳と 

改稱 す。 十 年 三月 勸農 局に 屬 して 植物 • 動物 • 農具 • 養 蠶* 製茶 • 製紙の 試驗を 行 ひ、 六 

月に は 試驗場 狭隘の ため 三 田四國 町に 種苗 地を擴 張し、 これ を 三 田 培養 地 次いで 三 田 育種 

揚と稱 した。 十二 年 五月 試驗 場の 禁苑 となって 宫內省 所管に 移る や、 場內の 農具 部 • 孵卵 

部 はこれ を 三 田 育種 場に、 農產 製造 部 は農學 課に、 製 絲部は 富 岡製絲 場に 分割され、 試驗 

場と しての 機能 は 停止され て 三 田 育種 場が 新しく 脚光に 浴す る こと.. なった。 この 中の 農 

具 部 が 三 田 農具 製作所と なる ので ある。  - 

一一、 內藤新 宿 試驗場 


內藤新 宿 試 驗場は 上述した 如き 經緯を 以て、 農業に 關 する 利害得失 を試驗 し、 農產 興殖， 

の 原理 を 講究す る を 目的と する ものであるが、 今 各部 門の 取扱 ふ 分野 を 『處 務條 令』 によ 

つて 示せば 次の 如くで ある。 

植 物掛 

一 、 人世 必用 ノ 植物 ハ 内外 ヲ論セ ス其 良種 ヲ撰 擇シテ 之ヲ樹 藝シ其 培養 耕轉. ノ法 ヨリ 虫害 防除 採收 獲， 

藏 等-一 至ル マ テ 從來稱 用スル ノ法ハ 勿論 近 今 ノ發明 古來ノ 傳說等 一 切 之 ヲ赏地 -1 終 驗シ其 利害 失. 

彼是 古今 ノ 比較 共 精細 -1 登錄シ 他日 仝 成ノ 上之ヲ 各地 -1 報告 シ 一 般 農業 ノ進 步ヲ助 クル ヲ以テ 主眼 

トス 0 

一、 試驗 地ヲ區 分シテ 一田 六 園ト， ス。  ， 

第一 稻£ • 第二 穀 菜園 • 第三 草木 圃 • 第 四 各 用 植物園 • 第五 牧草 園 • 第 六 藥草園 • 第 七 用材 園 . 

(以下 略) 

動物 掛 

一 、 人世 有益 ノ食獸 蟲魚等 育 養法ノ 利害得失 ヲ經 驗シ特 - ー最モ 必要 ナ ル牛馬 羊ノ良 畜ヲ祭 養シ其 骨挤： 

種類 良否 ノ 鑑別 其 他 治療 術 及 ヒ傳染 病 豫防ノ 方法 或ハ 睾丸 切斷等 ノ事ヲ 講究 ス へ シ〕 

明治 初年の 官營 農業 試驗場  _  ニー  五 
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、 拽乳及 ヒ製酷 羊毛 剪 刈等ノ 手術 ヲ 研究 ス へ シ。 

、 諸種 ノ 孳尾 ヲ乞フ 者 アル トキ ハ何ノ 飼 畜二不 限 速-一 交換 セ シム ヘシ。 

(以下 略) 

農具 掛 

、 內外農 用 諸器械 ノ便否 得失 ヲ 研究 シ 至便 ノ 良器ヲ 製造 シ 耕耨 敉穫ノ 勞費ヲ 省キ 農益ヲ 興起 ス C 

シ 0 

、 農器ノ 使用 ヲ 質問 ス ル モノ アル トキ ハ 塾到ヲ 盡シテ 敎授ス へ シ。 

、 試 驗ヲ經 テ輕便 有益 ノ 器具 ナ ル ハ之ヲ 登 錄シテ 編 募 課-一 送致 シ 報告書-一 編入 ス へ シ。 

養蠶掛 

、 數種ノ 蠶ヲ育 養シ其 得失 ヲ經 驗シテ 繭絲ヲ シテ益 純良 ナ ラシ ムルノ 術ヲ 講究 ス へ シ。 

蟹病ノ 發スル 原因 ヲ審 ニシ 之ヲ豫 防スル ノ 方法 ヲ 講究 ス ヘシ" 

、 桑樹ノ 適否 ヲ經 驗シ其 原理 ヲ 研究 ス へ シ。 

、 各地 方 養蠶ノ 習慣-一 於ル其 可否 得失 ヲ明辨 シテ其 拙劣 ナ ル -ー ハ 之-一善 良ノ 養法ヲ 開示 ス へ % 

、 (以下 略)  ， 

製絲掛 


1、 水車 器械 ノ製 絲所ヲ 建設 シ其 製絲ノ 品位 器械 ノ便 捷ヲ j 摇ニ シテ 赏理ヲ 開示 ス へ シ-) . 

攀  I 

一 、 ェ女ヲ 展入レ 製絲ノ 業-一 黽勉 從事セ シム へ % 

(以下 略) 

製茶 掛 

一 、 茶 書 各種 ノ 製法 ヲ經驗 シ益良 製ナラ シ ム ルノ 手術 ヲ 講究 ス へ シ" 

1 、 各地 產茶ノ 多少 良否 ヲ審 -1 シ其 品種-一 從ヒ 榮法ノ 得失 ヲ 研究 ス へ シ。 

1 、 海外 飮用ノ 嗜好 ヲ審了 シ我カ 製法 ノ 適否 得失 ヲ 講明ス へ シ。 

一 、 從來 無用 一一 屬セ シ山生 ノ茶ヲ シテ 製法 ノ術ヲ 講究 シ 有益 ヲ天產 物 タラ シ ム へ シ 0 

、(以下 略) 

以て 試驗 場の 使命 を 察する に 足りる ものであるが、 このま-^ の 使命 • 目的の 線に 沿 ふて 

赏 行され たと は 云 へない。 それ は 設立 後 間もなくして 襲 ふた 方向 轉換の 前に 脆く も 挫折し 

てし まった ので あるから、 實際 上の 效果 は藉 すに 年月 を 以てしなければ 不明 だ か. ら で あ 

る。 亦 これ 等の 中で 最も 意 を 用ひハ 心を盡 したの は 果樹 *穀 茱に關 する 分野であった。 吾 

吾 はこの 部門に 關 して 當 時の 政策の 赏體の 一端が 明瞭に 描き出されて ゐる こと を.^ る。 何 
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故なら ば これ 等の もの は 在来種の 試驗 • 改良と V ふこと より は、 その 中心 は 西洋 種 その ま 

まの 栽培 法に 從 つて 可な り 無差別に 促進した 點 にあった からで ある。 

洋種 果樹 類の 輸入 • 試植は 明治 初年 早 々より 着手され てゐ るが、 七 • 八 年に は 在米 桑 港 

領事の 手 を 通じ ，sl 一 gilr-Ma-plo  .  TI01) . 釀造用 葡萄 • 各種の I" (ョ. y  .  orange  •  ！, ciuon  • 製麵 

飽用麥 各種が 輸入され た. - 爾後 相繼 いで 或は 支那より 葡萄 • 苹果 • 柿 • 梨 • 桃 等 を 始め、 

澳國 より 櫻 桃 を、 香港より Miulggtcen 等 を 致 送せ しめて 試植 し、 七 年 以後に 於て は各府 

縣に 分賦す ると 同時に、 時に 溫熱帶 植物 は 三 田 育種 場が 設立され てからで は あるが、 適當 

の 場所に 試 驗場を 新設した。 神戶 阿利 襪園 • 播州 葡萄園の 如き、 或は 小 笠 原 島に 於け る 幾 

那 • 胡桃 • 茄菲 • 覇王樹 sa-cti)  • 護講 . 明 石屋 樹 (Acacia) の 如き これで ある。 各府縣 へ 

の配頒 は大體 * 樹 として は 桃 • 苹果 • 櫻 桃 *梨* 葡萄 *李* フサ スグリ • スグリ • 無花果， 

フダ i サゥ  トマト 

楓梓 • 杏で あり、 穀菜 類で は 米 國產大 茄子 • 蒸 菜 •  豆 • 玉蜀黍 • 蕃茄、 英佛國 產甘藍 • 

玉葱 • 瑞典燕 菁の他 大小 麥 • 燕麥 • 裸麥 等で あつ た。 これ 等の 果樹 11 穀茱 類の 種類 は 七 

十 有餘、 三百 餘 種に 上って ねる が、 この 試驗 場の 分と 後の 育種 場の 分との 輸入品 目 は 「舶 


來穀菜 要覽」 に詳 かで ある。 以上の 果樹の 中で 現在 各府縣 の特產 • 名產 となって ゐる もの 

に、 岩 手 • 山形 *靑 森の 苹果が ある。 何れも 明治 八 年配 分され た 苗樹に 胚胎して ゐる。 岡 

山 • 神奈 川の 桃 も その 淵源 はこ \ にある し、 山形の 櫻 桃 は 明治 九 年 縣令三 島通庸 が、 開拓 

使より 苗 を 取り寄せ 千歳 公園の 一部に 栽植 したの が 始まりで、 米澤 地方の 士族 敷地 內に栽 

培され しによ る。 併し乍ら 我國に 於て 古来より 有名で あり、 一般に 賞美され 亦 決して 外來 

種に 劣らなかった 梨 • 柿 • 李 • 枇杷 • 葡萄の 一 部の 如き は、 外來 種の 普及 は 論外で あ つ 

たリ 在來 種の 品種改良 は 後年に 起った ことであって、 外来 種 そのもの- -栽植 は在來 種に 壓 

倒された。 以上の 中で 葡萄 は 特に 歐洲產 は 始め 醸造 用と して 輸入され、 このために 播州 葡 
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萄園も 設置され て釀 酒に 着手した ので あるが、 改良 • 普及 をみ すして 中止され、 米國 種の 

一部が 生 食用と して 殘 された。 靑森縣 中 津輕郡 藤 田 葡萄園より、 朝廷へ 獻納 の榮を 賜った 

Black-Mamburg 種 は 異例に 屬 する。 

穀菜類 は 前に も 一 寸觸れ たが、 小麥の 如き は 明治 十 年 P ン ドンに 於て 品評せ しめんと し 

たこと も あるが、 輸送 途中 腐敗して しまった。 穀物 は 麥類を 中心として 一 部 カビフ イナ 
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米 *大 唐 米 • 瓜哇 米が 試驗 され、 これ を 我 國從來 の 栽培 法に 從 つて 試 植し たもので あるが、 

米に 關 する 試 驗は農 商務省 設立 後 本格的に 着手され たもので ある" それ は 外来の 園藝 作物 

を 中心とした 常 初の 十數 年間 j;r 米 を 省みる 餘裕 がなかった からで ある。 古い ものより 新 

しい もの へ の 傾向 はこ、 にも みられる。 從來の 栽培 法と 云へば 蔬菜 類の 一 部 もこれ に 傚つ 

たもので あって、 明治 七 年 十月に は 試驗場 育成の 種子 を 東京 • 福 岡 を 除き 全國 一 ー府 五十 1 1 

縣に 頒布し、 その 風土 *氣 候に 適する や 否や を 試みた ことがある。 それ は 0ats.ral>r-lg2* 

Eggplants  •  Tomatos  •  Indian-Corn  •  Peas  •  B2ts 等で ある。 尙こ の 他に 印度 藍 • 西洋 茜 

の 如き 染料 作物 を 始め、 米國產 陸地 綿 • 海 島 綿 及び ヱ ジブ ト綿、 或は 支那 苧窳 *亞 麻の 如 

き 織 維 作物、 蔬菜 類と して は 以上の 他 Asparagus  •  IVIustard  •  Onion  •  Turnip が あり、 藥 

草 • 香辛料と しての ヒ. tirhola-.sn お 。•  Hosc-nulish が あり、 牧草と して rill\snilM01Thal.d- 

grass つ crvc 了  Kuplullpha 等が ある。 而し てこれ 等 は その 一 々について 懇切 を 極めた る 栽 

培 方法 • 用途 を 記し、 或 場合に は實地 指導者 を 派遣して 獎勵 すると 共に、 一定の 用 式に よ 

つて、 その 結 * を 報告せ しめた。 


以上 は 舶來の a 樹 • 穀荣 について にある が、 尙こ の 他に 試驗 場と して は 非お に 消極的で 

は あるが 在來 有用 種の 科學的 研究に も乘り 出さない 譯 ではなかった。 例お 熊 本 • 鹿兒， ひ？ • 

長 野 • 靜岡 各縣に 於け る黃攄 • ジャ ボン • 胡 桃 • 鳩 皮 木 • 稷橺 • 樱， ：！？ 大根 •  • ボ 

ンタ ン 等の 如き これで ある。 こ の 中で 煙草 • 桑 • 茶 は外國 貿易 を H 的と した 卞； 要： ^ 出：： g と 

し て 可な り カを盡 して ゐ る。 煙草 は 米國種 Florida  •  Maryland  •  connectk.ut  •  Kentucky 

を 中心として これに 米國 より 輸入した Havana  •  Cuba  •  H^^^.^^^-^ と smatl.a  .  Kiissia  と 

を 加 へ て 岡 山 • 鹿兒島 • 栃木 各地の 古来 有名なる 產 地に 試 植 せしめる と：^ 時に その 地 葉 及 

び內地 各地 產 葉と の 比較 研究 を 行 はし めた。 こ れ亦試 驗場廢 止 後 數年經 つ てからで は ある 

が 試 植人を 指定して 一 定の用 式の 下に その 種類 • 反別. 移植 及 收穫期 nz. 培養 方法. 摘芽 .收 

穰 高等 を 詳細 記入せ しめて 申告 させた。 

當 時代の 最大 輸出品の 一 としての 生絲 改良の ため、 蠶桑 及び 製 絲に關 して は特 5： に： 化 意 

されて ねた。 その 最初 は 明治 七 年豐岡 • 新 潟 • 筑摩 • 長 野 • 滋賀 • 熊 谷 • 福，： S  •  S 賜 • 宮 

城 • 山 梨の 古来より 養蠶 地と して 有ぶな 各地の 桑苗 一 縣宛千 百 本、 蠶稀紙 ： 枚 分-: g を試驗 

明治 初^の 官營 農業 試驗場  ニニ 一 


幕末 維新  ニニ 二 

場に 取 寄せ、 桑苗の 上中下 • 早晩の 品 別、 地名 • 培養 方法 等 を 取調べ、 且 熟練の 農夫 一名 

宛 六 ヶ月 間 雇人れ、 このために 新に 試 驗場內 約 一 萬 坪 を 開墾し、 その 苗圃に 充てた。 これ 

と 同時に 淸 • 伊 • 佛 • 澳 の 外國種 桑苗の 試 植を行 ひ、 各種の 養蠶法 及び 蠶 病の 實驗を 行つ 

たつ 特筆す 可き こと は 蟹蛆豫 防であって、 明治 九 年 九月 ミラノに 於け る 第五 囘養蠶 大會に 

於て、 その 檢查 方法 を發 表して ゐる ことで ある。 この こと は餘 りに 技術的に 1 るから 省略 

する が、 大體蠶 窒を淸 冷 • 淸溫 . 盛 熱 • 濕暖 • 病蠶 • 乾 寒 • 濕 寒の 七 育 室に 分け、 各室 亦 

】 ニニより 十二の 部門に 分けて 各國 • 各地 夫， 《^ の蠶卵 を實驗 した 大掛 りな. もので あつお- 家 

蠶の 他に 天蠶の 飼育 も 講究 された。 その 對象 となった の は 長 崎縣南 安藝 郡 賓明村 の 小 穴 與 

市の 天蠶 飼育 法で ぁリ、 これより 先き 五 年 八月に は大藏 省より 「山蠶 飼養 方法 書」 も 頒布 

されて ゐる。 製 絲に關 して は當時 各地に 製絲場 設立の 氣 運が 勃興して ゐた 時で は あるが、 

未だ 大多數 は 從來の 手 取 • 坐 繰に よる 方法 を 採用して ゐ たので、 このために 起る 粗 甘 S を 

止め、 器械 製絲を 普及せ しめんと して 試 驗揚內 に各府 腐より 生徒 を 募集して 傳 習せ しむる 

と 同時に 石川縣 その他に は 敎師を 派遣した。 明治 十 年の ことで ある。 この 時の 試 驗揚內 に 


設置した 撚絲 機械 は 純然たる 國產 品であって、 動力に は 洋式 模倣の 水車 を 用 ひた" 而 して 

製絲 過程 は 繰 製 • 燃 製の 二部に 分れ、 前者 はィ タリ ー の 方法に 傚った。 結 * として は！： ルる 

可き ものはなかった が、 翌年の 暮には 燃絲を 以て 桐 生の 職工に 織らし め、 三 井 物^ # 社の 

3  ) 

芋 を經て フランスに 輸出して ゐる。  . 

. 製茶に 關 して は 紅茶の 製造であった。 明治 八 年 四月 淸國人 姚秋桂 • 凌 長 富 を 雇人れ て 支 

都 式に よる 紅茶 及び 綠茶 • 烏龍茶 等の 製法 傳習 であるが、 これと 同時に 肥 後 • 幽， 力 # 地方の 

山 茶の 利用が 講ぜられた。 この 事 は 亦 當時行 はれて ゐた 士族 授產 事業と 關聯 する U 亦 局 

員 多 田 元吉を 印度に 派遣し、 彼 地の 實況を 視察せ しめ 併せて その 焙煉法 を 習得せ しめ、 こ 
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れを 製茶 掛に 於て 實 施した。 多 田 は 右 を 基と して 「紅茶 製法 纂要」 及び 「紅茶 說」 を 著 は 

し、 十 一 年 前者 は勸農 局より 出版され た。 

染料に 就いては 前に も 一 言 觸れた 如くに 西洋 茜 Madder  . 印度 藍 Imligo-plant の試植 • 

製造が 行 はれ、 傳習生 を 養成す ると 共に 西南 地方の 暖地に 栽植 が獎勵 された。 小 笠 原 諸島 

に 於け る 呀嚨蟲 飼育 も 洋紅 染料 を 目的と した ものである。 これ 等と； 時に 試驗 場内に 於て 
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在来種と しての 鹿 兒島縣 大島產 の 山 藍より 靑靛を 試 製し 口 ンド ンに 於て 品評せ しめた こと 
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もあった。 

繊維 作物と しての 麻 類 及び 各 綿 種の 試植は 好結果 は 得られなかった。 

畜養は 殊に 牧畜と しての 牛馬 羊の 飼育 は 嶺岡を 中心とする 牧場に 於て 主として 行 はれ、 

試 驗場內 に 於て は單に 牛酪 を 製造した のみし か 記されて ゐ ない。 唯 i 豕禽に 於て は 始めて 人 

ェ 孵卵が 試みられた。 指導者 は 明治 九 年 招聘した 睦享瑞 • 仇金寳 である。 支那 卿 卵 方法で 

あるが、 成績 は 可な り惡 かった と 記されて ゐる。 この 人工 孵卵の 動機 は 肉 用 鶴の 蕃殖に 在 

つたが、 鷄に換 ふるに 發 育の 早い 家鴨 を 以てした の は、 大久保 利 通が 北京 談判の 歸途 蹇灣 

に 立ち寄って 本島人の 人工 孵化の 實况を 視察した.^ めだと 傳 へられて ゐる。 この 人工 孵卵 

を撸當 したの は 勸業寮 員 衣笠 豪 谷であって 「人 孵卵 圖解」 を 著述した。 

以上の 他 內藤新 宿試驗 場に 於て 實驗を 試みた ものに 彼の 有名な 津田 仙の 媒助 法が ある。 

卽ち 「農業 三 事」 の 第三に 示された る 『人工 を 以て 草木の 實を 結ばし むる 事』 であって、 

津田は 滯澳ゥ ヰ， I ン 郊外に 於て 發案者 荷 衣 伯 連 Daniel  Hooibrenk 及び 博 覽# 事務 宵 田 中 


I, 男と.： i ハ にこの 花粉 交 媒を麥 類 を 以て 實驗し 『ー殳^^ノ期ーー至リ、 尋常 成 熱 ノ麥ト 比較 セシ 

11、 果 シしァ 倍量ヲ 得』 再び これ を 葡萄に 試みて 『一 根樹ニ シテ其 果ヲ結 フコト 三百 三十 餘 

把ヲ得 タリ。 荷氏ト 共-一之 ヲ博覽 會果霣 列 品 場へ 携へ シ 二、 看 者 皆 培養 ノ驗 アル ヲ駭 * セ 

.,サ ルナ』 き 好成績 を 得た ので あるが、 この 試驗 場に 於け る實驗 は餘り 芳しくなかった。 明 

^八 年 十二月の 『媒助 比較 表』 に は、 津 田の 記した 各種の 媒助 方法に よって 交媒を 行った 

ので あるが 『早稻 及 ヒ 田 稻媒助 法相 施 シ 收穫 ノ 上 比較 表 編 製候處 充分 ノ試驗 一一 ァ ラサル ヲ 

1  (2  ) 

•i; ニァ J 世に 示す こと を 止め、 次いで 九 年 • 十 年に も實驗 された が、 當 初の 十 ケ年赏 驗計畫 

は、 試 驗場廢 止の ために 充分の 結果 をみ る ことが 出來 なかった。 

抑 も 斯く媒 助 法 を實驗 する に 至った 動機 は、 津 田が 歸國後 この 方法 を勸獎 した k め 全. S 

各地に 波及す るに 至り、 津 田の 手下に は 彼 自身 創設した 學農 社に 於け る赏驗 と 各地よりの 

報吿も 可な りの 好結果 を 以て 集められた。 然るに 勸業寮 雇 外國人 G.  Wagner はこの 方法 

に辯駁 して 『右 媒助法 ハ徒ラ 一一 勞カヲ 齊シテ 之 レヲ償 フ功驗 ナシ』 として 歐洲に 於け る實 

論の 結果 を 建言した。 このため 當局は 英佛米 獨の四 1： 駐在 公使に 訓令して 各 國農學 者の 意 
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a を 求めた ので あるが、 これ を 得る こと 能 はす、 これにつ いで 再び フランス 政府の i.: (驗 成. 

果 が \vilgn2- より 呈示され、 これが 反 誘され て 『禾花 媒助法 廢棄の 件』 と 題して 廣：^ I： され 

. た。 こ \ に 於て 當局は その 利害得失 を論斷 する 能 はす、 世人 は 『一層 腦髓ヲ 困苦 セシ ムル 

二 至ル』 故に、 これ を實驗 して 廣く 人に 開示 せん 意圖を 抱いて ゐ たので ある。 たま/.、 

これに 應 じて 津田は 建言して 一 「媒助 法 ノ如キ ハ 利害 ノ未タ 判然 タラサ ル モノ ナルャ ハ計リ 

難 シト雖 トモ、 各 府縣下 ヨリ 私 方マデ 一一 致 シ來ル 處ノ諸 表 一一 依ル トキ ハ十 二八 九迄ハ 利益 

ァリ、 卽チ 別紙 赏驗表 中二 記スガ 如ト雖 トモ、 若ャ 此法ノ 果シテ 利益 ナル ニ於テ ハ、 私 二 

. 於テ モ此法 ヲ以テ 世人 二 勸獎ス ベ キ 理由ナ シ、 冀ク ハ 政府 二 於テ諸 府縣中 然ルべ キ處 二 五 

六ケ 所ノ赏 驗地ヲ 別段 御 設立 被爲在 速力 ニ當秋 ノ稻花 ヲ以テ 精細 此ノ 法ヲ 御試驗 一一 相 成 

度』 旨 を 願 出で たので、 上述した 如き 試 驗揚內 の實驗 となった ので あ (I い 

以上 內藤新 宿 試 驗場內 の 內容を 概観した ので あるが、 この 試 驗場も 創立 以来 僅かに 八 年 

して 廢 止され、 各部 門 は 分割され て 夫々 の 場所に 受繼 がれた。  * 


三、 三 田 育種 場， 

三 田 育種 場 の 設立 は 內藤新 宿 試驗場 の } 部分と しての 培養 地と してつ くられた もので あ 

るから、 その 目的 は 全く 同じで ある。 この 事 は 次の 設立 伺が 物語って くれる。 

_ 『當 省勸業 寮ノ儀 ハ 章 程 一一 照 シ 漸次 著 手 可 レ致害 一一 候處、 最 本邦 緊要 ノ 豊事從 前 勸獎ノ 

道不 n 相 立, 彼是 熟按仕 候處、 各地 土質 氣候 ノ異 ナル、 素 ヨリー 齊可 n 相 成, ^ ハ無レ 之 候 

得 共、 數 百年 割 據ノ餘 習、 或 ハ管見 一一 安ンシ 古習ヲ 墨守 シ、 耕耘ノ 精粗 農 器ノ便 否、 及 

ヒ 種物 ノ 得失 等、 都テ 講究 試 驗ノ術 不二 相 立 f 將來 進歩 ノ 目的 一切 無 レ之ノ ミナ ラス、 時 

制 ノ變換 モ有レ 之 事 一一 付、 更 一一 牧畜 樹藝 本草 養蠶等 内外 ノ 別ナク 農事 一一 關ス ル ； 般ノ手 

術ハ 勿論、 種品ノ 良否、 樹藝ノ 得失、 培養 ノ 利害、 器械 ノ便否 一一 至ル 迄、 著 赏 精 徹ニ試 

驗ヲ 盡シ、 之 ヲ全國 農事 ノ 模範 ト 爲シ、 逐次 各地 方 二 推及セ シムル ニ非サ レハ、 到底 億 

兆 因襲 固著ノ 陋拙ヲ 破リ、 自然 活目 進歩 時勢 適當生 產富殖 人民 安生 ノ域 一一 至リ 中間 敷、 

至急 至大 ノ要事 一一 付 粗 目算 相 立 候處、 租稅寮 ヨリ 引 次 相 成 候 駒 馬野ノ 儀ハ、 鬧圍 牧場 1 一 
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必要、 且內藤 新 宿 出張所 一一 於 テハ內 外穀茱 樹木 總テノ 植物 試 驗候得 共、 地味 瘠 薄 必需 ノ 

種 品 中驻々 不適 當ノ 物品 不レ 尠、 然ル ヲ强テ 樹藝候 共、 徒 一一 肥 養 人力 トモ 多數ノ 冗費 二 

涉リ、 要 スルー 一 試驗ノ 實效難 二相 立- ノ ミナ ラス、 前般 陳述 仕 候 通、 各地 方 推及ノ 順序 二 

於 テハ、 必ス 各地 方ノ 農夫 ヲ 召集、 混 耕 互 一一 其 所長 ヲ盡サ シメ、 實地 一一 著テ其 事理 ヲ講 

習 硏究セ シメ、 練熟歸 鄉爲， 仕 候 得ハ、 自然 各地 方ノ 耳目 ヲ 一新 シ、 全國農 ■ 進歩ノ 基 

始テ爰 一一 相 立 可， 申、 然ル 一一 於テハ 場所 ノ狹隘 地味 ノ 不適 當 トー 一依 リ、 何分 其 術 ヲ盡ス 

能 ハス、 依 テ不レ 得， 一已 事, 別 一一 良 地ヲ精 撰、 充分 試 驗ノ實 相 立候樣 仕度、 諸 所 取調 候處、 

第二 大區小 八 ノ區三 田 四國町 一 番地 凡 四 萬 坪餘、 代 價凡三 萬 圓餘ノ 地所 ハ素 ヨリ 適當ノ 

土地 ュ テ、 地主 共へ 熟談 粗相 整 候 間、 精細 取調 濟ノ 上、 總 地坪 御 買 上 ノ儀可 二相 伺 1 ノ處、 

右 ノ內福 島 嘉兵衞 外 三人 所持 地 三 萬 千 四百 一 一 拾 九 坪 五合、 此沾券 金 壹萬九 千 貳百五 拾 三 

圓ノ 分ハ、 當人共 於テ聊 無，， 差閊 1 熟談 相 整 候、 然ル上 ハ下ケ 金 遷延 相 成 候テハ 不都合 二 

付、 先 示談 相 整鎮分 ヨリ 下 ケ金致 遣 度 候 間此段 至急 御 決議 有， 之 度、 當今 御用 度 多端 ノ 

際 一一 ハ候得 共、 農事 進歩 生產滋 殖全國 一般 鴻益ヲ 輿 シ候大 基本 一一 付、 御 許可 ノ上ハ 御 出 


. 金ノ 儀大藏 省へ 御 下命 有 レ之度 奉レ存 候、 尤殘地 御 買 入 ノ儀ハ 素 ヨリ、 各地 方 農夫 召 a ノ 

. 順序、 及 i 莨 際 著手ノ 方法 ハ、 引績 詳細 取調 相 伺候 樣可レ 致、 依 略圖相 添、 此段相 伺候 也』 

この 設立 運動 裏面の 立 役者 は 前 田 正 名 氏で あつたと 云 はれる" こ \ では 主として 嘗 つて 

の" お 養 地た る 名稱が 示す 通り、 新 宿試驗 場と 後に 述べ る 開拓 使 官園第 一 一 號試驗 地に 於て 裁 

された 西洋 蔬菜 を 主と し 花 升の 試植を 行った ものである。 そして 旣述の 如く、 十二 年 五 

月 新 〔伯 試驗 場が 廢 止されてから は 從來の 培養に 關 する 部門に 孵卵 部 • 農具 部が 移され、 農 

^  具 部 は 後に 獨 立して 三 田 農具 製作所 となった。 

三 m 育 猿 場の 本格的の 活動 は その 獨立後 卽新宿 試 驗揚廢 止 後で ある。 唯 その 活動 は 全く 

. 試驗 場の 延長され たものに 過ぎない。 種苗 交換 會が 開かれた の は その 唯一 の 特長で ある。 

果樹 • 蔬荣 • 牧草 • 穀菽等 輸入 は 新 宿 時代よりも 活 澄に 行 はれた。 そして 小麥 移植に 於て 

へ5  ； 

は 始めて フランス 式が 採用され、 好結果 を 得て ゐる。 又 この 移植 法に よ. つて 濠洲 • 米 國， 

二 ュ ー ジ ー ランド • 英國種 等 各種の 試驗が 比較され た。 蔬茱中 注目す 可. き は 玉葱の 良種 改 

良 • 普及が あり、 馬 鈴薯は 殊に 意 を 注いだら しい。 何れも 英佛 米より 輸入され たもので あ 
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、了 ン 

る" 玉葱 十五 種、 馬鈴薯 三十 七 毽が擧 げられ る： 而 して 當 場の 目的の 一 は 種苗の 頒布に 在 

つたから 『民間 普通 二 購求 シ難キ 種苗』 を 各地に 分賦す るた め 十一 年 二月 始めて 種苗 交換 

會を春 秋 二度 開く こと k したが、 希望者 多數 のた め 十三 年度よ リ 毎月 會市を 開き、 何人に 

限らす 動植物 及 農 產製逵 諸 品 其 他 肥料 • 農具 • 馬具 等の 交互 賣買を も 許可し、 自ら その 事 

業 を 促進せ しむる こと. - した) 十五 年に は 種苗 交換の 利便 を圖 るた め 「府縣 老農 名簿」 を 

作製して 發 行した 事が ある。 

農具の 製作 • 貸 與は旣 に 明治 一 一年より 行 はれて ゐ たので あるが、 育種 場內に 四千 餘 坪の 

地 を 劃して 機械 場 • 毅鐵場 • 木工場 • 機械 陳列 場 等 を 新築し、 三 田 農具 製作所と して 獨立 

した 後 本格的の 活動に はいらん とした- - 併し乍ら 惜む 可き は 農 商務省の 設立と 共に 臨時 事 

業と なり、 二十 年燒失 後は拂 下げられて しまつ，^ が、 その 短い 期間に 我國 農具 界に與 へた 

d  ) 

影響 は沒 して はならない。 こ の 三 田 農具 製作所に つ いて は 筆者 は 旣に發 表した 所が ある。 

農 商務省の 設立と 共に 當 時の 多くの 啓蒙 的 目的 を 負 ふた 多くの 官營 事業 は 臨時 事業と な 

つて 後拂 下げられた" 三 田 育種 場 も 農具 製作所 も それ 等と 運命 を 共に した" 元來 臨時 事業 


と は 『時々 廢 興スル モノ  二 シテ、 官ノ 永ク之 ヲ執ル モノ  二 非ス、 唯 人民 ノ 容易 二着 手 ス斗 

コトヲ 得サル モノ  二 就テ、 其 設置 試驗 ヲ爲ス ノミ』 であり 『其 利 確 着  一丁 ビア 人民 ノ氣 該，， 

へ 3  ) 

業 二 傾向 ス ルノ日 一一. 至 レハ、 官設 ヲ要 セサル モノ』 だからで ある〕 斯 くして 育 極 場 は 大日： 

本 農 會に繼 承され た。  . 

四、 開拓 使官園 

以上 述べた 內藤新 宿 試驗場 及び その後 身と しての 三 田 育種 場が 所謂 內 地の 農業 を H 的と 

したのに 對し、 當時 唯一 の 植民地と も 云 ふ 可き 北海道の 開發を 目的と した ものと して は、 

明治 四 年 九月に 創立され た 開 柘使官 園が ある。 こ の官園は^^京靑山南町七丁目松：牛赖英 . 

M 北 町 七 丁目 稻葉正 邦. • 麻布 笄町堀 田 正 倫の 諸 邸 を 開いた ものであって、 南 町 (三 七、 〇〇• 

〇坪) を 第一 官園 (又は 第一 號 農業 試驗 場)、 北 町 (五 〇、 〇〇〇 坪) を 第二 官園 (第二 號 農樂 試驗 場)、 

笄町 (S 七、 〇〇〇 坪) を 第三 官園 (第一 一一 號 農業 試 驗場) と稱 し、 九 年 三月に は 土地 狹 溢の ため 新， 

に 弃町地 綾 及び 青山 北 町 地績を 收 して 第一 一 . 第三 號試驗 場を擴 張した。 
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これよ り 先き 北海道 開拓 使 (北海道 開拓 使と 稱す る の は 樺 太 開拓 使 、ム 設立 さ れ てから で ある； そ， 

の 以前 は 唯 開拓 使と 稱 した) が 設けら る \ や、 三年 十月 太改官 中の 使 員を廢 し、 小 網 町 稻荷堀 

に 北海道 產物會 所が 設けられ、 四 年 八月 樺 太 開拓 使 を/井して 小 網 出張所 を 芝增上 寺境內 

に 移した-) 開柘 使が 京に 駐在して ゐたの は、 事務の 都合と 物產 販路 開 進の 便法に 出で た • 

ものである。 斯 くして 官 園の 開かる \ や、 牧畜. 樹藝の 取扱人 詰 所 及び 午 馬 羊 豚舍を 第三 

官鬨に 築き、 開拓 使官 園の 第 一 歩 を 踏み出した。 

元來こ の官 園の 目的 は 全く 北海道 開柘を 目的と した もので あつ て、 外来の 動植物 を 直ち- 

に 北海道  へ 移植す る 時 は 風土  • 氣 候の ため 或は 不測の 憂 起らん こと を 恐れて 先づ 東京に 於 

て試驗 し、 後に 至って これ を 七重 試驗 場に 移し、 漸次 北 fg 道 各地 方に 及ぼさん とした \ め 

であった、" これと 同時に 假學校 を 出張所 內に 設け、 洋式 農具の 操作. • 牧畜 • 樹藝の 栽培 を- 

傅 習せ しめ、 一 定の 課程 修了 後 これ を 全道 各地に 派遣して 指導者たら しめんと したので あ 

る j このために 五 年 以降 各種の 果樹 • 蔬菜 類が 輸入され たので あるが、 こ- -に 於て は 主と" 

して 米 國式を 中心とした ものである" これ は 隣り合せ に 存在した 新 宿試驗 場が 歐洲式 を 採 


用した のに 對照 的で ある" 六 年 以後の 購入 外 來種花 升 百 九 種、 »樹 二百 三種と 云 はれ や 

が、 大體に 於て 第一 •  二 號試驗 場 は 果樹、 蔬菜 を 主と し、 第. 三 號試驗 場 は 牧畜 • 牧草 *蔬. 

菜に 中心 を 置いた ものである。 併し乍ら この 官園も 十四 年 五月に は先づ 第一 ニー 號試驗 場 

が拂 下げられ、 十五 年 三月 開拓 使廢止 と共に 第三 號試驗 場 は禁苑 となり 宫內 省の 管轄す る- 

と ころと なった。  . 

先き に 一 ず 觸れた 學校は 東北 帝 國大學 及び 北海道 帝 國大學 の濫腐 をな す ものであって、 

駒 場農學 校が 東京 帝 國大學 農科 大學の 前身 をな すのに 比べられる" こ の 開拓 使 學校は 八 年.. 

六月 札幌 に移轉 された が、 その 目的 は 云 ふ 迄 もな く 北海道 開發 にあった。 十四 拔 より ニナ 

歳 迄の 男女 • 四民 を 論ぜす 入學を 許可し、 普通 *專 門の 二部 門に 分れた" 普通 部を經 て專. 

門 部に 進む ものである。 人員 は 官費 • 私費 共に 六十 人 を 定員と し、 官費 は 十 年、 私 费は五 

年 卒業後 北海道 開拓 に 從事 する 義務が あり、 女子 は 必す 北海道 在籍 者に 嫁す 可き こと を 誓； 

約せ しめた。 科目 は單に 農業 を 主と する のみなら す化學 • 器械 • 鑛 山 • 建築に 分れ、 專門 

部に 於て その 好む ところに 從 はしめ て選擇 さした。 云 は、 V 綜合 的に 分野 を 定めて 北海道 開. 
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明治 初年 卽ち農 商務省 設立 迄に 我國 農業 技術 界の 指導 機關 として 設立され たの は 以上 Q 

三で あるり この 三つの 中 內藤新 宿試驗 場と 三 田 育種 場と は歐洲 式、 開拓 使官 園に 於て は 米. 

國 式が 採用され たと 云 はれる が、 これ は 判然と 區 別され たもので はない。 御 雇 外 國人ゃ 指 

導 者の 習學 場所 及び その 影響に よって 大體 さう 見られる だけで あらう。 一 番 よく 分る こと- 

は 輸入 作物の 輸出 地 をみ るの がよ い。 「舶 來穀茱 要覽」 によると、 例 者 小 麥九種 中米 國種 • 

三、 佛國種 一 、 濠洲 種 三、 澳國 種！ 一とな つて ゐ るし、 大麥六 種 中米 國 K 一 、 英國隱 三、 佛.； 
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柘の 戰士を 養成 せんとし たので ある。 殊に 注目す 可き は舊 土人の 男女 を就學 せしめた こと 

である。 併し乍ら 彼等 アイヌ は 五 年 五月 入學を 許され 乍ら も 七 年 七月に は歸鄉 せしめられ 

てゐ るから、 その 效果 幾何な りし や は 云 ふに 足らない つ そして 上述した 如く 學校 全體 とし- 

ても 八 年 六月に は 專門部 を 開講す る  ことなく 札幌 に移轉 せしめた  ので あるから、  全體 とし" 

ての 結果 も 不明で ある。 


1:®! 一、 滚洲種 一とな つて ゐる。 そして これが 米 國種は 必す開 柘使官 園に、 歐洲 械 は必す 

試驗場 • 育種 場に とい ふ 風に 分けられ たので もない。 而も 歐洲と 云っても その 中心 は英佛 

兩國 であって、 これ は米國 と共に 我 國の當 時の 對外關 係のより 密接な 國々 である。 それと 

共に 當時 開催され て ゐた博 覽會の 主催 國 の ものが 數 多く 輸入され てゐ るの も その 時の 便宜 

に從 つた ものである。 

無差別なる 從篛心 は必す 方向 轉換 をし なければ ならない。 この 事赏は 十四 年後の 農 商 V 務ル V 

の 政策に みる ことが 出来る。 新く して 試驗場 I！ 開拓 使 官園は 目的に 於て 異る 11 は その 

終幕 を、 早 かれ 晚 かれ 閉づ べき 運命に あった。 それ は 「農政 計甕圖 表解 說」 にある 『各地 

試驗ノ 第一 亍王眼 トスへ キハ 動植物 ノ 新種 ヲ 養成 スルー 一 在 ラス シテ、 日本 農業 法 ノ良範 適 

例 タル ヲ以 テ自 ラ任ス ル 二 在リ、 故 ニ或ハ 外國ノ 農具 ヲ用 ヒ或ハ 外國ノ 耕作 法 二 從ヒ、 以 

テ n 木ノ 耕作 法 二 改進 ノ道 アル コ トヲ 指示 セサル へ カラス、 且試 驗場ハ 日本 ノ 農具 ヲ用フ 

ル モノ  二 比 スレハ 巧好ナ ル 農業 ヲ營ミ 良好 ナ ル 結果 ヲ得ル コト アル ユア ラサ レハ、 農民 ヲ 

シテ意 ヲ試驗 二 注 キ信ヲ 歐洲ノ 耕作 法 二 置 カシム ル コトヲ 企望ス へ カラス、 t 右 然ラズ シテ 
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徒ラ 二 外國ノ 植物 ヲ培養 產出ス ル 二 止ラ ハ、 豈能ク 農民 ヲ シ テ 心服 セ シ ムルコ トヲ 得ン. 

ャ、 故 二 唯 日本 固有 ノ 五穀 果實等 全國 人民 ノ賴 テ以テ 生存 スル モノ ヲ產 殖スル 二、 之ヲ舊 

方 二 比 シテ其 勞カヲ 減シ、 其 產額ノ 增スヲ 明示 セ ハ、 農民 始メテ 農業 法ノ 改良 二 奮勵ス ル 

二 至ラ ン、 然 ラサ レ ハ 決シテ 改進 ノ期ニ ァ ラサル へ キ ナリ』 との \vagmu. の 言葉 は試驗 場. 

最後の 臺詞 として ふさ はしいで あらう。  • 

立地 的な 農業の 條件 は、 中央 試驗 場の 他に 各地 個別 的な 試 驗揚の 綜合 的 組織の 下に 硏究" 

さる 可き である" 斯くて こそ 農業の 前途 は 開けて 行く。 これ 以後の 農事 試驗 場の 設立 はこ 

こに 意義 を 出す。 それ は 決して 新しい もの へ の 欲求の みで はなく して、 古い もの \ 新し- 

い 様式へ  の 適合で ある J 

T  > 拙稿 「明治 最初の 農業 政策 設計」 (經 濟史 研究 第 一 四 卷* 三號) 參照。 

(2.) 筆者 藏、 

(：c ) 「大日 本 農史」 今 世- - 「勸農 局 沿革 錄， T 筆者 蔵) 前揭 拙槁參 照。 

(4) 「東京 市史 稿」 遊 園篇第 四、 四 六 四 頁： 「大ぼ 本 農史」 今 世。 

(5) 「大ぱ 本 農史」 今 世. - 「勸農 局 沿革 錄」。 


<6)、  (8) 筆者 藏。 

(7) 拙稿 「神戶 阿利 襪 園と 播州 葡萄園」 (經 濟史 研究 第 一 七卷 • 四號) • 前揭 拙槁參 照。 

(9) 筆者 所蔵の もの は 明治 十ん 年 二月 大日 本 農 會三田 育種 場 刊行になる ものである。 これよ リ 以前 

卽ち 明治 十四 年 七月 「舶來 穀茱目 錄」、 十六 年 三月 「改訂 增補舶 來穀茱 目錄」 が 育 稀 場よ リ刊 

行され てゐ る。 

0)、  (53). 「明治 園 藝史」 の 『明治 年間の 果樹栽培 史』 參照。 

(s) 前揭 拙稿。  • 

Gs)—(s) 筆者 藏。 

G^) 「大日 本 農史」 今 世。 筆者 藏。  、 

(S) 前揭 拙稿。 

(2)、  (S) 筆者 藏。  . 

(g) 「大日 本 農史」 今 世。 筆者 藏。 大野 史朗 「農業 事物 起 元 集成」。 

(S) 同書 上卷 序文" 

G5) 『禾花 媒助法 實驗地 創立 利害得失 決議 津田仙 申立 書』 • 『津 W 仙 上申書』 

CS) 「太 政 類 典」  . 

<s) 『明治 十四 年小麥 移植 法 並-一 ai 種ノ 試驗』 

(§) 『外國 名 種小麥 試作 ノ 景況』 
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「舶 來穀茱 要覽」 

「農政 計畫圖 表解 說」 • 「法規 分類 大全」 官職 門 七— 九 内務 部 二  _」 

同上" 筆者 藏。  ノ 

拙稿 「明治 初年の 輸入 農具に ついて」 (經 濟史 研究 第一 一卷. 一 號) 

筆者 藏。 

前揭 「東京 市 史槁」 四 ニニ. 四 三 C 頁。 「北海道 志 I。  . 


株式 會社 の 發生 と 「株 仲間」 

、  松 好貞夫 

我國に 於け る 株式 龠 社の 發 生に 就いては、 菅野 和太郞 博士の 「日本 畲社發 生史の 研究」 

に詳 かで ある。 卽ち 同書に 據 ると、 明治 二 年 東京 丄 尕都. 大阪 その他の 地に 設立 せられた 

： 通商 龠社 • 爲替畲 社が、 我國に 於け る 株式 畲社 企業の 最初の ものであって、 出., 寸 の^,. 

は、 資本の 證券 制、 重役 制、 有限責任 制 等の 點に 於いて、 株式 龠社 としての 組織 を備 へて 

ゐた。 兩會社 は靈麓 くもなく 失敗 £ したが、 ，0 れ S5 で 設立せられ si 行 こ 

そ は、 株式 會社 形態と して 最も 完ぎ せる 體系を 採って 現 はれた ものであると いふ。 

併し乍ら、， 苟も 株式 畲社 企業の， 發生、 又は 其の 發展 を、 明治時代 經濟史 の 問題と し C. 乂 

. 株式 侖 "社の 發 生と 「株 仲間」  二….. 
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上げる 以上、 單に 通商 會社、 國立 銀行 等を經 ての、 株式 畲社發 生の 制度 史的 硏究 だけで は、 

尙ほ 十分で ないやう に 思 はれる。 蓋し、 資本 結合の 形態 乃至 制度の 發生 史的 硏究 は、 一方. 

に 於いて 資本 結合の 人的 或は 社會的 要素 を 加 ふるに あら ざれば、 經濟 發展の 有機的 關聯を 

知り 得ない からで ある" 事實 通商 • 爲替の 兩畲社 ゃ國立 銀行 等、 政府の 意 圖計畫 の 下に 設 

立せられ た it 入 制度 を範圍 として、 其の後 明治 十 年 乃至 一 一十 年頃に 亙り 實に 多くの 株式 會 

社が、 產 業の 凡ゆる 部門に 於いて、 陸績 として 設立 せられて ゐ るので あるが、 此 等の 會社 

組織 を 通じて 見られる 資本の 結合 は、 政府の 計畫に 成る 模範的 畲社 企業に 比して、 遙 によ 

く 我國當 時の 經濟 事情に 卽 して ゐ るので あつ て、 此等會 社の 成立 發展 或は 沒 落の 事情が、 

本邦 資本主義 發生 時代の 眞相を 物語る ものであると 見られる。 換言すれば、 通商 會社 ゃ爲 

眷奮社 等 は、 資本主義 的 經營の モデルと しての 意義 を 持つ ものであるが、 我國に 於け るき 

社 企業、 卽ち资 本 主義 經濟 組織の 生成 • 發展 過程に 於け る 史的 事實 として は、 寧ろ 此 等の 

IT テル を 模倣して 現れた 群小 諸會 社が、 より 重要なる 意味 を 持って ゐ るので ある。 

而 して 此の 種の 群小 諸 # 社 は、 前に 述べた 如く、 產 業の 凡ゆる 部門に 就いて 現 はれて ゐ 


るが、 全體 として これ を：：： ると き、 営 初 は 金融き 社が 多く、  ^いで 商 社 となって 現 は 

れ、 更に 生產を 目的と する # 社が 成立す る やうに なって ゐ る。 唯 その 如何なる 場合に も、 

今日 我々 が a る 如く、 廣く 株式 を 社 # に 募集す るて ふこと は、 比較的 後^の こ とで あつ 

て、 赏際 問題と して、 ある # 社 を 組織し、 ある 企業 を： HI 的と して 资本を 結合した もの は、 

多くの場合 何等かの 緣故を 持って ゐる 者であった。 同鄕、 同族、 同業 等の 緣故 がそれ であ 

つて、 就中 同業者が その 共通の 營業 種目 を 目的と して、 资本を 合し、 社 を 結ぶ とい ふこと 

は、 最も 自然で あり、 便利で もあって、 卽ち同業仲間を母胎として成立したき社は^^^た多 

いので ある。 之れ 私が 明治時代に 於け る 株式 會 社の 發 生に 對し、 敢て德 川 時代の 株 仲間 を 

拉 して、 兩 者の 間に 於け る 有機的 關聯を 探らん とする 所以に 外なら ない。 

明治 初年に は屢々 株式 會 社と 株 仲間と が 混同して 考 へられて ゐ たが、 か、 る觀 念の 下に 

成立した 當 時の 諸會 社に 就いて、 從來 次ぎの 如き 二つの 解釋が 下されて ゐる。 卽 ちその 一 

株式 會 社の 發 生と 「株 仲間」  、  二 四 一 
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つに、 當 時の 株式 會社 は、 從來の 同業組合に 株式 會 社なる 新しき 蓋 被 を 纏 はしめ たもので 

あるて ふ 見解で あ， リ、 その 二 は、 それ 等の 株式 會社は 當時旣 に 完全なる 株式 會社 として 成 

立し、 從 つて 組合と は 全然 無關 係の ものであった と 看做す ものである" 前者 は會社 構成の 

人的 或は 社會的 要素 に 着眼せ る もので あり、 後者 は會 社の 形態 的 組織 に 偶 yl せる もので あ 

る" 併し 私 は 右の 兩說 とも 採、 リ 入れて 差 支へ はない ものと 思 ふ- - 

元来 明治 初年 政府に 依って 輸入 せられた 株式 會社 制. 度 (通商 *爲替# 社) なる もの は、 我國 

の經濟 が德川 時代の 封建 制から、 その後の 資本主義 組織に 移行す る 過渡 時代に 於いて、 舊 

来の 組織と は異 つた 新しい 經濟 統制 組織が 必要と な 、り、 此の 爲 めの 機關 として 移植せられ 

たもので ある。 周知の 如く、 明治 元年 鬨 四月 は 商法 司が 設けられ、 翌ニ年 一月 之 を廢止 

し、 次いで 四月に 至り 通商 司の 設立 を た。 この 通商 司 は 經湾. 金融の 統制 を 行 ひ、 商社 

の 設立 を 指導す る こと 等 を 以て 任務と したが、 通商 司の 指導 下に 成立した 諸 商社 は 明らか 

に 同業組合 であつ て、 卽ち 通商 司 は 組合 組織に 依り 經濟界 の 統制 を 企てた ものである とい 

ふこと が 出来る。 而 して 通商 會社 • 爲替會 社 は、 通商 司の 下に 成立し： R つ 主として 商社 を 


通じて その 營業を 行 ひし もので あり、 詰り 諸 # 社の 親禽社 として 設立せられ た ので あつ 

て、 今日より 之れ を：：^ れば、 全販聯 とか 全 購聯、 魔 業 組合 中央 金庫と か 商工 組合 中央 金庫 

とか 云 ふ ものに 甚だ 近似せ る 組合主義 的の 企業 組織で あつたび 當 時の 我 國の魔 業 は 勿論 未 

だ 封建 制の 下に 行 はれて ゐ たが、 外國の 資本主義に 對抗 せんが 爲 めに は、 須く 大規校 生産 

組織 を 樹立せ なければ ならない。 而も 機械 制 生產ゃ 工場 制 生産 は， 常時と して は 未だ ひ 及 

ばざる 所であって、 先 〔つ 從來の 問屋 制生產 組織 を その 儘 糾合して 『會 社』 を 作る とい ふこ 

• と、、 之れ が 通商 畲社 • 爲替會 社と なって 現 はれ、 又當 時の 識者 もき 社と 云へば か、 る もの 

として 認識して ゐ たのに 過ぎない。 從て 通商 *爲 巷の 兩會社 は、 株式き 社と しての 形式 を 

備 へて ゐ たが、 その 內容は 極めて 組合主義 的の もので あり、 況ん ゃ兩. §1;^ が 生 品の 贩 おや 

資金の 融通に 依て 直接 補導 せんとした 商社なる もの は 組合 そのもの であつ て、 ：！： れの點 よ 

り 見る も、 兩會社 は 株式 # 社 的モデ ル 以外の 何物で もなかつ たので ある。 

之れ を 他の 方面から 115- るに、 明治 初年 所謂 八  1： 社ね る もの- - 創立 獎勵に 際して ま 明せられ 

た會 社の 概念 そのものが、 旣に 頗る 同業組合 的な ものであった。 先 づ福地 源 一郎の 「會社 

株式 會 社の 發 生と 「株 仲間」  二 1： 三 
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辨」 (明治 三年 閛十 M) によれば 『會 社と は總て 百般の 商工 # 同 結社せ し 者の 通稱』 であり、 

1,1 澤榮 一 の 「立會 略 則」 に は 『#同 一 和す る 者の、 倶に 利益 を 謀り 生計 を 呂む もの』 と說 

かれて ゐる" 殊に 甚 しき は 政府の 陸運 會社 創立 勸誘 書に 謂 ふ 所の き 社であって、 卽ち 『會 

社と は (中略) 同業 之 者 申 合、 至當 便宜 之 法 を 立て、 系條 規約 を 堅く し 過 當之利 a を 貪ら 

す、 又 損失 を 受けざる 樣 世上の 物價に 比例して 我 職業 之價を 定め、 假 令へば 大工 左官より 

湯屋 髮 結に 至る 迄 皆 其の 仲間に 規約 ありて、 これ を 正す に年番 月番と 頭取 あり 各個 自儘 之 

所行 を不 許、 齋く是 に 導か はしむ るが 如し』 と 云 ひ、 その 同業組合と 何等 擇ぶ ことなき 說 

を爲 して ゐ るので ある。 此の 如き 觀 念の に、 又 旣述の 如き 經濟 事情の 下に 設立せられ た 

兪 社なる ものが、 その 形態に 似す、 同業組合 としての 性質 を 多 に 含んで おた こと は 議論 

の餘 地な き 所で あり、 此の 意味に 於いて、 當 時の 株式 #社 なる ものが， t 社なる 蓋 被 を 纏つ 

た 同業組合で あつたと 云 ふ 事 も出來 るので ある。 
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立 會略則 及 會社辨 


次 目 則 略會立 


通商 .爲 咎兩食 社の 失敗 後、 國立 銀行 を 始めと して、 完全なる 體 系の 下に 成立す る 株式 

社 は 次第に 多くな り、 或は 官業と して、 或は 民間の 企業と して、 資本主義 的經營 組織 を 

採る もの は 漸次 增 加して 来た。 併し 此の 如き 顯 著なる 例 を 除き、 當 時の 我 國產 業に は 未だ 

問屋 制度が 支配的であった。 多くの 產業は 政府に 依って 一 應會社 組織の 必要なる こと を敎 

へられ、 旣に 述べし が 如き 變態 的なる 會社を 結成す るに 至った ので あるが、 通商 司 政策の、 

失敗 は 結局 此 等の 組合 的會社 組織の 失敗で あつ て、 明治 十 年 前後 は 生産^も 商業 者 も 共に 

其の 歸趨に 迷 ひ、 徒らに 外國 商品の 壓 迫に 惱 むの みであった。 兹に 於て か、 徐て德 川 時代 

に 仲間 又は 株 仲間 を 組織し、 維新 後 通商 司の 下に かの 商社 を 結成せ る 者 等 は、 所存に 相 倚 

つて 自ら 株式 # 社 を 組織 せんとす るに 至つ だ。 之れ I 竟 明治 十 年 乃至 二十 年 5S、 各地に 於 

いて 多くの 氣 社が 繽 出す るに 至った 所以で ある。 

試みに 經濟の 中心地 大阪に 於け る 此の 種會 社の 一例 を 糖 業關係 者に 就いて H たるに、 我國 

の 糖 業 は從來 各地と も 藩 政權の 保護 を 失 ひしの みならす、 外國糖 輸入の 勢に 爾 迫せられ て 

その 經營は 頗る 困難と なった。 此の 時に 當り、 曾て 各地の 糖 業に 资金を 投じ、 以 つて その 

株式 今 社の 發 生と 「株 仲間」  二 四 五 
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生産 を 支配し、 その 販費 を獨 占して ゐた 大阪の 砂糖 問屋 は、 政府 指導の 下に 砂糖 商社 を 結 

び、 或は 同業組合 を 組織し、 以 つて 頹勢 を挽囘 せんとし たが、 固より その 目的 を 達する こ 

とが 出来す、 明治 十五 年に は大阪 砂糖 會社 その他 二三の 會社を 創立す るに 至った。 而も 此 

等の # 社 たる や、 株式 #社 としての 形態 を備 へて ゐる もの \、 その 實は # 社 を 通じて 株主 

各自の 營 業を援 け、 その 利益 を增進 せんとす る 目的の 下に 設立し、 此の 目的の 下に 會 社の 

營業を 行 ひし ものであって、 之れ と 個 有の 營業 目的 を 有し、 株主 は單に 利益の 配 當に與 る 

とい ふに 過ぎざる 今日の 株式 會 社の 組織に 比すべく もない の で あ る。 又 明治 十七 年頃に 

は、 全. 國の糖 業 關係者 を 糾合せ る內國 砂糖 大會 社なる ものが 大阪に 設立せられ たが、 此の 

會社も 亦. E ら 砂糖 を生產 せんとす る もので はない。 甘藷 栽培の ための 肥料 や 資金の 貸付、 

荷 爲替の 取扱、 製糖 器具 代金の 立替 等、 要するに 其の 下に 於け る 砂糖 關係 者の 營業を 指導 

し、 之れ を 援助 せんとす る 一種の 組合主義の 金融 # 社であって、 必す しも 營利 的生產 目的 

の爲 めに 立てられた # 社ではなかった ので ある。 それ は 明治 三十 三年 以降に 開業した 府縣 

農工 銀行が、 同業組合 的 性質 を 持って ゐ たのと 相 通す ると ころが あるので あった。 


要するに 明治 初年に 設立 せられた 多くの 株式 會 社に は、 多分の 組合主義が 含まれて をり、 

その 設立の 基礎が 同業組合に 置かれて ゐた事 は 否む ベ からざる 所で ある。 而も それ 等の：^ 

業 組合た る や、 多く は舊 時代の 仲間 又は 株 仲間 等の 後 身であった から、 き 新 後の 株式 命」 社 

とそれ 以前の 株 仲間と は、 此の 意味に 於いて 藤 史的に 有機的な 關聯を 持って ゐる ものと a 

なければ ならぬ。 尤も 常時 成立した 全ての 株式 # 社が、 何れも 右の 如き 因 « 關係を 持って 

ゐ たと 爲す こと は 出來な い。 新し い 工場 制生產 組織 や 或は 金融 組織 等に 就き 成立した 大規 

模の兪 社 企業 は、 勿論 事業 自體が 又 新しい ものであって、 此 等の 會 社に 右の 如き 關係 を認 

むる こと は 出来ない が、 而も 此 等の 會社 企業 は 文字通り 新式の 制度であって、 少 くと も當 

時として は 日本的の 企業 組織ではなかった。 今日に 於て すら 問題に なって ゐる我 國經濟 の 

封建 制 その 封建 制の まだ 支配的であった 明治 初年の 我國に 直ちに 移植し、 その上に 打ち 樹 

てられた 株式 會 社に 就いて 見る とき、 前述の 如き 關係 を發 見す る ことが 出來 るので ある。 

,  株式. ffs の發 生と 「株 仲 問」  二 四 七 
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而 して 私 は 日本 資本主義 經 濟の歷 史的 本質 は、 株式 會 社の 制度 的 乃至 は 形態 的變遷 の經過 

に 加 ふるに、 右の 如き 內容的 研究 を 以てして、 始めて 明らかにせられる もので はない かと 


慶應 三年 十月 四日、 將軍慶 喜 は、 時勢の 推移 を 察し、 大決斷 を 以て 逸に 大政 を 朝廷に 奉 

還す るに 及び、 こ 4 に 世 は 王政復古 となった。 次で 翌四年 一 月 鳥 羽 伏！：^ の戰に 敗れた る 

後、 慶喜は 密かに 大阪 城を脫 出して、 海路 江戸に 歸り、 一意 恭順の 意 を 表した。 併し 朝廷 

に 置かせられて は德川 氏の 心事 を 疑 ひ、 東征 せらる \ こと- - なった。 途に^-征大總^有栖 

川 宮熾仁 親王 以下の 官軍 は 江戶に 迫り、 慶應四 年 三月 十五 日 を 期して 江戶 城の 總攻 维を敢 

行 せんとした。 しかるに 幕府の 陸軍 總裁勝 安房と 官軍 參謀 西鄕 隆盛との 折衝の 結果、 同年 

四月 十 一 日に 至って、 平和 裡 にかの 歷 史的なる 江戸 城 明け渡しが 終了せられ たので ある" 

静！： 藩の 組合 商法 會所 について  二 四 九 


幕末 維新  二 五 〇 

かくして 慶喜 は、 恭順の 意 を 表して 水 戶に隱 退す る こと k なった： 次いで 朝廷に て は、 

同年 四月 廿 九日、 田 安 龜之助 (後の 德川家 達) をして 德川 家を繼 がしむ る ことに 決定して、 

同年 五月 廿 四日、 駭 • 遠 • 陸奧 (後 同年 九月 四 rn! に 至リ、 陸 臭國を 改めて 三 河 國を賜 ふ) の 三ケ國 

にて 七十 萬 石の 大名に 封せられ た。 而 して 水 戸に 在った 慶喜も 亦 同年 七月 廿 三日 その 城下 

たる 駿府 (府中に 同じ。 明治 二 年 六月 靜 岡と 改稱 す：) に 海路 赴き、 寳臺院 にて 謹慎の 身と なつ 

た。 藩主 德川龜 之 助 は、 同年 八月 十五 日 駿府に 至り 就 封した が、 時に 年齢 僅かに 六 歳に 過 

ぎざる 幼 主であった。 

これより 先き、 德川龜 之 助の 駿府 城主た る ことに 決定す る や、 同年 七月 一 一日 駿府 城代 本 多 

紀伊守 正 訥と德 川 家の 御先 御用 役人との 間に、 駿府城 及び 町方と もに 一切の 受渡が 無事 終 

了せられ、 町奉行と して 加 藤 餘十郞 • 中臺信 太郞が 任命 せられた (- 而 して 德川 家の 駿府移 

封 後、 舊 幕臣に して 三千 石 以上の 者 は、 概して 動かす、 江戶に 止って 朝廷に 歸 順した ので 

あるが、 尙ほ 幕臣に して 德川 家の 恩顧に 感じ、 無^！移住を覺^の上で、 駿 *遠* 參へ 移住 

せる もの は、 山中 笑の 調査に よれば、 府中 は 六 百 九十 四 人であって、 その他 を 合して 計 六 


千 五 百 七十 二人に 及んだ とい ふ。 但し これ は、 一家の主 のみ を數へ たもので あるから、 そ 

の 家族 を 合算 すれば、 少く とも 三 萬有餘 人の 人數に 達した であらう。 また 徳川家の 移 封に 

伴 ひ、 府中 は 江戸の 如く、 繁華に 赴くべし との a 込 を 以て、 府中に 入 込む もの も 少なくな 

かった。 こ \ に 於て か、 德川 家の 就 封に 伴 ひこれ 等の 急激なる 人口の 增 加に 對 して 如何な 

る 方策 をと るべき か、 また 八 百 萬 石の 所領 を 有すと 稱 せられた 將軍 家が、 七十 萬 石の 一大 

名と して 甘ん ぜ ざる を 得ざる に 至つ た 結果、 これが 富 藩の 實を擧 ぐ ベ く 如何な る對 策を講 

すべき か は、 當 時の 駿府 藩に 於け る 藩 民 共に 頭を惱 ました 問題であった。 以下 述べん とす 

る 組合 商法き 所 その他の 施設 は、 その 一 つの 著 はれと 児るべき もので あらう。  . 

(1) 「靜岡 市 史」、 第二 卷、 三 〇 八 頁。 

一 一、 組合 商法 會所 設立に 至る まで の 事情 

驗 • 遠 • 陸 奥の 新 藩主 德川龜 之 助の 駿府就 封に 先 だち、 ま づ駿府 城 受取 その他の 準備 を 

なすべく、 御入國 御先 御用と して、 勘定 奉行 加藤餘 十郞、 目附福 田作 太郞 その他が 任命せ 

靜岡 藩の 組合 商法 會所 について  . 二 五一 
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られ、 慶應四 年 六月 先發 として 駭 府に來 り、 城代 本 多紀伊 守正訥 との 間に 同 七月 駿府城 及 

び 町方 その他の 受渡 を 了へ、 さらに 德川龜 之 助を駭 府に迎 ふべ く、 諸般の 準備に 着手す る 

こと、 なった-) その 一 端と して 駿府 その他の 豪商た る 北 村き 次 郞* 萩原 四 郞兵衞 • 勝 間 田 

淸左衞 門 • 塚 本 孫兵衞 • 龜屋 五郎左衛門の 五名に 對し、 御入國 御先 御用よ リ 同年 七月 十日 

附を 以て 御用 向 を 命じて、 諸般の 準備に 當 らしむ ると 共に、 德川氏 移 封 前後に 際して 取る 

べき 諸方 策に 關 して 諮問 を發 した"  *  • 

その 答申書 は、 「御着 城 御前 後 御 急務 之 儀 申 上書」 として 同月 十七 日 御入國 御先 御用の 

手許まで 差 出された" 其內容 は、 新 藩主 奉迎、 御城 修理 その他 種々 廣汎 なる 範圍 にわた つ 

てゐ るが、 就中、 緊急 を 要する ものと して は、 德川龜 之 助 就 封に よる 急激なる 人口の 增加 

に 伴 ふ 住宅問題、 食糧 問題、 物價 賃銀 問題 等 の 諸經濟 問題 及 び駿府 の 警衛 問題 等 であつ た" 

また 財政問題 として、  . 

『御領 高 駿遠睦 に 而 七十 萬 石 一一 被 二 仰 出, 候 得 共、 兩國之 御領 高 者 如何 難レ奉 n 推考 1 候 得 

共、 御 膝元 駿國之 儀 者、 山川 狹 E 之 地、 御國內 出生 米ニ而 者、 是迄 人民 食料 不レ 足、 實 


者 御不 益之國 柄、 其上^5-海道驛次之三ケ 一 程、 御領 國 中二 在 レ之、 此 卜： 莫大 之 御 は^ 奉 n 

懸ケ, 可， 中、 且 不二、 安倍、 大井、 此三大 川 堤 御 普請 數ケ所 御 入用 不レ 少、 况也ャ Z 水 多 

之 年 柄 二 至 リ候而 者、 不 n 容易 1 御 費用 相 立 可：， 中與 奉い；^、 殊； 史御入 11 - ー付而 者、 御城 御 

修_0 之 儀、 去 寅年 9^ 災之 節、 御殿 始御 建物 御 石垣 一 式悉御 破損 相 成、 * 竞此. M 新 规御染 

鲁 

城 御 同様 之 御 普請 與^、  IS 御屋敷 御家人 方 御 住居 或 者 ケ所之 御 小屋 等、 都 而御取 被 遊 

候 場所々、. 何れも 地形..^ 御 築 立、 其 上 御 家作 御成功 迄に 者 何程 之 御金 掛り可 y 屮^、 

當節御 本丸 始メ 草木 生 茂、 此 掃除 斗り-二ても 中々 以、 « 膽仕候 御 儀、 彌 以上. -様 方江府 

より 御 引 移、 御 入用 者不， 及， 申、 御 藩 中樣御 引越 御手 當 何程 之 御， 共、 下民 之 者 共ニ而 

者、 御員數 難， 計 恐 入 候 次第、 假令御 移 城 無 n 御滯 1 被 &| レ濟候 共、 靜寬院 窗様天 障院様 

奉， 始、 其 外 重き 御 方 々様 被 レ爲レ 在 候 一一 付而 者、 此御 贿向夥 敷、 年々 之 御收納 にて 者 幾 

程 之 御 不足 相 立 可， 申與、 乍 二 賤民 1 奉 二 恐察 ^ 歎 恩 至極 二 奉 レ存、 殊 n 元 御 逸本 様 方始、 御 

家人 様 1 一而 も 御減綠 被， 1 仰 付 1 候 共、 無 n 其 御 厭 1 押而 君恩 奉， 慕、 御 移 城 之 御供 御 願 被レ成 

候 趣、 粗傳承 仕、 然ル上 者 乍 レ恐御 分限 二 不レ拘 無二 御據 1 御 扶助 も 被 レ遊候 御 儀與奉 レ^、 

静岡 藩の 組合 商法. $け 所に ついて  二 五三 


幕末 維新  二 五 四 

前 顯之御 次第 旁 A 以年 A 過分 之 御 不足 相 成 候 者、 眼前 奉 二 恐 入 1 ,ー 一 

有様で あるから、 藩の 財政 は 必すゃ 逼迫すべき は 必定で ある。 從 つて、 これ に^し 善處 

すべき 對策 として は、 まづ 藩の 收入增 加 を 計り、 殖產 興業に 努めなければ ならぬ との 趣旨 

？) 

に 基き、 御用 向 は 御人國 御先 御用に 對 して、 - 「御 益 筋 込 件々 」 として、 獻言 すると ころ 

があった C  , 

その 要旨 は、 まづ 第一 に 國產物 蓮 上 元 會所を 設立して、 藩內 の國產 物に 對し 運上 を 踝す 

ると 共に、 領外 移出の 國產物 は、 すべて 國產物 運上 元會所 取扱 荷と して、 藩の 手に て賣捌 

き、 或は 藩內 不足の 商品 就中 米と 交易せ しめる。 また 藩內に 於て 米 • 味 醬油. 野菜. 

薪 等の 日用 必需品 を 取扱 ふ 問屋、 仲買 及び 小寶 商人の 數を 制限し、 値段の 不同な き樣 取締 

る ベ き 必要 をカ說 した ものであった。 

こ&に 於て か、 藩當局 は、 慶應四 年 八月 國產 取扱 掛 なる もの を 設けて、 御 勘定 頭 並 福 田 

作 太郞、 平 岡 四郞、 山 田 寅 次郞等 をして これに 當 らしむ ると 共に、 さきに 任へ 叩せ る 御用 向 

を解囑 し、 改めて 同年 八月 二十 七日 附を 以て、 左の 如く 民間の 豪 富なる もの 若しくは 商業 


に 巧なる ものに 對 して、 御用達 を 命じた。 

『、  野 崎 延太郞 

外 十八 名 

今度 御用達 申 渡 上 者、 諸事 入念 相 勤 御 益 筋 第一 に 心懸、 御 國產其 外に 付御爲 可 r, 相 成 1 儀，、 

銘 々 nj- 込 不レ憚 可 ，1 申 上 1 旨 被 仰 渡  』 . 

而 して、 右御用達を命ぜられたもの-^っち、 北村豫 次郞、 萩原 四郞 兵衞、 勝 問 w^s 左衞 

門、 龜屋 五郎左衛門、 塚 本 孫 兵 衞に對 して は、 御國產 御用 取扱 掛を 命ぜられた ので ある 

が、 これ 等の 御用達 及び 御國產 御用 取扱 掛は、 いづれ も 『諸事 入念 相 勤御ハ ひ-肋 第一 二心 掛 

御 國產其 外 一一 付 御爲可 一一 相 成 一儀 銘 *c 見込 不レ 憚， 1 忌諱 1 可 us. 立 1』 きこと.^ せられた〕 しか 

して、 北 村、 萩原、 勝 間 田、 龜屋、 爆 本の 五名の 御國產 御用 取扱 掛 によって、 同年 八月 十 

四日に 國產 取扱 掛福 田作 太郞の 手許に 提出 せられた 計 畫が、 次に 述 ぶる 第 ： 次產物 < ^所設 

立計畫 である。  ， 

(4) 第 I 次 產物會 所 設立 計畫 第 一 次 產物會 所 設立 計 畫の內 おは、 「慶應 四 年 八月、 

靜岡 藩の 組合 商法 會所 について  二 五 五 


幕末 維新  二 五六 

御領 國御產 物 畲所取 立 目論見 書」 同 目論見 書 添附の 「御產 物 金高 大凡 IE- 積 書」、 及び 「商 

法會所 目論見 草稿」 によって 伺 はれる ので あるが、 今 その 計 畫內容 について 述べよう。 

ま づ駿府 に 國產物 運上 元 會所を 設け、 次に 國產 物の 集散地た る 清水 及び 燒津の 兩湊に は 同 

出張 會所、 當 時に 於け る 茶の 賣捌 地と し て 重要視せられ たる 撗濱に は 同 賫込所 を 設置し 

て、 一 「御 產物畲 所 二 不二 栢懸； 栢對 を以、 賣出之 儀 嚴禁之 御沙汰 可レ 被， 一 仰 付 1 候，」 一 と ある 如 

く、 國產 品た る 茶 • 塗物 • 椎茸 • 紙. 砂糖 等 は、 必す # 所の 手を經 て、 藩 所有の 船に 積 込 

み、 領 外に 移出す る こと \ し？ 私人の 勝手に 領外 移出す る こと を禁 する〕 藩 はこれ によつ 

て賫價 の 一割に 相當 する ロ錢を 得ん とする ものである。 また 藩 は、 『商人 共 金子 二 差詰リ 

見切 赍拂度 段 願 出 候 節 者、 利潤 可 レ有レ 之：： 込 之 値段 を以、 御 買 取 一一 栢. 成、 御手 仕 入と 被 

レ遊、 御 取扱 之 事』 といへ る 如く、 御手 仕 入と 稱し、 # 所が 直接 生產者 若しく ば 商人より 

產物を 購入して 領 外に 移出す る。 かくの 如く、 會所 は、 商品の 委託 販寶 機關 乃至 は 專賫仕 

法 類似の 機關 として 活動す るの 外、 勸業 のた め 諸 產業元 入 資金の 貸付 卽ち前 貸 資金の 貸付 

を 行って 生產 を獎勵 すると 共に、 金融 機關 たるの 機能 をも發 揮す る。 卽ち 


r; 年々 新 製茶 摘取已 前者 不， 及， 中、 前年 慕-一而 も、 村々 小 前 之 もの 共、 營方差 支 候 節 

者、 一村 限り 何人-一 而も 組合、 凡 荷物 出來 方-一 應し、 爲 n 質 物 1 御き 所 ，2 願 上 次 ls、 

御 貸付 被 二 仰 付 1 候 事  、 

但相當 之 利 足 付に 而拜借 證文之 儀 者、 村 役人 引 請 加 印 を以差 上、 製茶 出來之 上、 _ 

御 <& 所、 江爲 レ納、 相當之 値段 を以、 御 勘定 之 通 御 貸付金 元利 共 御 引 去り 之 事』 

r 一  右 塗物 之 儀 者、 木地 仕 塗り 蒔 繪箔着 金具 其外數 職を不 候而 者、 品柄-一^ 

リ、 出来 上り 迄-一 者、 不， 1 容易 一 御手 數懸り 候而已 ならす、 御 仕 入 方 揃 取 巾 間 敷 候 問、 

御產 物品 相 仕上 度 願 出 候 職人 共、 木地 師塗師 蒔繪師 IS 屋共其 外 共 ； 組與 いたし、 專 

ら仕 入方爲 二相 勵, 皆 出來之 上、 御 # 所え 持 出 候 は&、 御 買 上 二相 成 候 様 仕度、 尤元 

手金 等差 支 可 レゅ候 間、 町役人 引受-一而、 前金 拜借被 二 仰 付； 右 品々 御 買 上ケ之 節、 

, 元利 共 御請 取 相 成候樣 仕度 候 事』 

と ある は、 それで ある。 なほこの 外 藩の 收入 を增 加せ しむる 目的 を 以て、 從來無 運 卜： 無， H 

加の 特權を 享有して ゐた 質屋 • 紺屋 • 酒屋 • 醬油 造り 屋 • 絞： g 屋 • 魚市場 • 靑物 問： list- よ 
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幕 末 お 一一 ケ。  *  二 五八 

つ g 永 を 取 立て \ 牧税 の權を 併せ 有する こと、 す. る。 

しかして、 き 所 設立に 要する 資金 は、 一一」 御 會所御 基 居 金 之： 優者 乍， 恐 卸上樣 御金 茂 御 差 加 

可 4? 下 量 一事と 奉 fe: 膜， 一一 やで、 と ある 如く、 基 居 金と して 藩の 出資 を 仰ぐ 外、 『御領 中 一 

投身 元 之 者. お 付- 會所御 基金 爲 -1 差 出？ 利息 八 分 金主. に It 下 ケ8、  as 分 者， 請 

、1 } 

料と して 御 受も可 T 被 一遊 候 事』 とする： 卽 ち領內 身元 之 者を勸 誘して 資金 を 募り、 會 差 

加へ 金と して 出資せ しむる。 尤も その 差 加へ 金に 對 して は、 會 所の 業績の 如何により、 利 

益金のう ちょり 年 八 分 乃至 一 割の 配當 をな すと いふので ある： 最後に 極めて 不完全で は あ 

る 力、 參考 のために 會 所の 收支 積 書 を、 揭げ よ^。 


『  商肚 街會所 - 一お ゐて 

取 11 物 書 大凡 暴 書 • ， 貼 载 
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1 砂糖 金高 

1 塗物 金高 

凡 合金 三 拾 五 萬兩程 

此壹割 御 取 立 金 三 萬 五千兩 

1 御 會所御 備元立 金口々 御 貸付 

此 # 取 立 利金  * 

一 御領 中 其 外 身元 ふ御會 所え 差 加 へ 金 

此御取 立 利金  但年 壹割貳 分定. 

内金  金主 江 渡但八 分割 

殘金  御 益 之 分 但四分 方 

1 御 買 入 諸 産物 御 賣拂金 御 益 -1 相 成 候 利潤 

此金 

1 御 買 入 諸 產物御 賣拂金 御 益 -ー 相 成 候 利潤 

此金 

1 質屋 冥加 始、 都 而御會 所-一 ぉゐて 年中 口々 御 取 立 可 二相 成-分 
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此者元 御 所 兩湊御 會所橫 濱賣捌 所 幷土藏 入用、 御 役人 樣方詰 合 懸リ之 者 諸雜費 都而此 儀- 1 付 

拘リ候 筆 經紙等 一式 御 入用 引， 之 

殘金  .  ，  全 御 益 分 』 

しかるに、 この 計畫案 は、 なほ 考慮の 餘地 ありと して、 慶應四 年 八月 廿 九日に 至つ. て 却 

卞 された" 越えて 明治 元年 九月 廿 五日に 至り、 『御領 國之儀 者 產物相 應生立 之御國 柄に 付、 

先般 其方 共 御國產 取扱 御用 申 渡 候 儀に 而、 何れに も廣々 商法 之 道 御 取 開、 御領 民 を 富し 候 

樣御 仕向 被， 遊 度との 御主 意に 在レ 之、 付 而者三 都に おいて 引受 取扱 候 者 無 レ之候 まて 者不 

辨之 場合 も 有， 之 哉に 付』 云々 との 趣旨に 基き、 三 井 組 名代 櫻井德 兵衞、 三 井 組 外 組々 名 

代 篠山豐 平、 三 井 組々 名代 鹿 島 萬 平の 三人に も 亦、 同日 附を 以て 國產 御用 取扱 掛 をへ 叩 じ、 

逢 物 # 所 にっき 熟議 を 凝らさし める こと-^ なった ので あるが、 これ は 恐らく 藩 財政 上より 


して、 魔物 會 所に 投 すべき 資金がなかった がた めに、 三 井 組 をして 出資せ しめんとの 意 闘 

に 出で たもので あらう。 それ はとに 角、 三 井 組 及び 三 井 組々 の 各 名代 を 主として、 これに 

從 前の 圃產 御用 取扱 掛を 加へ て なれる 計畫 が、 第二次 產物會 所 目論 见書 であって、 明治 元 

年 十月に 至り 當 局に 答申せられ たもので ある。 

(口) 第二次 産物 會所 設立 計畫 この 計畫 によれば、 まづ產 物會所 内に 貸付 # 所 と國 

產品 ® 買 所と を 設置す る" 貸付 會所 は、 『御當 地 便利 之 御 場所 ，2 御 取 建、 右 御構內 一一 而御國 

へ4-  } 

產幷 他！： 産物 共 寶買値 組 其 外相 濟し 候樣』 せんがた めに 設置され る ものである。 この 貸付 

、5  ) 

會 所に 於て は、 

『 ； 御領 國之儀 者、 氣候溫 暖之士 地 二 而、 海陸 之辨利 も宜、 御圈產 生育 之 御 場所 二 而、 

是迄大 阪幷橫 濱港等 ，2、 出荷 相 成 候 品、 駿州者 紙 茶 砂糖 塗物 竹細工 椎^、 遠 州者綠 

. 綿 砂糖 茶 村 木 椎茸 等-一 御座 候、 右 御產物 取扱 之 儀、 他國 より 入 込 買 立 候 二 付、 自然 

御國益 薄く 相 成 可， 申 候 間、 右 御 産物 之 儀、 都而 御城 下 1 一 而 取扱 候 様 仕度 奉レ存 候、 

尤 運送 等 之 儀 者、 諸事 便利 宜樣取 極 中 度 奉， 存候 

靜！： 藩の-組合 商法 會所 について  二 六 一 


慕 末 維新  二 六 二 

1 遠 州 繰綿幷 木綿 之 儀、 過半 三 州幷信 州. 2 被， 1 買 立, 他國產 同様 之 事と 相 成 居候 二 付、 

以來 御領 內 商人 共 盡カ 致し、 買 立候樣 仕度、 右二 付候而 者、 金銀 融通 方 御 仕 法相 立、 

御 貸 附金御 取 開 被. feh 成候樣 仕度 奉 レ存候 

一 駿遠 兩國製 產茶幷 椎茸 紙 砂糖 塗物 其 外、 前同樣 仕度 奉， 存候事 

と ある 如く、 國產 物の 取扱に ついては、 金銀 融通の 道 を 開き、 一切 他國 商人の 介入 を 防止， 

する。 御領 國內の 一般 商人に 對 しても、 『御 產物掛 リ之者 三人組 合、 諸事 引受 之 上 貸付』 

を 行 ふ 等、 金融の 便 を 計って 商業 を 振起せ しめる。 但し 貸付に は 『見 當品』 (抵當 品) の 半 

價 までの 貸付 を 行 ふ。 また 國產 獎勵 のために は、 

『御領 國村々 之 者 茶 綿 砂糖 生 出 二 付" 賄 方 差 支 候 もの >s 者、 一村 限 何人-一 而も 組合、 凡 

荷 數出來 高 ほ 込、 右爲 二引當 1 御 會听. S 拜 借金 願 上 候 は \、 正金 幷 肥し 物 御 貸付 被， 下 度、 

右 樣被ニ 成 下, 候 は、、 農民 共 出精 追々 手廣 -ー產 出仕、 自然 御 國產加 增可レ 仕 奉， 存候 

但年壹 割 五分 之 利 足 付-一而、 拜借證 文 之 儀 者 村 役人 幷御會 所 掛リ之 者 引 請 加 印 仕、 產 

物 出來之 上、 金高 相當之 荷物 相納、 時 之 相場 を以 勘定 有， 之 可レ申 候、 尤皆 上納 相濟不 


レ申内 者、 荷物 村 出し 御 差留被 n 成 下 一度 事』 

と ある 如く、 茶、 綿、 砂糖の 生產 者に して 資金 難に 淄む ものに 對 して は、 一割 五分の 利自ゅ 

を 以て 貸付 を 行 ふ。 國產品 寶買所 は、 『米油 等 者 日用 第一 之 品に 付、 相場 不平 無， 之 様』 せ. 

んが ために 設けられる ものであって、 その 『寶買 二 付餘人 勝手次第 與中事 一 一而 者、 不 取締. 

fo  ) 

一一 付、 御 場所. 附屬之 仲買』 にの み、 鑑札 を下附 して これに 常ら しめる？ 而し てこの 仲 よ. 

り は賫人 ュ 付 金 五 拾兩宛 の 身元 金 を 差 出さ せ る。 米油 そ の 外の 產物賫 買 及び 貸付金 によつ. 

て たる 利益の マ 部 は、 荒 地 開發、 港附之 場所 幷川々 辨理 筋の 修覆 費用に 充當 する。 しか 

して #所 設立に 要する 資金 は、 

『 一 御 貸 附金基 居 之 儀 者 

金 何萬兩  束 京 御用達 

三 井 組 其 外，.^  . 

御用達 出金， 

ffi 利 足 年 五 歩 之 割合 を以、 御用 金 一一 差 出、 其儘會 所元メ 役， a 御 預ケ相 願、 夫々 御 $f 

靜！： 藩の 組合 商法 余： 所に ついて .  •  二 六 三 


附金 一一 相 廻し 可， 申 候、 尤 御貸附 利息 之 儀 者、 年 壹割五 歩 之 割 一一 付、 則左チ 

一年 五歩ハ  御 冥加 上納 

一年 五歩ハ  基 居 金利 足  _  • . 

一 年 四歩ハ  御會所^；？入用 

一 年壹歩 ハ  拜 借；^ 扱 引 請 人. に 御手 當 

金 何萬兩  御領 國之者 

, 積立金 差 加， S1 

但會所 差 加 金-一 付 定例 之 通 年 * 割 之 利 足-一而 相 預リ、 差 加 人 入用 之 節 者、 前 月 願 出， 

候 は \、 翌月 元利 差戾 可， 申 事、 尤居置 之 者ハ、 盆暮 雨季 利 足 栢渡之 事  』 

と ある 如く、 三 井 組 及び 外 組 々の 出資 を 基 居 金と し、 領內の 農工 商 を 問 はす、 身元の もの 

を勸 誘して 得た る 資金 を 積立金と し、 會所差 加 金と して これ を 運用す る こと、 する： 尤も 領 

内の 差 加 人に して、 金子 入用の ために 差 加 金の 返還 せられん こと を 希望す る 場合に は、 前 

月 願 出で しめて、 その 翌月 元利 共に 差 戾しを 行 ふ" 据置 くものに 對 して は、 盆暮の 兩 節季- 


に 利子 を附 すと いふので ある。 こ-に 注意すべき こと は、 この 差 加 金であって、 それ は、 

『御 貸附 金， a 差 加へ 相 願 候 もの 者ノ 士農工商 一一 不レ 拘、 年 壹割之 利 足 を 以御預 り、 元 V 

役. y 預り證 書 差 出し、 御掛り 様， S 者 金高 員 數而已 中 上、 差出人 名前 等 者 别段不 ，1£. 上 一様- 

ft ま 候 事 

似 御见留 帳面 ，2 者、 差 加へ 金 何百 兩 何十 番 與而已 相 記し、 預ケ主 名前 相顯 し不レ 中樣. 

ft 度 奉 レ存候  』 

と ある 如く、 差 加へ 金に 對 する 預り證 書が、 無記名 證券なる こと は、 今日の 株券に 類似せ 

る ものである。 第 一 次の 產物會 所 計畫が 官民 共同の 出資に よつ て 事業 を 行 はんとせ るに 反 

し、 この 第二次の 產物會 所 計畫に 於て は、 三 井 組 及び 外 組々 と領內 身元 宜しき 者との 出資， 

によらん とせし 點に 於て は相異 ある も、 何れも 出資者に 對 する 利益 分配 を 認め、 一種の 會 

社 組織た るの 性質 を 有する の點 は、 注意すべき ことで あらう。 

しかるに、 この 第二次 產物畲 所 設立 計 畫案も 亦、 藩當 局の 採擇 せらる- - ところと ならな. 

かった" その 理由に ついては、 資料 を 缺くを 以て、 これ を 明確なら しめ 難き も、 その 一つ 

靜！： 藩の 組合 商法 會所 について  二 六 五 


' / 


幕末 維新  二 六 六 

の现 として は、 三 井 治 郞左衞 門 名代 神寶方 一 派の 產物會 所 設立 願の 提出が あった \ めで 

はなから うか (リ 

. かくの 如く 產物會 所 設立の 必要 は 認められながら、 その 實 行に 關 して 逸 巡し つ \ あった 

折 柄、 ^澤媳 太夫 (後 0^ 澤榮 一) の歸 朝に よって、 途に 組合 商法 會 所なる ものが 設立せられ 

る こと \ なった つ 元來^ 澤篤 太夫 は、 慶應 三年 佛國巴 里に 開催せられ たる 萬 國博覽 會の遣 

佛 使節と なりし を 機と し、 留學 の途に 上った 德川民 部大輔 一 行に 從っ て佛蘭 西に 赴いて ゐ 

たので あるが、 政 變に遭 ひ、 明治 元年 十月 德川民 部大輔 と共に 急遽 歸國 し、 德川民 部大輔 、 

の 意 を 受けて、 その 洋行 中の ことども を 民 部大輔 の兄慶 喜に 仔細に 報告 せんがた めに、 同 

ヽ 4  ) 

年 十二月 駿 府に來 たので ある。 固より^ 澤篤 太夫 は、 仕官の 意思はなかった ので あるが、 

藩 は 彼の 滞佛 中の 業績 をみ て、 强 ひて 彼 を 起用して 勘定 組頭 を 命じた ので ある。 しかしな 

がら、 彼 は 仕官す るの 意思がなかった から、 極力 これ を辭 退せ る も 許されす、 遂に これに. 

代 ふるに、 常時 列藩に 對し 貸付 けられた る 『石高 拜 借金 を 基礎と し、 これに 地方の 資本 を 

合！： させて、 一個. S 商會を 組立、 賣買 貸借の 事 を 取扱せ たなら ば、 地方の 商况 をー變 し、 


(5  ) 

大に 進歩の 功 を 奏する こと を 得る ので あらう』 との 趣旨に よって、 組合 商法 會 所の 設立せ 

ら れんこと を獻 言し、 商人と なって 奉公 せんとし たので ある。 彼の 獻霄 は、 藩 常 局の 容る 

ると ころと なり、 越えて 翌ニ年 正月 十六 日、 組合 商法 畲 所なる ものが 設立 せらる、 こと X 

なった。 

(2) 「誘引 大意」 (慶應 四 辰年 七月)  . . 

(3) 「御 益 筋 見込 件々 申 上書」 (同上) 

(4)  (5) 「御用達 幷御國 康 御^ 取扱 掛被仰 付 候 一 件 書留」 (慶應 四 辰 ハゃ八 H:)  f 

(：c)(7) 「商法 會所 目論見 草稿」 (應慶 四 辰年 八月) 

(《:)  —  (s) 「御領 國御產 物 御 會所取 立 目論見 書」 (慶應 II 辰年 八月) 

「商法 會所 目論見 草稿」 

(2) 「御 川達幷 御國產 御用 取扱 掛被仰 付 一 件 書留」 (慶應 四 辰年 八月) 

fiTS^ 「御產 物 御會所 目論見 書」 (明治 元 辰年 十月) 

(？ S 「辰 十 月 九日、 乍恐以 書付 奉 申 上 候 (获原 il 郎兵衞 )」 (「御用達 幷御^ 逢 御 川 联扱褂 被 仰 付 一 件 

書留」 所 收。)  ， 

(S) 「靑淵 先生 六十 年 史」、 第 一 卷、 四 〇 七 頁。 

0^  , 「靑淵 先生 六十 年 史」、 第一 卷、 四 一 〇 頁。 
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三、 組合 商法 會 所の 設立 

以上 述べた るが 如き 經緯 を經 て、 駭府に 於け る 產物會 所 は、 組合 商法 會所 として、 明治 

二 年 正月 十六 日に 至り、 設立せられ たので あるが、 會 所の 位置 は、 紺屋 町の 元 代官 屋敷 を 

以て これに 充て、 會 所に 用 ふる 土藏 は、 城內の 二箇所 及び 構內 一箇所の それ を 使用す る こ- 

と、  し、  後 淸水港 及び^  京に 出張 畲所を 設けた。 

(ィ」 組合 商法 會 所の 設立 趣旨 及び 性質 組合 商法 畲所 設立の 目的 は、 ^澤篤 太夫の 

「組合 商法 會所御 取 建 之 儀 见込中 上 候 書付」 によれば、 

『此度 御城 下 二お ゐて、 國中 組合 商社 御 取 建 被， 成 候 ニ付而 者、 士農 商の. 無二 差別 一 右 組. 

合 相 願 候 者 は、 出金 方の 多少に 不，. 拘、 入爲， 致 候 儀 二 付、 御 運上 御 冥加 又は 株金 身元 金 

一切 無， 之、 全市民 戮 力の 商法 ニ而、 御國產 輸出 賫買 便利いた し、 賫 先に 而締買 等 被, 致，， 

候忠 無， 之た め、 御 取 建 相 成 候 儀、 且元 手金 融通 宜敷候 は X、 御國產 追々 增 加いた し、 

闕 中の 饒可 二相 成, 候 二 付、 御 取 建 相 成 候 處之御 趣意  』 


s 々と あり， 又 - 組合 勸誘 書」 に、. 

『  組合 勤 誘 書  , 

此度 御城 にお ゐて 組合 商法 畲所御 取 建、 國中之 金銀 融通 宜敷、 商赍 便利 相 成 候、 御領 

民利 潤 致し、 御 國產隨 而相殖 候との 御 趣意に 候條、 組合 加 人 致 度 者 は、 士 商の 無 nE^C 

別 1 多少に 不レ拘 加入金 致し、 商業 相 營可レ 申、 右 商法 取扱 方 之 儀 は、 別紙 會所規 M せ Z 之 

a たるべく 候 間、 何れも 厚く 相 心得、 無二 掛念 1 加入 可レ致 候、 尤 組合 相 願 候 者 は、 や々 

紺屋 町 商法 * 所 迄 可， 一, 上 1 候 事 

巳 正月  』 

と あるに 徵 して 明かで ある。 (旁點 筆者) 

しかしながら、 組合 商法 會 所の 設立 を 促進せ しむる に 至った 有力な 動機 をな した もの 

は、 かの 所謂 石高 拜借 紙幣の 府中 藩に 對 する 貸付で ある。 この 石高 拜借紙 |B なる もの は、 

明治 新 政府が、 その 財政難 を 救 はんがた めに、 三 岡八郞 (後の 由 利 公正) の 建議 を容 れて發 

行し、 その 發行髙 五 千 萬 兩と稱 せられる 太政官 札の 流通 を全圈 的に 促進せ しむる M 的を以 

靜！： 藩 3 組合 商法 會所 について  二 六 九 
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て、 列藩の 石高に 應じ てこれ を 貸付け、 年 三分の 利子 を附 し、 十三 ケ 年賦 を 以て 償還せ し 

、6  ) 

めんと した ものであるが、 この 石高 拜借 紙幣の 流通 運用 並びに 元利 金 返 濟の對 策と して、 

また 資金 難に 惱 みたる 產物會 所の fj- 立 を 促し、 同時に 府中 藩 財政の 破綻 を 未然に 豫防 せん 

とする .1 石 一 一 鳥の 方策と して 企てられ たる ものなる こと は、 「靑淵 先生 六十 年史」 中に、 

『彼の 石高 拜 借金に 關係 した 事で、 當靜岡 藩に 於ての 紙幣 拜 借の 高 は、 五十 萬兩 以上で 

あると 聞 及び ましたが、 若し 此の 金 を 迀濶に 藩 廳の政 費な どと 支 消した 時には、 靜岡藩 

は 其 返 濟方を 如何に 處置 なさる 見込で あるか、 旣に 幕府 を廢 して 王政に 復古 した 以上 

は、 此の 末、 眞 の郡縣 政治になる が 當然の 事と 考 へられます、 若し 果して 郡縣 政治に な 

ると すれば、 當藩 など は 新たに 置かれた ことで あるから、 別に 餘 財の ある べき 害 はない、 

其 上 現在 封土 は狹 し、 歳入 は 少なし、 殊に 諸事 新規と いふ 場合で、 却て 費用 は 多い 姿 だ 

から、 結局、 此の 拜 借金 返納の 餘裕は 生じますまい、 然る 時 は、 一旦 政事 上の 破產 をし 

た當 藩が、 再び 財政 上の 破產 に陷ら ねばならぬ 譯合 であるから、 今日から これ を豫 防す 

るの が 肝要と 思 はれます、 それに は 此の 石高 拜 借の 金高 をば、 都て 別途の 經濟 として、 


これ を 基本に、 興業 殖產の 事を發 達させて、 其運轉 中に 生す る 所の 利益 を 以て、 ；^^納金 

に 充てる 事に しましたならば、 藩廳の 御利益 は. e. すまで もな く、 地方 人 K の 上に 於ても、 

此の上の 幸 幅 は あるまい と考 へます、 又 靜岡は 小都會 では あるが、 隨分 W 應の 商人 も あ 

る ことであります から、 原資 金 を貸與 して、 其 商業 をー曆 盛んにす る こと は、 敢 て雞？ I 

でもな からう、 元 來商寶 とい ふ もの は、 一人 一已の 力で は、 これ を 盛んにす る こと は 出 

來ぬ もの だから、 そこ は 西洋に 行 はれる 共力 合本 法 を 採用す るの が 最も 必要の ^.1 務 であ 

らうと 思 ふ、 今此 地方で も、 幾分の 合本 は 出来る に 相違ない から、 此の 石高 拜 借金 を 井上 

礎と して、 これに 地方の 資本 を 合同 させて、 一個の 商會を 組立、 賫買 貸借の 事 を. 取扱せ 

たなら ば、 地方の 商況 をー變 して、 大に 進歩の 功 を 奏する こと を 得る であらう、 加 之な 

らす、 今日 靜岡 藩から、 其 端緖を 開いたら、 自然と 各地へ 傳播 して、 日本の 商業に 於て 

も 少し は 面目 を囘復 する 一端と 相 成り ませう と 思 ひます から、 是非 此方 法 を 御 採 川 ある 

やうに したい、 且又 其 商 會の監 # は 固より 御 勘定 頭の 任と して、 諸般の 取扱 方 を視. 祭せ 

ちれ、 只 其運轉 方の 樞機 を、 自分に 一 任せら る \ やうに 願 ひたい、 左 すれば 地方の 商人 
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中に 於て、 栢應の 人才 を撰拔 して、 各部の 事務 を分撸 させ、 所謂 協力 同心して、 進歩の 

效を 奏する やうに 處置 する HJ- 込で あるから、 速に 此商會 設立の 事 を 許可になる ことに 御 

盡カ ありたい と、 詳細に 話し をし ました、 平 岡 は 始終の 話し を 聞いて、 ィャ 能く 分つ 

た、 至極 面白い 新案 だ、 成程 此の 後の 政體 は、 郡縣 制になる かも 知れぬ、 假令 郡縣. 制度 

にならぬ としても、 石高 拜借を 使って 仕舞って、 他日 返納に 差 支へ る やうで は 困る 譯だ 

(2 

に 依て、 制度の 如何に 拘ら す、 深く 注意 をせ ねばならぬ 次第で あるつ』 云々 

と あるに 徵 する も 明かで あらう." 

次に 府中 藩の 商法 龠 所と 明治 新 政府に よつ て 設置せられ たる 商法 會 所との 關係 につ いて 

述べよう。 これより さき、 明治 新 政府 は、 明治 初年に 於け る 幣制の 混亂、 商工業の 衰類 やい 

救 はんがた めに は、 農工 商 を 獎勸し 物產を 興起す る を 以て、 第一 の 急務な りと し、 これが 

方策と して、 まづ 金融の 道 を 流通せ しめざる を 得す、 しかして これが 流通の 圓滑を 計らん 

がた めに は、 政府 自 から 低利 を 以て 資本の 貸付 をな し、 政府 人民 共に 利 を 得て 物產を 繁殖 

. せ しむる にあり との 趣旨に 基いて、 慶應 四年閏 四月、 まづ 京都に 商法 司 を 設置し、 次いで 


もの 支署 を 同月 大阪 に、 同年 十二月に 一 ま 京に 開設した" その 設置の H 的 は、 大に 商. ぶ を 振 

起し、 同時に また 政府の ために 問 接税收 入の 增加を 計らん とする にあった。 g& ち 商法 司 

は、 收稅と 勤 商と を 兼ねん としたの であるが、 赏際 主として 活動した の は、 むしろ 勸 商の 

方面であって、 その 仕組 は、 舊 各藩の 物產 方、 國產 方と 稱 したる 制 俊 を 蹄 g 灰せ る もので あ 

- つた。 この 商法 司の 設立 趣旨 は、 前述の 府中 藩に 於け る 第一 次 產物龠 所の それに 相似た も 

ので ある。 次いで 政府 は、 常時 發行 せられた る 太政官 札の 流通 を 促進せ しめ、 他面に 於て 

齒業 金融 機關 として 商業 上 必要なる 資金 を 貸付け、 同時に 商人 を 連絡せ しめて 商， を 

せし むる 目的 を 以て、 慶應四 年 五月 商法 畲所を 大阪に 設置し、 次で^2^京にも：^;年商法.$:所 

を 設けた ので ある。 その後、 同 了 王 旨の 下に 各地に 商法 畲 所が 設立せられ、 たと へば 名 古 

崖 藩の 如き は、 明治 元年 十 一 一月 朝 意 を 遵奉して 勘定 奉行の 下に 國產懸 りなる もの を 設け、 

(0  ノ 

作，：：^ 新田に 商法 畲 所が 設置 せられた。 かくの 如く、 名古屋 藩の 商法 會 所が、 朝 意 を； 迚 奉し 

て 設置せられ たとの 點 より a れば、 商法 會 所の 設置 方に 關 して は、 恐らく 各藩に 對 しても 

同様に 勸誘 せられた もので あらう。 今 府中 藩の 商法 龠 所の 設置に 關 して、 政府 側よりの 達 
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その他に 關 する 記 錄 はない が、 恐らく 府中 藩の それ も 亦 政府の 勸 誘に 負 ふところ 大 なりし 

ものと 思 偉せられ る 0 尤も 府中 藩の 商法 龠所 は、 他の 商法 會 所と 聊か その 趣 を 異にし、 商 

法畲 所に 組合なる 名辭を 冠す る ことによ つても 明かなる 如く、 名 は 商法 會 所なる も、 その 

1  か 貝 質に 於て は、 『組合 加 人相 望 候 者 は、 士族 農 商の 無-一 差別 一 出金の 多少に 不 レ拘、 商法に 

^3  ) 

組 込 出金いた し、 利 (化 相 計 候 共 又は 金利 取に 而 加入 致し 候 共當人 勝手次第 たるべく 候』 と 

ある 如く、 官民の 共同出資 による 組合 商社. S ち 一 種の 龠社 組織た るの 性質 を帶 びた もので 

ある。 今 その 性質 を 明かに せんがた めに、 左に 「組合 商法 會所規 M」 を揭げ よう" 

_『  組合 商 ¥會 所 規則  .， 

今般 於，， 御城 下， 商法 會所御 取 建、 組合 商社 御開 被， 成 候 儀 は、 國 中の 金銀 融通 宜敷、 御！： 産 相 殖候樣 

との 御 趣意に 而、 全 街 領民 利潤 致 候た め 之 御 仕 法に 候 問、 掛リ 役々 とも 別而 厚く 相 心得、 正路に 取扱 

いたし、 御 趣意 相 貫候樣 可い 致 候 事  、 

一組 合 加入 相 望 候 者 は、 士農 商の 無-, 差別 一 出金の 多少に 不， 拘、 商法に 組 込、 出金いた し、 利益 相 計 

候 共乂は 金利 取に 而、 加入 致し 候 共、 當人 勝手次第 たるべく 候、 尤無， 據儀 有， 之 御免 相 願 候 者 は、 

商法に. 入 候 は、、 其 年の 勘定 濟之 上に 而 元利 下 戻し 可レ 申、 金利 取に て 加 レ之者 は、 月 割 を^ ーァ 


利 相 戾し可 i 申 華  .  、 

但ー ケ 年末 滿 にて 御免 相 願 候 者 は、 出金よ リ三 ヶ月 迄 は 無 利 足 之 事 

Iffi 金員 數之儀 は、 多少に 不, 拘、 申立 次第 會所御 印の 證書相 渡可レ 申、 尤 名前 差 出 候 絛を不 好 向 は、 

會所 御用達 又は 會所附 商法 取扱 候 商人へ 申談、 其 名前に て 加入 候 共 勝手次第 たる 可く 候、 證？ は 其 

出 金 申 上 候 者 江 相 渡、 本人の 名前 は 相 記し 申 問 敷 事 

但 商法に 組合 候 者 は、 年末 愁 勘定の 上、 損益 共 加入金 之 高に 應し、 ，正しく割八：：利金.：：^么内1^分宛 

は、 會所 金に 積 立 置 可 申 事 金利 取に 組合 候 もの は、 年末 您勘定 之 上、 加入金.；：：！ に 應し、 仏 割 

貳分之 利 分 相 渡 可, 申、 尤內 二分 は 命-所 金に 積 置 可 y& 事 

1 商法 筋 之 儀、 都而 御用達 並會 所附 商法 取扱 候 商人 江爲 二相 任 T 時宜に 隨ひ賣 買 可つ 致 候 iS 共、 た 中 

末悠 勘定 並 時々 の 出納 は、 掛リ 役に て 御 見留之 上、 爲，, 取扱， 可 レ申事 

1 輸 W 輸入 之 品物 相場 書 は、 御用達 並 會所附 之 商人よ リ 可- 1 申立-、 右 商社 賣？ M 筋に 付て は、 決 而締資 

締買等 手狭 窮屈 之 儀 無, 之 は 勿論、 買 上 候 品 は、 可,， 成 丈 高價に 引取、 賣品は 下 直に 致 候樣. H- 二心 得， 

事、 萬 一心 得 違 之 者有ゾ 之、 自己 之 相場 相 立、 下方 難 溢 之 儀 有.， 之 候 は. -、 申立 次第 取^し、 事 K 

無，, 相違， 上 は、 其 者 商法 差留 可：， 申 事 

一 利殖 割合 之 金子 元金へ 差 加 候と も、 又は 別段 加 金いた し 候と も、 勝手次第 たる 可く 候、 證書は 其 都 
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一 證書燒 失乂は 紛失 致し、 其 段 無， 紛上. に、 印證を 以て 早々 相 Ei 可, 申、 左 候 は、 其 旨 本 帳江認 入、 月 

日 等 相改、 押印 致し、 替リ證 書 相 渡 可, 申 事 

一 加入金 之內、 臨時 要用に て 借用いた し 度 者 は、 申立 次第 加入金 之 員数に 應し、 贷下 可, 致、 尤右返 

納之節 は、 年 一割 五分 之 利 足 相 添 可， 申 事  - 

1 今-所 萬 ー燒失 致し 候 節 は、 組合 利金 之 內ょリ 分割 を 以取立 置、 追 而會所 積 金 相殖候 節、 ilffis- し 可, 申 

ー會 所へ 申立 金子 借 請、 商業 相 營度者 は、 輸出 輸入に 不， 拘、 願 立 次第 荷物 引？：？ E 貸 渡 可， 申 ir  ：= 步三 

厘 之 利 足 差 出 可, 申、 尤右 荷物 は賣買 相濟迄 は、 所 荷物に 致し、 利金 拟益は 勿論、 賣？^：^^入川は 

都 而赏人 持 たるべく、  ^！：物賣拂济之上、 定め 通リ 元利 共 無二 相違， 相納 可， 申 事 

但 右の 分 は、 何程 利益 有, 之 候 共、 仝 當人持 之 儀に 付、 貳分之 侖：： 所 積 金 は、 へ 4 二 差 S, 申 問 敷 事 

ー總而 $，， 所 江 組合 商業 相 營候者 は、 身元 引 請 證書差 出 置 可, 申、 萬 一組 合の 內 不時 之 災厄 义は 商法に 

付、 大損 も 有， 之、 難 溢に および 候 者 は、 取調の 上 會所積 金 之 内を以 救助 可, 致、 尤 商法に 付、 賣掛 

滞乂は 相場の 高下に ょリ、 賣買品 請 取 渡 等に 付 相手方 不法 之 儀 有, 之 候 は？、 申立 次第 余- -所 にて 取 

紅し、 早々 裁判 可，, 致 遣, 事 


勘 中 勘 御 
老 ^ 勘 

組 

于頭 定 

定付格 頭 


低 右 入用 金 は、 其 事柄 及當 人の 身分に 應し、 き 所 積 金 之 內ょリ 救助 被 二 成 下， 候 儀 も 可， 有, 之 事 

右 之 通 规則相 定置、 -何追 々事 » に 當リ、 衆議 を盡 し、 箇條 s» 減 も 可い 有, 之 候 得 共、 都而 自己 之 取 計 を 

以、 右规 則に 相 戾リ候 樣之俵 決て 致 問 敷 事 

巳 正月  商法 所』 

(口) 組 織 組合 商法 會所 は、 上述の 如く、 共力 合本に よる 一種の 商 # 乃至 は 商社 

の 如き もので， あるが、 その 組織 は 半官半民の ものであって、 藩の 勘定 頭が 全體の 取締の 任 

に 常り、 勘，： だ 組頭 格、 中老 手附 たる^ 澤篤 太夫が 頭取と なって これ を 主宰し、 勘定 所の 役 

人 數名を 各部の 掛員 とし、 その 下に 民間より 選任した る 商法 會所 御用達、 御用達 助 及び そ 

の 他の 職員が あった。 今 組合 商法 會 所に 關與 せし 藩 吏 及び 民間の もの を擧 ぐれば、 次の 如 

(き 

くで ある 0  - 

，平 岡 四 郞 (準 藏) 

小 栗尙助 

漉澤篤 太夫 

ダ村バ Si ま 

靜！： 藩の 組合 商法 侖： 所に つ いて  二 七 七 


^6* 


末 維新 


1： 

御 勘定 役 元パ 

御 勘定 頭 

下  役 

商法 會所 御用達 


御 用 


二 七 八 

坂 本 柳 左衞門 

获野 健太郞 

渡邊 源治郞 

伊藤 三四郞 

佐 久間忠 左衞門 

北 村 彥次郎 

萩原 四 郎兵衞 

勝 間 £ 淸左 衞： 門 

宫 f 總五 

塚 本 孫兵衞 

野 崎 彥左衞 門 

野呂 整太郞 

小川 太兵衞 

馬場 想 左衞鬥 


次に、 同年 三月 組合 商法 畲 所に 於て、 藩の 勘定 頭 小架尙 助、 その他 勘定、 同 下役 及び 頭 

取？ S 澤篤 太夫 列座の 上、 左の 如き、 「組合 商法 會所 衆議 綱目」 によって、 # 所 役員 並びに 

職員の 執務 規定 その他が 定められた。  - 

『  衆議 綱目 

一、 拜借 紙幣 之內、 西 京 坂 地に 而御遣 廻し 高 取調、 御 買 上品 突 合せいた し、 御 取締 向 相 立 候 事 

一、 東京に 而御 <p "所 御 立 入 被 V 渡 候 商人 共 申立 書類、 評論 得失 高、 確 之 上、 振 合相定 候 率 

一、 所に ぉゐ て、 金銀 包 立 之 法相 立、 包 立 之 雛 形相 立 可 二 申出 一 是迄 被，， 命 置， 候假掛 は、 包 立 御用 

取扱と いたし、 尙人撰 相 增可ニ 申出； 東京 西 京と も lg 成 兩替店 及 商人 之 内 を も 同樣申 付、 へ 4 二 取扱 一. 

一、 組合 商法 手 廣に相 成 候樣、 御用達 手 附ょリ 諸 商人 江說諭 見込 取調 申 M 立 之- 

但右振 合 者、 先達 而勝間 m 淸左衞 門 初 筆に 而 申立 通に 而差支 無, 之 哉 之 事 

一、 損益 共當人 持に 而、 御侖" 所 御 規則に 隨ひ、 寳買致 度 もの 共に、 荷 爲替拜 借 者 御 定之通 之： n 步に而 

可， 然候得 共、 益金 積 立方 者、 輸： S 入 之 區別は 可 V 然事 

但御定 者 利益 高 之 通 二割に 候へ 共、 右高の 二分に 而 可い 然哉、 左 候 は？、 十 31. 平均 一割 利金 之 見， 

静岡 藩の 組合 商法 食 所に つ いて  二 七 九 


幕末 維新  二八 〇 

積と 心得、 矢 張 益 高 之內、 貸金と 同樣相 心得 可い 然哉之 事 

、 御 貸付 利金 並 商法に 相 用 ひ 候 益金 共 御定、 會所積 金 之 外、 凡 見當相 立、 分割 を以、 取扱 之 もの 井 

江 被い 下方 之 事 

、御用達 手附共 一同、 戮 力に 而會所 御用 相 勤 候 筋に 者 候 得 共、 各所 得 も 有， 之に 付、 部分 相定 掛リ. 

分ぃたし候事 

譬ば"^^法不馴之者は、 御 貸付に 關 する 事 も 振 合に 致し 度、 尤 得失 者 相互に 無-一 隔意， 對論、 且何^ 

とも 見込 者 無，, 腹 臓， 申立 候 樣之事 

、 御領 内 各所 s 張 御 會所取 建 方 之 事 

、 御領 内 身元 之 もの 金銀 融通 御用 取扱 申 渡 方 之 事 

但 御用達 手附等 之內に 而も、 人 撰 之 上申 二 渡 之， 事 

、 御用達 中よ リ兼而 申立 有， 之 候、 會 所に 而札米 賣買之 儀 者、 當分 見合 之 方 可， 然之事 

、 日々.^ ，-所 開閉 刻限 之 事  i 

但 朝五ッ 半よ リタ 七 ッ時過 迄に 而、 外來之 所用 は 相斷、 七 ッ時牛 迄 掛に而 諸 書物 及 其 日 之 取扱 御 

用 相 調引拂 一?,1 申出； 臨時 差 掛リ候 俵 者、 其 時限 取扱 遺し 可：， 申 事、 右相定 候う へ 掛札張 出し 候 事 

、 所 休：： J 相お 候 事 


御 忌 口、 五節句 其 外、 毎月 月末に 而兩度 程其餘 月 幾： W と扣 (え 可,. S. 事 

御 貸付 は ：！！： 幾；：！ に、 入札 H は 幾日と 相定度 候へ 共、 追々 盛大に 相 成 候 は i^、 模様 も 相^ リ可， 申 哉 

に 付、 休：： Z 之 外 者、 何 御用に 不, 拘 取扱 候 方 可, 然 哉に 候 事. 

右 相 力 # 上掛 札に 而張出 之 事  . 

、 せ 所 御 構 柵 矢 來御取 縛、 御 土藏御 普請 之 事 

、 御^ 紙、 合印、 寫濟 印、 其 外 御 印箱 類 御 仕 立 之 事  』 


更に 明治 二 年 四月 八日に は、 職制 を變更 して、 左の 如く 任命した „ 


御用達 肝 煎 


(商法 懸リ) 

(御 貸附懸 兼) 

御 貸附懸 リン 

I 商法 翁 所 嫌」 


御用達 


(商 法 懸 リ) 


匕 

萩 

マ 了 

1- ージ 

、 

バ 


村 彥次郞 

原 四 郞兵衞 

E  W 淸左衞 門 

呂 整太郎 

崎 彥左衞 門 

場 左衞 i: 


川 太 


兵 衞 


靜 1: 藩の 組合 商法 侖-- 所に つ いて 


二八 


\ 


幕末 維新 


二八 二 


(街 貸附 懸リ) 


(手 頭取/ 


(金銀 包 立 御用 取扱) 


多々 良 藤 右衛門 

和 田 平 七 

望月 治 作 

綿屋甚 五郎 

篠島屋 甚 五郎 

篠島 屋忠助 

西 ケ 谷 喜 三 右衛門 

柴田屋 直三郎 

江川 政 八 

古知 治 郞兵衛 

內ケ谷 町 惣兵衞 

小 澤戶屋 伊兵衛 

米屋 彌七 

柿屋佐 右衛門. 

北村彥 次郎： 


勝 間 E 淸左衞 門 

一  野 崎 彥左衞 門 

野呂 整太郞 

小川 太兵衞 

馬場 惣左衞 門 

(東京 出店) 大黑屋 六 右衛門 

この 外、 會 所に 加入して 商業 を爲す もの \ 身元 調査 及び 引受 等の 取締と して、 北 村彥次 

郞外 二十 二 名の もの を 命じた。 また 御用達 介、 手附、 金銀 融通 方 を も それぐ 任命した。 

なほ 淸水港 出張 會所を 取 建てる こと i し、 松 本 平 八、 望月 治 作、 綿屋甚 五郞、 篠 島屋忠 

助、 西 ケ谷直 三郞、 江川 政 八の 御用達に、 同 出張 龠所 勤務 を 命じた。 

(ハ) 業 務 

(1) 商法 これ は、 商法 畲 所の. 主たる 業務で あるが、 『商法 爲 n 取扱-方 は、 土人 不馴 

之 儀に 付、 商人之內身元有レ之候而是^^橫濱商ひ致來、 世間の 聞へ も 宜敷候 者 江被レ 命、 會 

所用 達に いたし 爲 n 取扱 一度、 尤御 城下 及 市 在 之 內に而 身元 有レ 之、 律儀に 商赍致 居候 者 共 

靜岡 藩の 組合 商法 會所 について  二八 三 
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取調、 传所附 といたし、 用達に 隨ひ、 爲ニ 取扱 1 候樣 仕度』 との 趣旨に 基 い て、 上述の 如 

く、 豪 富の もの 若しくは 商業に 巧者なる ものに、 御用達、 御用達 助 等 を 命じて、 商法に 從 

事させる こと-し、 ま づ國產 品た る 茶、 塗物、 椎 #^、 紙 等 は 能 ふる 限り 高 價に買 上げ、 

(5 ン 

『其 時々 の 相場、 ：q 費 先の 景氣 に從 ひ』 これ を 藩 外に 移出す る。 これに 反し 藩內に 乏しき 

商品 卽ち 米穀 (南京米 を 含む)、 大麥、 小麥、 肥料 (胡麻 粕 その他)、 水油、 麥 安の 如き もの は、 

廉债 にし かも 大量に 購入して 能 ふる 限り 下値に 拂 下げる。 而し てこ， の 拂下は 入札 方法に よ 

(^) 

る こと、 する〕 また r 輸入の 洋物も 土地柄 人民の 望に 應 じ』、 藩 內に賣 捌かせる。 總 じて 

商法 は、 買 品と も 時 々相場 書、 會所江 爲ニ書 出 一、 輸出品 は 可レ成 丈、 ニ咼價 に爲二 買 入 f 

寶捌品 は 下値に 寶却 候樣可 レ爲レ 致』 であると した。 なほ 年貢米 入用 殘 りの 分 は、 會所 にて 

，  S) 

一 手に その 拂方を 取扱 ふこと i した"  . 

(91) 貸付 貸付に は、 金錢 貸付 及び 現物 貸付の 二種が あり、 金錢 貸付と して は、 產物 

元 入金 货付、 荷物 引當 貸付 その他が あった。 產物元 入金 貸付と して は、 例へば 田 方 肥 物 買 

入 代金 拜 茶 爲ニ摘 手, 村ク江 ft 附、 K 元 入金 «附 等が あり、 荷物 引當 ft 附は、 商業 資金 


及び 爲替 資金 融通と しての 貸附 がその 主なる ものであって、 その 附に 際して は， 何れも 

太 政 官札を 以てした ので ある。 現物 貸附 は、， 種 大豆、 干 S 或は 燒附 W 等 を貸附 くる もので 

ある。 しかして 金 錢貸附 及び 現物 貸附 とも、 いづれ も 商法 龠所關 係の もの 卽ち その 

他の 引受に て 抵當品 をと つて 貸附 けた。 貸附 利息 は、 場合により、 乂祀乎 方の 如何によ つ 

てー樣 でない. が、 年 一割、 一割 二分、 一割 五分 及び 日歩 三 厘であった。 なほ， 利， =^ につい C 

は、 左記の 如く、 明治 二 年 三月 三十日 付の 定が ある。 

『  定 

肥 し 物 御 貸付 者 代金 に 直し 

一 年壹割  一  . 

產物元 入金 御 貸付 

一年 壹 わり 貳分  . 

但三四 ヶ月 限 返納 之 節 者、 月 數も不 3 萵儀ニ 付壹割 五分 

荷物 引當御 貸付 者 

靜岡 藩の 組合 商法 侖： 所に ついて  二八 五 


幕末 維新  二八 六 

一 年壹割 五分 

但三四 ヶ月 返納 之 節 者、 日歩 三 厘、 尤其 品柄-一 寄壹 わり 五歩爲 二相 納 1 候 儀 も 可レ有 

レ之 

しかして、 貸付金の 返濟 期限 は、 三 ヶ月 限リの ものが 多かった 樣 である。 

(3) 差 加 金 旣揭の 「組合 商法 畲所 規則」 第 一 條 及び 第 一 一條に 明かなる 如く、 會所差 

. 加 金に は 二種 類あった-」 卽ち 商法に 組 込み 出金 換言すれば 出資せ る ものと、 單に 金利 取の 

自的を 以て 出金 換言すれば 預金せ る ものとの 一 一つに 分つ こと を 得る。 前者に 對 して は、 

『商法に 組合 候 者 は、 年末 總 勘定の 上、 損益 共 加入金 之 高に 應じ、 正しく 割合』 利益 金 を 

配分す るので あるが、 そのうち 二分 は、 會所 金に 積 立てる 定めであった。 尤も 出資者に し 

て據 なき 事由の ために、 組合 加入よ リ脫退 せんとす る ものに 對 して は、 その 年の 勘定 濟の 

上に て 元利 共 返却す る。 後者に 對 して は、 『金利 取に 組合 候 もの は、 年末 總 勘定の 上、 加 

S) 

人 金高に 應 じ』、 月 割 を 以て 元利 共に 返濟 する ので あるが、 その 利息の 二分 は、 前者と 同 

じく、 會所 金に 積 立てる 定めであった。 但し この種の 差 加 金に 對し. て は、 出金 後 三 ヶ月 迄 


はこれ を 据置き 無利子であった。 

(4) 開墾 その他 『此度 府中 江 商法 畲所御 取 建 一一 栢成候 一一 付、 商法 筋 之 儀 は 素より、 

. 領內 開墾 其 外 御 國益筋 之 儀、 都而 同所 江 御 任せ 被 レ成候 間、 其方 共 心 付 候 儀 は 勿論、 支配 

所內々 者、 御園 益 筋 之 儀 申立 候 は、. -、 會所江 申談取 斗候樣 可， 被レ致 候』 と ある 如く、 開^. 一 

、 

その他 御國 益， 筋と なるべき 殖產 事業 は # 所に 於て 取扱 ふこと \ なった。 これによ つ て駿遠 

各地より 新田 畑 開發、 埋立 開墾の 願書が 提出せられ たが、 商法き 所と して は その 舉に 及ば 

なかった やうで ある。 

(5) 資本金 最後に、 組合 商法 會 所の 業務 を 逸行 せんがた めに 投 せられた 资金 につ い 

て 一言しょう。 その 主なる もの は、 石高 拜 借金で あるが、 この 外 民 部 大輔佛 國行殘 金 並び 

に 諸 向 差 加 金 等が あった。 朝廷より 府中 藩への 石高 拜 借金の 交付 高 は、 金 札 四 拾 六 兩で 

5  (お) 

あった (漉 澤榮 一氏の 談 によれば、 五 拾參萬 雨と ある も、 これ は 誤で ある )0 右の 石. 1©^:^ 金のう 

ち 商法 會所 基金と して 藩より 振當 てられた 金額 は、 金 札 參拾八 萬 五 千 九 W 五 拾お 》1 兩 a 分 永 

四 拾 六 文 九分であって、 これ を 正金 百 雨に 付 金 札 百 四 拾 八 匁 三分 稗と して 正金に 換 おすれ 
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ば、 金 貳拾五 萬 九 千 四百 六 拾 參兩餘 となる" この 外 藩より 畲所 基金と して 會 所に 下げ渡さ 

れた分 は、 金 壹萬六 千 六 百 貳拾八 兩貳分 永 拾- X 八分貳 厘で あるが、 その 內譯 は、 德川民 部 

大輔 佛國行 仕上 殘金、 箱 館 會所殘 金、 井伊 家より 德川 家への 獻 納金 その他 を 合せる もので 

ある" 諸 向 差 加 金と して は、 金壹萬 四千 八 百 九 拾 五 兩貳分 永 四 拾 壹文七 分、 金 札 參千八 百 

參拾兩 があった" しかして 以上 三 廉の總 額 は、 贰拾九 萬 四千 八 百 拾 七 兩永五 拾貳文 五分 四 

厘に 達する が、 これが 組合 商法 會 所の 資本金で ある。 

(二) 業 績 組合 商法 食 所の 業績に ついては、 會 所の 御用達た りし 获原四 郞兵衞 (後 

鶴 夫と 改名) の 日記 及び その 關係 書類に よって 明かで ある。 元來、 府中 藩 殊に 駿州 は、 前述 

の 如く、 『駿國 之 儀 者、 山川 狹 S 之 地、 御； 1 內 出生 米-一而 者、 是迄 人民 食料 不足』 し、 且 

つ 稍 も すれば、 物資の 缺 乏を吿 ぐる 國柄 であり、 加 ふるに 德川家 移 封に 伴 ふ 人口 增加 のた 

め、 益々 この 惱を 加重した ので あるが、 組合 商法 食 所の 設立 以来、 平吉丸 .德 潤 丸 • 駿足 

丸 三艘の 廻船 を 買 上げ、 大阪兵 庫に 於て は 米穀、 束 京に て は/ 粕、 油 柏、 米糠、 その他 各 

より 物資 を if 入し、 これ を 藩 內に寶 却し、 或は 貸付く ると 共に、 藩 内より は國產 品を購 


人してこれを^^-京横濱等に賣出したのでぁる。 また 產業元 入金と して 貸付 を 行 ひ、 領民の 

金 JS ハ睐 通せし め、 商工業の 發展 に貢獻 せる ところ、 蓋し 甚大な ものが あった。 

なほ、 こ、 に 組合 商法 畲 所の 業績 を 顧みる に當 つて、 看過して はならない こと は、 頭取 

^澤篤 太夫の 功績で ある。 ^澤篤 太夫 は、 後年 改名 せられた 潞澤榮 一 であって、 その 傅お 

は その 儘 明治の W 業 發達史 であるとまで 稱 せられて るが、 彼の 實 業界 進出の 第 一 歩に 於 

て、 早く も その 鋒 鋩 を 現 はし、 多くの 功績 を 遣した ので ある。 たと へば、 彼 は 商法 僉所設 

立當 初に 當 つて、 余所 資金の 大部分 を 占む る 太政官 札の 低落し つ- - ある を 見、 將來 太政官 

札の 流通 盛んと なれば、 必すゃ 物價騰 *!; すべし との 見込 を 以て、 各地に 於て 自他 共に、 鋭 

^7  ) 

意 太 政 官札を 正金に 代へ、 以て 物資 を 購入した が、 果して その後 物價 騰貴して 少 からざる 

利益 を收め 得た、 るが 如き これで ある。 頭取た る 潞澤篤 太夫 は、 自. ら 、江戸に 赴き、 肥料 その 

他の 商品の 買 附を行 はんとし たので あるが、 當時太 政官札 は、 信用な く、 これの み を 以て 

大量の 商品 を 買 入れる こと は 到底 不可能なる 狀 態であった。 よって まづ、 金 札 を 正金に 引 

換 へる 必要 を 生じた ので あるが、 この 金 札と 正金との 引換 並びに 肥料 その他の 買 入に つ い 
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，て は、 隱れ たる ー揷 話が ある。 卽ち これに 關 して は、 當時三 井 組の 大 番頭で あり、 ま澤篤 

. 太夫が 佛蘭 西より 歸朝 後、 間もなく 江戶 商人 大六事 稷本六 兵衞の 紹介に よって 初對 面を遂 

： げたる 三 野 村 利左衞 門の 援助 並びに 斡旋に よると ころ 頗る 大 であった と稱 せられて ゐる。 

今 ffi 合 商法 會 所の 業績 を 知る ために、 その 廢止後 提出せられ たる 決算 書に よって、 そ 

め 結果 を 伺 はんに、 明治 二 年 正月の 創設より 八月の 廢 止に 至る までの 間に 於て、 利益 金 

. は、 金 八 萬 五 千 六 百 五 拾壹兩 三分 永 貳百參 拾 壹文貳 厘に 及ぶ が 如き 好成績 を 示して ゐ る。 

次に その 收支 決算の 內容を 示さう。 

『 一 金 豐萬六 千 六 百 贰拾八 雨 贰分永 拾 文 八 分贰厘  - 

是者民 部 大輔殿 佛國行 仕上 殘金幷 箱館會 所 殘金且 井伊 家 < ^被レ 進 金 札 壹萬兩 分、 其 外會所 爲，， 元 

金， 御 下 ケ渡之 分 

一 金 甙拾五 萬 九 千 四百 六 拾 三兩餘 但 正金 百 雨-一 付 札 百 四十 八兩 三分 替、 此元札 三 拾 八 萬 五 千 九 百 

五 拾 壹兩壹 分 永 四 拾 六 文 九分 

是者 朝廷 御 貸 渡 紙幣 高 四 拾 六 萬兩之 内、 舍所 江爲, 任 相 成、 坂 地お いて 米穀 其 外 金 札 相場 ヲ以 

買 付 之 分 


1 金壹萬 四千 八 百 九 拾 五 兩貳分 永 壹文七 分 

1 金 札 三千 八 百 三 拾兩也 

是者諸 向 差 加 金 

合金 貳拾九 萬 四千 八 百 拾 七 兩永五 拾貳文 五分 四 厘 

內 

一 金 三 萬 三千 八 百 三 拾三兩 三分 永 六 拾 八 文貳分 

1 金 札 三 萬 六 百 六 拾 壹兩永 百 八 拾 壹文八 分 

是者御 勘定 所 江 御 繰 替相成 居候 分 

1 金 七千兩 

最者年 壳割贰 分利 I 一  而諸 向江 御 貸付 之 分 

一 金壹萬 四千 九 百 五拾兩 - 

1 金 札 九 百 八 拾壹兩 

是者 年壹割 五分 利 -1 而諸 向江 御 費 付 之 分 

1 金 貳萬七 千 八 百 六拾兩 

1 金 札 三千 五 百 六 拾 五雨 
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是者日 步三厘 11 而諸 向江 街 貸付 分 

1 金贰千 贰百兩 

1 金 札 三百 六拾兩  ， 

是者產 爲 _1 元 入-村々 江 貸付 之 分 

1 金 六 千 八 百拾兩 分 永 八 文 四 分 四 厘 

是者肥 代 村々 江 御 貸付 之 分 

一 金 六 百贰拾 壹兩也 

是者 村々 江 茶 摘 手 御 貸付 御用達 方 迄 受取 置 候 分 

1 金 六 千 七 百 五 拾六兩 三分 永 貳百武 拾 六 文 九分 

1 金 札 千 贰百五 兩壹分 永 三 拾 文 

是者遠 州 廻し 肥 物 代 掏 貸付 高幷御 貸付 殘之分 共 

1 金 五 千 百 九拾兩 

1 金 札 五百兩 

是者淸 水 出張 會所 -ー 而街 貸付 相 成 候 分 

1 金 壹萬兩 


九 


是者 東京 出張 1= 所 -1 而御 貸付 相 成 候 分 

一 金 11 一千 贰ほ六 拾 兩永贰 百 八 文 

是者北 國買付 物爲ニ 元金， 東京 -ー 而相渡 置 候 <R 

一 金 1： 萬 贰千七 百 六 拾七兩 三分 永 百 六 拾 九 文 七 分 九 厘 • 

一 金 札 七； C 五 拾 九 兩貳分 三 朱 

是者 九月 三日 限 靜岡會 所 御 有 高 

一 金壶， 萬 千 三 }0 贰拾 五雨 一 分 永 或 百 拾 it 文 三分 八 厘 

一 金 札 « 千 II 百 九 拾 三 兩永贰 拾 五 文 三分 三 厘 

是者 八月 廿：！ r 改淸水 出張 会： 所 御 有 高 

一 金 查萬贰 千 六 百 八 拾 六兩餘 

是者 八月 六 日改 東京 W 張 會所御 有 高 

1 金 札 五 萬 九 千 百 八 拾 三 兩永贰 百 文 但金 札壹雨 一一 付 壹斗替 之 積 

nj- 者 米 壹萬六 千 三百 五 拾 五 俵、 k 水 湊御有 高 凡 積ヲ以 代金 札如斯 

1 金 札 九 ：ね 三 拾 三 兩查分 永 八 拾 三文 三分 但 金札壹 雨-一 付 三 斗 替之積 

"^^者大麥七百俵前同斷  - 
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金 札 千； G 六 拾七兩 贰分餘 

是者 東京 買 付 舟 積小麥 淸水湊 着船い また 賣拂 不，, 相 成， 分、 凡 積如此 

金 札 五 千 九百兩 

是 者 米 五 百 九 拾 石餘、 兵 庫 表 買： Ie: 米 之 內積殘 之 分、 前同斷 

金 札貳萬 六千兩 

へ 柏 力) 

是者 上方 買 付 米 之內、 柏 崎 米 三千 石 買 取 候樣、 約定 之 上、 內渡 金と して 相 渡 置 分 

金 札贰千 四百 兩 

ni:; 者 水油； *1 六 拾 樽、 勢 州 買 付 之 内、 淸 水湊幷 東京へ 着 積 殘之分 共 凡 積 金高 如此 

金 八 千 八 百 八拾兩 

是者 大阪北 野屋仁 右衛門 江 仕 入 元金と して 預ケ置 候 分 

金 札 五 fn 兩 

是者坂 地 -ー 而錢 引替 四千 贰百貫 文 分 

金贰千 五百兩 

金 札 六千兩 

是者 勢州路 江茶幷 水油 買 付と して 持 越 分 


一 金 三千 雨 

是者大 阪表江 麥安其 外 買 付と して 持 越 候 分 

一 金 三千 四百 七 拾 七 雨贰分 

是者 越後 新 潟 へ 米穀 買付幷 御國產 仕出しと も 品物 一一 代リ 彼地幷 海上 一一 在， 之 分 

一 金 札 九 千 三百 八 拾 六 兩壹分 

是者坂 地-一而 買 付 候 紙 類、 東京へ 相 廻し、 いまた 賣却 不二 相 成， 分 

」 金 札 七 千 贰百拾 戴 兩貳分 永 百 或拾壹 一文 六 分 

是者 廻船 三 艘御買 上代 

一 金 或： B 八 拾 六 兩查分 

一 金 札 三拾兩 

是者 右同樣 仕出し 二 付 持 出金 

一 金 千咸百 七拾壹 兩夸： 分 永 百 七 拾 八 文 五分 八 厘 

是者平 吉丸德 潤 丸 駿足 丸 鹽買付 組合せ 金 之 分  • 

一 金 II 千兩 

是者 撗濱表 南京米 買 付 金  ， 
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一 金三千七百五拾九兩三分永、ョ^^拾八文三分 

是者 aBH: 食 所 取！ * 幷 淸水湊 、一 御！ R 屋 裤 買上ケ 新規 建 S? 共 諸式 代 

一 金 或 千 三百 九 拾 三兩永 武拾五 文 三 orim 厘 

一 金 札咸千 三百 九 拾 三 雨 永 贰拾五 文 三分 贰厘  ， 

是者米 五 百 六 石 四 斗 九 升 四 合 五 勺 钩拂相 成、 代金 上納 不二 相 成， 分 

一 金 千 三百 拾 三兩贰 分 

是者遠 州 星 淸三郞 外 壹人江 別口 善 法ー兀 手金 相 渡 有， 之 分 

一 金贰千 贰百兩 

是者 永呂丸 勘左赛 «: 鉛 積璺前 米千貳 百 五 拾 iST 勢 州 表お るて 賣拂代 幷幸吉 丸 又 三 郞舟積 把 後 米 

千 二百 庚 賣梯代 仕上 殘金共 

一 金 札 六 百 九 拾 三 兩貳分  、 

者 SS5 七 百 六 拾 樽 富貴 丸九郎 兵街餹 積、 勢 州-一 丙 賣拂之 積 ヲ以、 同所 n 相 通 し、 ぃまた仕^: 

勘定 不二 相 成 1 分 

但元代 四 拾 梅-一 付 三 拾六兩 贰分替 

一 金 六 拾 兩永五 拾 壹文七 分  ♦ 


者 東京お ゐて 鼻緒 買 付、 いまた 賣却 不，, 相 成, 分 

一 金 百 七 拾 薆兩永 百贰拾 II 文査分 

是者西 京-一お ゐて 反物 其 外 御 買 上 未 タ賣却 不，, 相 成， 分 4^ 坂 地 仕上 中 之 分 共 

パ 金 或 拾 査萬八 千 五 百 七 拾 il 兩查分 永 五 拾 三文 七 分壹厘 

金 札 拾.： ハ萬贰 千 三百 貳拾三 兩貳分 永 百 四 文 八 分 五 厘 

合金 一：： 拾 八 萬 九 拾七兩 三分 永 百 五 拾 八 文 五分 六 厘 


差 引 金 八 萬 五 千 六 百 五 拾壹兩 三分 永 貳百三 拾 壹文貳 厘 

商法 <Jp: 所 取扱 中 御 益 

年末 惣 勘定 之 上 御 益金 三步通 ヲ以、 懸リ之 者 江 被， 下 候 積、 兼 而伺濟 之 趣 も 在， 之 

候處、 今般 會所 御廢 止、 常平倉 御 建 置 候. ニ付而 者、 別紙 ヲ以申 上 候 通 決算 仕上 

之 上、 御 ハ.！ 之 一 一一 分 被 レ下候 積.：—：… •： に ！. に I   II 


尙ほ 右の 決算 書 は、 明治 二 年 九月 十五 日に 至って、 廻覽を 終へ てゐ るが、 右の 決算 ま I 作 

成 後、 a 込 勘定 をな せる ものにして 寶拂 はれ、 または 違算 等の 發：： が あり、 結1!5九月十七 

日の改ー^？は、 次の如くなってゐる。 
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『 金 贰拾查 萬 六 千 三百 七 拾九兩 三分 永 百 拾 三文 七 分 八 厘 

金 札 拾 五 萬 九 千 六 百壹兩 三分 永贰拾 三文 五分 三 厘 

合 高 三 拾 七 萬 五 千 九 百 八 拾 壹兩贰 分 永 百 三 拾 七 文 三分 三 厘 

本文と 差 引 

(朱書) 四千 九 百 拾 六 兩壹分 永 贰拾壹 文 貳分五 厘 不足  ； s 

(木) 廢 止 かくの 如く、 組合 商法 會 所の 業績 は、 見るべき ものが あつたの である， 

が、 明治 二 年 八月 二十 七日に 至り、 組合 商法 會 所の 名 儀は廢 せられ、 常平倉と その 名稱 を- 

變更 せられる こと \ なった" 尤も 組合 商法 會 所の 廢止 は、 單に 名義の みであって、 その 事. 

業 一切 は、 多少の 變化は あるに しても、 擧げて 常平倉に 引繼ぐ こと \ せられた。 

これより さき、 明治 二 年 六月、 府中 藩主 德川家 達 (前名 龜之 助) は、 版籍 を 奉還し、 府中 

藩 は靜岡 藩と 改稱 せられ、 同月 十六 日、 德川家 達 は、 靜岡藩 知事に 任命 せられた" 次で 八 

/9  ) 

月 一 一十 六日 町奉行 所が 廢 止され、 政事 廳に 於て その 事務 を 取扱 ふこと-^ なった。 

かくの 如き、 政治的 變 革が 行 はれた る 結果と して、 半官半民 とはいへ、 殆んど 藩の 資本. 


を として； i 營 せられて ゐた 組合 商法 會 所の 如き は、 いは、 > 藩 を主體 とする 事 雄なる が 故 

d  ) 

に、 朝 匕 曰に 悖り、 新 政府の 容認せ ざると ころなる べしとの 推測に 基き、 商法 畲 所の 變改が 

行 はれる こと & なり、 町奉行 所の 廢止 と共に、 途に その 名 稱が廢 され、 常平倉と して 更改 

/1 ) 

せられる に 至った ので ある。 卽ち、 『此度 御城 御殿 政事 廳與御 唱替、 其 外 奉行所 等 御廢止 

、2  ) 

相 成 候 程 之 事に 付 商法 會所 も御廢 止、 跡 常平倉 與御 唱替』 云々 と ある は、 それで ある。 

しかして、 明治 二 年 三月 二十 八日 假郡司 方 役所 元 目 付 屋敷 跡に 移轉 し、 ffi 澤 t4 太夫が 常 

平 倉掛り 役と なり、 北村^^^^次郞、 获原鶴 夫、 勝 間田淸 次郞、 宫崎總 五が 常平倉 取扱 方 御用 、 

達 肝 煎と して、 米價 及び 物價の 調節、 備荒貯蓄、 勸業、 商業 及び 金融の 諸機關 として 活動 

(3 ン 

を 開始した ので あるが、 大體に 於いて 組合 商法 會 所の それ を 蹈襲せ る ものであった。 その 

後明 治 二 年 十一月^ 澤 篤太郞 (榮 一) は、 租稅 正と して 大藏省 出仕 を 命ぜられ たため、 常 平 

倉 を まること、 なり、 その 影響 は 甚だ 大 なる ものが あった。 次いで、 明治 四 年 七月 廢藩 置- 

縣の結 *、 靜岡 藩の 廢止、 靜岡縣 の 設置せられ るに 及び、 常平倉の 規模 は 漸次 縮小 せら 

れ、 遂に 明治 五 年 七月 三日に 至り 廢 止せられ る こと \ なり、 その 事業 は 常時 屋形 町に 出張 
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して ゐた三 井 組が これ を 引受け、 經營 する こと \ なった。 

き 「明治 财政 史」、 第 十二 卷、 八丄 一 頁) 

- (5::. し 「靑淵 先生 六十 年 史，/ 第 一 卷、 四 〇 九 ー 四 一 頁" 

(？ 5) . 「明治 财政 史」、 第 十二 卷、 三 二八 頁- 

(S) 问上、 三 二 七 頁) 

(g) 「名 古 M 市 史」、 產業 編、 七三： 七 四 頁)  . 

(S) 「組合 商法 會所 規則」 (明治 二 巳年 正月)  - 

(？ 3) 「御^ 违幷 御！！ 產 御用 取扱 掛 一 件 書留」 

(？？ ) 「掛リ 役 其 外被 命 候 御 書付 寫」 (明治 二 巳年 四月) 

(；？ )|( 一 ^澤篤 太夫、 「組合 商法 會所御 取 建 之 儀 見込 申 上 候 書付」 (明治 二 巳年 正月) 

(S) 萩原 四 郞兵衞 、「商法 會所 日記」 

(g) 萩原 n 郞兵衞 、「商法 會所 日記」  , 

(お) (：；) 「組合 商法 會所 規則」 

荻 原 H 郞兵衞 「商法 會所 日記」 (明治 二 年 正月 廿 三日の 倏) 

「遠駭 新 W 畑 開拓 場 書類」 

e) 「是迄 商法 會 所お ゐて御 遣 廻し 金高 賣買 品幷御 貸付金 其 外 共 常平倉 江引繼 取調 簾 書」 (明治 二 B 

年) 
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) 「靑 淵！： 顚 錄」、 上卷、 二 四 五 頁。 

) 「是迄 商法 會 社お ゐて御 遣 廻 金高 賣買 品幷御 貸付金 其 外 共 常 半 倉 江引繼 取調 廉書」 

) 「靑淵 先生 六十 年 史」、 第一 卷、 風  一二 頁。 

) 「是迄 商法 會 所お ゐて御 遣 廻 金高 賣買 品幷御 貸付金 其 外 共 常： 牛 倉 江引繼 取調 簾 書」 

) 「靜岡 市 史」、 第二 卷、 三 一 〇— 三 一 二 頁。 

) 白 石 喜太郞 氏、 「漉 澤榮 一翁」、 一三 七 頁。 

「靑淵 先生 六十 年 史」、 第一 卷、 四 一 三 頁。 

(S) (お) S?) 获原鶴 夫、 「常平倉 日記」 

(S) 「常平倉 御廢 止に 付 引渡 一 件 書」 (明治 五 申年 七月) 

OS) 「貨幣 並 諸 品 御 引渡 目錄」 (明治 五 申年 七月)  . 

四、 結  言 

以上に よつ て、 私 は 慶應四 年 八月 德川龜 之 助の 駿府就 封に 伴つ て 生じた る 諸經^ ra® 及 

び 藩 財政問題 を 解決す るの 一 端と して 計畫 せられた る 國產物 蓮 上元會 所、 或は 第 一 次 産物 

余所、 第二次 產物龠 所の 設立 計畫を 述べ、 次に 跪澤榮 一等に よって 設立せられ たる 靜岡^ 
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の 組合 商法 會所 について 述べた ので ある。 

しかして、 當時 各地に 於ても 商法 會 所なる ものが 設立せられ、 商業 金融 機關 として 商業 

上に 必要なる 資金 を 貸付け、 同時に また 商人 を 互に 連絡せ しめて 商業 を發展 せしめん との 

意圖 によって 設置せられ たのみで なく、 更に 商法 會 所が 當時 明治 新 政府に よつ て發行 せら 

れ たる 太政官 札の 流通 を 促進せ しめんと する 職能 を 負 はされ てゐ たので あるが、 靜岡 藩の 

組合 商法 會所 設立の 直接 動機 も 亦、 所謂 石高 拜借 紙幣の 運用 並びに 元利 金返濟 策と して、 

或は 石高 拜借 紙幣の 濫用に よつ て 生す る こと あるべ き 藩 財政の 破綻 を豫 防す るの 方策と し 

(2 

て 設立せられ たる ものなる こと は、 「靑淵 先生 六十 年史」 その他に 徵 する も 明かで ある。 

しかしながら、 組合 商法 會所 設立の 動機が、 前述の 如く、 他の 商法 會 所に 課せられ たる 

職能と 同一 趣旨より 出で たる ものである とする も、 その 組織に 至って は、 他の 商法 會 所と 

その 趣 を 異にし、 名 は 商法 會 所なる も、 その 實 質に 於て は、 官民の 共同出資 にか \ る 一種 

の商會 であり、 會社 組織た るの 性質の 一部 を 具有して ゐ たこと は、 注目に 値すべき こと \ 

信じる。 しかして 靜岡 藩の 組合 商法 會 所が、 組合 組織に よる 一種の 商會 乃至 は會社 組織で 


あった ことに ついては、 世人の 多く は、 これ を 以て 漉澤榮 ー卽ち 潞澤篤 太夫の 創案に か \ 

へ 8  } 

る ものと して ゐ るので あるが、 この 點 について は 聊か 疑問符 を 投じたい と考 へる。 卽ちこ 

の 共同出資 による 所謂 合本 制度に ついては、 本論に 於て 詳論せ る 如く、 差 加 金なる ものが 

これに 該當 する ので あるが、 組合 商法 畲 所の 差 加 金と 略々 性質 を 同じく する 差 加 金なる も 

の は、 ^ 澤榮」 の參 劃せ ざる 第 了 X 產物會 所 並びに 第二次 產物會 所の 設立 計 畫の内 { 谷 にも 

亦 見られる こと は、 旣述の 如くで ある。 卽ち慶 應四年 八月、 府中 (靜 岡) の 商人の みに よつ 

て 立案せられ たる 第 一 次 產物會 所 設立 計畫 案た る 「御領 國御產 物 御 會所取 立 目論 见嘗」 に、 

『御領 中 一般 身元 之 者 江 被，， 仰 付 1、 御 會所御 基金 爲 n 差 出 1』 云々 と あり、 更に その 草案に 

於て、 『商法 龠所 目論 0^』 とい ひ、 或は 『商法 御畲 所』 なる 名辭 あるに 徵 する も、 常時 府 

中の 商人の 間に、 旣に會 社 知識が 普及して ゐ たこと は、 明かで ある。 次に、 第二次 產物會 

所 設立 計畫に 際して は、 三 井 組が これに 參 加して ゐ るので あるが、 當時三 井 組に は、 我が 

國に 於け る畲社 知識 輸入の 第一 人 者た る 小 栗 上野 介に 近侍し、 後 三 井 組の 大 番頭たり し 三 

(9  ) 

野 村 利左衞 門なる ものが 居った ので あるから、 三 井 組 關係者 は、 當時旣 に畲社 知識に 關し 
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て 充分なる 理 S を 有して ゐ たと 見て 差 支 へない と 信じる。 故に 第 一 一次 產物會 所 設立 計畫に 

當 つても、 第一 次の 計畫 案に 現 はれた る 差 加 金 制度 は、 その 儘 蹈襲せられ たので あらう。 

しかも 第 一 次 及び 第 一 一次の 產物會 所 設立 計畫の 內容と 組合 商法 所の 內容 との 間に、 少か 

ら ざる 近似 S ある を 見れば、 ^澤榮 一 は 組合 商法 畲所 設立に 當り、 從 前の 諸 計 畫を參 照せ 

られ たこと は、 疑 もない 事實 である- - 從 つて 差 加 金 制度、 換言すれば、 共同出資 による 合 

本 主義なる 一 種の 會社 組織 は、 必す しも 同氏の 創案に か、 る ものと はい ひ 難いので ある C 

勿論 私に、 これ を 以て 澤榮 一が、 その 佛蘭 西よりの 歸朝當 時に 於て、 か. -る 制度に 關す 

る 知識 を 有せなかった とする もので はない。 唯 府中の 商人の 間に 於て、 當時旣 に會社 組織 

に關 する 知識 を 有せし 先覺 者の あった こと を 指摘 すれば 足りる ので ある。 勿論 組合 商法 會 

所の 設立 並びに その 經營 に當 つて、 故 ^ 澤榮 一 子爵の 遣され た 功績の 頗る 大 なる もの" あ 

つたこと は、 吾人の 看過して はならない ところで ある。 

gs) 菅野 和太郞 博士、 「日本食； H 企業 發生史 の 研究」、 一 一九 頁 

<£5) 「靑^ 先生 六十 年史」 、第一 卷、 四 0 八一四 〇 九 頁  . 


<g) 白 石 喜太郞 氏、 「溢 澤榮 一翁」、 一 二 七 頁 

<s) 菅野 和太郎 博士、 前揭 書、 四 五 頁 


靜 ！：- 械 の 組 4 口 商 听に ついて 


■■ 國塞 

〇 
五 


末 
新 


羽 


I  、 緒 言 

故法學 博士 杉亨 一 一氏が. 邦 統計 學の 開拓者た る 地位 を 占めら に 就いては w 人 も 異論 

. を 挾まざる ところで あるが、 氏が 統計の 必要 を 感じ、 硏鑽に 努め、 其の 發 達に 盡 さる \に 

至った の は、 寧ろ 蘭學の 研究より 生じた 偶然の 結果と 言 はなければ ならない： 卽ち氏 は 蘭 

學 者の 一 人と して 召 出され、 蕃書 調 所 (•  後、 開 成 所と 改稱 せらる) に敎授 たりし とき、 諸種の 

著書 新聞 等 を閱讀 し、 又飜譯 にも 從 事せられ てゐ た。 此 等の 中に 和 蘭 ロッテルダムより 發 

行の 週刊 新聞 Coi ヨョ t-zeitilrift があった が、 偶々 紙上 バ ィヱ ルン の敎育 統計 中に、 讀書 

算數の 可能 又は 不可能なる 者 百 人中 幾人と いふが 如き 計數 ある を 氏 は 本邦に 於いても 


明治 初年の 靜岡藩 及び 甲斐 國 人別 調 


兵 治 郞 


ま 


斯の 如き 調査の 必要なる こと を 深く 感ぜられた" 然し 乍ら、 當 時の 狀 勢と して 斯の 如き 調 

(2) 

査を行 はんに も 其の 由な く、 空しく 其の儘に 打 過ぐ るより 外はなかった。 

斯る 間に 纏て 又 一 八 六 〇 年 及び 六 一 年の 和 蘭 統計年鑑が 氏の 目に 觸 る- - こと、 なった" 

氏 は 初め 夫れ に 記載す る 百 人中 男 何人 何分 何 厘、 出生 兒 何分 何 厘と い ふが 如き 數 i 子に 接 

し、 人 を 以て 何分 何 厘と は 甚だ 奇妙な 調査で あると 考 へられた が、 猶兩ハ 小の 出生、 死亡、 

婚姻、 離緣、 來住、 往住、 或は 放火、 偽造 等 各種 犯罪 人數を 比較せ る もの あり、 兹に 先年 

の 計數を 想起し、 之亦斯 種の ものなる ベく、 是に 由る とき は、 以て 容易に^ 上の こと を 知 

り 得べ しと 考へ、 持ち 歸 つて 注意 深く 讀 まる-に 至った のであった。 

和 蘭より 歸朝 せし 津 H 眞道、 西周兩 氏の 統計に 關 する 談話 は" 更に 氏の 統計に 對 する W 

味 を 深から しめた。 更に 又 赤松 則 良 氏は歸 朝土產 として 氏に ハウス ホ 1 'フ ヱ ルの 統計 論 を 

寄贈せられ、 後ヱッ チン ゲンの 道德 統計 論 亦 氏の 書架に 加 へられ、 兹にハ < ^々氏の 統計に 對 

(6  ) 

する 興味 を大 ならしむ ると 共に、 又 其の 理解 を 深から しむる こと- - なった。 

氏の 著述と して は、 形勢 學論 飜譯、 交易 通史 四卷、 西說 斥候、 » 政黨派 論、 .：3有^^說、 
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蘭 客 稀 痘辨各 ー卷が ある。 而 して 明六雜 誌、 ス タチス チック 雜誌 (後、 統計 學 《 誌と 改 む)、 

鬼 京 學士畲 院雜誌 等に 發 表せられし 論文、 其の 他 各所に 於け る 講演の 類 は、 氏の 故 舊門生 

諸氏に より 「杉 先生 講演 集」 として 蒐集 刊行 せられた。 此 等の. 著述 論文 中、 直接 統計 學に 

關係 ある もの は、 「形勢 學論 飜譯」 と 「講演 集」 に收 めら れ たる もの、 約 半 數卽ち 約 二十 

編で あるが、 「形勢 學論 飜譯」 は 明治 六 年 三月 氏が 人口 試驗 調査の 儀 を 建言す るに 際して 添 

進せ しもので あって 上梓せられ たので はない。 

お 

氏 は 明治 一 一年 靜岡 藩に 於いて 人口調査 を 行 ふの 機畲を 得た。 然し 乍ら 此の 調査 は 事 半に 

して 止む るの 餘儀 なきに 至った。 後 中央に 出仕し、 官廳 統計 書の 編» 出版に 從 事せられ た。 

明治 四 年の 辛 未 政 表 (明治 五 年 四月 出版)、 明治 五 年の 壬 中 政 表 (明治 六 年 五月 出版)、 明治 六 年 

より 同 十 一 年に 至る 毎年の 海外 貿易 表 及び 民 費 表、 明治 六 年より 同 十 年に 至る 毎年の 警察 

表、 六 • 七兩 年の 司法 刑事裁判 表、 六 • 七 • 八 毎年の 陸海 軍 裁判 表、 七 • 八兩 年の 家綠賞 

典綠表 及び 府縣陚 金 表 等 は卽ち 氏の 主宰の 下に 行 はれし 宫廳 統計 書で ある。 而 して 氏の 事 

業 中 最も 注意すべき もの は 明治 十 一 一年 末の 甲斐 國 現在 入别調 である。 高 野 博士 其他詣 氏の 


斷定も ある 如く、 此の 人別 調 は 氏の 事業と して 氏の 名 を 永く 統計 行政 史上に 留 むる もので 

あり、 眞の 意味に 於け る 現代的 人口調査の 本邦 最初の 模範で ある。 明治 十五 年 六月 統計 院 

より 刊行 せられた 「明治 十 1 1 年 十 一 一月 三十 一 日 甲斐 國 現在 人別 調」 は 其の 結果 を 示す もの 

であるが、 我國 人口統計の 重要 資料と して 頗る 貴重なる ものである。 猶 明治 十六 年 七月に 

於け る 共立 統計 學 校の 設立 は 氏の 盡 力に 負 ふところ 多大なる ものが ある。 同 十九 年 一 一月 K 

の廢 校に 至る まで、 氏 も 亦 後進 を 誘掖敎 導せられ てゐ たが、 其の 社 青に 對 する 間接の 功績 

も 亦 決して 忘れて はならない。  ， 

吾々 は 本稿に 於いて 氏の 事業 中、 明治 二 年靜岡 藩に 於いて 施行 せられし 人口調査と、 明 

治 十 一 一年 甲斐 國に 於いて 施行 せられし 人口調査 とに 對 して 瞥： 1^ を 試みる であらう。 對象を 

此の 二者に 限定せ る は 他意 ある 譯 ではない。 姑く 本邦 統計 史の 一齣 を 此處に 求め、 其の 全 

般を うかが ふ は、 之 を 他日に 讓り 度い と 思 ふので ある。 

(1) 杉 氏 は萬延 元年 正月 廿 九日、 幕府よ リ審書 調 所敎授 手傳を 命ぜられ、 元 治 元年 八月 十一. 日、 直 

參に召 出されて 開 成 所 敎授職 並と なつ. V  (「杉 一号 二 自叙 傳」 三 五 頁、 「杉 先生 箕歷 談」 一七 二 1 
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四 頁、 後者 は 「杉 先生 講演 集」 に敉 めら る \と ころで あるつ) 

？) 前揭 「自叙 傳」 四  一 •  二 頁、 「實 歷談」 一 七 頁 

(3) 前揭 「自叙 傳」 四 二 頁、 「實 歷談」 一八 • 九 ニー  五 頁 

(4)  Max  IlaiLshofer,  Lehr-  uiid  Handbuch  der  statl.Htik,  1872 

(5)  AlexalKler  von  Oettii お eii,  一) ie Ivronll き itislik  iind  (lie  christ 一 idle  Si ttenleh re.  Vera 一 icli 

2ner  Sozialetliik  a ヒー. 2 一一て irisch つ ii (；m 一 i 二 hlKO. 此の 第二 版 は 1 八 七 四 年の 出 坂で あるが、 

氏が 閱讀 せられた の は 恐らく 一 八 六 八 年 及び 七三 年に W 版せられ たニ册 本の 第一 版で あらう と 

言 はれて ゐる。 (高 野 岩三郞 博士 「故 杉亨ニ 氏と 本邦の 統計 學」、 「國家 學會雜 誌」 第三 十二 卷、 

第 一 號、 九 六 • 七 頁) 

(6) 前揭 「自叙 傳」 四 三 頁、 「實 歴談」 一 九 頁 

(7) 「杉 先生 講演 集」 例言、 一 •  二 頁、 附錄、 三 九 • 四 0 頁 

「法規 分類 大全」 第 一 編、 文書 門、 四 八 頁 

(8) 「杉 先生 講演 集」 例言、 二 頁 

高 野 博士、 前揭 論文、 一 〇 二 頁 

一一 、明治 一一 年靜岡 藩の 現在 人別 調  - 


德川 幕府の 崩壊と なり、 杉 氏 は 一時 無 綠無產 の 境遇に 陷 つたが、 明治 元年の 末、 氏は德 

川 家に 從 つて 居 を 駿府に 移し、 學校敎 育の 事な どに 關係 する やうに なつた。 常時 沼津 奉行 

たりし 阿部 國之助 氏 は、 嘗 つて 開 成 所に 於いて 杉 氏の 薰陶を 受けし 人で ある。 杉 氏 は此地 

に來 てより 平素 腦裡 に往來 せし 統計 調査 を 今や 行 ふの 時機な りと し先づ 阿部 氏に 話せば、 

氏 は 雙手を 擧げて 之に 賛成した のであった。 夫より 杉 氏 は II 岡 奉行たり し 中 事-仲 太郞氏 S 

訪ひ、 政 表の 效用 を說 明し、 不案内の 土地に 來 つて 善政 を 行 はんに も 領內の 率 情に 通曉す 

るに 非 ざれば、 勞 する も 其の 效 なかるべし、 須く兹 に 政 表の 調べ を 行 ふ を 要すとの 意味 を 

語った。 中 臺氏亦 氏の 言に 感歎し、 其の 政 表の 調べ を 懇望した けれども、 杉 氏 は 猶藩中 上. 

役より 委任 せらる- -に非 ざれば 或は 干涉 せられん も 計り 難く、 明確なる 言質 を 得て 後 行 は 

んと辭 した。 然し 乍ら 此の 點は 中臺 氏が 一 切 引受ける こと \ なった。 

夫より 後 暫くの 事情 は詳 でない が： 纏て 氏 は 左の 如き 表 を 作製し、 之を携 へて 靜 岡の 町 

畲 所に 赴き、 市中の 名主 を 集め 先づ 彼等に 今次の 調査に 關 して 論 示す ると ころがあった。 

先づ 其の 作製せ る 表 を 掲げよう。 
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嫁 取 いづれ の 國、 たれの 娘 か、 養女 か、 何歳 か 

S いづれ の國、 たれの 作 か、 養子 か、 何歲か 

もら ひ 子 いづれ の國、 たれの 作 か、 娘 か、 何歲か  • 

出產 男 か 女 か、 ふた 子 か、 三つ子 か、 男女い く 人 か、 流產 か、 死產か 

死去 なに 病に て、 何歲で 死去 か、 男 か 女 か 

リ ゑん 何歳に てリ ゑん か 

緣， ぐみ 何歳に て緣 ぐみ か、 二度の 緣か、 三度の 緣か、 いく 度の 緣か 

や も を いづれ の國 か、 何 渡世 か、 何歲 にて や も を か 

やもめ いづれ の國 か、 何 渡世 か、 何歳に て やもめ か  . 

みなし子 何歳に て みなし子 か、 男 か 女 か 

ひと リ もの いづれ の國 か、 何 渡世 か、 何歲 にて ひと リも のか、 男 か 女 か 

W 畑 山林 いづれ の たれへ ゅづリ 渡し、 誰よ リ ゆ、、 つ リ受候 か 

とせい 替 何 渡世よ リ 何とせ いに かへ るか 

家 持 なにと せいの. i のよ リ家 かひ 受ける か、 何とせ い を 始める か 

借 { 水 なにと せいの もの 住居 か、 何とせ い を 始める か 

出かせぎ いづれ の國 か、 何とせ いか、 男 か 女 か、 何歳 か 

入 かせぎ いづれ の國の たれ か、 何とせ いか、 男 か 女 か、 何歳 か  い 


一 宗 3 口が へ 何 宗旨よ リ何 宗旨に 改む るか 

右の ケ條は 何年 月と した-. f め 三 Ht の內 にと： け 可 申 事 

一 召使 何れの 國か、 何とせ いか、 男 か 女 か、 何歳 か、 何 宗旨 か、 但し 子供 を つれ 候 は  >  男 か 

女 力 化歲カ 

右 召使の 分 は 毎年 十 一 月朔 日よ リ同 十五 日までに と V け 可 申 事 

右 者 御領 內 人民の ために 相 成候樣 厚く 御世 話 被 成 度 御 趣意 有 之ての 事に 候 i^、 能々  <:ゅ い 得いた し 

箇條： = 限 等 無 相違、 市中 は町會 所、 在方 は 其 所 役人え 屆可申 事 

但 » 川 第一 の 儀に 付、 と^-け書はなに紙にても不苦候、 且當人 腐に W 候に も 及ばず、 人賴に 

て も 召使の 者 にても 持 參可致 事  . 


而 して 氏の 論 示されし ところ を 聞く に 『此度 駿遠參 の 三 ケ國を 德川家 へ 恩賜 ありた る 

は、 君 公に 於いても、 治 民の 事に 關 して 憂慮 さる \ こと 一 方なら す、 仍ち領 內の人 ゆ 作 程， 

あり、 其の 中 男 は 何程、 女 は 何程、 婚« は 如何、 離緣は 如何、 又 領民の 職業 は 何々 なり や、 

兒 童の 讀み 書き 算用の 出來る もの 何程な り やな ど、 凡そ 治 民の 根基た るべ き 事項 を 知らん 

との 旨で ある。 殊に 近来の 如き 凶 ：！ 威に は 穀物の 御手 當も あるべき 害、 又 風俗の 善惡 など 明 

瞭 ならしむ るに 極めて 必要で ある。 此の 箇條に 依つ て 先づ巿 中を取 調ぶ ベ しとの 命で ある y 

明： B 初：^ の 靜！： 藩 及び 甲斐！； 人別 調  一 一一 一 三 
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靜岡 市中の 調査 を 終って から 氏 は 江 尻に 赴き、 夫より 沼津" 原、 淸 水と 順次 調查を 進め 

られ たが、 此の 調査に は 主として 氏 自ら 草鞋 穿き 麥飯辨 當の扮 装で 一 一三 子 を 伴 ひ H 々從事 

せられし ものである。 調査 事項 は 前揭家 別表に 由って 明で あるが、 形式的に は自計 主義で 

あっても、 實 質的に は 殆ど 他 計 主義ではなかった かと 考 ベら れる。 又 其の 調査 日時 も 一地 

域 中に 於て さへ 異 つて ゐる。 「駿河 國沼津 政 表」 を 見れば 『明治 二 年 己巳 五月 十六 日より 

？)  ， 

六月 朔日吃 J の 調』 と あり、 又 「駿河 國原政 表」 を 見れば 『明治 二 年 己巳 六月 二十 二日より 

明治 初た 牛の 靜岡藩 及び 甲斐 1； 人別 調  ， 三 一 五 
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同一 一十 八日 迄の 調』 と ある。 卽ちー 瞬時 を 定めて 調査され しもので はない ので ある。 

斯の 如き 方法に 由つ て 、乂は あるが、 杉 氏 は 此の 調査 を 全 藩に 亙つ て 行 はんこと を 期して 

ゐた" 然るに 明治 二 年 六月に は 版籍の 奉還が 行 はれ、 藩 中 上役の 間に、 朝廷に 於いて 猶施 

行なき 斯の 如き 調 查を當 藩に 於いて 行 ふ は 宜しから すと する 意 a を 生じ、 遂に 之が ため 本 

調 术凡も 中絶す るの 止むな きに 立 至り、 纔に 前記 「駿河 國沼津 政 表」、 「駿河 國原政 表」 の 二 

政 表の みが 此の 調査の 記念と して 殘る こと、 なった。 此 等の 政 表 を 見る に 武士階級に 就い 

て は 何等 調 在の 行 はれ ざり し 事 を 知る であらう。 蓋し 當 初の 目的が 領內に 善政 を 布く に. a 

るべき 极據 を：！^ 出さん とする にあった からで ある。 

(1) 本節 は 「杉亨 二 自叙 傳」 四 三 乃至 五 一 頁、 「杉 先生 講演 集」 所收の 「杉 先生 實歴 談」 二 〇ニ一 1 , 

二 五 乃至 三 11 頁に 由リて 述べし 所 多き も、 一 々出典 を 示 さない 0 猶杉亨 二 氏 「統計 懷 舊談」 

(「統計 學雜 誌」 第三 百 五十 號、 一 九 六 • 七 頁) をも參 照した。 

(2) 「杉 先生 講演 集」 附錄、 一 乃至 一 五 頁 

(3) 同上、 一 五 乃至 二 五 頁 


一一 一、 明治 十二 年末 甲斐 國の 現在 人別 調 

靜岡 藩に 於け る 人別 調 も 上述の 如き 障碍の ため 中止せ ざる を 得なかった" 然る 中に 明治 

1 二 年 七月 氏 は 民 部 省 十 I 一等 出仕と して 御用 召 を 受けた が、 此の 御用 召が 如何なる 趣意より 

のこと か、 氏 自らに も 不可解であった とい ふ。 然し 政府に 於いて は 氏 をして 戶籍の 調 水ば を 

行 はし めんと する 模樣 であった から、 氏 は 政 表が 戸籍 調に 非ざる こと を 漸次 說 明し、 逸に 

出仕 を辭 して 歸國 して 了った。 翌四年 九月 又 史官より 御用 召 を 受けた。 此の 時 は 正 院に於 

いて 大主 記に 任ぜられ たが、 先年 建白の 趣 も あり、 政 表の 取調 を 行 ふべ しと へられ 氏 は 

衷心 欣喜の 情 を 禁じ 得なかった と述懷 せられて ゐる。 所謂 先年の 建白と は、 民 部お 出仕の 

時 『政 表 御 取調 相 成 候 儀 は、 凡そ 天下 之 事物 逐 一 政 表 之 上に 相 記し 候 偶にせ 之 攸 故、 名 

.實 齟齬いた し 候 様に て は、 利害 大に御 政務 之 上に 關係 致し 候 儀に 付、 御 趣意 枘能ケ 尺 心に 

徹底 致し、 事 |は 明白に 相 調 候 事 第 一 に 御座 候。 然る 處是汔 J 數 百年 來被 行來攸 、法 も 可 有 

之、 叉 御 新政 以來被 仰 出 之條々 も 可 有 之、 夫是を 以て、 民間に て は 新 舊之法 俊 繁雜に 相 成 

明治 初年の 靜！： 藩 及び 甲斐 國 人別 調  三 一七 
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候 儀 も 難 計 候に 付、 上下 隔絕之 弊 無 之樣、 無用 を 化して 有用と なす 御沙汰 も 可 有 之 候 得 

共、 先づ其 根本 を 御 除き 相 成 候 は、 >、 上 T 合 體之御 趣意 相 貫き、 事實 明白に 取調 も 出來仕 

？ ) 

候 俵と 奉存候 間、 此段 別紙に 申 上 候』 とて、 奴 隸を廢 止す る 事、 四民 互に 婚姻す る を 許す 

事、 土下座 を廢 止す る 事 を 建言せ る ものである。 明治 三年 七月 二十 九日 大隈大 藏大輔 の 許 

に 提出した とい ふので あるから、 出仕 早々 の 建白で ある。 

此の 再度の 出仕よ リ氏 は嚮に 述べし 各種 官廳 統計 書の 編暮、 を 主宰す る こと、 なった" 其 

の 間 氏 は 相 原、 吳、 宇川、 高 橋、 物 集 女、 小 野、 小川 諸氏の 如き 大學 出身者、 新進の 洋學 

者 を 其の 許に 集め、 政 表 事務 は 勿論、 理論の 研究に も 努め、 政 表譯は 太政官 の大學 とい ふ 

-掉名 さへ 付けら る. -に 至った。 一方 諸氏に 於いても 亦 研究の 進む に從 ひ、 一大 問題 を とら 

へ て K 地 硏究を 行 はんとす るの 念 勃々 たる ものが あった。 偶々 明治 十 一 年の 頃 寺 島 外務 卿 

を 經て第 九 囘萬國 統計 龠議 本邦 代理 委員 佛國ブ ロック 氏より 其 新著 統計 論數 部が 寄贈 せら 

れ たが、 各國 最新の センサ スの實 例 方法 等 最も 巨細に 記せる もの あり、 杉 氏 も 亦 毎年の 戶 

籍局調查にょり整理製^^^せる戶ロが本籍及ぴ男女族籍等を示すに止り、 以て 現在 人： ！、 國 


良の 狀態 等を徵 する に 足らざる を 憾み、 如何に かして 之を改 i:^ せんと 苦心され てゐ た。 斯 

る 間に 戸籍と は 別に 現在 人口 を 主と し、 之に 伴 ふ 狀態を 調ぶ る も 差 支な かるべ しとの 事と 

なり、 明治 十， 一 年の 秋より 其の 調査 規則 を議 し、， 十」 月 施行の 議を 提出し、 士 一年 一 一月 一 一 

十四日 逸に 閣議の 採用す る 所と なった ので ある。 

杉 氏の 腦裡に 始終 現在 人口調査の 事が 往來 せし は 氏の 語る 所 を a れば 極めて 明， H となる 

であらう。 卽ち 『邦國 の 開く るに 隨 つて、 國 民の 蓮 勳變移 愈增大 する は 人間 自然の 勢 なれ 

ば、 其增減 消長 を詳 にす る は、 勿論 立國の 大事で あらう。 人 を 生 出す る 勢力 は强大 なれ ど 

も、 人の 死亡す る 勢力 も 亦 等しく 强大 なる ものなる こと を 知らなければ ならぬ。 之 を 知る 

の 根本 をな す もの は 現在 人別 調の 外に 無い。 凡そ 人事の 總 ての 調 杏 は 之に 據る もので あ 

る』 と。 斯の 如く 現在 人別 調 は 極めて 必要なる 画家 事業で あるが、 而も 其の 赏 行に は 調^ 

者 も 十分に 熟練 を 積む を 要し、 又 多大の 經費も 必要と される ことで ある。 若し 一成び 之 を 

行つ て 誤る とき は 容易に 取 返し 得ざる 重大なる 結果 を 生す るで あらう。 断くて 氏 は 此の 問 

題に 就いて 日夜 思 を 廻らし、 遂に 一 縣 にして 民數の 寡少なる ところに 調术 ：- を 行 は、 >、 以て 

明治 初年の 靜！： 藩 及び 甲斐 國 人別 調  三 一 九 
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大略の目途を知りぅべしと；^^した。 然し 乍ら 我 國には 在來賴 るべき 人別 調の 箇條を 記した 

る もの 曾てな く、 種々 考案した る 後、 嘗 つて 前年 靜岡 藩に 於いて 調査せ し箇條 を參考 し、 

更に 案出した る 家 別表 を 基礎と し、 又 調查規 M 二十 五條 及び 調査 心得 書 を 作製し、 大體其 

の 準備 を 完了す るに 至った。 •  - 

此の 調査 規 M 及び 調査 心得 書の 决定 せらる \ に 就いても 亦 多大の 苦心が 重ねられた 0 今 

次の 人口 試驗 調査が 決せら る \ や、 先 づ調查 事項 を 定め 次いで 心得 書 を 作る こと，， し、 杉 

氏の 許に、 世 良、 小 野、 吳、 高 橋、 小^、 岡 松 等の 諸氏が 會 合交議 したが、. 原案 とてもな 

く、 各自 心附 くま \ に發 言し 杉 氏が 之 を選擇 するとい ふ有樣 であった。 斯の 如くして 調査 

事項 は 凡そ 左の 數 項と 決定 せられた。 、 

1 、 住 地 及 住家の 持 借 

二、 世 帶の數 二 人暮及 家族 暮) 

三、 體性卽 ち 男女の別 

四、 身上の 有樣 (未婚、 夫妻、 妾、 教寡及 離婚 者) 


五 職業 (本業 及 兼業 、恨 一人前の 者 及 一人前に 足らざる 者を區 別す)  - 

六、 宗旨 (神道 及佛法 各宗) 

七、 生國 (闹 名に 止む) 

A 不具 (ま 癲、 啞聾及 盲、 但し 盲に 限リ 生來、 ^：内來、 S 我に 分つ) 

右の 外ェ 揚及學 校の 統計 は 縣廳の 調 查を徵 する こと.， せられて ゐ る。 

扨乂 心得 窨を 作製す るに も 氏 等 各自 思 附く所 を 述べた ので あるが、 朱て， ゅキ おの. ^オズの 

分類 も 亦 困難であった。 然れば 高 橋ニ郞 氏の 如き は 市中 往返の 際に も 意 を 配って」 に^ を 拾 

集し、 又 眤懇の 大工 線 梁に 酒 着 を 饗して 其の 分業 を聽取 せらる i とい ふ^ 様であった〕 然 

し 心得 書 を 作る に 際して ブロック 氏の 統計 論 は 可成り 參考 となった。 とい ふの は， g^^w 氏 は 

ブロック 氏の 統計 論に よって 種々 意 z:^ を 開陳せられ、 氏の 說は又 多く 採用せられ たので あ 

る。 家 別表 及び 記入 例 は 全く 髙橋 氏が 杉 氏の 命 をう けて 起案す ると ころに か \ る： 而 して 

衫氏は 調査 規 M 及び 心得 書の 文辭 にも 多大の 注意 を拂 ひ、 1 般 人民に 解し^ からしめ 以 t 

其の；：；：： 施に s^g^ 過誤な からし めんこと を 期せられ た。 心得 書の 完成に は九リ - H より 十 一 

明； S 初年い 靜岡藩 及び S. 斐^ 人別 調  三 ニー 
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(6)  . 

月 十五 nn まで 前後 一 一ヶ月 半 を 費した とい ふ。 

斯 くの 如くして 諸種の 準備 も涉々 進行した が、 然 らば 之 を 何れの 國に 就いて 行 ふべき で 

あるか、 之 亦 重大な 問題であった" 氏 は 考慮の 結果 之 を 山 梨縣と 定められ たが、 之本縣 は 

他縣の 分轄な き 一 國專 管の 縣 であり、 習俗 軌を 一 にして 其の 纏り よく、 束 京よりの 距離 近 

く、 調査 從事 者の 往返に も 日時の 徒費 少く、 四面 山岳 を 以て 圍繞 せられ 人民の 移動 若しく 

は 出入 も 比較的 僅 小なる 上に 縣令藤 村 紫 朗氏は 長く 其の 地に 在つ て 治績 較著、 縣 民の 信用 

亦 厚き に 由り しもので ある。 上申の 結果 太 政官も 直に 之 を 許し、 山梨縣 へ 左の 達が あった。 

『今般 其縣 管下 甲斐 國 一 圓 山梨縣 人別 取調と して 太 政 官權大 書記官 杉 亨ニ被 差遣 候 右 取調に 他 府縣人 

別 政 表 Q 模範と も 相 成 候に 付 取調 方法 等 懇切に 協議 致し 人民 營 業に 差 障 無 之 樣可取 計 此旨相 達 事 

明治 十二 年 四月 二日  太 政 大臣 三 條. K 美』 

氏の 崔躍 察する に餘 りが あるつ 氏 は 直に 世 良 氏 を 隨へ山 梨縣に 赴き 縣令藤 村 氏と 議し郡 

長 及び 書記と 會し、 其の 條目を 啓示し、 事の 成否 如何 を 諮詢せられ た。 會議は 二三 囘 重ね 

られ たが、 郡長 等 皆 此の 事の 職務 上缺く 可から ざる を 述べ、 寧ろ 其の 之 を 知る こと 晚 かり 


姓 


名 


豕ま 
主 

族 及 


男 
女 

有 身 
上 
樣の 

年 

齡 
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了 別 
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解册 

しの 

た 心 

十 

る 得 

上書 

月 

に を 

て 見 

十 

此合 

表せ 

に 篤 

午 

書と 

後 

入 取 

十 

る 調 

時 

し を 

し を憾む 有様であった。 氏又必す事の成るべきを信じて^^京に歸還せられた。 

今次の 調査の ために 作製 せられた 家 別表 書 込 雛 形 は 省略す る。 家^ 表 は 左の 如き もので 

ある。 


(原 表に は 十二 行の 欄 を 作る) 

明： K 初； や の 靜！： 藩 及び 甲斐 1： 人別 調  三 一 一 三 
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此の 家 別表 を 十一 萬 枚 印刷して 山 梨縣に 送附 し、 各 郡 町村 役所に 頒布し、 其の 調査す ベ 

、  き簡條 中、 職業 及 ぴ年齡 等の 如く 事 極めて 煩 はしく、 而も 精密 を 要する もの は、 期に 先つ 

て 豫め之 を 表 中に 記入せ しめ、 後變勳 あれば 之 を 加除す る 等、 總 ベて 心得 書に 準據し 期に 

至る までに 之 を 記入せ しめたつ 而 して 十三 年 一 月 初旬よ リー 一月 一 日 迄 三十日の 間に 下 調 を 

完結せ しむる 豫定 であった が" 畲ま徵 兵 令の 改正 あり、 次いで 聖駕 巡幸の 事 あるに 際し、 

郡 吏 等 事務 繁忙の 結果 其の 期に 後れ、 八月 下旬 記入 下 調 完了の 報告が あった-" 兹に 於いて 

氏 は 九月 八日 * 僚 七 人 を 件 ひ 山梨縣 に 赴き、 九 郡 各 村の 家 別表 を 一 々檢查 し、 誤謬 を 正 

し、 遣 漏 を 補 ひ、 凡そ 二十 六日に して 柬 京に 歸るを 得た。  . 

事玆に 至れば、 之に 繽 いて 其の 整理 製 表が 行 はれなければ ならな yd 然し 乍ら 此の 下 調 

の 完了までに は 郡 吏 等に 於いて 種々 疑義 を 生じ、 前後 四囘に 1 つ て 之 を 中央に 質して 來た 

%  のであった。 杉 氏 は 之 を 又屬僚 諸氏と 審議し、 懇切に 返答 を與 へた。 質疑 諸 項の 大要 を考 . 

へる と、 年齢に 於いて 月 數日數 の 加へ 方、 其の 切捨の 場合、 逃亡 失踪の 區別、 國中各 郡の 

戶 主にして^ 帶を 有せす 雙 方より 寄留した る 者の 調べ 方、 宗旨に 於て 家の 宗旨と 當人 JllE 仰 


の區 別、 ； 人前に 足らざる 職業 者 にても 其の 兼業の 收入を 合算 するとき 1 人前と なる 場合 

(1 ) 

の 取扱 方 等であった とい ふ。 

山梨縣 より， 送 附し來 れる家 別表 は 次の 如くして 整理 せられて 行った。 卽ち 〔豕 別表の 人 を 

一人 毎に 小 札に. SI し、 其の 男女 • 年齢 • 身上の 有様 • 職 業 等を條 列し、 家 別に 番號 を附し 

て 以て 之 を 分ち、 ： 村 を 畢れば 順次に 各 村に 及ぼし、 各 村 を 集めて 一 郡と し、 各 郡 を 狼め 

て 一 國 とし、 筒條稀 類を逐 うて 部 を 分ち、 類 を 集め、 又 同種の 等級に 據 つて； 史に之 を 配 叙 

し、 隨て 合せ 隨て 分ち、 各其關 係す る 所に 應 じて 之 を 網羅 組織す るので あった。 i 是に 其の 

(2  ) 

法た る、 恰も； H 人民の 全體を 結構す るに 似し ものである C 

此の 調査の 結 m は 明治 十五 年 六月 刊行 せられた。 統計 院編 S 「明治 十一 一年 士 一月 三十 一 

日 甲斐 阈 現在 人別 調」 卽ち 之で ある。 吾々 は 此の 人別 調より 封建時代の 色彩 を猶 多分に 殘 

有して ゐた 此の a- の 甲斐 國を 描出す る ことが 出來 るで あらう。 經濟史 研究の a 點 よりす る 

(？ 5) 

も 此の 人別 調は乂 貴重なる 史料で ある。 

此の 人別 調に 於いて 要した る 费用は 次の 如くで ある。 蓋し 廣く 費用の 多 寐は乂 調^の 精 

明：^ 初：^ の 靜！： 藩 及び 甲斐 阈 人別 調  . 三 二 五 . 
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粗 成敗に 多大の 關係を 有する ものであるが、 今次の 費用より 全國的 調査の ために 必要なる 

其の 額 を 算出す る こと も 出 來る譯 である。 

政府の 出 費に 係る 者 

三 九九 圓四 七錢 


三 三 八 ニ圓四 一 錢六厘 九 毛 

九 四 圓三八 錢ニ厘 五毛 

七圓五 〇 錢 


1 人別 調 心得 書家 別表 小 札 等 

1 編纂 及び 寫字 

1 筆墨 羝 及び 附屬品 

1 家 別表 運 貸 等 

1 人別 調 费手當 

甲斐^ 入の ffl 費に 係る 者  、 

1 甲斐 國 九 郡 人別 調 費  一 三 七六圓 ニニ 錢_ ，ハ厘 四^ 

合  計  五 七 五九圓 九九 錢五厘 八 毛 

但此外 巡囘費 五六 三圓三 九錢は 政府 臨時の 支出と して 算入な く、 又 政府の 出費に 係る も 

の \ 中、 編 S 、及び 寫字费 は 決算で はない から 多少の 差異 あるべき 數字 である。 右の 合計 を 

甲斐 國 人口 三 九 萬 一 四 一 六 人に て 割れば 一 人に 付き 一 錢四厘 四 毛 九 絲に當 る。 之 を 明治 十 


一一 一年 一 月 一 日全國 人口 三 五 九 一 一 萬 五三 一 三人 (戶籍 1:^ 調 杏) にっきて 計^ すれば 其 額 五 一 S 

0 五 五 七圓餘 となる" 又 家 別調掛 一 人 を 以て 四十 戶を撸 任 するとせば 其 人 一  八^! 一三 一 一 

七 人 を 要し、 三十 戶&. 撸任 すると すれば 一 一四 萬 三 一 〇 三人 を 要する。 尤も 之 は！ 1： 九^ 全國 

(4  ) 

戶籍 表に 記載す る 戶數七 二 九 萬 三 一 一 〇 戸に ついての 計算で ある。 斯 くして， 大體の H 途を 

計算す る 事 を も 得た ので ある。 

(1) 本節 は 「杉亨 二 自叙 傳」 五 七 乃至 八 八 頁 及び 「杉 先生 講演 集」 所收の 「杉 先生 談」 一一： 1： 乃 

至 五 二 頁に 由リて 述べし 所 多き も、 1 々出典 を 示さない。 猶杉亨 二 氏 「統計 懷 舊談」 「統計 學 

雜誌」 第三 百 五十 號、 一九 七 • 八 頁)， をも參 照した〕 

<2) 前揭 「自叙 傳」 五 七 • 八 頁、 「杉 先生 講演 集」 附錄、 二 七 頁、 「法規 分頻 大全」 第 マ 編、 文 ま；： 門、 

四 五 頁  • 

(3)  Maurice  ； Block,  T-rait^  theorique  et  wwsa^^^Q  de la  spa^^^^s-  1S78 

(4) 「法規 分類 大全」 前 揭册、 四 七 こ 〇 七 頁、 高 橋 ニ郞氏 「明治 十二 年末 5. 斐！： 現.！^ 人別^^ 末」 

(「統計 集 誌」 第二 百 八十 八號、 一〇 五 頁) 

<5) 岡 松徑氏 「甲斐 國 現在 人別 調 記憶 談」 (「統計 學 雑誌」 第二 十四 卷、 ニー  九 •  ニニ  o_:fi 參 ii 

(6) 高 橋 氏、 前揭 論文、 一〇六.七頁、 猶 心得 書の 全文 は 統計， 院編 募、 前 5st:、 九 乃至 二三、 三 〇• 

明治 初ハ 牛の 靜岡藩 及び 甲斐 國 人別 調  一 一一 二 七 
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三 一 頁、 「法規 分類 大全」 前 揭册、 h ) 七 乃至  一一 二 頁に 在る レ 

(7) 「法規 分類 大全」 前 揭册、 一 n 七 頁、 統計 院編募 「明治 十二 年 十二月 三十 一日 甲斐 s 現在 人別 

調」 緒言、 一 頁、 前揭 「自叙 傳」 八 四 頁 、「寅 歷 談」 四 八. 九 頁 

(8) 統計 院編 募、 前揭 書、 緖霄、 一 頁  ， 

(9) 同上、 二 四 乃至 二 九 頁、 「法規 分！^ 大全」 前 揭册、 一 一二 乃至 一 一 五 K 參照 

(3) 統計 院編 募、 前揭 書、 緒言、 二 頁、 高 橋 氏、 前揭 論文、 一 (，) 七 頁 

(U) 岡 松 氏、 前揭 論文 (「統計 學雜 誌」 第二 百 八十 三號、 三 六 八 頁) 

ej) 統計 院 編纂、 前揭 書、 緒言、 三 • 四 頁、 猶 詳細に 就いては、 高 橋 氏、 前揭 論文つ，. 統計 集 誌」 第 

二百 八十 八號、 一 0 七 乃至  一 一 二 頁.)、 岡 松 氏、 前揭 論文 (「統計 學雜 誌」 第二 十五 卷、 六 乃至 

八、 三 六 乃至 四 二、 六 五 乃至 六 八 及び 二 一  五 乃至 二 一  六 頁) 參照 

(S) 花房 直三郞 博士 「明治 十二 年末の 甲斐 國」 ，(「統計 集 誌」 第三 百 十四 • 十六 • 十九 ニー 十. 二十 

一 號) 參照 

cs) 統計 院 編纂、 前揭 書、 緒言、 四 乃至 六 頁、 ^1: 松 氏前揭 論文 (「統計 學 雑誌」 二十 五卷、 二 一 

六 乃至 二 一  九 頁) 參照 

四、 結 言 


泰西の 文化が 蘭 書 を 通じて 輸入せられ、 其の後に 於け る 我 國學術 發展の 船 をな せし 事 

に 就いては 赞言を 要しない。 統計 學に あっても 亦然 うであった。 而 して 此の 統計の 重. かス性 

を 認識せられ たる 杉 氏 は、 旣に 早く 其の 赏 施の 機 青 を 維新 直後に 得る ことが 出來 た〕 $ 

民間の 風俗 猶舊 習に 泥み、 其の土地の人别に入らざるものは日常生活|5般の^^に於ぃて差 

別 的 待遇 を受 くる 有様であった から、 氏の 調 杏 は 一般に 歡迎 せられ、 氏亦^^に熱心にして 

若し 上述の 如き 俗論 を 生す る ことな からん に は 恐らく は 全 藩に 1 る 政 表 を 52 たる ベく、 之 

を 海濱の 一例と し、 山國 甲斐 國 人別 調と 對 比する を 得たならば、 興味 ある 結 * を：：： ル 出す こ 

とも 出來 たで あらう。 然し 乍ら 當時 氏の 持した る 統計 理論 も 今日より 觀る とき は 極めて 不 

完全なる ものな りし こと \考 へらる \ が、 之 固より 當 然と 言 はなければ ならない。 5 々は 

假令 一 小 部分に 止り しと は 言へ、 « 新 草創の 秋に 方って 斯の 如き 調査 を K 施せられ し 氏の 

lirs- に 先づ讃 歎の 辭を捧 ぐる ものである。 

氏の 此の 調査 は 後年 甲斐 國に 現在 人別 調 を 行 ふに 際し、 カ强 き經驗 となったり 明： S 六 年 

三月 五日 氏が 統計の 國家經 綸上第 一 の 要 事た る を 建議 せられし 中に も 此の * は 明，：： にあら 

明治 初ハ やの 靜岡藩 及び 甲斐 國 人別 調  三 二 九 
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はれて ゐる： 然り而 して 後者 は 又 我が 國勢 調査の 母と も稱 せらる、 ものであって、 本邦 統 

計 調査の 沿革 を： il らんと する 者の 斷 じて 見逃す を 許されざる 所で ある。 此の 調 查は靜 態 調 

查 であるが、 然 らば、 氏 は 動態 調査に つき 何等の 關心を も 有せ ざり しもので あるか" 氏が 

「甲斐 國 現在 人別 調」 の緖 首に おいて 『凡そ 人別 を 調ぶ るの 方法、 其 大要 二 あり。 一 を 人 

員 所 靜 の 調と 云 ふ" 卽ち 現在 人別 調に して 人の 靜止 する 所に 就て、 ー擧 して 同時に 其國の 

人別 を 調査し、 画の 定法に 從て、 五 年若く は 十 年毎に 之 を 行 ふ ものと す" 一 を 人員 所 動の 

調と 云 ふ" 每年 一 月 一 日 午前 零時より 十 一 一月 三十 一 日 午後 十 一 一時に 至る 一 年間の 出生、 死 

亡、 婚姻、 移住 等、 總て 人の 變動 する 所に 就て 調ぶ る ものと す』 『此 S. 斐國 人別 表 は卽ち 

人員 所靜の 調に 係る ものにして、 其 調 は 明治 十 一 一年 士 万 三十 一 曰 午後 十 一 一時に 現在せ る 

(3  ,) 

人員に 據る ものな り』 と 述べら る-^ は、 或は 其の 所 動の 調に 關し 何等かの 腹案 ありし に は 

非ざる か を 思 はしめ る () 實に氏 は 此の 動態 調査の ために 人員 運動 調 心得 及び 雛 形 を 立案し 

人 を 派して 甲斐 國 地方 機 關の 訓練に 着手せられ たのであった。 然るに 官制の 改革 ありて 統 

計 院の廢 止と なり、 途に氏 は 其の 志を實 現す る を 得なかった ので ある〕 誡に 惜しみても 餘 


I 


い？ 時 氏 


7  ) 

り ある ことで ある。  -  、 

「辛 未 政 表」 凡例の 中に 於いて 氏 は 云 ふ 『政 表の 務 たる、 人事の 變遷、 土地の 沿革、 庶 

？ ) 

物の 興廢 等、 總て 地上の 萬 有 を 網羅し、 以て 全國の 大勢 を 表示す るに 在り。 然るに 本 Si を 

立てられ しょり 未だ 日 あらす して、 事 尙備ら す。 是を 以て 大綱 擧り 難き 者 多， し。 故に 先づ 

其 易き に 就き、. 其 難き を 後に す。 此 表に 記す る 所の 如き は 僅に 其 一 班の み』 と。 然 あれ、 

關心 は先づ 本邦の 官廳 統計の 發 達に 係り、 主と. して 此の方 面に 功緒 を殘 された が、 當 

社 會經濟 政治 狀 態と 氏の 個人的 環境より して 極めて 自然な 成 行と 言 はなければ ならな 

.1) 「杉亭 二 自叙 傳」 四 九 • 五〇 頁、 「杉 先生 實 藤談」 (「杉 先生 講演 集」 所收) 一 一 l〇；A 

,2) 「法規 分類 大全」 第 一 編、 文書 門、 四 七 • 八 頁、 「杉 先生 講演 集」 附錄、 三 八 • 九： A 參 ii 

:3) 本書、 二 頁、 猶、 前揭 「自叙 傳」 八 二  • 三 頁、 「宵 歷談」 四 七 頁參照 

:4)  W 中 太郞氏 「杉亨 二 翁 略傳及 事蹟」 (「統計 集 誌」 第 四百 三十 九號、 四 1:1:*五直) 

.5) 本 課と は 政 表 課で ある。 政 表 課 は 明治 11 年 十二月 二十四日 始めて 正院に 設けられた。 (「法規 分 

類 大全」 前 揭册、 一 頁、) 

明治 初年の 靜！： 藩 及び 甲斐 國 人別 調  一 一一 一 一二 
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<6) 「辛 未 政 表」 は 「法規 分類 大全」 前 揭册、 三 乃至 四 五 頁に 收 載せられて ゐ る。 

<7) 氏の 本邦 統計 學 史上の 地位に ついては、 高 野 岩三郎 博士の 論文 「故 杉亨ニ 氏と 本邦の 統計 學. 

(「國 家 學會雜 誌」 第三 十二 卷九四 乃至 一 〇 三 頁) が ある。  ， 


慕 末 維新 終 
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經濟史 話 叢書 〔經 濟學 博士 ォ庄务 治 I 絹」 

第一 册 ii 先人 を 語る sr?§ 

石^ 三 成、 淀 屋三郎 右衛門、 海保靑 陵、 大島貞 益、 前 W 正 名、 河合寸 翁、 

野中 兼 山ら 我國 經濟史 における 十六 先覺 者の 經濟 人と し て の傳記 .學 

問 • 事業に 關 する 各 權 威の 硏究を 鬼む」 經 濟史、 經濟 思想 史、 一般 文化 

史の 貴重なる 資料た ると 共に、 また 一 般 向き 讀 物と しても 興味 ある 書 

第二 册幕 末 維 新 SETJ  STi 一 S 

第三 册 重要産業の 囘顧 〔近 刊」 

軍事 工業、 洋式 製鐵 業、 石油 業、. 製油 業、 綿 業、 紙 業、 糖 業、 陶磁器 業 

の 重要 產 業の 發 達に 闘す る 史的 論述 を蒐 む"  - 


社 吟 龍 


